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ゃ 、 W (① ゆ と り の 行程 
JTB ガイ アレ ツウ の ゆとり の 行程 を ご 提案 。 早め の チェ ッ ク イ ン 、 遅 め の チ ェ ッ クア ウ 

ト を 心掛け て いま す 。 

ーー 

テー マ あ る ゆとり の 旅 』 2Aegozm 
お 集まり が 少数 で も 出発 する よう に 心掛け て いま す 。 

③ お 1 人 参加 ツア ー も 

お | 人 で | 室 を ご 利用 いた だ ける コー ス も 多数 ご 用 意 し て いま す 。 
④ 添 乗員 同行 安心 コー ル 


SIT と は ・…・ 
Special Interest Tour( 目 的 型 旅行 ) の 略 


SPECIAL 
INTEREST TOUR 


Ne 全 コー ス 安 心 の 添乗 員 同行 で す 。 出 発 前 に お 電話 させ て いた だ きま 
く | T 本 人 ッ ク 本 す の で 、 ご 不明 な 点 な ど 、 お 気軽 に ご 相談 下さ い 。 
を ⑤ お 土産 物 店 立寄り 無し 
RE 6 原則 、 行 程 上 不要 な 圭 産物 店 に は 立寄り ませ ん 。 
特色 ある コー ス を 講師 同行 の 旅 女性 お ひと り 限 定 の 旅 音楽 ・ 観 劇 の 旅 
ご 用 意 し て ( ます 各 分 野 の 専門 の 講師 が 同行 、 丁 寧 な ゆっ た り 女 性 な ら で は の 旅 を ご 提案 クラ シッ ク 、 バ レ エ 、 オ ペラ な どの 
ご 用 足 に 9 解説 付き で 知 的 好奇 心 を 満た す 旅 し ます 上 質 な 公演 を 鑑賞 し ます 


ER 


ご 希望 ツア ー の 掲載 ペー ジ と コー ス 名 また は 掲 
昨年 か ら の 新 テ ー マ 、 ア ド ベ ンチ ャ ー ツ ー リ ズム で す 。 冒険 ・ ア ク 載 No、 出 発 日 等 を お 伝え 下さ い 。 
ティ ビ テ ィ が メイ ン の よう に 感じ られ ます が 、 その 地域 を より 深く 。 。 
知り 、 一 味 違う 体験 に より 、 大 人 の 方 で も 安心 し て お 楽し みい た だ 画 グ ルー プ で お 申込 み の お 客 様 
け ま す 。 旅行 の ご 契約 者 は 代表 の 方 と な り ま す 。 誠 に 恐 
縮 で す が 、 ご 請求 書 や 最終 旅程 表 な どの 案内 書 


に _ 還 類 は 代表 の 方 の み へ の 送付 と な り ま す の で 、 あら 
16 時 30 分 まで に チェ ッ ク ご 出発 日 の 90 日 前 まで の か じ め ご 了承 下さ い 。 


イン 、9 時 以降 に チェ ッ ご 予約 完了 で 3.000 円 暫 
クア ウト の ゆっ た り コ ー 引 さ せ て いた だ きま す 。 画 旅 行 代金 の お 支払 い 

WW ポキ ャ ン セ ル 待ち の 場合 は 適 お 振込 みち し く は クレ ジッ トカ ー ド 決済 に て 承っ 
4 て お り ま す 。 J TB 旅 カー ド ご 利用 の 場合 は 、 お 
定員 が 表示 の 人 数 (最大 凍り 章介 W 3 近く の JTB 店 舗 に て お 申込 み 、 お 支払 い を お 願 
18 名 ) で 快適 な 少 人 数 ツ 者 交代 、 コ ー ス 変更 人 数 いし ます 。 

アー で すず 。 追加 ・ 取 消し が 発生 し た 場 

合 は 適用 外 と な り ま す 。 

お ひと り 様 の お 部 屋 を ご 間 レ レイ グ 

用 意 し て お り ま す 。 ツア ー の 催行 (出発 ) が ペン 


決定 し て いま す 。 ググ グ 
ン ン ン ン 


二 ググ クル クジ の ク 
バス ガイ ド が 乗務 し ます 。 あと 数 名 の お 申し 込み ンダ タル ハン ン こ 鼻 下さ い 。 


た 衝 (出発 ) 
が 決定 し ます 。 
現地 を 熟知 する プラ ン ナ 秘 湯 の 旅 

熟 ラテ 3 寺 本 
ー が 時 味 し た 、 ワ ン ラ ン 日 本 秘 湯 を 守る 会 」 加 用 館 
ク 上 の 厳選 の 宿 に 宿泊 し コー ス の 出発 地 「 東 京 発 」 を 中 心 に ご 案内 。 ツ アー 参加 で 
ます 。 「 大 阪 発 」「 東 京 ・ 大 孤 発 」 秘 湯 ス タン プ 帳 に 押印 で きる 
等 は こち ら で ご 確認 下さ い 。 の は 当社 だ け の 特典 !「 季 節 の 


お ひと り 様 で 、 バ ス 席 を an 秘 湯 め ぐり 」 を お ぉ 楽しみ 下 さい 。 


大 阪 発 | 6CE00000 
※ 一 部 区 間 ・ 行 程 を 除く ーー 山 旅 & ウ ォ ー ク 


場合 が あり ます 。 1 
初心 者 も 安心 、 ゆ と り の 山 旅 ス 
タイ ル を 新 提案 ! 日 本 山 績 ガ 
く ゃ N 全 抽 定 ガブ さ 
「 一 人 旅 」「 女 性 ひと り 旅 」 の お 申込 み に つ いて 0 の 時 
ツ ゝ や 
・ お ひと り 様 ご 参加 の お 客 様 の み 承 り ま す 。 ご 夫婦 で の お 申込 み は ご 遠慮 願い ます 。 旅 へ ご 案内 し ます 
・ お 友達 同士 で ご 参加 の 場合 は 、 個 々 に お 申込 み を 承り ます の で 、 別 々 に お 願い いた 人 6 ーー 
し ます 。 ま た 、 お 席 や お 部 屋 な ど に お いて 、 隣 同士 等 の ご 希望 は 承れ ませ ん の で 、 @ 「 日 本 秘 湯 を 守る 会 」 会 員 宿 に 泊まる コー ス も 充実 。 
あら か じ め ご 了承 下さ い 。 人 @ 登 山 コ ー ス は 75 歳 まで ご 参加 OK。 


※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 ※ 花 の 見 頃 や 紅葉 、 積 雪 や 流水 な ど 時 期 は 年 に よっ て 異な る 場合 が あり 、 ご 覧 いた だ け な い 場合 が あり ます 。 
※ 日 の 出 や 夕 景 、 雲 海 、 星 空 観測 な ど 気象 条件 に より ご 覧 いた だ け な い 場合 が ご ざい ます 。 ※ 音 楽 ・ 観 ・ 美 術 展 な どの 出演 者 や 演目 ・ 鑑 賞 内 容 は 予定 で す 。 変更 に な る 場合 が ご ざい ます 。 

※ 行 程 に な い 駅 で の 発着 希望 の 場合 (上 野 、 立 川 な ど )、 最 終日 程 表 に 記載 の 駅 の み ご 乗車 (下車 ) 頂け ます 。 出 発 日 の 14 日 前 まで に お 申し 出 下さ い 。 

※ 掲 載 ツア ー は 2023 年 10 月 10 日 現在 の お 客 様 の お 集まり 状況 か ら 掲 載 に し て いま す 。 その 後 の 状況 で 満席 (個別 の 部 屋 タイ プ の み 満 席 の 場合 も 含む ) ま た は 催行 中 止 の 場合 が ご ざい ます 。 あら か じ め ご 了承 下さ い 。 


表紙 写真 わた ら せ 渓 谷 鐵道 トロ ッ コ 列車 (イメ ー ジ ) / 彩 凛 華 ? (イメ ー ジ ) / も み じ (イメ ー ジ ) / 扇 子 (イメ ー ジ ) ノ タ ンチ ョ ウ (イメ ー ジ ) 


【 全 コー ス 共 通 】 代 ご 出発 前 日 まで に 添乗 員 よ り 各 グル ー プ の 代表 者 様 へ ご 挨拶 の 電話 を させ て いた だ きま す 。 (国外 在 中 の お 客 様 へ の お 電話 は いた し ませ ん ) CPU 予約 時 に 連絡 の 取れ る 電話 
番号 を 必ず 入力 下さ い 。 尚 、 電 話 が 不要 な 場合 は (宿泊 素材 ) MS に その 旨 を 入力 下さ い 。 日 時 指定 は で きま せん 。 但 行程 に な い 駅 で の 発着 希望 の 場合 (上 野 、 立 川 な ど )、 出 発 日 の 14 日 前 
まで に MS に その 旨 を 入力 し て 下さ い 。 最終 日 程 表 に 記載 の 駅 の み ご 乗車 (下車 ) の 対応 を させ て いた だ きま す 。 坦 発生 手配 不可 。 倫 特に 記載 の な い 限 り 行 程 中 の 全 宿泊 は 同一 客室 数 に て 予 
約 下 さい 。 但 し 、 定 員 の 都合 に より 室 数 が 異な る 場合 、 入 室 人 員 の 多い 旅行 代金 が 適用 と な り ま す 。 (プラ ン 料 金 適用 泊 日 を 1 室 の 利用 人 員 が 最大 の 宿泊 日 で 登録 ) 1 名 1 室 利用 は 1 名 料金 適 


の 場合 の み 手 配 可 能 で す 。 人 定 貞 の 都合 に より 室 数 が 異な る 場合 、 部 屋 割 指定 が 必要 で す 。 相 部 屋 予 約 の 場合 。。1 名 1 室 と 表記 され ます が 、。。 相 部 屋 で の ご 案内 と な り 部 屋 定 貞 は 当日 の ご 案 
内 と な り ま す 。 


冬 の 十勝 の 風物 誇 馬 追い 


※JR ま た は 航空 機 利 用 の コー ス は 旅行 開始 日 の 前 日 か ら 起 算 し て 20 日 前 まで に お 申し 出 下 さい 。 ※ 現 地 ま で の 交通 費 は お 客 様 ご 負担 と な り ま す 。 ※ 詳 細 は お 問い 合わ せ 下さ い 。 
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少数 限定 ・ 征 末年 始 4 日 間 函館 か ら 津軽 ・ 八 皿 田 の お 正月 4 ァ 男鹿 名 物 ・ 海 魚 石 焼 鍋 と 源泉 か け 流し を 堪能 
最果て 迎春 の 旅 青森 ・ 津 軽 半島 か ら 龍 飛 崎 5 上 横手 の 細 まつ り ミ ニ か まく ら 作 り 体 験 
秘 湯 で 過ごす お 正月 乳頭 温泉 郷 に 山形 蔵王 スノー モン スタ ー (樹氷 ) と 仙人 沢 氷 肖 を 満喫 30 
鈴 の 湯 温泉 に ゆっ た り 連 泊 白銀 の 角館 へ 8 + 回 田中 一 村 の 世界 ・ 亜 熱帯 の 大 自然 を 体感 
白銀 の 世界 で 過ごす お 正月 人 気 の 新 玉川 温泉 4 連 泊 6 満喫 ! 世界 自然 遺産 の 島 ・ 奄 美 大 島 

作 内 の 奥 座 敷 湯田 川 温泉 ・ 湯 どの 庵 連 泊 で 迎え る お 正月 6 みち の く 五 大雪 ま つり 
和則 表 I 半 叶 と 人 に 7 = 証 な ま は げ 柴 灯 ま つり と 弘前 城 雪 燈 籠 まつ り 胃 
ST TTP 湯野 浜 温泉 連 泊 で めぐ る 庄内 グル メ と 酒田 雛 街道 。 31 季 
迎春 名 湯 ・ 東 山 温泉 の ん びり 連 泊 雪 の 会 津 か ら 大 内 宿 7 
陸 遇 所 3 お jE 有 冬 の グル メ 紀 行 古都 金沢 か ら 富山 湾 の 旬 の 味覚 を 楽し む 32 節 
ニュ ー イ ヤー・ コ 鑑賞 8 EH: 逢 美 の 殿堂 ・ 加 賀 百 万 石 の 伝統 文化 華やぐ 金沢 か ら を 

ュー イヤ ー・ コ ン サ ー ト 2024 鑑 賞 九谷 午 の ふる 里 へ 紀 

ミナ ト 横 浜 除 夜 の 汽笛 ホテ ル ニ ュ ー グ ラン ド で 優雅 な 迎春 8 折半 ロ 愛 
ーーーーー ーー エイ ーーーーーーー 旦 院 ・ 計 仙 堂 か ら 押 導 巻 ・ 大 徳 寺 当 調 
2 の 22 の で 9 僧 信 の 案内 で 参拝 秋 深まる 奈良 大 和 四 寺 巡 礼 33 放 
ーーー ラー うま し 奈良 めぐ 
PT ューTTPOTFPTS iam 0] 限定 企画 特別 観覧 席 で 観る 若草 山 焼き 
SO 1 節 冬 の 味覚 幻 の 「 間 人 ガニ 」 の 魅力 

言 江 で 財 こ ) 
飛 馬 山 温泉 ・ 礎 の リゾ ー ト の 温もり 四 浅間 区 化 肝 和 公開 ご 物 め られ た 京 の 美 ご 85 
絶 果 の 白銀 アル プス と 箇 景 色 の 川 郷 1 で て 還 本 er 本 た だ ド で で > ZS 
長良 温泉 ゆっ た り 連 泊 名 古屋 城 本 丸 御 隊 と 熱 四宮 初 参り 12 較 PS 

ーー ーー ー 四 中 ひょう た ん 桜 か ら 春の 伊予 路 オー ベル ジュ 土佐 山 と 36 
さ の 吉山 お 正 2 12 道後 温泉 か ら 天空 の 歴史 遺産 ・ 別 子 銅山 
村上 党 の 直人 2 店 55 長崎 ラン タン フェ ステ ィ バ ル と 椅 咲 く 五島 列 島 縦断 36 
ーーーーーーー ーーーーーーーー ーーーーー 少 人 数 で 行く 歴史 ロマ ン の 国境 の 島 壱岐 と 対馬 全 周 4 日 間 37 
本 写 王 52 lim 連 : 和 し む 小 宏 0 * あ ゆう ・ 陣 蘇 ・ 高 

8 E 13 少 人 数 で 行く 秋 の くじ ゅ う ・ 阿 蘇 ・ 高 千穂 

ーーーーーーーーー ーー 一 温泉 黒川 荘 と 四季 の 里 は な むら で 寛ぐ 
で PC に 0 導 14 秋 の 九州 最 南 端 の 旅 都井 岬 か ら 最果て 佐多 岬 ・ 長 剛 鼻 へ 38 
な 人 沢本 や ぎの 古 訪 全量 CR 9 
伝統 文化 の 城下 町 と 「 金 城 柄 」 で 加賀 会 席 旧 中 IS 屋 て 上 = 
生 あ わ お 寺泊 運 瑞 有 春の 九州 最 南 端 の 旅 都井 岬 か ら 最果て 佐多 岬 ・ 長 崎 鼻 へ 39 
永平寺 と 北陸 の 味覚 ・ 越 前 か に 尽く し 15 世界 自然 遺産 ・ や ん ば る リゾ ー ト 連 泊 で めぐ る 40 
ホテ ル & リゾ ー ツ 和歌 山 串本 連 泊 の 寛ぎ 補う 沖 上 と 世 放 道 人 用 了 の 放 
両 ^ 娠 。 能 ド 戸 ヨ 本 15 冬 の た び ・ 蔵王 の 樹氷 原 の 絶景 

南紀 の 世界 遺産 ・ 熊 野 三山 初 語 SS AR 40 
大 神 神社 初 参り 新春 の 大 和 路 温泉 リゾ ー ト 連 泊 16 吉 : ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 
古都 ・ 奈 良 の お 正月 東大 寺 大 仏典 ・ 観 相 窓 か ら 大 仏 御 尊 顔 16 リゾ ー ト で 過ごす 早 書 の 休日 41 
モン ーー ューー テ ュー ーーーーーーーーー 温泉 宿 で 食す タグ 付 直 前 ガニ と 味わい の 宿 ・ 奥 びわ 湖 紅 貼 41 

2 の 2 当 ビ dE 製 少 人 数 限定 ・ < 5 
海 の 京都 ・ 後 天 の 橋立 の 人 景色 当 名 の は は と リバー リ トリート 明 


グリ ー ン 車 で 行く 雅 な 古都 の 正月 風景 と 京 懐石 料理 18 


園 : 虹 調 新春 の 成田 山 新 勝 寺 門前 宿 「 和 空 成田 山門 前 」 の 魅力 42 


で 由 装 前 ・ 蛋 交 


京都 師走 の 風情 と 世界 遺産 の 社寺 初 参 り 18 少 人 数 限定 萩 の 宿 常 茂 恵 で 寛ぐ 
新年 の 寿 ぎ | 感動 の ジル ヴェ スタ ー・ コ ン サ ー ト と 届 加 | 秋 の 萩 ・ 津 和 野 と 宮島 ・ 錦 帯 橋 へ 49 
京都 で 過ごす お 正月 半 っ ES 

ーー 往復 グリ ー ン 車 で 行く 萩 の 宿 ・ 常 茂 恵 と 別邸 音信 の 寛ぎ 43 
ー 人 旅 大 山 山 枚 の ん びり 連 泊 で 行く 出雲 大 社 と 足立 美術 館 19 胃 且 証明 
実 首 湖 温泉 ゆっ た り 連 泊 出雲 大 社 ・ 松 江 と 足立 美術 館 20 秋月 ・ 清 流 庵 と 壱岐 リト リー ト 海 里村 上 軸 


湯田 温泉 連 泊 の お 正月 萩 ・ 津 和 野 と 安芸 の 宮島 ・ 錦 帯 橋 20 N 響 オー チャ ー ド 定期 鑑賞 と 4 
年 末年 始 きら めく 瀬戸 内 海 ぐる り 周 遊 4 日 間 21 引 四 2 ラン ドン シク ニョ ルン バン ジジ 必読 池 
陽光 の 四国 東海 岸 周遊 阿波 ・ 室 戸 ・ 土 佐 で 過ごす お 正月 21 女性 ひと り 旅 ザ ・ リ ッ ツ ・ カ ー ル トン 日 光 の ラン チ と 
の ん びり 今治 温泉 連 泊 し まな み 海道 ・ 瀬 戸 内 の 島々 22 穫 葉 の 反 票 わた ら せ 江 人 半 道 」 ト ロッ コ 列 車 
四国 ・ 伊 予 か ら 海 を 渡っ て 新春 の 豊後 国東 半 島 へ 。 22 0 ンコ 45 
グリ ー ン 車 利用 レト ロ な 港町 関門 海峡 と グル メ な お 正月 23 新年 の N 暫 オ ー チ ャ ー ド 定期 鑑賞 46 
グリ ー ン 車 で 行く お 正月 グル メ 紀 行 関門 海峡 か ら 唐 津 ・ 呼 子 23 神 韻 2024 日 本 公演 鑑賞 と 鎌倉 中 華 の ラン チ 4 
お 正月 ンー 紀行 関 P] 海 峡 か ら 唐 津 。 呼 池 3 24 日 本 フィ ル 第 九 特別 演奏 会 て パイ プ オ ル ガ ン と と も に 
ゆっ た り 連 泊 ぐる リ り 阿蘇 周遊 と 高千穂 ・ く じゅ う ・ 由 布 院 24 鑑賞 と 港町 横浜 の クリ スマ ス 46 
お 正月 九州 横断 紀行 国東 半島 か ら | F・ プ リ ・ 共 ノ 湖 宿 泊 で 
連 ・ く じゅ う ・ 同 ・ 守 人 ・ 長 引 人 当 ポ レ トロ スモ クン 旭 近 2 
新春 ・ 南 国 の 南 九州 4 日 間 | 定 『 着 沖 と 応挙 』 彼 ら を 取り 巻く 京 
祈り 息づく 長崎 ・ 五 島 列 島 で 過ごす お 正月 26 シー 平家 琵琶 の 調べ と 平家 物語 の 世界 神戸 ・ 一 の 谷 の 戦い 編 48 
田中 一 村 と 亜熱帯 の NE | 定 ・ 出 雲 の 『 上 
南 の 得 の ん びり で 通 ご す お 表 本 詳 較 特別 企画 小和田 秦 経 氏 (日 本 城郭 協会 理事 ) と 行く  /。 
や ん ば る リゾ ー ト の ん びり 3 連 泊 贅沢 な 沖縄 の お 正月 27 E 当 語 旨 上 記 「 家 康 の 視点 で た どる 関ヶ原 の 戦い 』 
自 銀 の 北 の 大 地 冬 の ひがし 北海 道満 喫 28 人 間 生 国道 刀 四 フェ リー で 豊後 か ら 伊予 49 
白銀 の 北海 道 ・ 十 勝 へ 開 佐伯 城 ・ 臼 杵 城 ・ 大 洲 城 ・ 松 山城 

3 症 十 勝川 温泉 を 彩る 光 と 音 の 響 宴 「 彩 凛 華 " 1 陰 海 岸 ジオ パー クト レイ ル を 歩く 同 
銀 世 界 を スノー シュ ー& リバ パー クル ー ジ ング ! 開 兵庫 編 L 香住 か ら 浜坂 、 清 富 海岸 
幻 の 村 「 し か り べ つ 湖 コタ ン 」 を 訪ね る 3 日 間 薩 煙 峠 の 富士 と 箱根 峠 越え 50 


| 落 ご O 故 対 | で 届 斗 前 ・ 悼 前 | 著 い Q 燃 誰 器 憶 | ー+ 四 みみ テ コ 


束 瑞 ・ 浪 中 


芝 剖 9 状 | 


少 人 数 限定 ・ 年 末年 始 4 日 間 
函館 か ら 津軽 ・ 八 甲田 の お 正月 


函館 山 の 夜景 函館 山 夜 景 の 、 真 を な ら で は 、「 雪 明り と 夜景 の 競演 」 は と て も 神秘 的 で す 。 


催行 
12 月 31 日 (日 ) ”* 


旅行 代金 (大 人 お び ひとり 様 ) 


東京 発 。 265,000 円 。275,000 円 、305,000 円 
大 孤 発 288,000 円 298,.000 円 、328,000 円 


※ 現 地 発着 の 旅行 代金 は 、 東京 発 の 旅行 代金 より 35.000 円 引き と な り ま す 。 ※ 東 京 ・ 大 阪 と の 共同 
募集 コー ス で す 。 添乗 具 は 初日 伊丹 空港 また は 羽田 空港 また は 函館 空港 か ら 最 終日 東京 駅 また は 新 
大 阪 駅 まで 同行 し ます 。 ※ 利 用 バス 会 社 : ケー エス 北 の 星 観光 バス 、 弘 南 バ ス ※ 部 屋 タ イプ : 
洋室 ※ 初 日 の 出 見 物 は 天候 その 他 事 由 に より 中 止 と な る 場合 が あり ます 。 ※ 現 地 合 流 に つい て 
は P51 を ご 参照 下さ い 。 ※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 

代入 場 〇 下車 一 バス 愛 航 空 機 … 徒 歩 三 列 車 一 船 + そ の 他 


羽田 空港 (12:00 て 13:30 発 ) 伊丹 空港 (10:00~ て 12:00 発 ) 有 ラ 

函館 空港 羽田 経由 また は 直行 愛 函 館 空港 

つ 午後 : 函 館 国際 ホテ ル (チェ ッ ク イ ン ) 希望 者 は ロー プ ウ ェ イ で 函館 山 山 
間 頂 へ つ 山麓 駅 ( 介 ロ ー プ ウェ イ 約 3 分 ) 山頂 駅 … 季 節 限 定 の 「 雪 灯り と 夜景 
の 競演 」。 外 灯 や ネオ ン の 灯り が 雪 に 反射 し て 輝き を 増し た 神秘 的 な 夜景 を 
見 学 … 山 頂 駅 ( 但 ロ ー プ ウェ イ ) 山麓 駅 夕刻: 函館 国際 ホテ ル 泊 (函館 港 
を 望む ウォ ー タ ー フ ロン ト に 建つ ホテ ル に 滞在 、2018 年 オー プン の 本 館 メ 
イン タワ ー 客 室 を ご 用 意 、 天 然 温泉 展望 大 浴場 で 寛ぐ 、 和食 会 席 夕 食 ) 
朝 : 宿 一 希望 者 は 五 入 部 タ ワー か ら の 初日 の 出 見 物 ヘ ー 倫 五 入 郭 タワ ー 
(タワ ー 内 か ら 初 日 の 出 見 物 ) ホテ ル (朝食 、 休 憩 、10 時 半 頃 出発 ) つ 〇 函 
館 八幡 宮 ( 初 語 ) > 信金 森 赤 レン ガ 倉 庫 (自由 散策 ) 一 午後 : 同 ホテ ル 泊 (13 
時 頃 到 着 後 昼食 、 夕 食 ま で 自由 行動 、 洋 コー スタ 食 ) 
午前 : 宿 一 新 函 館 北 斗 デ 青函 トン ネル ー 新 青森 一 信 立 伝 武 多 の 館 ( 夏 祭 
り に 巡行 する 立 伝 武 多 を 館内 で 見 学 ) 一 五所 川原 = 食 津 軽 鉄道 スト ー プ 列車 
[客車 に ダル マス トー ブ を つけ て 暖房 と し 、 車 窓 か ら 雪 景色 を 眺め る ノ ス 
タル ジッ ク な 列車 ] = 津軽 中 里 刻 : 八 甲田 山麓 荒川 温泉 ・ 八 甲田 ホテ 
ル 泊 (夕食 は フレ ンチ コー ス デ ィ ナ ー を 、 青 森 ヒ バ が 香る 自家 源泉 か け 
流し の 湯 も お 楽し み 下 さい ) 
前 : 宿 一 倫 八 申 田 ロー プ ウ エー (山頂 自然 公園 か ら 白 銀 の 大 展望 ) 
4 新 青 森 三 大 宮 = 新 青 森 三 東京 = 京都 = 

東京 (16:30~ て 17:30 着 ) 新 大 阪 (19:00 て 20:30 着 ) 


本 半 寺 AEAkeoo 
開 eAEAkeoo 


本 」 画 面 か ら 0 だ | 
スコ ー ト 系 材 の 積み 上 げ め 須 


1 | 座 宿泊 地 : 北海 道 、 青 森 県 


o ぁ 生 を は < 還 d 


五 村 郭 タワ ー か ら の 眺め 冬 の 八甲田 ロー プ ウ ェ ー 


年 末年 始 は 4 日 間 特 別 ツ ァ ー で 北 の 大 地 へ 。 ロ マン チッ 
ク な 夜景 きら めく 〈 道 南 ・ 函 館 で 年 末年 始 を の ん びり 連 
泊 、 冬 の 澄ん だ 空気 の 中 で 見 る 函館 山 の 夜景 は また 格別 
で す 。 る その後 は 青 貢 トン ネル を く で っ て 青森 津軽 か ら 八 
甲田 へ 、 津 軽 鉄 道 ス トー ブ 列 車 や 冬 の 八甲田 な ど 和 観光 名 
所 も 訪ね ます 。 少 人 数 限定 ・ バ ス 座席 2 シー ト 利 用 ツア 
ー で お 覧 ぎ 下 $ い 。 【 


津軽 鉄道 スト ー プ 列車 


函館 国際 ホテ ル 

函館 港 を 望む ウォ ー タ ー フ 
に 立つ ホテ ル 。2018 年 オー プン の 
本 館 メ イ ンタ ワー 客室 を ご ) H 選 


天然 温泉 展望 大 浴場 


八甲田 ホテ ル 


八甲田 山麓 ・ 冬 景色 の ブナ 原生 林 に 囲ま れ た 北東 北 屈指 の 名 リゾ 
ー ト 八甲田 ホテ ル 。 国 内 最大 の 洋風 ログ 木造 建築 に 宿泊 し ます 。 


ホテ ル 外 観 


バス 座席 2 シー ト 利 用 ! 最果て 津軽 半島 で 迎春 の 旅 を お 楽し み 下 さい 掲載 No| 
最果て 迎春 の 旅 
青森 ・ 津 軽 半 島 か ら 龍 飛 崎 


信行 暫 識 


出発 12 月 31 日 (日 ) *“ 


旅行 代金 (大 人 お ひと り 様 ) 


ロロ に に 6AEBKG10 | 還 半 2 


| 食事 | 
ら 予 約 くだ | 』 (東京 ) 朝 2、 昼 3、 夕 2 
水村 の 抽 必須 (大 阪 ) 朝 2、 昼 3、 タ 3 


2 局 11 名 > 奏 泊 地 青森 県 


ワン 人 23 
2 


ホテ ル 花 月 亭 露天 風呂 


東京 146,000 円 149,000 円 
大 阪 人 176,000 円 179,000 円 


※ 東 京 ・ 大 阪 と の 共同 募集 コー ス で す 。 添 乗員 は 初日 新 大 阪 駅 か 
ら 最 終日 新 大 阪 駅 まで 同行 し ます 。 ※ 利 用 バス 会 社 : 弘 南 バス 
※ 部 屋 タ イプ 1 泊 目 : 和室 2 泊 目 : 和洋 室 (※ 和 洋室 海峡 側 は 
バス タブ な し シャ ワー 室 の み )、 3 人 1 室 は 和室 ※ 名 古屋 発着 、 現 
地 合 流 に つい て は P51 を ご 参照 下さ い 。 ※ 写 真 は 全て イメ ー ジ 1 


で す 。 津軽 鉄道 スト ー プ ブ 列車 
行程 @ 入 場 〇 下車 つ バ ス ラ 航空 機 … 徒 歩 三 列 車 一 船 ++ その他 
東京 (11:00 て 12:30 発 ) = 大宮 = 新 大 阪 (8:00 て 9:30 発 ) = 京都 = 

新 青森 名 古屋 三 東京 三 新 青森 


ー タ 刻 : 稲 垣 温泉 ・ ホ テル 花 月 享 泊 ( 庶 津軽 の 名 湯 、 源 泉 掛け 流し の 宿 、 津 
軽 衝 十 料理 夕食) 


午前 : 宿 つ 〇 鶴 の 舞 橋 (岩木 山 を 育 景 に 架かる 全長 300m の 優雅 な 橋 ) 五所 川原 ホテ ル 竜 飛 和洋 室 客室 一 例 ホテ ル 竜 飛 大 浴場 
= @ 津 軽 鉄道 スト ー プ 列車 [客車 に ダル マス トー ブ を つけ て 暖房 と し 、 車 窓 
か ら 雪 景色 を 眺め る ノスタルジック な 列車 ] = 津軽 中 里 一 〇 三 圧 ・ 義 経 寺 呈 昌 一 津 加 半 島 ム sg . 全 木 や 津南 
| ( 療 ゆか り の 古 衝 初 語 ) 〇 前 飛 崎 ( 軽 半 島 突端 の 昨 ) つ 午後 : 龍 飛 崎 温 泉 ・ 最果て 津軽 半 馬 で 午 越 し 。 太 学 の 故郷 ・ 金 本や 津軽 
ホテ ル 意 飛 泊 (津軽 半島 最 北端 に 位置 する 一 軒 宿 。 ロ ビー や 大 浴場 、 露 天風 半島 最 北 の 岬 ・ 竜 飛 岬 へ 、 竜 飛 岬 に 建つ ホテ ル で 津 
呂 か ら 津軽 海峡 を 一 望 、 和 食 夕食 ) 軽 海峡 が 目 の 前 に 広がる 天然 温泉 も 楽し み ま す 。 冬 
午前 : 宿 一 人 太宰 治 記念 館 ( 作 陽 館 ) 寿司 昼食 倫 立 伝 武 多 の 館 ( 立 人 武 多 en 6 MM oe 
Re な ら で は の 津軽 鉄 道 スト ー ブ 列 車 に も 乗車 。 バ ス 座 
" 新 衣 灰 王 大志 東 京 (18:0019:10 着 ) 新 青 森 三 東京 名 古屋 京都 ニ 席 2 シ ー ト 利用 で 最果て 津軽 半島 迎春 の 旅 を お 楽し 
新 大 阪 (21:00 て 22:00 着 ) み 下 さい 。 
雪見 の 露天 風呂 や 名 物 ・ 山 の 芋 鋼 で : 昌 ま る の 098 量 泉 三昧 四 本 東京 ・ 大 阪 発 
王 leAEekAso 6AEBKAS0 ecoco| 証 pi 


秘 湯 で 過ごす お 正月 乳頭 温泉 郷 販 まい BB ーーー キー 
鶴 の 湯 温 泉 に ゆっ た り 連 ] 泊 日 痕 の 角館 へ 回 行人 員 : 10 名 宿泊 地 秋田 県 


ーーー 一 具 一 ーーーーーーーーーーー LE 陸 応 ⑱ 
本 国 12 月 31 日 (日 ) 認証 1 月 2 日 ( 火 ) 


旅行 代金 (大 人 お ひと り 様 ) 旅行 代金 (大 人 お ひと り 様 ) 
| 出発 地 | = 2^3 人 1 ま 詳 
東京 発 132,000 円 東京 発 124,.000 円 
大 阪 発 162,000 円 大 阪 発 154,000 円 


※ 東 京 ・ 大 阪 の 共同 募集 コー ス で す 。 添乗 員 は 初日 新 大 阪 駅 か ら 最終 日 新 大 阪 駅 まで 同行 し ます 。 ※ 利 
バス 会 社 : 東日本 交通 、 岩 手 県 北 バ ス 、 岩 手 県 交通 、 リ アス 観光 、 一 部 送迎 車 ※ 部 屋 タ イプ : 和室 
(バス な し ・ ト イレ 付 / 新 本 陣 ま た は 東 本 陣 ま た は 1 号館 予定 ※1 号 館 も トイ レ 付 客室 と な り ま し た ) 

※ 名 古屋 発着 、 現 地 合 流 に つい て は P51 を ご 参照 下さ い 。 ※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 ※「 日 本 の 温 
泉 ・ 文 化 を 歩く 」 ス タン プ 帳 (※「 日 本 の 秘 湯 を 歩く 」 ス タン プ 帳 か ら 名 称 変更 され ま し た 、 日 本 秘 湯 
を 守る 会 発行 ) 押印 対象 。 全国 の 同 会 加盟 宿 に 宿泊 の み 押 印 、 3 年 以内 に 10 個 集め た 宿 か ら 1 泊 無料 招待 。 鶴 の 湯 温泉 ・ 雪 
※ 他 社 ツ アー で の 押印 は で きま せん (る る ぶ ト ラベ ル を 除く )。 ※ 鈴 の 湯 温泉 に は テレ ビ は ご ざい ませ 


行程 @ 入 場 〇 下車 バス 航空 機 … 徒 歩 三 列 車 一 船 ++ そ の 他 
東京 (10:00 て 12:30 発 ) 三 大 宮 三 盛岡 新 大 阪 7:20 て 9:40 発 ) 京都 ニ 
名 古屋 三 東 京 三 盛岡 
つっ 寺 石 (休憩 ) つ アル パ こ まく さ (乗換 ) ++ 送 迎 車 + 夕 刻 : 乳 頭 温泉 郷 ・ 鶴 の 
湯 温 泉 泊 
【12/31 出 発 は 正月 風 朝食 】 午 前 : 宿 ++ 送 迎 車 ++ ア ル パ こ まく さ つつ 欠 角 館 ・ 武 家 鶴 の 湯 温 泉 御座 石神 社 へ 初 参 り 
屋敷 青柳 家 (重要 文化 財 ・ 母 屋 の 非 公開 の 内 部 見 学 な ど ) … 〇 雪景 色 の 武家 


2 屋敷 通り を 自由 散策 > 角館 ・ 地 元 食材 を 使っ た 創作 料理 昼食 〇 田沢 湖畔 に 夫 
( 化 凡 の 秋田 駒ヶ岳) - 御座 石 神社 (参り 、 消 畔 に 立つ 朱 浴 り の 鳥居 ) つ ア 子 約 が 取り 難い 人 気 の 秘 湯 、 秋 田 県 の 孔 頭 温泉 導 
ル パ こ まく さ + 送 迎 車 + 夕 刻 : 同 温泉 泊 ' 鈴 の 湯 温泉 」 に 連 泊 。 茅 草 屋根 が 秘 湯 情緒 を 醸し 出 
全量 まく さ つ … 雪 石 (休憩 ) 一 盛岡 ・ 南 部 鉄器 を 使用 し す 湯 宿 で 、 深 々 と 隆 り 積もる 雪見 の 露天 風呂 に 入浴 
に 洋食 ホッ トラ ンチ ー 1 と 
盛岡 = 大 宮 王 東京 (15:50~17:50 着 ) 盛岡 東京 名 古屋 一 京都 = し 、 自家 製 の 味噌 仕立 て の 名 物 山 の 芋 鍋 」 を 堪能 。 


新 大 阪 (18:50 て 20:50 着 ) ゆっ くり と 時 間 が 流れ る 秘 湯 の 宿 で 過ごす お 正月 。 


| 著 ご で び 呆 計 | で 店 前 ・ 居 前 | 著 い 員 燃 放 器 憶 | ー+V み テコ 


到 瑞 ・ 北 中 


芝 交 S 対 還 


| 著 む C 麻 対 | で 中 斗 前 ・ 居 交 | 著 い Q 燃 誰 器 憶 | ー+ 四 \ み テコ 


器 瑞 ・ 北 中 


其 交 S 対 還 


人 気 の 新 宇川 


し 敵 


12 月 31 日 (日 ) 


昌 泉 4 連 


旅行 代金 (大 人 お び ひとり 様 ) 


東京 発 152.000 円 155,000 円 160,000 円 176,000 円 
大 孤 発 181,.000 円 184,000 円 183, 8 己 205, 8 居 


※ 東 京 ・ 


大 阪 と の 共同 募集 コー ス で す 。 


は 初日 新 大 阪 駅 か ら 最終 日 新 大 阪 駅 まで 同 


添乗 


行 し ます 。 ※ 利 用 バス 会 社 : 羽後 交通 
※ 部 屋 タ イプ : 和室 また は 洋室 ※ 名 古屋 発 
着 、 現地 合流 に つい て は P51 を ご 参照 下さ い 。 


は 全て イメ ー ジ で す 。 


温泉 へ は 冬期 は 通行 で きま せん 。 


新 玉川 温泉 


@ 入 場 〇 下車 一 バス 厳 航空 機 … 
東京 (9:00 て 9:30 発 ) 


※ 近 隣 の 玉川 


外観 | 


名 吉屋 言 東 京 言 


つ 午後: 新 玉川 温泉 泊 (し スト ラン で バイ キン グ タ 食 ) 


徒歩 三 列 車 一 船 + そ の 他 
三 大 宮 三 田沢 湖 新 大 阪 (6:00 て 6:30 発 ) = 京都 ニ 


田沢 湖 


3| 終 


午前 : 宿 
自由 に 温泉 を お 楽し み 下 さい 、 
ング 夕食 ) 


同 温泉 泊 (自由 


昼食 、 レ スト ラン で バイ キ 


午前 : 宿 盛岡 市 内 に て 昼食 


5 盛岡 = 大 宮 三 東京 (16:00 て 17:30 着 ) 


庄内 の 奥 座 敷 
湯 と の 庵 連 


人 


東京 発 
大 阪 発 


最終 日 新 大 阪 駅 まで 同行 し ます 。 


※ 利 


※ 部 屋 


※ 名 古屋 発着 、 


バス 会 社 : 山 交 バス また は 庄内 交通 また 


盛岡 三 東 京 = 


名 古屋 = 京都 ニ 


新 大 阪 (19:00 て 20:30 着 ) 


149,000 円 
179,000 円 


※ 東 京 ・ 大 阪 と の 共同 募集 コー ス で す 。 添乗 具 は 初 


新 大 阪 駅 か ら 


は 松山 観光 バス 


タイ プ : 和室 (ロー ベッ ド 付 、 バ ス な し トイ レ 付 ) 


※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 


現地 合流 に つい て は P51 を ご 参照 下さ い 。 


※「 日 本 の 温泉 ・ 文 化 を 歩く 」 ス タン プ 帳 (※「 日 本 の 秘 湯 を 歩く 」 
スタ ンプ 帳 か ら 名 称 変 更 さ れ ま し た 、 日 本 秘 湯 を 守る 会 発行 ) 押 


印 対 


象 。 全国 の 同 会 加盟 宿 に 宿泊 の み 


WEH し ます 。 3 年 以内 に 10 個 


湯田 川 温 
泊 で 迎え る お 正月 
EIC 


旅行 代金 (大 人 お ひと り 様 ) 


170,000 円 


200,000 円 


集め た 宿 か ら 1 泊 舞 料 招 待 (他社 ツア ー で の 押印 は で きま せん 、 る 成 水族 館 
る ぶ ト ラベ ル を 除く )。 クラ ゲド リー ムシ アタ ー 
@ 入 場 〇 下車 バス 航空 機 … 徒 歩 列車 一 舶 その 他 


東京 (10:30 て 11:30 発 ) = 大宮 = 山形 


新 大 阪 7:30 て 8:30 発 ) = 京都 


宝 応 京 三 画 痛 


3 山形 = 


ー タ 刻 : 湯 田川 温泉 ・ 湯 どの 庵 泊 ( 開 湯 お よそ 1300 年 、 源 泉 か け 流し の 温泉 
て で お 寛ぎ 下さ い 、 和 食 会 席 タ 食 、 の ん ぴり 年 越し を お 過ごし 下さ い ) 
午前 : 宿 一 羽黒 山道 路 つ 〇 羽黒 山 ・ 出 羽 三山 神社 ( 三 神 合 祭 殿 初 参り ) 一 古 品 


2 』 一 @ 最 上 川 雪見 船 [墨絵 の よう な 冬 景色 、 山 形 名 物 芋煮 ほか 昼食 ] 一 草 鞭 つ 


人 @ 加 茂 水族 館 (世界 一 の 展示 数 を 誇る クラ ゲ ほ か ) _ 夕刻 : 同 宿泊 (和食 会 席 夕食 ) 
午前 : 宿 つ 〇 本 山 慈恩 寺 (重文 本 堂 、 薬 師 堂 ) 山形 牛鍋 を 含む 和食 昼食 一 
大 宮 三 東京 (17:00 て 18:30 着 ) 三 東 京 名 古屋 三 京 都 

三 新 大 阪 (20:00 て 21:30 着 ) 


新 玉 川 温泉 温泉 大 浴場 


冬期 は 一 般 車 の 通行 が 規制 され る 新 玉川 温泉 に 
びり 4 連 泊 。 毎年 、 大 人 気 で 満席 に な 生生 ー 
ス で す 。 強酸 性 PH1.2 は 日 本 一 、 単 一 源泉 で の 温泉 
湧出 量 が 日 本 一 、 効 能 高い 温泉 を お 客 様 の ペー ス で 
の ん びり と ゆっ た り と 楽し ん で いた だ け ま す 。 


| 林 東京 
二 leAEckeso 


ざ 地 オ プシ ョ ン , 画 面 か ら 予約 


eAEckeso 


ス コー ト 素材 の 積み 上 げ 必 須 


少 催行 人 員 : 11 名 『 宿 泊地 : 山形 県 
/ 少 人 数 
18 あ 


バス 


湯 ど の 庵 温泉 浴場 最上 川 舟 下り 


湯 ど の 庵 館内 


湯 どの 庵 客室 一 例 


和 モ ダン な 空間 で 「 何 $ し な い 秦 沢 」 を 味わう 全 14 
室 の 「 湯 どの 庵 」 に の ん びり 連 泊 。 羽黒 山 で 初 参 り 、 
雪見 船 で 最上 川 を 下り 、 寒 河江 の 慈恩 寺 な ど バ ス 座 
席 2 シ ー ト 利用 で の ん びり 観光 し ます 。 


バス 座席 2 シー ト 利 用 ! この 季節 な ら で は の 景観 を めぐ る 迎春 の 旅 掲載 N ecAEckeso | s 
て ん と うぅ 大 阪 発 
名 湯 ・ 天 香 温 泉 連 泊 1 


O 
雪見 舟 と 雪上 車 * 大 雪原 最少 催行 人 貞 : 12 名 宿泊 地 : 山形 県 
最上 川 雪 当 で 大 当 原 へ ou 
ニニ ーー ニー ニー ニー ニー ニニ ーー ニー ニー ニニ ーー 昧 圏 味 


樹氷 鑑賞 風景 


催行 
ー 12 有 1() 


旅行 代金 (大 人 お ひと り 様 ) 


東京 発 。 158,000 円 159,000 円 190,000 円 


大 孤 発 188,000 円 189,000 円 220,000 円 
※ 東 京 ・ 大 阪 と の 共同 募集 コー 
ス で す 。 添乗 上 員 は 初日 新 大 阪 駅 
か ら 最 終日 新 大 阪 駅 まで 同行 し 
ます 。 ※ 利 用 バス 会 社 : 山 交 
バス ※ 部 屋 タ イプ : 和 モ ダン 
また は 洋室 (1 名 1 室 利 用 ) ※ 名 
古屋 発着 、 現 地 合 流 に つい て は 
P51 を ご 参照 下さ い 。 ※ 写 真 
は 全て イメ ー ジ で す 。 


蔵王 樹氷 ライ ト ア ッ プ ほほ えみ の 癒 滝 の 湯 大 浴場 


行程 @ 入 場 〇 下車 バス 航 空 機 … 徒 歩 三 列 車 一 般 ++ そ の 他 
東京 (11:0012:30 発 ) = 大 宮 = 新 大 阪 8:00~-9:30 発 ) = 京都 = 
山形 また は 天童 名 古屋 = 東京 = 山形 また は 天童 "3 
つっ ー バ ス ま た は 送迎 車 一 午後: 天童 温泉 ほほ えみ の 宿 滝 の 湯泊 ( 和 会 席 夕食 ) 蔵王 の 樹 原 
午前 : 宿 つ 古 ロー 信 最 上 川 雪見 船 [墨絵 の ひよ うな 冬 景 色 、 山 形 名 物 芋 煮 ほか 宮城 蔵王 の 大 雪原 は 、 雪 上 車 「 ワ イル ドモ ンス ター 号 」 デ ラッ クス クラ ス 車 
昼食 ] ~ 草 区 一 〇 羽黒 山 (出羽 三山 神社 ・ 三 神 合 祭 殿 初 話 ) っ 夕刻 : 同 宿泊 ( 希 還 に 乗っ て 、 息 を の む ほ どの 大 パノラマ を お 楽し み 下さ い 。 
望 者 は 和食 会 席 夕 食後 、 代 ロー プ ウ エー で 蔵王 "ライ ト ア ッ プ 樹氷 見 物 」 に ご 案内 ) 
午前 宿便 すみ か わ ス ノー パー ク (ワン ラン ク 上 の デラ ックス クラ ス の 雪 天童 の 温泉 宿 連 泊 で 年 末年 始 の 温泉 情緒 を お 楽し み 
上 車 で 快適 な ツア ー を 満喫 、 雪 上 車 「 ワ イル ドモ ンス ター」 に 乗っ て 大 自然 - < 有 記 る っ 時 符 旦 
が 織り な す 雪 と 水 の 世 界 ・ 蔵 王 の 樹高 原 を 探勝) 市 層間 ARMS 委 上 
白石 蔵王 = 大 宮 = 白石 蔵王 = 東京 三 名 古屋 京都 = ト ア ッ プ 和樹 水 見 物 、 蔵 王 の 大 雪原 な どこ の 季節 な ら 
東京 (19:00 て 20:00 着 ) 新 大 阪 (21:30 て 22:45 着 ) で は の 景観 を めぐ る 3 日 間 の 旅 。 

バス 座 席 2 シ ー ト 利用 ! 温 泉 ゆっ た り 寛 ぎの 連 泊 ロー カル 線 の 雪景 色 も 東 束 [aaECKG60 


迎春 名 湯 ・ 東 山 温泉 の ん びり 連 泊 
雪 の 会 津 か ら 大 内 窒 


出発 12 月 31 日 (日 ) 
旅行 代金 (大 人 お ひと り 様 ) 


且 束 落 150,000 円 152.000 円 155.000 円 


| 夫 発 179,000 円 、181,000 円 、184.000 円 


※ 東 京 ・ 大 阪 と の 共同 募集 コー ス で す 。 添 乗員 は 初日 新 大 阪 
駅 か ら 最終 日 新 大 阪 駅 まで 同行 し ます 。 
※ 利 用 バス 会 社 : 福島 交通 また は 会 津 集合 自動 車 Tu - 


※ 部 屋 タ イプ 和室 また は 和洋 室 (バス ・ ト イレ 付 ま た は バ 
ス な し シャ ワー ブー ス の み ・ ト イレ 付 ) 

※ 名 古屋 発着 、 現 地 合 流 に つい て は P51 を ご 参照 下さ い 。 

※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 


催行 
間近 


冬 の 大 内 宿 
行程 @ 入 場 〇 下車 一 バス テ 航 空 機 … 徒 歩 三 列車 て 船 + そ の 他 
東京 (11:0012:30 発 ) 大 宮 = 新 大 阪 (8:00 て 9:30 発 ) 京都 = 
郡山 名 古屋 = 東京 = 郡山 
っ ⑥ ぐ 猪苗代 湖畔 (白鳥 飛来 地 ) 一 午後 : 会 津 東山 温泉 ・ 庄 助 の 宿 瀧 の 湯泊 ( 福 4 
介 ERHHRI 創業 130 余 年 の 温 東山 温泉 ・ 庄 助 の 宿 瀧 の 湯 ① 温 泉 大 浴 場 ② 圭 天風 呂 


目 > 〇 会 津 美里 ・ 伊 佐 須 美神 社 (会 津 総 鎮守 、 一 之 宮 初 語 ) 郷土 出 料理 多く の 文人 黒 客 に 受 き れ た 歴史 ある 名 湯 で 連 泊 。 早 


昼食 つ O 会 津 若松 (名 城 鍋 ヶ 城 、 白 虎 隊 自決 の 地 ・ 飯 盛山 や 重要 文化 財 ・ 会 津 さ 
ざ え 堂 ) 午後: 同 宿泊 (和食 会 席 夕食 ) 目 の チ ェ ッ クイ ン で 、 会 津 の 名 湯 ・ 東 山 温泉 で の ん 
午前 : 宿 一 会津 若松 駅 = 但 会 津 鉄道 ・ 自 由 席 [ロー カル 線 の 車窓 か ら の 雪景 びり と お 正月 を お 迎え 下さ い 。 中 日 る 会 津 若松 周辺 
= 湯野 上 温泉 駅 ( 郷 色 を 誘う 双 暮 の 駅 舎 ) つ 江戸 時 代 の 宿場 町 に を 6 
12 か 0 の 雪景 色 の 鶴 ヶ 城 や 飯盛 山 の 観光 の み で の ん びり お 
新白河 = 大 宮 = 東京 (16:0017:30 着 ) 新白河 三 東 京王 名 古屋 京都 ニ 過ごし いた だ け ま す 。 会津 鉄道 に て 各駅 停車 の ロー 
新 大 阪 (19:00 一 20:30 着 ) カル 線 旅情 も 体験 し ます 。 


| 著 ご で 呆 計 | で コ 斗 前 ・ 居 前 | 著 い 員 燃 放 器 憶 | ー+V み テコ 


束 瑞 ・ 浪 中 


其 交 S 針 還 


lnE 


| 落 ご O 故 対 | で 由 装 前 ・ 蛋 前 | 落 い Q 燃 誰 器 憶 | ー+ 四 みみ デコ 


束 瑞 ・ 浪 中 


測 9 装 | 


サン トリ ー ホ ー ル で の クラ シッ クコ ン サ ー ト 鑑賞 で 、 優 雅 な 2024 年 の 幕開け を 東京 


東京 ・ 横 浜 で 過ごす お 正月 


目 
還 
| 
へ 、 
寺 
| 
日 
\* 
キ 
| 
吉 
(| NO 
〇 
NO 
ョ 
齢 
MI 


出先 1 月 1 日 (月 ) 
旅行 代金 (大 人 お ひと り 様 ) 
| 出発 地 | 
東京 発 。 193,000 円 216,000 円 
- 大阪 発 。 223,000 円 246,000 円 


※ 東 京 ・ 大 阪 と の 共同 募集 コー ス で す 。 添乗 員 は 初日 新 大 阪 駅 か ら 最 終日 新 大 阪 駅 まで 同行 し ます 。 
※ 利 用 バス 会 社 : km モビ リティ サー ビス また は 東栄 観光 バス ※ 部 屋 タ イプ : 洋室 ※ 名 古屋 発着 に つ 
いて は P51 を ご 参照 下さ い 。 ※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 ※ 出 演者 ・ 内 容 は 予告 な く 変 更に な る 場合 
が あり ます 。 予 め ご 了承 の 上 、 お 申し 込み 下さ い 。 


行程 @ 入 場 〇 下車 バス 航空 機 … 徒 歩 三 列 車 て 船 + そ の 他 

東京 (11:00 て 13:00 発 ) 新 大 阪 (8:30 て 10:30 発 ) = 京都 = 

名 古屋 = グリ ー ン 車 三 東京 

づつ 旬 サント リー ホー ル (⑤$ 席 より ニュ ー イ ヤー・ コ ン サ ー ト を 鑑賞 ノ 14 時 開 

演 ) ユ 夕刻 : 飯 田橋 ・ ホ テル メト ロボ ポリタン エド モン ト 泊 (お 近く の 靖国 神社 や 

東京 大 神宮 へ の 初 参 りな ど ご 自由 に お 過ごし 下さ い / ノ ホテ ル に て 和 会 席 夕食 ) 
午前 : 宿 一 劉 浜 離宮 恩賜 庭園 (お 正月 の 大 名 庭園 を 散策 ) 一 日 の 出 欄 橋 シン フ 
ォ ニ ー ラ ンチ クル ー ズ (レイ ン ボ ー ブ リ ッ ジ や 東京 ゲー トブ リッ ジ を くぐり 、 変 
わり ゆく ベイ エリ ア の 眺め ) 一 日 の 出 機 橋 ー 午後 : ホ テル ニュ ー グ ラン ド ・ タ 
ワー 館 泊 (横浜 ・ 山 下 公園 が 目 の 前 の クラ シッ ク ホ テル に 宿泊 。 ル ・ ノ ルマン デ 
ィ に て フラ ンス 料理 夕食 ) 
午前 : 宿 一 代 本 牧 ・ 三 渓 園 (生糸 貿易 で 財 を な し た 原 三渓 の 庭園 、 鶴 翔 間 の 新年 
特別 公開 ) っ 食 東 京 国立 博物 館 (' 博 物 館 に 初 も う で 」 展 に て 辰 年 に ちな ん だ 作 
品 鑑賞 ) 一 浅草 むぎ と ろ 本 店 (と ろ ろ 会 席料 理 昼食 ) … 〇 浅草 寺 ( 初 語 と 賑わう 
仲見世 通り 散策 ) 一 
東京 (15:30 て 17:30 着 ) 


+ 


東京 ミグ リー ン 車 名 古屋 三 京都 
三 新 大 阪 (18:4020:40 着 ) 


大 阪 発 


' 喝 地 オプ ショ ン 」 画 面 か ら 予約 くだ | | (東京 ) 朝 2、 昼 2、 夕 2 
罰 神 さい 。 宿 泊 日 の 宿泊 素材 、 出 発 地 、 に 
| スコート 雪 材 の 横 み 上 必須 ~ | (大 阪 ) 朝 2、 昼 3、 夕 2 


最少 催行 人 貞 :9 名 宿泊 地 : 東 京都 、 神 奈川 県 


名 亭 本 | 2 同時 際 一 
職 中 2 シー ト 芝 軍 ガ イド 衣 生 細 こ り 


サン トリ ー ホ ー ル ニュ ー イ ヤー・ コ ン サ ー ト の 様子 
新年 の 幕開け を 祝う 、 華 や か な ひと と き 


ホテ ル ニ ュ ー グ ラン ド 

本 館 大 階段 

ニュ ー グ ラン ドブ ルー と 呼ば れる 青 
い 級 和 と イタ リア 製 の 亀 申 タイ ル が 
敷き 詰め られ た 重厚 感 の ある 階段 


サン トリ ー ホ ー ル ニュ ー イ ヤー・ コ ン サ ー ト 2024 
ウィ ー ン ・ フ ォ ル クス オー バー 交響 楽団 
スッ ペ : オペ レッ タ 『 美 し き ガ ラテ ア 』 序 曲 
ヨハ ン ・ シ ュ ト ラウ ス II 世 : ワル ツ 『 美 し く 青 き ド ナウ 』 
作品 314 ほか 


東京 ベイ エリ ア の ラン チク ルー ズ や 下町 の 隅田 川 七福神 めぐ り 


ミナ ト 横 浜 除 夜 の 汽 


出発 日 12 月 31 日 (日 ) と 
旅行 代金 (大 人 お びと り 様 ) 


用 束 矯 188.000 円 。 193,000 円 。 228.000 円 


大 孤 発 214.000 円 219,000 円 254.,000 円 
※ 東 京 ・ 大 阪 と の 共同 募集 コー ス で す 。 泊 乗 へ 

は 初日 新 大 阪 駅 か ら 最終 日 新 大 阪 駅 まで 同 = た と aa 

行 し ます 。 ※ 利 用 バス 会 社 : 東栄 観光 バス 人 ーー トー 
また は 天台 観光 バス ※ 部 屋 タ イプ : 洋室 
※ 名 古屋 発着 に つい て は P51 を ご 参照 下さ 
い 。 ※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 


シン フォ ニー 
行程 @ 入 場 〇 下車 バス ラ 航 空 機 

東京 (10:30 て 11:30 発 ) 新 大 阪 7:50~8:50 発 ) = 京都 = 

名 古屋 = 東京 

っ 日 の 出 機 橋 ー シ ン フ ォ ニ ー で ラン チク ルー ズ (レイ ン ボ ー ブ リ ッ ジ や 東京 ゲ 
ー ト ブリ ッ ジ を くぐり 変わ り ゆ く ベ イエ リア の 眺め ) 日 の 出 模 橋 一 午後: 横浜 
海岸 通り ・ ホ テル ニュ ー グ ラン ド ・ タ ワー 館 泊 ( 熊 魚 苺 た ん 熊 北 店 の 会 席料 理 
夕食 、 除 夜 の 汽笛 や ヨコ ハマ メル ヘン な ど 自 由 に カウ ント ダウ ン を お 楽し み 下 さい ) 


| 時 疫 (生糸 貿易 で 財 を な し た 原 三 渓 の 庭園 、 鈴 翔 閣 の 新年 


… 徒 歩 三 列 車 一 船 + そ の 他 


特別 公開 ) 一 三崎 (名 物 ・ マ グロ づく し 膳 昼 食 ) つ 〇 城ヶ島 公園 (早咲き の 水仙 や 

浦賀 水道 か ら 相模 湾 の 大 展望 、 安 房 埼灯 台 ) 一 午後 : 横 浜 ・ 同 ホテ ル 泊 ( ル ・ ノ ル 

マン デ ィ の フラ ンス 料理 夕食 ) 

午前 : 宿 〇 隅田 川 七福神 めぐ り (江戸 文化 年 間 か ら 参 拝 さ れ た 七福神 ) 一 浅草 

むぎ と ろ 本 店 (と ろ ろ 会 席料 理 昼食 ) …⑥ 浅 草 寺 ( 初 語 と 仲見世 通り 散策 ) 
東京 = 名 古屋 京都 = 

、 新 大 阪 9:00-20:00 着 


東京 (16:00 て 17:00 着 ) 


掲載 No 京 ・ 京 ・ 
掲載 No| | 東京 : | JEGkHTO | 和 玉緒 
大 阪 発 
| 食事 | 
現地 オブ プション, 画面 か ら 予約 くだ 
上 人 ぶ い 。 日 の 人 泊 材 由 凶 、 エ 朝 2、 昼 3、 タ 2 


ぁ 最 少 催 行人 貞 : 12 名 ゅ 宿泊 地 : 神奈 川 県 


名 亭 バス 目 バ ス 漠 
還 明 証 賠 ⑧ 


Cee っ ぷ 横 沢 ・ ホ テル ニュ ー グ ラン ドド iv の 


ーー ーーー 一 ュー ョ 
還 三 ーー = | 
了 こ き ニー | 


全 歴 史 を 感じ させ る 
重厚 な ロビ ー 


海岸 通り に 位置 する 
ホテ ル ニ ュ ー グ ラン ド 


1927 年 創業 で 100 年 近い 歴史 を 刻む 「 ホ テル ニュ ー 
グラ ンド 」 は 横浜 ・ 山 下 公園 の 目 に 立ち 、 港 の 景 

も 楽し め ま す 。 ツ アー の 宿泊 は 快適 な タワ ー 館 で す 
が 、 ク ラ シ カ ル な 外観 の 本 館 や 伝統 の フラ ンス 料理 
を 楽し み 、 新 年 を お 迎え 下さ い 。 有名 な 除 夜 の 汽笛 、 
ヨコ ハマ メル ヘン や 中 華 街 の 迎春 風景 も 自由 に お 楽 
し み 下 る い 。 


湖畔 の リゾ ー ト に 連 泊 富士 の 眺め や 美術 館 掲載 No | SM 
優雅 な 晩 携 と 湖畔 の 温 


ザ ・ フ リ ンス 箱根 芦ノ湖 で 祝 ス 匠 し 宿泊 地 : 神 奈川 _- 
月 商 ⑧ 
フー 


催行 
間近 


出発 日 12 月 31 日 (日 ) 


旅行 代金 (大 人 お ひと り 様 ) 
A タ イブ A タ イブ A タ イブ 
| 東京 発 196.000 円 228.000 円 330.000 円 202.000 円 239.000 円 350.000 円 
。 大阪 発 212.000 円 244.000 円 346,000 円 218.000 円 255,000 円 366.000 円 


※ 東 京 ・ 大 阪 と の 共同 募集 コー ス で す 。 添乗 員 は 初日 三島 駅 
か ら 最 終日 熱海 駅 まで 同行 し ます 。 ※ 利 用 バス 会 社 : 箱根 
登山 バス ※ 部 屋 タ イプ : 本 館 洋室 基本 は ガー デン ビュ 
ー、A タ イプ は レイ クビ ュー。 ※ 名 古屋 発着 、 現地 合流 に つ 
いて は P51 を ご 参照 下さ い 。 ※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 
※ 部 屋 タ イプ に よっ て 満室 の 場合 は キャ ン セ ル 待 ち で の 受付 
に な り ま す 。 


ザ ・ プ リン ス 箱 根 芦ノ湖 


箱根 駒ヶ岳 ロー プ ウ ェ イ 
行程 @ 入 場 〇 下車 バス 航空 機 … 徒 歩 三 列 車 一 般 ++ そ の 他 


芦ノ湖 を 望む 開放 的 な 露天 風呂 ホテ ル ロ ビ ー 


つ 芦 ノ 湖 ・ 挑 源 全 + 箱 根 ロ ー プ ウ ェ イ ( 下 中 艇 歩 ) 4O 大 湯谷 (立ち 有 る 噴煙 
や 富士 の 眺め 、 名 物 「 黒 た ま ご 」 を 自由 に ご 賞味 ) 午後 : 端 川 温泉 ・ ザ ・ プ リン 。 
ス 箱根 芦ノ湖 泊 (な だ 万 雅典 の 会 席料 理 夕食 ) ザ ・ プ リン ス 箱 根 芦ノ湖 
お せ ち 風 間食 午前 : 宿 … 倫 九 昌 宣 社 (捕り )… ホ テル 箱根 園 一 斉 / 湖 。 首 根 ・ 芦 ノ 湖畔 に どっ し り 構え る 「 ザ ・ プ リン ス 箱根 芦ノ湖 
遊覧 (富士 の 眺め ) 一 元 箱根 … 箱根 ホテ ル ( 洋 ラ ンチ ) ・ 語り 2 は 円 形 構造 の 本 館 が 特徴 の リゾ ー ト ホテ ル で す 。 開 放 的 な レ 
後 : 同 ホテ ル 泊 (早め の 到着 で の ん びり 湖畔 散策 な ど 、 メ イン ダイ ニン グ ル ・ 時 5 0 0 IM 
リア ノン で フル コー スタ 食 ) イク ビュ ー と ガー デン ピュー の 2 種類 の 客室 を ご 準備 し まし 
午前 : 宿 … 駒 ヶ 岳 ロー プ ウ ェ イ (芦ノ湖 や 富士 の 眺め 空中 散歩 ) 一 熱海 ・ 食 MO た 。 端 川 温泉 「 箱 根 湖畔 の 湯 」 で 癒し の 時 を お 過ごし いた だ 
A 美 術 館 (吉田 博 木版 画 の 100 年 」 展 ) 一 き 、 旬 の 食材 を ふん だ ん に 使っ た 目 に も 美しい 日 本 料理 と 重 
厚 な メイ ンダ イニ ング で 味わう 本 格 フ レン チ の ディ ナー を お 
楽し み 下さ い 。 


高 さ 185 技 の 展望 回 廊 か ら の ご 来 光 、 NN WM 掲載 No 本 
グリ ー ン 車 で 行く 遠州 灘 の 初日 の 出 と |1 | 記 寺 


m ル の p 最 少 催 行人 貞 : 12 名 と 宿泊 地 : 静岡 県 
消 郡 クラ シッ ク ホ テル の ラン チ 


ーー ハハ べべ へ べべ べべ 
12a(B) 


旅行 代金 (大 人 お び ひとり 様 ) 


157,000 円 162,000 円 167,000 円 


※ 東 京 ・ 大 阪 と の 共同 募集 コー ス で す 。 添乗 員 は 初日 浜松 駅 か ら 
最終 日 豊橋 駅 まで 同行 し ます 。 ホテ ル が 入る 浜松 ア 
※ 利 用 バス 会 社 : 浜松 バス また は な ゆ た 観 光 自 動車 また は 遠州 
5 還 志度 クト タワ ー 外観 


鉄道 
※ 部 屋 タ イプ : 洋室 

※ 名 古屋 発着 、 現 地 合 流 に つい て は P51 を ご 参照 下さ い 。 

※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 

※ 初 日 の 出 は 気象 条件 に より ご 覧 いた だ け な い 場合 が あり ます 。 


浜名 湖 ク ルー ズ 
行程 @ 入 場 〇 下車 バス う 衣 空 機 … 徒 歩 て 船 その 他 


中 (オー クラ ア クト シテ ィ ホ テル 浜松 


っ 浜名 湖 (遊覧 船 に て クル ー ズ ) ー 夕 如 
泊 (和食 会 席料 理 夕食 ) 
自由 に 高 さ 185 補 の 展望 回 廊 か ら の 「 初 日 の 出 」 午前 : 宿 一 念 大 福 寺 (回 遊 
式 庭園 ) > 倫 摩 詞 耶 寺 (平安 様式 の 庭園 と 重要 文化 財 千 手 観音 ・ 不 動 明王 ) 一 劉 初 渡 私 の ラン ドー ラー ク ・ 昌 も リー 
山室 林寺 (黄葉 寺院 の 重要 文化 財 仏典 方丈) 劉 龍 澤 寺 (井伊 家 の 菩 提 寺 、 小 ZTTN NGIRI WMN 過 中 
掘 遠州 作 庭 の 池 泉 鑑賞 式 庭園 ) 夕刻 : 同 ホテ ル 泊 (洋食 フル コー ス 料 理 夕食 ) る 、 ホ テル オー クラ に の ん びり 2 泊 。 高 き 185 伝 の 展 
午前 : 宿 一 但 方 広 寺 (東海 屈指 の 名 弟 ) … 〇 竹島 ( 国 の 天然 記念 物 、 日 本 七 弁財天 望 回 廊 で 遠州 濯 から 昇 る 「 初 日 の 出 」 を 本 拝 。 奥 山 
バ パ ワー スポ ッ 平 ば 富 参り ) っ ラン シ ッ の ゞ テー に 幸 巨 い 
ネル (ウラ ンス 提 電 人 っ 半 備 坊 広 寺 を は じ め 、 井 伊 家 の 菩提 寺 で ある 坦 澤 
寺 な ど 奥 浜名 の 湖北 五山 で 初 語 。 最 終日 は 蒲郡 クラ 
シッ ク ホ テル で の フレ ンチ も お 楽し み 下 さい 。 


蒲郡 クラ シッ ク ホ テ 
ル ラン チ (一 例 ) 


| 著 ご で び 呆 計 | で 同列 ・ 居 前 | 著 の 員 燃 放 器 憶 | ー+V み テコ 


器 瑞 ・ 北 中 


芝 剖 9 装 | 


lnE 


| 著 C 隆 詩 | で 中 斗 前 ・ 居 前 | 落 い Q 灯 記 回 憶 | ー+ 四 テコ 


器 瑞 ・ 北 中 


測 9 装 | 
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老舗 クラ シッ ク ホ テル 連 泊 ) 信州 食材 た っ ぷり の ディ ナー も お 楽し み 


新年 に 幸せ 祈る 善光寺 まい り と 
中 央 アル プス 白銀 の 世界 へ 


催行 
間近 
出発 日 


12 月 31 日 (日 ) 


旅行 代金 (大 人 お ひと り 様 ) 
PE 


140,000 円 
150,000 円 


東京 発 。 134,000 円 136,000 円 
- 太 孤 発 144.000 円 146,000 円 


※ 東 京 ・ 大 阪 と の 共同 募集 コー ス で す 。 添乗 貞 は 初日 塩尻 駅 また 
は 松本 駅 か ら 最終 日 塩尻 駅 まで 同行 し ます 。 集 合 時 、 乗 り 換え 
駅 で は 係員 が ご 案内 し ます 。 

※ 利 用 バス 会 社 : 平成 交通 また は 柿木 観光 バス 

※ 部 屋 タ イプ : 洋室 


※ 名 古屋 発着 、 現 地 合 流 に つい て は P51 を ご 参照 下さ い 。 
※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 


元旦 に 精進 料理 を ゅ 


車 ユ バ ス 航 空 機 … 徒 歩 三 列車 


て 船 + その 他 


っ 午後 : 松 本 市 内 ・ 松 本 ホテ ル 花 月 泊 (松本 城 の 天守 群 を 見 な が ら 湧 水 め ぐり や 
縄手 横丁 な ど 自 由 散 策 、 和 会 席料 理 夕食 ) 
午前 : 宿 一 〇 善光寺 (創建 以来 約 1400 年 の 歴史 を 持つ 古 剃 、 初 参り で 賑わう 本 堂 や 
参道 を 自由 に 参拝 ) … 信 州 善 光 寺 ・ 薬 王 院 (善光寺 と 共に 悠久 の 時 を 刻ん だ 宿坊 で 
精進 料理 の 昼食 、 自 由 散 策 ) ~ 夕刻 : 同 ホテ ル 泊 (洋食 コー ス 料 理 夕食 ) 

午前 : 宿 一 駒ヶ根 ・ 菅 の 台 一 山岳 バス つ ー し ら び 平 ++ ロ ー プ ウエ ー て 標高 
2612m、 白 銀 の 木曽 胞 ケ 岳 ・ 千 畳 敷 へ + し ら び 平 つ 菅 の 台 一 


東京 大 阪 発 


| 食事 | 


尊 leAEpktoo 
間 APkHoo| 


に ポ プ ン 」 画 面 か ら 予約 くだ 


ス コー ト 素材 の 積み 上 げ 必 須 


2 : 12 名 『 宿 泊地 : 長野 県 


バス 還 = 記 計 パス. 敵 記 庫 ひ 
隊 加 内 束 と り 


木曽 胞 ヶ 岳 ・ 千 畳 敷 カ ー ル 


Py 


松本 ホテ ル 花 月 


な が の テロ ワー ル 


0 
松本 民芸 家具 を 随所 に 配置 し た 趣 あ る 雰囲気 の ホテ 
20 の 生 多 CDE0 お の 
ワー ル 」 の お 食事 や 、 ア ルプ ス 雪 解け 水 の 地下 水 を 
利用 し た 大 浴場 に お 寛ぎ 下さ い 。 元旦 は 、 創 建 以来 
約 1400 年 の 歴史 を 持つ 善光寺 語り へ 。 霧 水 糧 め く 標 
高 2.612m の 中 央 アル プス 千畳敷 も 訪ね る 信州 の お 
正月 。 


大 因 日 は 2 台 ビ アノ で 歓喜 の 歌 ' 第 9」 を 


白銀 の 世界 


や つ が 


八ヶ岳 高原 ロッ ジ で て 迎え る お 正月 


催行 
間近 


出発 日 


12 月 31 日 (日 ) 

旅行 代金 (大 人 お ひと り 様 ) 

1 人 1 室 
還 還 還 衣 320000 回 還 Z000 還 
140,000 円 155,000 円 225,000 円 
ーーー 149.000 円 189.000 円 
_152,000 円 167,000 円 237,000 円 
添乗 員 は 初日 小淵沢 駅 か ら 最 終日 塩尻 駅 まで 同行 し ます 。 集 合 
バス 会 社 : 柿木 観光 バス ※ 部 屋 タ イプ : 洋 室 (部 


屋 タ イプ に より 旅行 代金 が 異な り ま す ) ※ 名 古屋 発着 、 現地 合流 に つい て は P51 を ご 参照 下さ い 。 ※ 写 
真 は 全て イメ ー ジ で す 。 ※ 初 の 出 は 気象 条件 に より ご 覧 いた だ け な い 場合 が あり ます 。 ※2 日 目 ・ 


※ 東 京 ・ 大 阪 と の 共同 募集 コー ス で す 。 
持 、 乗 り 換 え 駅 で は 係員 が ご 案内 し ます 。 ※ 利 


朝食 は 前 半 7:30 て と 後半 9:00 て の 2 回 転 制 と な り 時 間 指定 は で きま せん 。 あ ら か じ め ご 了承 下さ い 。 
徒歩 三 列 車 一 船 + そ の 他 


行程 @ 入 場 〇 下車 つ バ ス 愛 航 空 機 … 


三 小海 線 ・ 普 通 列車 自由 席 (1375m の JR 最高 地点 を 通る ロー カル 列車 の 旅 ) ニ 
辺 山 一 送迎 バス 午後 : 海 の 口 自然 卿 ・ 八 ヶ 岳 高 原 ロ ッ ジ 泊 (早め の 到着 、 タ 
より 八ヶ岳 高原 音楽 堂 に て 大 星 日 ミニ コン サー ト 、 メ イン ダイ ニン グ 「 ル ・ 
プラ トー」 に て フレ ンチ フル コー ス デ ィ ナ ー) 
2 の 出 観望 、 メ イン ダイ ニン グ に て 八 ヶ 


岳 高原 ロッ ジ 人 気 の お せ ち 料理 朝食 、 ホ テル で ゆっ た り と お 過ごし 下さ い ( 自 
由 昼 食 〉 同 ホ テル 泊 (洋食 コー ス 料 理 夕食 ) 

午前 : 宿 つろ ビー ナス ライ ン つぐ 霧ヶ峰 富士 見 台 (八ヶ岳 の 向こう に 富士 山 を 望 
む ) ~ 〇 諏訪 大 社 ・ 上 社 本 宮 (' 御 柱 祭 」 で 知ら れる 信濃 國 一 之 宮 に 初 語 ) 一 


@SUWA ガ ラス の 里 (国内 最大 級 の ガラ スミ ュー ジア ム ) つ 


掲載 No| 
陣 雪 Ng wepel 6AEPKH10 | 引 衣 誠 紀 
el 
ga 
3 地 ポン ジョ の な 岩 
導 22 | 92、 生 人 タ 2 


3 諏 10 名 宿泊 地 : 長野 県 


0 2 必 
3 介 め 


フレ ンチ ご タ 食 


八ヶ岳 高原 ロッ ジ ・ 駿 氷 


八ヶ岳 高原 ロッ ジ は 八ヶ岳 連峰 の 東山 麓 、 
1500m、 約 200 万 坪 の 広大 な 高原 リゾ ー ト 。1 年 の 中 


で 特に 空 が 澄 む 美しい 季節 に 、 夜 は 星空 、 早 朝 に 
は 高原 の 木々 の 枝 や 葉 ! - 朋 の 花 を 咲か せる 「 肥 水 」 


を 眺め な が ら 、 雪 景色 の 自然 卿 で ゆっ た り 過 ご 1 
正月 。 元 旦 は メイ ンダ イニ ング 「 ル ・ プ ラ ト ー 
限定 の な せ ち 料理 朝食 を ご 用 意 。 


| 八ヶ岳 高原 音楽 堂 / 大 了 略 日 ミニ コン サー ト 


【 出 演 】 
デュ オ ・ グ レイ ス 〔 宮 谷 理香 、 高 橋 多佳子 
【 プ ログ ラム 】 


ベー トー ヴェ ン (リス ト 編 ) : 
交響 曲 第 9 番 よ り 第 4 楽章 (2 台 ビ アノ ) ほか 
※ 曲 目 ・ 内 容 は 変更 に な る 場合 が ご ざい ます 。 


県 内 最大 級 の 湯 


か ん ば や し 


量 を 誇 る か け 流 し の 自家 源 明 を 満 区 


リー 


上 林 温 泉 ・ 上 林 ホ テル 仙 甘 関連 泊 


北信 濃 で 過ごす の ん びり お 正月 


催行 
1 月 2 日 ( 火 ) * 


旅行 代金 (大 人 お ひと り 様 ) 


出発 日 


1 和室 
東京 発 158,000 円 164,000 円 186,000 円 
大 孤 発 "166,000 円 172,000 円 194,000 円 


※ 東 京 ・ 大 阪 と の 共同 募集 コー ス で す 。 添 乗員 は 初日 松本 駅 か ら 最終 日 長野 駅 まで 同行 し ます 。 
※ 利 用 バス 会 社 : 太陽 バス 、 平 成 交通 、 長 野 観光 、 長 電 バ ス の いずれ か 
※ 部 屋 タ イプ : 和室 


※ 名 古屋 発着 、 現 地 合 流 に つい て は P51 を ご 参照 下さ い 。 

※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 

行程 @ 入 場 〇 下車 バス 航空 機 … 徒 歩 三 列 車 一 般 ++ そ の 他 
新宿 (9:00 て 11:00 発 ) = 八王子 = 新 大 阪 (7:30 て 9:30 発 ) = 京都 = 
松本 名 古屋 = 松本 


っ @ 松 本 城 (戦国 時 代 の 武 備 と 泰平 の 世 の 優雅 さ を 併せ 持つ 国宝 城郭 と 本 丸 庭 園 ) 
っ 夕刻 : 上 林 温 泉 ・ 上 林 ホ テル 仙 毒 閣 泊 (県 内 最大 級 の 湯量 を 誇る 、 か け 流 し の 
家 源泉 。 内 湯 と 霞 天 風呂 を お 楽し み 下 さい 。 地 産地 消 の 懐石 料理 夕食 ) 
午前 : 宿 ゆっ くり 10 時 出発 一 信長 野 ・ 善 光 寺 (創建 1400 年 以上 の 歴史 を も 
つ 古 羊 を 公認 案内 人 と 初 参 り 、 賑 わい の 仲見世 通り ) … 薬王院 (善光寺 と 共に 悠 
2 久 の 時 を 刻ん だ 宿坊 で 精進 料理 の 昼食 、 自 由 散策 ) 一 午後 : 同 宿泊 ( 連 泊 な の で ゆ 
っ た り 滞 在 、 大 理 石 の ロビ ー や 初代 社長 が 収集 し た 書画 の コレ クシ ョ ン 展 示 、 庭 
を の ぞ も む 談 話 室 で の ひと と き な ど 館内 を 自由 に お 楽し み 下 さい ) 
午前 : 宿 希望 者 は 自由 に 地獄 谷野 猿 苑 へ ゆっ くり 10 時 出発 一 食 小 布施 ・ 
岩松 院 (戦国 の 武将 福島 正則 や 葛飾 北斎 、 俳 人 小林 一 茶 ゆ か り の 古寺 ) 一 念 北斎 館 
(肉筆 画 を 中 心 に 、 版 本 や 錦絵 な ど 、 葛 飾 北斎 の 作品 鑑賞 ) 一人 信州 の 清流 で 育っ た 
3 イワ ナ 炊 き 込 み ご 飯 な どの ご 昼食 
長野 = 大 宮 三 東京 (16:3018:30 着 ) 


長野 = 名 古屋 = 京都 = 
新 大 阪 (19:00 て 21:00 着 ) 
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二 。|l AEpkdo| 東京 ・ 大 阪 発 
隊 ApKH0| 


4 人 110 名 し 宿泊 地 : 長野 県 


バス ム と 4 滞 
本 了 図 ⑧ 


上 林 ホ テル 仙 毒 閣 上 林 ホ テル 伯 毒 問 ロビ ー 


冬 の 露天 風呂 


冬 の 松本 城 


上 林 ホ テル 仙 毒 韻 談 計 


心 安 ら で 大 正 浪漫 の 空間 「 上 林 温 泉 ・ 上 林 ホ テル 仙 
毒 開 」 で 過ごす お 正月 。 連 泊 な ら で は の ゆっ た り し 
た 滞在 で 、 県 内 最大 級 の 湯量 を 誇る か け 流 し の 自家 
源泉 を 堪能 し 、 温 泉 露天 風呂 や 庭園 を の ぞ む 談話 室 
で 寛ぎ の 時 間 を お 過ごし 下さ い 。 国 宝 ・ 松 本 城 や 、 
賑やか な 新年 を 感じ る 善光寺 初 参り 、 北 斎 の 名 画 カ 
残る 小布施 も 訪ね ます 。 


北ア ルプ ス を 望む 展望 風呂 な と 数 種類 の 温泉 で 寛ぐ 至福 の 時 間 


飛騨 高山 温泉 ・ 森 の リゾ ー ト の 温 


人 行間 還 還 
間近 
出発 日 


12 月 31 日 (日 ) > 


東京 発 159,000 円 165.000 円 
大 孤 発 149,000 円 。155,000 円 


※ 東 京 ・ 大 阪 と の 共同 募集 コー ス で す 。 添乗 員 は 初 
岐阜 羽島 駅 か ら 最終 日 新高 岡 駅 また は 富山 駅 まで 
同行 し ます 。 ※ 利 用 バス 会 社 : 濃 飛 バス また は 加 
上 能 バス また は 岐阜 乗合 自動 車 ※ 部 屋 タ イプ : 洋 
室 ※ 名 古屋 発着 、 現 地 合 流 に つい て は P51 を ご 参照 
下さ い 。 ※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 


189,000 円 
179,000 円 


日 銀 の 新穂 高 へ 
て 船 その 他 


三 京都 ニ 


っ 航空機 … 


徒歩 三 列 車 


山 


人 @ 入 場 〇 下車 一 バス 
東京 (8:30~ て 9:30 発 ) 三 品川 新横浜 新 大 阪 (9:00 て 11:00 発 ) 
三 名 古屋 三 岐 阜 羽島 岐阜 羽島 
一 〇 高山 ( 出 格子 の 連なる 古い 町 並み 、 風 情 あ る 三 之 町 な ど 自 由 散 策 ) っ 夕刻 : 飛 
騨 高山 温泉 ・ ホ テル アソ ン シ ア 高山 リゾ ー ト 泊 (北ア ルプ ス を 眺め る 展望 風呂 
や 檜 風呂 な と 、 種 類 豊 富 な 温泉 リゾ ー ト で お 寛ぎ 下さ い ) 
午前 : 宿 一 〇 水 無 神社 (飛騨 国 一 之 宮 、 平 安 時 代 か ら の 由緒 ある 神社 に 初 参 り ) 
つ 念 新穂 高 ロ ー プ ウェ ー (日 本 唯一 の 2 階 建 て ロー プ ウ ェ ー で 雲上 の 世界 、 標 高 
2156m の 絶景 地 へ 。 白 銀 に 染まる 絶景 の り 北ア ルプ ス 360 度 の パノラマ 展望 ) つ 
刻 : 同 ホテ ル 泊 (温もり の 温泉 で ゆっ くり 元旦 を お 過ごし 下さ い 。) 
午前 : 宿 つ 〇 世界 遺産 ・ 白 川 卿 (雪景 色 の 合掌 造り 集落 散策 ) 高岡 ・ 念 瑞 龍 寺 
(加賀 藩 ・ 前 田 利 長 の 菩提 寺 、 壮 大 な 伽藍 配置 様式 の 豪壮 に し て 典雅 な 美 し さ ) 
新高 岡 ま た は 富山 三 大 宮 = 新高 岡 ま た は 富山 = 金沢 京都 = 
東京 (19:00 て 20:00 着 ) 新 大 阪 三 大 阪 (19:30 て 20:40 着 ) 


晶 も り 
絶景 の 白銀 アル プス と 雪景 色 の 白川 郷 に 


旅行 代金 (大 人 お ひと り 様 ) | リィ イン ルー ム 
利用 ! 


阿 東京 ・ 東京 ・ 大 阪 発 
6AELKH30 


地 オ プシ ョ ン 」 画 面 か ら 予約 くだ 
さい 。 人 の 打 遇 聞 、 エ | | 朝 2、 PF タ 2 
| スコ ー ト 素材 の 積み 上 げ 必 須 


行人 員 : 12 名 ゅ 宿泊 地 : 岐阜 県 


バ バス 


アル プス 展望 風呂 


風情 ある 街並み 散策 も 飛騨 高山 ・ 中 橋 


歴史 ある 古い 街並み が 魅力 の 飛騨 高山 。 北 アル プス 
の 大 パノラマ が 広がる 展望 風呂 が 自慢 の 温泉 リゾ ー 
ト に 連 泊 し ます 。 檜 風呂 や 岩 風呂 な ど 飛 騨 随 一 の 種 
類 を 誇る 温泉 で の っ くり お 正月 を お 過ごし 下さ きい 。 
白銀 の 世界 が 広がる 新穂 高 や 白川 卿 な ど 、 冬 な 6 ら で 
は の 美しい 風景 も 訪ね ます 。 
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| 著 ご で び 呆 計 | で 店 前 ・ 居 表 | 著 の 員 燃 放 器 憶 | ー+V み テコ 


器 瑞 ・ 北 中 


其 交 S 対 還 


lnE 


| 茎 ニ CO 隆 竹 | で 中 装 前 ・ 居 列 | 落 い Q 燃 誰 器 憶 | ー+ 四 V み テコ 


器 瑞 ・ 北 中 


区 8 状 | 
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国宝 ・ 人 山城 や 博物 館 明 ) 台 村 の 近代 化 産業 遺産 群 掲載 Nol 剛昌 


同和 6AELKH40 | 還 軸 緒 計 
川 ゆっ た り 連 泊 較 叶 時 
長良 」 | 晶 泉 ピリ ー 震 / 現地 オプ ショ ッ 画面 か ら 予約 くだ 


ス コー ト 素材 の 積み 上 げ 必 須 


名 古屋 城 本 丸 御 典 と 熱田 神宮 『 初 参 19 屋 13 名 宿泊 地 : 岐阜 上 


ーーーーーーーーーーー 博物 館 明 治 村 昌 。| 計 5 
間近 
出発 日 12 月 31 日 (日 ) ^ 


旅行 代金 (大 人 お ひと り 様 ) 


東京 発 135,000 円 138,000 円 144,000 円 156,000 円 
大 孤 発 127,000 円 130,000 円 136,000 円 148,000 円 


※ 東 京 ・ 大 阪 と の 共同 募集 コー ス で す 。 添乗 員 は 初日 岐阜 羽島 駅 か ら 最終 日 名 古屋 駅 まで 同行 し ます 。 
※ 利 用 バス 会 社 : 岐阜 乗合 自動 車 ま た は 名 鉄 観光 バス 
※ 部 屋 タ イプ : 洋室 1 人 1 室 に お いて 、 基 本 は シン グル ルー ム 、A タ イプ は ツイ ン ル ー ム を 利 


※ 名 古屋 発着 、 現 地 合 流 に つい て は P51 を ご 参照 下さ い 。 ※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 岐阜 グラ ンド ホテ ル 鉄分 を 多く 含ん だ 名 湯 
提供 : 名 古屋 城 総合 事務 所 


※ 初 日 の 出 は 気象 条件 に より ご 覧 いた だ け な い 場合 が あり ます 。 


さ * 


行程 @ 入 場 〇 下車 バス 航空 機 … 徒 歩 三 列 車 一 般 ++ そ の 他 
東京 (11:30 て 13:00 発 ) = 品川 新 大 阪 (13:00 て 14:30 発 ) = 京都 = 
1 新横浜 = 名 古屋 = 岐阜 羽島 岐阜 羽島 


午後 : 長 良川 温 泉 ・ 岐 阜 グラ ンド ホテ ル 泊 (鵜飼 で 有名 な } 
席料 理 夕食 、 温 泉 大 浴場 
ホテ ル 屋 上 で 初日 の 出 午前 : 宿 一 犬山 ・⑥ 針 綱 神 社 (尾張 五 社 の ひと つ 、 初 語 


良川 畔 を 散策 、 会 


刈 


木曽 川 を 一 望 で きる 犬山 城 名 古屋 城 本 丸 御殿 


… 信 犬山 城 ( 木 川 を 望む 国宝 天守 導 ) -> 人 博物 館 明治 村 (自由 尽 食 、 再 国 ホ テ 還 還 6 昌 
人 ル 中 央 去 関 や 西郷 従道 邸 、 三 重 県 庁舎 、 聖 ザビ エル 天守 堂 な ど 文明 開化 を 象徴 する 三種 の 神器 の 一 つ 「 草 藩 神剣 」 を 祀る 熱田 神宮 に 初 
建造 物 が 点 在 する 園内 ) つ タ 刻 : 同 ホ テル 泊 (洋食 コー ス 料 理 夕食 ) _ 参り 、 名 古屋 城 本 丸 御殿 ぉ 訪れ ます 。 大 山 で は 、 木 
午前 : 宿 一 念 名 古屋 城 本 丸 御殿 (豪華 約 底 ! 名 古屋 城 本 丸 御殿 ) つ 〇 熱田 神宮 ( 初 曽 川 を 望む 国宝 犬山 城 や 文明 開化 を 象徴 する 明治 村 
語 ) っ 
、 名 古屋 = 新横浜 = 品川 = 名 古屋 京都 = 6 めで り ます 。 お 泊まり は 、 多 還 山 を 泌 わ 長良 用 時 
東京 (18:30-20:00 着 ) 新 大 阪 (16:30 て 18:00 着 ) の 温泉 付 ホ テル で 、 の ん びり お 過ごし 下さ い 。 


世界 産 ・ 白 川 郷 や 雨晴 海岸 か ら 人 む 立山 連 妖 の 冬 景色 3 表 京 大 阪和 
- 、 、 了 の 大 阪 発 = 
王 ] 『 ジョ ン 還 軸 か ら 予約 くだ 

= し 1 2 スニ 』 邊 ・ R ・ 宮 

王 ] 々 じ ぁ 最 少 催 行人 貞 : 10 名 宿泊 地 : 富山 県 

= 山 湾 の 恵み 地 魚 | -| *・ 磯 料理 68 4 

人 逢 作 の 邊 エビ を すっ て 

団子 に し て 焼く 「 福 団子 」 


出発 日 15 月 31 下 (中) 理 
旅行 代金 (大 人 お びと り 様 ) 


東京 発 152,.000 円 168,000 円 158,000 円 


大 孤 発 146,000 円 162,000 円 152,000 円 


※ 東 京 ・ 大 阪 と の 共同 募集 コー ス で す 。 添乗 員 は 初日 富山 駅 また は 新高 岡 駅 か ら 最終 日 富山 駅 また は 新 
高岡 駅 まで 同行 し ます 。 集 合 時 、 乗 り 換え 駅 で は 係員 が ご 案内 し ます 。 ※ 利 用 バス 会 社 : 富山 地方 鉄 
道 グ ルー プ ※ 部 屋 タ イプ に より 旅行 代金 が 異な り ま す 。 【 基 本 】2 人 1 室 … 洋 室 ( ス ー ペ リア ツイ ン 23m)、 
1 人 1 室 … 洋 室 (スタ ンダ ー ド シン グル 17.6m)、【A タ イプ 】 2 人]1 室 … 洋 室 (デラ ックス ツイ ン 36mf) ※ 現 
地 合 流 に つい て は P51 を ご 参照 下さ い 。 ※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 


⑥ 天 然 の 生け 賃 富山 湾 鮨 


富山 湾 鮨 


写真 提供 : 岐阜 県 白川 村役場 


行程 @ 入 場 〇 下車 バス 航 空 機 … 徒 歩 三 列 車 ン 船 + そ の 他 
東京 (10:00~ て 12:30 発 ) = 大 宮 = 大 阪 (9:30~ て 12:00 発 ) = 新 大 阪 = 
富山 また は 新高 岡 京都 三 金沢 三吉 山 ま た は 新高 岡 


1 > 倫 高 岡 ・ 瑞 龍 寺 (国宝 の 山門 ・ 仏 殿 、 重 要 文 化 財 の 総門 、 禅 堂 な ど 荘厳 な 禅宗 
名 寺 ) 一 〇 高岡 大 仏 (日 本 一 の 美男 大 仏 ) 一 夕刻: 富山 エク セル ホテ ル 東 急 泊 ( 富 


山 に ゆか り の ある 食材 を 取り 入れ た お 箸 で いた だ く フ レン チタ 食 ) 学事 ・ 松 月 の 磯 理 前 


| (お 正月 らし い ご 朝食 ) 午前 : 宿 つ 倫 井 波 ・ 瑞 泉 寺 (見 事 な 彫 刻 が 随所 に み ら れる 
北陸 最大 の 大 伽藍 、 境 内 に 位 む 公 塚 ・ 黒 髪 席 、 石 畳 と 格子 戸 の 情緒 豊か な 通り ) ee 
里山 の オー ベル ジュ て 無 農 薬 野菜 な ど 地産 地 消 の 食材 の 洋 ラ ンチ ー O 世 界 犬 然 の 生け 軟 " と 称 さ れる 量 山 座 。 そ こ で 失 れ る 旬 
遺産 ・ 白 川 郷 (雪景 色 の 合掌 造り 集落 ) つ 同 ホテ ル (休憩 ) 送迎 車 岩瀬 ・ 磯 の 地 魚 を 新鮮 な まま 堪能 で きる 「 富 山 湾 鮨 」 や 、 老 
料理 松月 (歴史 ある 老舗 料亭 で 会 席料 理 夕食 、 富山 を 代表 する シロ エビ 料理 ) SNE | 問 同 
| つ 送 迎 車 つ 夜 : 同 ホテ ル 泊 僕 料 享 で は 「 富 山 湾 の 宝石 ・ シ ロ エ ビ 」 だ 尽く し の 会 
午前 : 宿 つ 〇 雨晴 海岸 (富山 湾 越 し 白銀 の 立山 連峰 ) つ 〇 新湊 きっ と き と 市 場 席料 理 を 。 その ほか 里山 の 味覚 な ど 、 和 富山 グ ル メ を 
(獲れ た て 旬 の 魚介 や 地元 の 特産 品 が 並ぶ ) つ 〇 新湊 大 橋 (富山 新港 に 架かる 長 さ 有 刻 が 随所 に ー 癌 
記 3 6tm の 公表 橋 、 歩 行者 通 路 ・ あ い の 風 プロ ム ナ ー ド ) つ 富山 昼食 っ 2 0 下 2 MG ER 
富山 また は 新高 岡 = 大 宮 = 富山 また は 新高 岡 = 金沢 京都 ニ ある 瑞 泉 寺 に 初 参 り し な が ら 、 世 界 遺 産 の 白川 卿 な 
東京 (17:30~19:30 着 ) 新 大 阪 大阪 (18:3020:30 着 ) ど 雪 化粧 の 北陸 を 巡る お 正月 。 


日 本 の 原 風景 ご 世界 和 産 の 合集 落 ・ 立 山寺 庄川 EC 還 還 隊 
2 い で 

立山 連峰 望む リ ゾ ai ト の 寛ぎ | タフ 

静寂 な 冬 景色 と 冨山 湾 の 味覚 


ぁ 最 少 催 行人 上 員 : 12 名 宿泊 地 : 富山 県 
出発 日 12 月 31 日 (日 ) 
旅行 代金 (大 人 お ひと り 欄 ) 


二 山 湾 鮨 @ 天 然 の 生け 算 
東京 発 164,000 円 168,000 円 195,000 円 
大 阪 発 158,000 円 162.,000 円 189,000 円 


※ 東 京 ・ 大 阪 と の 共同 募集 コー ス で す 。 添乗 貞 は 初日 富山 駅 また は 新高 岡 駅 か ら 最終 日 富山 駅 また は 新 
高岡 駅 まで 同行 し ます 。 集合 時 、 乗 り 換え 駅 で は 係員 が ご 案内 し ます 。 ※ 利 用 バス 会 社 : 富山 地方 鉄 
道 グ ルー プ ま た は 北 鉄 グ ルー プ ※ 部 屋 タ イプ : 洋室 ※ 現 地 合 流 に つい て は P51 を ご 参照 下さ い 。 

※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 


行程 @ 入 場 〇 下車 バス 航 空 機 … 徒 歩 三 列 車 て 船 + そ の 他 
東京 (10:00 て 12:30 発 ) 大宮 = 大 阪 (9:30 て 12:00 発 ) = 新 大 阪 = 
富山 また は 新高 岡 京都 = 金沢 富山 また は 新高 岡 


つ 介 高 岡 ・ 瑞 龍 寺 (国宝 の 山門 ・ 仏 殿 、 重 要 文 化 財 の 総門 、 禅 堂 な ど 荘 厳 な 禅宗 
1 名 寺 ) 一 日 本 の 原 風景 ・ 散 居 村 (車窓 ) ~ 夕刻 : ロ イヤ ル ホ テル 富山 砺波 泊 


(※ リ ノ ベ ー シ ョ ン 工 事 の た め 露 天風 呂 は ご 利用 いた だ け ま せん 。 大 浴場 は 時 間 別 男 ジン ジン 
女 入替 制 と な り ます が 、 温泉 で は ご ざい ませ ん 。 また 2 日 目 は ホテ ル 着 時 間 が 遅い 為 、 ー 
部 屋 の ユニ ッ ト パス を ご 利用 下さ い ) - ー 32 人 MMS 
午前 : 宿 一 庄川 峡 一 信長 崎 橋 周 遊 ショ ー ト クル ー ジ ング (遊覧 船 より 大 自然 W 8 
が お りな す 男 景色 の 絶景) 人 井波 ・ 瑞 朱 寺 (見 事 な 財 刻 が 随所 に み ら れ る 北陸 最 立山 連峰 な ど 雄 大 な 山並 み を 背景 に 日 本 の 原 風 景 ・ 
大 の 大 伽藍 、 境 内 に 合 む 仏 塚 ・ 黒 髪 席 、 石 遇 と 格子 戸 の 通り ) 一 倫 世 界 遺 産 五箇 砺波 平野 す が 有 眺め られ る 高台 に 立つ リゾ ー ト ホ 
山 相 倉 合掌 造り 集落 (一 面 の 銀 世界 に 映え る 趣 深 い 景 観 、 相 倉 民俗 館 ・ 伝統 産業 計 が 4 0 
館 ) 岩瀬 ・ 磯 料理 松月 (御用 邸 料理 人 の 系 譜 を 継ぎ 地 魚 の 鮮度 を 最大 限 に 生か テル に 連 泊 滞在 。 静 寂 な 雰囲気 を 感じ る こと が 出来 
し た 四季 の 料理 を 提供 する 歴史 ある 老舗 料亭 で 会 席料 理 夕食 、 富 山 を 代表 する シ る 庄川 峡 や 五 筒 山 の 合 堂 造り 集落 、 CR 生 
日 エビ 打電 ) 婦 : 同 ボテ デル 消 べべ べべ べべ い 眼 目 山 立山 寺 で 冬 な ら で は の 景色 を 。 ' 富 山 湾 鮨 」 
午前 : 宿 > の 眼目 山 立山 寺 (雪景 色 の 境内 、 机 並木) 魚津 ・ 富 山 湾 鮨 昼食 較 
3 富山 また は 新高 岡 = 大宮 = 富山 また は 新高 岡 = 金沢 = 京都 = や 、 老 舗 料 享 の 「 策 山 湾 の 宝石 ・ シ ロ エ ビ 」 尽 くし 
東京 (17:30~19:30 着 ) 新 大 阪 大 阪 18:30-20:30 着 ) の 会 席料 理 な ど 食 も 楽し む お 正月 。 


「 日 本 の 夕陽 百 選 」 に も 選ば れ た 宿 で の ん びり 因 
能登 半島 で 迎え る お 正月 連 泊 で 楽 し で [9 間 プシ ョ くだ 


[スコート 素材 の 積み 上 げ 必 須 


日 本 海 の 絶景 と 「 の と じ ま 水 族 館 」 行人 員 : 12 名 P 宿 泊地 : "国人 


出発 日 12 月 31 日 (日 ) 
旅行 代金 (大 人 お ひび とり 様 ) 


東京 発 165,000 円 167,000 円 178,000 円 


大 孤 発 153,000 円 155,000 円 166,000 円 


※ 東 京 ・ 大 阪 と の 共同 募集 コー ス で す 。 添乗 具 は 初日 金沢 駅 か ら 最 終日 金沢 駅 まで 同行 し ます 。 
※ 利 用 バス 会 社 : な る わ 交 通 、 北 鉄 グ ルー プ バ ス 、 小 松 バ ス 、 加 越 能 バス の いずれ か 

※ 部 屋 タイ プ : 洋室 

※ 現 地 合 流 に つい て は P51 を ご 参照 下さ い 。 

※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 


ホテ ル 全 景 と 夕陽 


行程 @ 入 場 〇 下車 バス 航 空 機 … 徒 歩 三 列 車 一 船 + そ の 他 
東京 (9:30 て 11:30 発 ) 大 宮 三 金沢 大 阪 (9:40 て 11:50 発 ) 三 新 大 阪 
京都 = 金沢 


章 十里 浜 ょ ざさ ドラ イブ ウェ イ (日 本 海 の 絶 景 と 砂浜 ドラ イブ ・ 車 窓 ) ユ タ 刻 : 
Royal Hotel 能 登 泊 (能登 の 美しい 自然 に 囲ま れ た 「 日 本 の タ 陽 百 選 の 宿 、 大 


浴場 の 寛ぎ ) ※ リ ノ ベ ーション 工事 の た め 包 天 風呂 は ご 利用 いた だ け ま せん 。 
大 浴場 は 時 間 別 男女 入替 制 と な り ます 。 の と | 朋 ま 水 族 館 線 持寺 祖 院 
午前 : 宿 - 食 の と じ ま 水 族 館 (ジン ベ エ ザ メ 館 「 青 の 世界 」 や イワ シ の ビ ピック 
ウエ ー ブ な ど 能 登 半島 近海 に 回 遊 す る 魚 を 中 心 に 約 500 種 を 飼育 する 水族 館 ) 央 豊 か ヵ 目下 - 仁 「 上 

人 -@ 輸 鳥 ・ キ リコ 会 館 (日 本 遺産 「 能 登 キリ コ 祭り 」 の 勇壮 な キリ コ が 立ち 並ぶ 目 然 豊か UE 本人 0 日 本 の 多 有 自 
館内 ) 念 大 本 山 細 持寺 祖 院 (曹洞宗 の 古 利 に 初 参り )ー 夕 刻 : 同 ホテ ル 泊 選 」 の 温泉 宿 に 連 泊 し て の ん びり 。 七 尾 湾 に 浮か ぶ 
午前 : 宿 つ 〇 能登 金剛 (険しい 断崖 と 荒波 が 作 2 能登 島 で は 、 可 愛 い 海 の 生 き 物 と 出 会 を る 。「 の と じ 
つ @ 金 沢 城 玉 公園 (加賀 百 万 石 の シン ボル 、 金 沢 城 竣 梅 や 五 十 間 長 屋 、 百 万 石 人 」 も Ne 

| の 大 名 放 園 ・ 兼 六 園 で なら では の 寺 吊 り の 名 還 炎 策 ) … NSIM の OS の プク 
金沢 三 大 宮 三 東京 (17:50 こ 19:30 着 ) 金沢 = 京都 三 新 大 阪 ニ や 能登 金剛 な ど 、 日 本 海 の 荒 々 し い 自 然 が 創り 出す 


大 阪 8:00-19:30 着 ) 冬 の 能登 半島 な ら で は の 風景 も お 楽し み 下 さい 。 


有 
ン 
チ 
ヤ 
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を 
愛 
1 で 
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旅 
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名 
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プ 
ル 
女 
性 
ひび 
と 
り 
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到 瑞 北川 


芝 交 S 針 還 


lnE 


| 落 ご O 故 対 | で 中 装 前 ・ 居 前 | 著 い Q 燃 誰 器 憶 | ー+ 四 テコ 


束 瑞 ・ 浪 中 


其 交 S 対 還 
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古都 金沢 に 連 泊 2 日 目 は 井波 か ら 魚 津 へ 足 を 延ばし ます 


の ん ぴり 連 泊 加賀 の 正月 風景 と 
湯 で 初 風呂 」 満 喫 ! 


富山 ・ 魚 津 の 名 


信行 還 還 間 間 間 間 
rsig(g) 寺 


出発 日 

旅行 代金 (大 人 お ひと り 様 ) 
1 人 1 補 
東京 発 。 159,000 円 165,000 円 172,000 円 
- 太 孤 発 147,000 円 153,000 円 160,000 円 
※ 東 京 ・ 大 阪 と の 共同 募集 コー ス で す 。 添乗 員 は 初日 金沢 駅 か ら 最 終日 金沢 駅 まで 同行 し ます 。 ※ 利 


小松 バス 、 加 越 能 バス 、 な る わ 交 通 の いずれ か ※ 部 屋 タ イプ : 洋室 


バス 会 社 : 北 鉄 グル ー プ バス 、 
※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 


人 @ 入 場 〇 下車 
東京 (9:30 て 11:30 発 ) = 大宮 = 


ー バス NE … 徒 歩 三 列 車 一 船 + そ の 他 


= 金沢 大 阪 (9:40 て 11:50 発 ) 三 新 大 阪 
京都 = 金沢 
つ 信長 町 武家 屋敷 跡 ( 豪 填 な 武家 屋敷 が 立ち 並び 、 藩 政 時 代 が し の ば れる 小路 散 
策 、「 武 家屋 敷 跡 ・ 野 村 家 」 豪華 な 屋敷 と 美しい 庭園 ) つ 〇 尾山 神社 (和漢 洋 の 3 
つの 建築 様式 「 神 門 」)ー 夕刻 : 金 沢 東急 ホテ ル 泊 ( 和 会 席 「 旬 の 魚介 と 金沢 の 
郷土 料理 」 の 夕食 、 静 か な 古都 の 大 用 日 ) 
午前 : 宿 井波 別院 瑞 泉 寺 (井波 彫刻 で 彩 ら れ た 北陸 最大 の 大 伽藍 、 初 参り ) 
ー 魚津 ・ 食 金太 郎 温泉 (北陸 屈指 の 豊富 な 湯量 源泉 か け 流し の 湯 、 日 本 最大 級 
の 屋内 岩 風呂 「 立 山 連 峰 パ ノラ マ 大 浴 殿 」 や 庭園 訓 天 風呂 に 立寄り 入浴 ) 一 
夕刻 : 金 沢 ・ 同 ホテ ル 泊 ("能登 里山 ・ 里 海 の 幸 」 洋 コー ス デ ィ ナ ー) 
宿 一 信金 沢 城 寺 公 園 (加賀 百 万 石 の シン ボル 、 金 沢 城 凌 科 や 五 十 間 長 屋 、 百 万 石 
の 大 名 庭園 ・ 基 園 で 冬 な ら で は の 雪 吊 り の 名 園 散 策 ) つ 倫 ひ が し 茶屋 街 ( 伝 
統 に 彩 ら れ た 和 と 美 の 粋 が 息づく レト ロ な 町 並み 散策 、 江 戸 時 代 の 姿 が その まま 残 
る 国 重 要 文 化 財 ・ お 茶屋 「 志 摩 」 見 学 ) 一 
金沢 三 大 宮 三 東京 (17:50 て 19:30 着 ) 金沢 京都 三 新 大 阪 ニ 
大 阪 (18:00 て 19:30 着 ) 


zo 


壮 。leAEkHeo| 東京 ・ 大 阪 発 
了 e 6AENKHeo| NKH80 


2 112 名 奏 泊 地 : 石川 県 


ヾ バス 


金沢 東急 ホテ ル ・ 洋 ひがし 茶屋 街 を 散策 


@ 金 沢 市 


井波 瑞 泉 寺 


古都 金沢 に 連 泊 。「 こ も 掛け 」 の 武家 屋敷 や 雪 吊 り の 
兼 六 園 な ど 冬 な ら で は の 情緒 を 楽し み 、2 日 目 は 策 
山県 の 井波 、 人 魚津 へ 足 を 延び ば し ます 。 か け 流 し の 湯 
が 溢れ る 金太 郎 温泉 で 、 新 年 の 初 風呂 も 満喫 、 体 を 
心から 温め て 旅 の 疲れ を 癒し ます 。 ご 夕食 は 北陸 の 
味覚 を 和 会 届 と 洋 コ ー ス で お 楽し みく だ さい 。 


2020 年 リニュ 


雅 な 金沢 華やぎ の 古都 探訪 


じょう ろ う 


伝統 文 1 し の 城下 町 ど 金城 机 ス 」 で 加賀 会 席 "" 


催行 
12 有 1(B) に 


出発 日 

旅行 代金 (大 人 お ひと り 様 ) 
1 人 1 室 
| 東京 発 。 165,000 円 168,000 円 169,000 円 
- 秦 孤 発 153,000 円 156,000 円 157,000 円 
※ 東 京 ・ 大 阪 と の 共同 募集 コー ス で す 。 添乗 具 は 初日 金沢 駅 か ら 最終 日 金沢 駅 まで 同行 し ます 。 ※ 利 


洋室 ※ 写 真 は 全 


バス 会 社 : 加 越 能 バス また は 北 鉄 グ ルー プ バ ス ま た は な る 交通 ※ 部 屋 タイ プ : 
て イメ ー ジ で す 。 


行程 @ 入 場 〇 下車 バス 航空 機 … 徒 歩 三 列 車 一 般 ++ そ の 他 
東京 93011:30 発 ) 大 宮 王 金沢 大 阪 940~11:50 発 ) 三 新 大 阪 
京都 = 金沢 


つ 長町 武家 屋敷 跡 (豪壮 な 武家 屋敷 が 立ち 並び 、 藩 政 時 代 が し の ば れる 小路 を 地 
元 案内 人 の 解説 と 散策 、 念 ' 野 村 家 」 の 豪華 な 屋敷 と 庭園 見 学 ) 夕刻: 金沢 ニュ 
ー グ ラン ド ホ テル プレ ステ ー ジ 泊 (加賀 会 席 の 夕食 、2 人 1 室 は ゆとり の デラ 
ックス ツイ ン ル ー ム 、1 人 1 室 は ダブ ルル ー ム で お 寛ぎ 下さ い 。 希望 の 方 は ホテ ル 
目 の 前 の 前 田 利 家 公 ・ お 松 の 方 を 祀る 、 和 漢 洋 の 3 つの 建築 様式 「 神 門 」 が 珍し い 尾 
山神 社 参拝 へ ご 案内 ) 
午前 : 宿 一 金沢 城 士 公園 (人 @ 姜 梅 や 五 十 間 長 屋 、 日 本 三 名 園 ・ 念 兼 六 園 で な ら 
で は の 雪 吊 り の 名 園 散 策 ) つ び が し 茶屋 街 (金沢 文化 を 代表 する 茶屋 街 を 地元 案 
内 人 の 解説 と 散策 、 信 重文 「 志 摩 」 江 戸 時 代 の まま 残る お 茶屋 見 学 ) 一 夕刻 : 同 
宿泊 (' 加 賀 野菜 と 旬 の 魚介 、 フ ラン ス 料 理 の 夕食 ) 
午前 宿 つ 〇 に し 茶屋 街 (華やか な 芸 奴 が 活躍 する 、 出 格子 が 美しい 茶屋 建築 の 風 

誠 あ る 街並み を 地元 案内 人 の 解説 と 散策 ) 一 創業 百 三 十 年 の 老舗 懐石 料亭 旅館 
「 金 城 棲 」 で 加賀 会 席料 理 の 昼食 一 
金沢 大 宮 三 東京 (17:50 て 19:30 着 ) 


金沢 = 京都 三 新 大 阪 = 


、 大 阪 8:00-19:30 着 


ー ア ル ! 金沢 ニュ ー グ ラン ド ホ テル ・ ゆ と り の 客室 に 連 泊 
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上 東京 ・ 大 阪 発 
壮 』leAEkHeo| 6AENKHe0| 

0 ポン ジョ ン ュ 1 ら 予 約 くだ | 
馬 2 EE 


回 12 名 と 奏 泊地: 石川 県 


デラ ックス ツイ ン ル ー ム 


9 > 
Ce つ 


加賀 野菜 と 魚介 フレ ンチ タ 食 


に し 茶屋 街 


老舗 料亭 で いた だ く 加 賀 会 席 重要 文化 財 ・ 


加賀 百 万 石 の 栄華 を 誇る 金沢 。 町 中 に 今 も 残る 歴史 
と 華やぎ の 風情 ある 街並み を 訪ね ます 。 金沢 文 化 の 
代表 ・ 茶 屋 街 は を それ ぞ れ 風情 が あり 、 趣 ある 一 角 を 
作り 上 げ る 建築 も 見 どこ ろ 。 古 都 の し っ と り し た お 
正月 を お 過ごし 下さ い 。 ミ シュ ラン ガイ ド に も 掲載 
の 老舗 「 金 城 林 」 で の 加賀 会 席 も 堪能 し ます 。 


御 食 国 ・ 若 狭 で を の 美食 「 ふ ぐ 」「 か に 」 を 味わう ー 拓 Nl Em is 
名 湯 ・: あわ ら : 晶 泉 連 泊 で 過 ご こ す お 正月 | 


e ま 成 *\[ こ 尺 民 1 名 し 宿泊 地上 
永平寺 と 北陸 の 味覚 < 越前 か に 尽く し - 太 ma 


人 行 還 還 還 還 還 還 
間近 


出発 日 12 月 31 日 (日 ) > 
旅行 代金 (大 人 お ひと り 様 ) 


| 東京 発 。 187,000 円 195,000 円 221.000 円 


大 孤 発 167,000 円 175,000 円 201,000 円 


※ 東 京 ・ 大 阪 と の 共同 募集 コー ス で す 。 添 乗員 は 初日 福井 駅 か 
ら 最 終日 米原 駅 まで 同行 し ます 。 

※ 利 用 バス 会 社 : 京 福 バ ス ま た は 福井 鉄道 

※ 部 屋 タ イプ : 和室 

※ 名 古屋 発着 、 現 地 合 流 に つい て は P51 を ご 参照 下さ い 。 

※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 


sqy 3 失 i- 


行程 @ 入 場 〇 下車 つ バ ス ご 航 空 機 … 徒 歩 一 列車 一 舶 + そ の 他 
:30~12:40 発 ) 品川 ニ 際 員 (2:30-14:45 発 ) = 新 大 阪 ニ 
ょ 屋 ま た は 米原 福井 京都 三 福井 ー/ ー 
ユタ 刻 : あわ ら 温 泉 み の や 泰平 開 泊 ( 純 和 風 の 温泉 宿 で ゆっ た り 。 和 会 席 夕食 後 、 越前 2 生涯 の 野 水 仙 若狭 の 冬 を 堪能 ふぐ 料理 


ご 希望 の 方 は 久永 平 寺 の 年 越し へ ご 案内 。 森 厳 な 除夜の鐘 、 初 参り ) 


午前 : 宿 つ 〇 東尋坊 一 白浜 荘 (老舗 宿 で いた だ く 越 前 か に 尽く し 昼食 ) 一 野 水 北陸 の 名 湯 ・ あ わら 温泉 に 泊まっ て 、 曹 洞 宗 大 本 山 

仙 咲 く 越 前 海岸 を 眺め な が ら 海 岸 線 の ドラ イブ ーー@ 越 前 岬 (甘い 香り の 水仙 マビ 人 La 有朋 / - 

と 冬 の 日 本 海 ) 同 宿泊 ( 連 泊 で ゆっ た りお 寛ぎ 下さ い ) 永平寺 の 年 越し へ 。 十 万 坪 、 提要 

宿 : 午 前 つ 〇 気 比 神 宮 (北陸 道 の 総 鎮守 ・ 厳島 神社 、 春 日 大 社 と 並ぶ 「 日 本 三 大 本 激 き わた る 除夜の鐘 を 聞き 、 越前 が に 」 な ど 、 北 陸 

造 大 鳥居 」) つ 小浜 ・ ホ テル せく み 屋 (ふぐ 昼食 ) 一 人 羽賀 寺 (行基 開創 の 真言 な ら で は の 冬 の 味覚 を 堪能 し ます 。 「 海 の ある 奈良 

二 重文 「 木 造 十 一面 観音 」) -> H す 麻 呂 創建 の 古 立 海 條 

電王 半井 明寺 (反田 誠二 入 日 本間 ょ も 呼ば れ 、 名 利 の 多い 小浜 の 文化 財 や 日 本 海 側 の 

米原 名 古屋 一 新横浜 王 品川 = 米原 一 京都 三 新 大 阪 (17:00 こ 19:00 着 ) 絶景 、 ス イモ ン の 花 が 甘く 香 る 越前 の 冬 景色 も 訪ね 

東京 (9:00-21:00 着 ) ます 。 

ーー 「 半 に い 2 マ 掲載 No| 京 ・ 京 ・ 

本 州 最 南 端 : 潮 岬 か ら 本 年 最後 の 落日 を 掲載 No| ps 革 mm 8 


ホテ ル & リ ゾー ツ 和歌 山 串本 連 泊 の 寛ぎ |23 - 二 | 


スコ ー お の 拓 み よ げ 


南紀 の 世界 遺産 ・ 熊野 三 = 山 初 諸 最少 催行 人 員 : 12 名 "宿泊 地 : 和歌 山上 
ーー 一 
is 12 月 31 日 (日 ) * 


旅行 代金 (大 人 お ひと り 様 ) 


| 著 ご で び 呆 計 | で コ 斗 前 ・ 居 前 | 著 い 員 燃 放 器 憶 | ーー テ コ 


1 人 1 室 に 
東 束 発 。 176,000 円 178,000 円 238,000 円 観 
大 孤 発 155,000 円 157,000 円 217,000 円 劇 
※ 東 京 ・ 大 阪 と の 共同 募集 コー ス で す 。 添乗 具 は 
初日 東京 駅 か ら 最終 日 東京 駅 まで 同行 し ます 。 
※ 利 用 バス 会 社 : 熊野 御坊 南海 バス 
※ 部 屋 タ イプ : 洋室 また は 和洋 室 
※ 名 古屋 発着 、 現地 合流 に つい て は P51 を ご 参照 下 
さい 。 
※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 」 計 
四 
師 
行程 @ 入 場 〇 下車 バス 航 空 機 … 徒 歩 王 列 車 一 舶 + そ の 他 中 
東京 (8:50~ て 9:50 発 ) = 品川 Mi (11:4512:45 発 ) = 天王 寺 = 
新横浜 = 名 古屋 = 新 大 阪 三 串 本 串本 熊野 速 玉 大 社 青 岸 渡 寺 の 三重 塔 
っ 潮岬 (本 州 最 南端 の 地 より し め る 今年 最後 の タ ) つ 午後: 串本 ・ ホテ ル & 
リゾ ー ツ 和歌 山 串本 泊 (会 席料 理 夕食 ※ リ ノ ベ ー シ ョ ン 工 事 の た め 、 温 泉 大 浴 場 風光 明 婚 な 海岸 線 が どこ まで も 続く 和歌山 県 紀伊 
「 黒 潮 の 湯 」 は 時 間 別 男女 入替 制 と な り ま す 。 また 露天 風呂 は ご 利用 いた だ け ま せん ) 内 中 
ホテ ル 向 い の 大 島 か ら 昇 る 「 初 日 の 出 」 午前 : 宿 一 那智 山 ・ 〇 熊野 那智 大 社 NM 日 
( 初 語 、 青 岩 渡 寺 ) … 〇 那智 滝 (落差 日 本 一 の 名 涯 ) 熊野 速 玉 大 社 ( 初 語 ) つ す 。 本 州 最 南端 の 潮岬 で 本 年 最後 の 夕陽 を ご 覧 いた 本 
熊野 本 宮 大 社 ( 初 語 ) 一 夕刻 : 同 ホテ ル 泊 (会 席料 理 夕食 ) だ き 、 初 日 の 出 は ホテ ル か ら 望 め ま す 。 ま た 、 古 く の 
生前 宿 つ 白浜 ・ 信 三段壁 ( 千 古 の 自然 造形 が 形作る 熊野 水軍 の 隠し 洞窟 ) 白 、 4 名 
浜 ・ い け す 円 座 (名 物 の クエ を 中 心 と し た 和食 騰 食 ) の 利伸 2 の MDRIGGRNESNIG 計 氷 MSIe 
連 新 大 阪 = 名 古屋 新横浜 = 白浜 天王 寺 = | 元旦 は 世界 遺産 に も 登録 され て いる 熊野 那智 大 社 ・ 
品川 三 東京 (8:4020:40 着 ) _ 新 大 阪 (5:50-17:50 着 ) 熊野 速 玉 大 社 ・ 熊 野本 宮 大 社 の 二 社 を 巡り ます 。 
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lnE 


| 著 ご CO 麻 詩 | で 中 斗 責 ・ 居 表 | 著 い Q 煙 誰 器 憶 | ー+ 四 みみ テコ 


器 瑞 ・ 北 中 


芝 交 S 対 還 
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古代 ロマ ン に 溢れ た 奈良 で 過ごす お 正月 
お お みわ 


大 神 神社 初 参り 
新春 の 大 和 路 


信行 人間 間 
12 有 Sn) 時 


出発 日 
旅行 代金 (大 人 お ひと り 欄 ) 
| 出発 地 |))。 3 人 1 室 。。 | 2 人 1 室  | 1 人 1 室 
東京 発 149,000 円 155,000 円 171,000 円 
現地 発着 124.000 円 130,000 円 1 人 000 幅 
※ 添 乗員 は 初日 東 京 駅 か ら 最終 日 東京 駅 まで 同行 し ます 。 1 
※ 利 用 パス 会 社 : 奈良 交通 また は 奈良 観光 バス 
※ 部 屋 タイ プ : 洋室 また は 和室 


※ 名 古屋 発着 に つい て は P51 を ご 参照 下さ い 。 
※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 


会 席料 理 の 一 例 


行程 @ 入 場 〇 下車 バス 航空 機 … 徒 歩 三 列 車 一 船 ++ そ の 他 
東京 (10:30~12:30 発 ) = 品川 橿原 神宮 前 (14:00 て 16:00 発 ) 
新横浜 = 名 古屋 京都 近鉄 特急 


1 三 橿原 神宮 前 

… 午後 : 橿 原 ・THE KASHIHARA 泊 (温泉 大 浴場 、 和 食 会 席料 理 夕食 、 自 

神宮 二 年 参 りな ど ) 

午前 : 宿 つ 〇 大 神 神社 (日 本 最 古 の 神社 ・ 三 輸 明 神 初 語 ) 一 久 聖 林寺 (フェ ノロ 

サ や 魅了 され た 国宝 十 一 面 観 音 の 微笑 み ) 一 念 談 山神 社 ( 朱 塗 り の 十 三重 塔 ) 
> 人 @ 岡 寺 (日 本 最初 の 厄除 け 霊 場 ) 一 倫 飛 鳥 寺 (飛鳥 大 仏 ) 夕刻 : 同 ホテ ル 泊 ( フ 

レン チコ ー ス 料理 夕食 ) 

午前 : 宿 一 信長 谷 寺 (舞台 造り の 国 

の 五重塔 ) -> 
名 張 三 近鉄 特急 = 名 古屋 新横浜 
三品 川 三 東 京 (18:30 て 20:30 着 ) 


に 橿原 


本 堂 か ら の 大 展望 ) 人 室生 寺 (女人 高野 


汽 


名 張 (14:00 て 16:00 着 ) 


温泉 リゾ ー ト 連 泊 


得 載 No 隊 計 
京 。 
ロロ 現地 還 TT 
ら 予 約 


本 1 タ 2 
は HHM (現地 発着 ) 朝 2、 昼 2、 タ 2 


行人 12 名 > 奏 泊 地 : 奈良 県 


S バス 


談 山神 社 


THE KASHIHARA 


橿原 神宮 の ほど 近く に ある 温泉 
リゾ ー ト ホテ ル で す 。 ゆ っ た り 
と し た 広め の お 部 屋 と 温泉 大 浴 
場 (写真 )、 大 和 の 食材 を 使っ た 
お 食事 を お 楽し み 下 さい 。 


大 物 主 神 を 礼 る 三輪 山 を ご 神体 と する 、 わ が 国 最 証 
| - 初 語 。 朱 塗り の 社殿 や 十 三 重 塔 で 知ら 6 

る 談 山 神社 や 国宝 の 十 一 面 観音 で 名 高い 聖 林寺 を 
人 0 の 重い OO 
つ 女 人 高野 の 室生 寺 も 訪ね ます 。 


まほ ろば の 奈良 新春 の 法隆寺 や 唐 招提 寺 へ 


古都 ・ 奈 良 の お 正月 


う だ い 


東大 寺 大 仏典 ・ 観 相 窓 か ら 大 仏 御 尊 顔 


人 行間 還 還 還 
間近 
出発 日 


12 月 31 日 ( 目 ) 2 


旅行 代金 (大 人 お ひと り 様 ) 


| 出発 地 = 3 人 1 室 。) | 2 人 1 まま | 1 人 1 
東京 発 157,000 円 159,000 円 169,000 円 

現地 発着 133.000 円 135,000 円 145,000 円 

※ 泊 乗員 は 初日 東京 駅 か ら 最終 日 東京 駅 まで 同行 し ます 。 

※ 利 用 パス 会 社 : 奈良 交通 また は 奈良 観光 パス 


※ 部 屋 タ イプ : 洋室 

※ 名 古屋 発着 に つい て は P51 を ご 参照 下さ い 。 

※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 

※ 満 席 の 場合 は キャ ン セ ル 待 ち で の 受付 に な り ま す 。 


遍 ノ 奈良 公園 
行程 @ 入 場 〇 下車 バス 航空 機 … 徒 歩 三 列 車 て 船 + そ の 他 
東京 (10:00 て 11:00 発 ) = 品川 京都 (12:30 て 13:30 発 ) 
新横浜 = 名 古屋 = 京都 
1 つ 田 辺 ・ 久 観音 寺 (国宝 十 一 面 観 音 ) 一 午後 : ホ テル 日 航 奈 良 泊 (JR 奈良 駅 に 


直結 の ホテ ル 、 バ イキ ング 夕食 、 宿 泊 者 専用 の 人 工 温 泉 「 佐 保 の 湯 」、 
時 過ぎ 東大 寺 の 除夜の鐘 と 大 仏 御 尊 顔 へ ご 案内 ) 


希望 者 は 夜 11 


関口 還 TT 志 
スコ ー ト 守 の 揚 み け め 基 B TP 恒 2、 2 


2 12 名 『 宿 泊地 : 奈良 県 


S ムシ と 4 


ホテ ル 日 航 奈良 外観 準 天然 の 人 工 温 泉 「 佐 保 の 湯 」 


奈良 名 産 


奈良 ホテ ル ラン チ の 一 例 を 集め た 朝食 の 一 例 


古都 奈良 の 大 略 日 、 日 本 三 大 名 鐘 の ひと つ に 数 えら 


っ 柳生 ・ 念 円 成 寺 ( 初 参り 、 運 塵 作 の 国宝 ・ 大 日 如来 ) 一 食 浄 瑠璃 寺 ( 秘 公 吉 祥 
2 天 立像 開 扉 ) -~ 奈良 ホテ ル (新春 フレ ンチ ラン チコ ー ス ) … 午後 は フリ ー タ イム 

(世界 遺産 の 東大 寺 や 興福 寺 、 春 日 大 社 初 語 な ど 自 由 に 散策 ・ 参 拝 ) … 梁山 泊 (お 正 

月 会 席料 理 夕食 ) 一 夜 : ホ テル 日 航 奈良 泊 

っ 斑鳩 ・ 信 法隆寺 (世界 最 古 の 木造 建築 ・ 金 堂 と 五重塔 ) - 倫 唐 招提 寺 (世界 遺 
2 産 の 「 天 平 の 墓 」) 一 


近鉄 奈良 = 京都 三 名 古屋 = 新横浜 = 近鉄 奈良 (15:00 一 16:00 着 ) 
品川 東京 (18:30 て 19:30 着 ) 


れる 東大 寺 の 除夜の鐘 が 厳か に 冬 の 冷気 を 恩 わ せま 
す 。 元旦 の 午前 0 時 、 普段 は 閉じ られ て いる 大 仏殿 の 
中 門 が 開き 、 さ ら に 大 仏殿 正面 の 観 相 窓 が 開か れ 
ライ ト ア テッ プ さ れ た 大 仏 様 の お 顔 を 参拝 する こと が 
で きま す 。 新 し い 年 を 迎え ん る 人 々 を 見 守る か の よう 
な 威厳 と 慈悲 に 満ち た 大 仏 様 を お 参り 下さ い 。 


京都 ・ 六 波 維 蜜 寺 初 参り と 老舗 ' 近 又 」 の 懐石 料理 際 還 東京 発 ・ 


琵琶 湖 か ら 京 へ な 
品 ーー デーー- 
京 


竹生 島 初 日 の 出 クレ ー ズ と 彦 根城 。。 "eeeereeeam 
edi 


出発 日 12 月 31 日 (日 ) 
旅行 代金 (大 人 お ひと り 様 ) 


東京 発 。 161,000 円 163,000 円 168,000 円 


現地 発着 137,000 円 139,000 円 144,000 円 


※ 添 乗員 は 初日 東京 駅 か ら 最終 日 東京 駅 まで 同行 し ます 。 

※ 利 用 バス 会 社 : 近江 鉄道 、 湖 国 バ ス 、 ヤ サカ 観光 バス 、 東 豊 観光 の いずれ か 
※ 部 屋 タ イプ : 洋室 

※ 名 古屋 発着 に つい て は P51 を ご 参照 下さ い 。 

※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 

※ 初 日 の 出 は 気象 条件 に よっ て ご 覧 いた だ け な い 場合 ご ざい ます 。 


行程 @ 入 場 〇 下車 つ バ ス 航 空 機 … 徒 歩 三 列車 一 船 ++ そ の 他 
東京 (10:30 て 12:40 発 ) = 品川 = 米原 (13:00 て 15:00 発 ) 
新横浜 = 名 古屋 米原 
> 高 月 ・ 但 渡 岸 寺 (国宝 十 一 面 観音 ) 一 午後 : 長 浜 ・ 北 ビワ コ ホ テ ル グ ラ ツ ィ 竹生 島 か ら の 初日 の 出 提供 : 胡 還 湖 株 式 会 社 
| 工 泊 (部 章 湖 畔 の ホテ ル で の ん びり 、 フ レン チコ ー ス 料理 夕食 ) ※ 気 象 条 件 な ど に より ご 覧 いた だ け な い 場合 が あり ます 。 
朝 : 宿 … 長 浜 港 一 琵 琶 湖 「 初 日 の 出 ク ルー ズ 」… 信 竹生 島 (西国 30 番 札所 の 
宝 厳 寺 と 都 久夫 須 麻 神社 初 語 ) 長浜 港 … ホ テル : 午 前 一 念 金 剛 輪 寺 (湖東 「 ーー 、 テ ル 前 ) 江 > = 
介 山 の ひと つ 、 国 宝 ・ 大 想 間 本 堂 と 重要 文化 財 ・ 三 重 描 ) > 但 彦 根城 (国宝 天守 2 時 財 
と 大 名 庭園 ・ 玄 宮園 ) 午後 : 同 ホテ ル 泊 (和食 会 席料 理 夕食 ) 航 。 琵琶 湖 に 浮か ぶ 竹 生島 まで は 約 30 分 、 島 に 着く 
午前 : 宿 一 京都 ・ 食 六 波羅蜜 寺 (無病 息災 の 皇 服 茶 と 空 也 上 人 像 な ど 宝 物 館 拝観 ) と 東 の 鈴鹿 山脈 か ら 朝 日 が 昇り ます 。 そし て 、 西 国 


8 還 SS 4 つ 介 世界 遺産 ・ 東 寺 (密教 美術 の 宝庫 ・ 金 堂 30 番 札所 の 宝 厳 寺 と 隣接 する 都 久 夫人 須 麻 神社 に 語 で 


京都 = 名 古屋 王 新横浜 品川 = 京都 (15:30~17:00 着 ) ます 。 3 日 目 は お 正月 の 京都 に も 訪れ 、 初 参り と 京 民 
東京 (18:0020:00 着 ) 石 料理 も 楽し み ま す 。 


丹後 宮津 に 連 泊 遊覧 船 か ら 伊根 の 舟 屋 も 


日 本 海 の カ ニ フ ル コー ス と ET 


海 の 京都 ・ 丹後 天 の 橋 立 の 冬 景 色 最少 催行 人 具 : 12 名 と 宿泊 地 京都 


出発 12 月 31 日 (日 ) 


旅行 代金 (大 人 お ひと り 様 ) 


| 著 ご で び 呆 計 | で 店 前 ・ 居 前 | 著 い 員 燃 放 器 憶 | ー+V み テコ 


ヒー ニコ 
楽 
東京 発 185,000 円 187,000 円 249,000 円 観 
現地 発着 161.000 円 163,000 円 225,000 円 劇 
※ 添 乗員 は 初日 東京 駅 か ら 最終 日 東京 駅 まで 同行 し ます 。 
※ 利 用 バス 会 社 : 東豊 観光 また は 丹後 海陸 交通 
※ 部 屋 タ イプ : 洋室 6 
※ 名 古屋 発着 に つい て は P51 を ご 参照 下さ い 。 天橋 立 の 冬 景色 
※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 
冬 な ら で は の 新鮮 な ズワイ ガニ 
行程 @ 入 場 〇 下車 つ バ ス っ 航空機 … 徒 歩 列車 一 船 その 他 師 
東京 (10:00 て 11:30 発 ) 三品 川 京都 (12:30 一 14:00 発 ) 同 
新横浜 名 古屋 = 京都 行 
1 一 午 後 : 宮 津 ・ ホ テル & リ ゾー ツ 京都 宮津 泊 (正月 バイ キン グ タ 食 ※ リ ノ ベ 
ーション 工事 の た め 露 天風 呂 は ご 利用 いた だ け ま せん 、 大 浴場 は 時 間 別 男女 入替 制 
と な り ま す ) 
午前 : 宿 伊根 (遊覧 船 よ り 眺 め る 舟 屋 の 風景 ) つ 〇 浦 嶋 神社 ( 初 語 、 浦島 伝説 ) 伊根 の 舟 屋 
一 丹後 半島 科 景 色 (車窓 } つ は し うと 荘 (カニ の フル コー ス 昼 食 / お 刺身 は 
「 幻 の 間 人 ガニ 」 を 使用 ) 一 念 智 恩 寺 (日 本 三文 殊 ) 一 夕刻 : 同 ホテ ル 泊 (正月 _- 日 
| パイ キン グ タ 食 ) 冬 の 凡 後 を めぐ る お 正月 の 旅 。2 日 目 は 情緒 ある 伊 本 
午前 : 宿 つ 〇 科 神 社 (丹後 一 宮 初 参り ) … 府 中 ++ ケ ー ブ ル カー++ 〇 傘 松 公園 ( 天 根 の 舟 屋 の 風景 6 遊覧 船 か ら 楽 し み ま す 。 そ し て 昼 の 
F コ ーー 宮 - ン > \ 立 に ーー 本 、 
6 提 較 2 ++ 府 中 宮 港 一 船上 か ら 眺 め る 天橋 立 と 阿蘇 の 海 一 天 食 は 冬 な ら で は の ズワイ ガニ の フル コー ス (お 刺身 城 
京都 王 名 古屋 = 新横浜 ニ 京都 (16:00~17:00 着 ) は 間 人 ガニ を 使用 ) を お 楽し み 下 さい 。 ま た 、 美 し 
品川 三 東 京 (18:20-20:20 着 ) い 天 の 橋立 の 冬 景 色 は 倫 松 公園 か ら ご 覧 下さ い 。 
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lnE 


| 茎 C 隆 対 | で 中 斗 前 ・ 居 前 | 落 い Q 燃 誰 器 憶 | ー+ 四 みみ デ コ 


器 瑞 ・ 北 中 


芝 机 ③ 対 加 


18 


ANA ク ラウ ンプ ラ ザ ホ テル 京都 に 連 泊 で 寛ぐ 


グリ ー ン 車 で 行く ,。 


雅 な 古都 の 正月 風景 と 京 懐石 料理 


催行 
12 有 1B(B) 


EE に | 
東京 発 。 169,000 円 179,000 円 209,000 円 
現地 発着 140,000 円 150,000 円 180,000 円 


※ 添 乗員 は 初日 東京 駅 か ら 最終 日 東京 駅 まで 同行 し ます 。 

※ 利 用 バス 会 社 : ヤサカ 観光 バス 、 帝 産 観光 バス 、 奈 良 交通 、 東 豊 観光 の いずれ か 
※ 部 屋 タ イプ : 洋室 

※ 名 古屋 発着 に つい て は P51 を ご 参照 下さ い 。 

※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 

※ 夕 食 は 1 と 2 日 目 で 入れ 替わる 場合 が あり ます 。 

※ 注 グリ ー ン 車 利用 は 東京 班 の み で す 。 


徒歩 三 列車 


人 @ 入 場 〇 下車 一 バス 厳 航空 機 … て 船 + その他 


つ 午 後 ・ANA ク ラウ ンプ ラ ザ ホ テル 京都 泊 (フレ ンチ フル コー スタ 食 、 自 由 
に 八坂 神社 の お けら 参り や 知 恩 院 の 除夜の鐘 な ど 京 の 大 日 の 風情 を お 楽し 
み 下 さい ) 
午前 : 宿 一 〇 松尾 大 社 (京都 で も 最 古 級 の 神社 を 初 参 り ) 一 泉 仙 (伝統 の 精進 鉄 鉢 
料理 昼食 ) 一 代 龍 安寺 (世界 遺産 の 石庭 ) 一 久仁 和 寺 (世界 遺産 、 御 所 庭園 や 五 重 
塔 ) っ 夕刻 : 同 ホテ ル 泊 (和洋 折 青 料 理 夕食 
午前 : 宿 一 〇 世界 遺産 ・ 上 賀茂 神社 ( 国 
昼食 ) -… 食 東 寺 (世界 遺産 の 金堂 と 講堂 、 五 


本 殿 開 放 ) 懐石 近 又 ( 京 懐石 料理 


塔 ) つ 


隊 還 』 
内 
販 まい 人 調和 ウン 3 タタ 2 


29 了 12 名 『 宿 泊地 : 京都 府 


バス 還 記 半 バ ス . 軸 記 ひ 
申 敵 串 と り 


ANA ク ラウ ン 
プラ ザ ホ テル 京都 


ホテ ル ロ ビ ー 泉 仙 の 】 


情 進 鉄 鉢 料 理 


ANA ク ラウ ンプ ラ ザ ホ テル 京都 は 堀川 二条 に 位置 
し て いま す 。' お けら 参り 」 が 行わ れる 八坂 神社 へ 
NN 
常 10 分 くら いで す 。 ご 希望 の 方 は 是非 ど う ぞ 。 

か ら は 世界 遺 人 
や 老舗 「 近 又 」 の 京 懐石 料理 を お 楽し み 下 さい 。 


大 史 日 賑わう 錦 市 場 や お けら 参り も 自由 に お 楽し み ) 
京都 師走 の 風情 た 。 
世界 遺産 の 社寺 初 参り 向 


催行 
間近 


出発 日 


12 月 31 日 (日 ) > 


旅行 代金 (大 人 お ひと り 様 ) 


DSE 

| 東京 発 。 130,000 円 134,000 円 139,000 円 
- 琴 時 106,000 円 110,000 円 115.,000 円 
※ 添 乗員 は 初日 東京 駅 か ら 最終 日 東京 駅 まで 同行 し ます 。 

※ 利 用 バス 会 社 : ヤサカ 観光 バス 、 帝 産 観光 バス 、 奈 良 交通 、 東 豊 観光 の いずれ か 


※ 部 屋 タ イプ : 洋室 
※ 名 古屋 発着 に つい て は P51 を ご 参照 下さ い 。 


徒歩 三 列 車 


て 船 ユ その 他 


行程 @ 入 場 〇 下車 バス 愛 航 空 機 … 


づ 午後 : か ら す ま 京 都 ホ テル 泊 (自由 に 大 星 日 の 錦 市 場 散 策 、 夕 食 は 京 懐石 「 美 

濃 吉 ・ 四 条 河 原町 店 また は 鳥 丸 四条 店 」 へ ご 案内 、 自 由 に 八坂 神社 の お けら 参り 

や 知 恩 院 の 除夜の鐘 な ど 京 の 大 日 の 風情 を お 楽し み 下 さい ) 

午前 : 宿 つ 〇 世界 遺産 ・ 上 名 茂 神社 (国宝 本 殿 開放 ) - つ 食 世 界 遺産 ・ 天 龍 寺 ( 書 

院 、 庭 園 ) … 飾 月 (天龍 寺 直 営 店 の 精進 料理 昼食 ) 名 奥 忠 ・ 大 覚寺 ( 旧 農 峨 御 

所 の 門 貴 寺院 ) -~ 夕刻 : 同 ホテ ル 泊 (館内 の 桃李 に て 中 国 料理 夕食 ) 
午前 : 宿 つ 食 世 界 遺産 ・ 龍 安寺 (石庭 ) 一念 世 界 遺産 


・ 金閣 寺 (極楽 浄土 の 世界 ) 


つ 候 世界 遠 産 ・ 銀 閣 寺 (東山 文化 を 代表 する 楼閣 庭園 建築 ) 一 六 盛 ( 手 お け 弁 当 
「O 平 誠 神 高 (参拝 ) 


昼食 )… 


ぁ 最 少 催行 人 員 : 12 名 と 愉 地 : 京都 府 
職 京 園 上 
お 泊り の ホテ ル は 、 錦 市 場 まで 徒歩 約 10 分 の 四条 鳥 
丸 に 位置 し て いま す 。「 お けら 参り 」 が 行わ れる 八坂 
神社 へ は 徒歩 約 30 分 。 阪 急 電車 を 利用 する と 終点 の 
河原 町 駅 か ら 約 15 分 程 の 道のり で す 。 
新年 は 閣 北 の 山裾 に 位置 する 上 賀茂 神社 へ 。 正 式 に 
は 賀茂 別 雷 (か も る わけ いか ず ち ) 神社 と 呼ば れ 、 下 
鴨 神社 と と も に 京都 最 古 と いわ れる 神社 の ひと つ で 
す 。 白 砂 の 参道 を 進み 、 通 常 は 楼門 の 先 の 中 門 か ら 6 
参拝 いた し ます が 、 お 正月 の 5 日 まで は 特別 に 式 年 
遷宮 後 の 国宝 の 本 殿 が 開放 され ます 。 市 内 に 点 在 す 
る 世界 遺産 の 社寺 も 初 参り 、 一 年 の 良き スタ ー ト に な 
る 事 で し ょ う 。 


困 国 現地 発着 6AESKH60 現地 発着 


東京 か ら の 新幹線 は グリ ー ン 車 利用 で ゆっ た り 東京 発 


現地 発着 
新年 の 寿 ざ ぎ ! 感 動 の ジル ヴェ スタ ー・ EE 


コン サー ト こ 京都 で 過ごす お 正月 peee eee 
ーー 還 


催行 
間近 
出発 12 月 31 日 (日 ) 
旅行 代金 (大 人 お ひと り 欄 ) 
出発 地 
パ 京 発 223,000 円 254,000 円 
現地 発着 194,000 円 225,000 円 
※ 東 京 ・ 大 阪 と の 共同 募集 コー ス で す 。 添乗 員 は 初日 東京 駅 か ら 最終 日 東京 駅 まで 同行 し ます 。 
※ 利 用 バス 会 社 : ヤサカ 観光 バス 、 東 豊 観光 、 奈 良 交通 の いずれ か ※ 部 屋 タイ プ : 洋室 
※ 名 古屋 発着 に つい て は P51 を ご 参照 下さ い 。 ※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 
※ 出 演者 ・ 内 容 は 予告 な く 変 更に な る 場合 が あり ます 。 予 め ご 了承 の 上 、 お 申し 込み 下さ い 。 「 び わ 湖 ホー ル ジル ヴェ スタ ー・ コ ン サ ー ト 2022」 よ り 
行程 ⑯ 入 場 〇 下車 つ バ ス 航 空 機 … 徒 歩 列車 一 船 + そ の 他 
東京 (0:00~11:30 発 ) = 品川 = 京都 (12:30~14:00 発 ) 


新横浜 = 名 古屋 = グリ ー ン 車 = 京都 . 

つ 信 滋賀 県 立 芸 術 劇場 びわ 湖 ホ ー ル (S 席 より 感動 の ジル ヴェ スタ ー・ コ ン 
サー ト を 鑑賞 15 時 開演 ) 一 夜 : 京 都 東 急 ホ テル 泊 (「 た ん 熊 北 店 」 に て 会 席 
料理 夕食 ) 


指揮 キン ボー・ イ シイ ピア ノ : 福間 洗 太 朗 


朝 : 宿 (自由 に 東 本 願 寺 や 西本 願 寺 の 初 語 、 ゆ っ た り 11 時 出発 ) つ 〇 上 賀茂 神 で 白土 吉 枝 で Rolf Schoellkopf 
社 (世界 遺産 の 古 社 ) つつ 泉 仙 大 慈 院 店 (精進 鉄 鉢 料理 昼食 ) … 借 大 徳 寺 龍 源 院 ( 重 
文化 財 の 方 丈 、 唐 門 、 表 門 ) > 倫 因 積 院 (2023 年 オー プン の 宝物 館 、 長 谷川 湖畔 に 侍 む びわ 洒 ホ ー ル で 年 年 恒 人 

等 人 一 門 に よる 国宝 障壁 画 と 池 泉 回 庭園) > 夕刻: 同 ホテ ル 泊 (ホテ ル に 。 『 に 使わ びわ 洋 ホー ル で 開催 る れる 、 毎 季 情 例 の 
て 洋 コー スタ 食 ) ジル ヴェ スタ ー・ コ ユ コンサー ト を S 席 より 鑑賞 し 、 大 
朝 : 宿 (ゆっ た り 11 時 出発 ) つづ しょうざん リゾ ー ト (日 本 庭園 を 眺め な が ら 、 京 申 日 を 特別 な 1 日 に 。 京都 で 過ごす お 正月 は 、 両日 と 
名 物 ・ 3 間 NPV (展覧 会 「 ゼ ロ か ら わ か る 、 則 Ne 
還 仙 還 = あり 寺 3 に PP まお の 村人 1 も ゆっ た り 11 時 以降 の ご 出発 。 ホテ ル 周 辺 で の 初 
京都 ニテ グリ ー ン 車 ニ 名 古屋 = 承 記 (15:30 て 17:00 着 ) な ど 自 由 に お 過ごし 下さ い 。 最 終日 は 嵐山 の 福田 美 
新横浜 = 品川 東京 (8:30~-20:00 着 ) 術 館 で 、 新 年 最初 の 芸術 鑑賞 も 楽し み ま す 。 

大 山 山 医 の 雄大 な 絶景 を 一 望 する ホテ ル に 年 末年 始 の ん びり 連 泊 東京 

事 


大 阪 発 
行く | 食事 
| プシ ョ ン 」 画 
人 旅 大 山 山麓 の ん び り : 連 泊 で 31 販 まい BB | | 朝 2、 昼 3、 夕 2 
出 圭 社 と 足立 美術 館 ぁ 最 少 催行 人 貞 : 11 名 宿泊 地 : 鳥取 県 
es 陣 際 加 


出発 日 12 月 31 日 (日 ) 。 
旅行 代金 (大 人 お ひと り 補 ) 間 


198, 00 円 


囚人 178,000 円 


※ 東 京 ・ 大 阪 と の 共同 募集 で す 。 添乗 員 は 初日 東京 駅 か ら 最終 LEI 
東京 駅 まで 同行 し ます 。 ※ 利 用 バス 会 社 : 日 本 交通 ※ 部 屋 タ 
イプ : 洋室 ※ 名 古屋 発着 、 現地 合流 に つい て は P51 を ご 参照 下さ 計 記 
い 。 ※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 
【 お ひと り 参 加 限 定 コ ー ス の 申込 に つい て 】 
ご 夫婦 で の ご 参加 は ご 遠慮 願い ます 。 ・ お 友達 同士 の 参加 の 
場合 は 、 別 々 で お 申込 み を 承り ます 。 ま た 、 お 席 や お 部 屋 な どの イヤ ル ホ テル 大 山 
隣 同士 の ご 希望 は 承れ ませ ん 。 予 め ご 了承 願い ます 。 36nf の 広々 客室 一 例 


行程 @ 入 場 〇 下車 バス 航空 機 … 徒 歩 三 列 車 一 般 ++ そ の 他 
東京 (8:00 て 10:30 発 ) = 品川 新 大 阪 (10:30 て 13:00 発 ) 新神戸 ニ 
新横浜 = 名 古屋 三 岡山 三 米子 岡山 三 米子 
っ タ 刻 : ロ イヤ ル ホ テル 大 山 泊 (和食 夕食 、 雄 大 な 絶景 を 一 望 で きる 大 山 山 


訂 に ある リゾ ー ト ホテ ル 、 大 浴場 で 寛 ご ※ リ ノ ベ ー シ ョ ン 工 事 の た め 窟 天風 呂 ・ 大 根 島 由 志 園 雪 の 庭 イヤ ル ホ テル 大 山 外観 
大 浴場 は 時 間 別 男女 入替 制 と な り ま す ) 


午前 : 宿 つ 〇 出雲 大 社 (日 本 を 代表 する 縁結び の 神様 ・ 大 黒 主 大 神 を まつ る 大 社 初 雄大 な 絶景 を 一 望 で きる 大 山 山林 に ある リゾ ー ト ホ 

2 才 ) 大 根 島 ・ 由 志 園 (咲き 匂う を ボタン) - 〇 美保 関 ・ 美 保 神社 (えび す 欄 6 3 3 Do 5 
の 総 本 宮 、 青 石 財 通 り ) 一 午後 : 同 ホテ ル 泊 テル に 連 泊 。 初 語 は 出雲 大 社 と えびす 社 の 総 本 宮 ・ 
午前 : 宿 一 食 足 立 美術 館 (世界 に 誇る 優美 な 日 本 庭園 と 横山 大 観 を は じ め と する 近 美保 神社 を 参拝 、 日 本 庭園 と 近代 日 本 画 の 調和 が 見 
・ 現 代 日 本 画 、 北 大 路 角 山 人 の 陶芸 、 章 画 、 漆 芸 な ど を お 楽し みい た だ ける 美術 館 ) 事 、120 点 に お よぶ 横山 大 観 の 作品 で 有名 人 気 の 足 
米子 = 岡山 = 名 古屋 = 新横浜 = 米子 = 岡山 = 新神戸 = 立 美術 館 へ も 足 あ の ば し ます 。 バ ス 座 席 2 シ ー ト 利 
品川 東京 (19:00 一 21:00 着 ) 新 大 阪 (16:30 て 18:30 着 ) 用 で の ん びり 年 末年 始 を むす ご し 下さ い 。 
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| 著 ご で び 呆 計 | で 店 列 ・ 居 玖 | 著 い 員 燃 放 器 憶 | ー+ ボ V み テコ 


束 瑞 ・ 渡 中 


其 交 S 対 還 


lnE 


| 著 C 隆 対 | で 中 斗 前 ・ 居 前 | 落 い Q 燃 誰 器 憶 | ー+ 四 みみ テコ 


器 瑞 ・ 北 中 


測 S 装 | 
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映え が 美しい 松江 し ん じ 湖 温泉 に 年 末年 始 の ん びり 連 泊 掲載 No| ee 8 


突 道 湖 温泉 ゆっ た り 連 泊 ョ 2 
出 震 大 社 ・ 松 江 と 足立 美術 館 


作 行 識 還 較 


出発 日 12 月 31 日 (日 ) ”* 


旅行 代金 (大 人 お ひと り 様 ) 

計 | A タ イプ | A タ イプ | A タ イプ | B タ イプ | B タ イプ | B タ イプ 

| 31 全 | 2 人 11 | 3 全 |5 人 1 11 | 
東京 発 175,.000 円 163.000 円 169.000 円 202,000 円 175,000 円 188,000 円 230,000 円 


大 阪 発 155.000 円 143.000 円 149.000 円 182,000 円 155,000 円 168,000 円 210,000 円 


※ 東 京 ・ 大 阪 と の 共同 募集 コー ス で す 。 添乗 具 は 初日 東京 駅 か ら 最終 日 東京 駅 まで 同行 し ます 。 ※ 利 
バス 会 社 : 一 畑 バ ス ※ 部 屋 タイ プ : 洋室 、 部 屋 タ イプ に より 旅行 代金 が 異な り ま す 。 【 基 本 】 セ ミダ 
プ ブル 街 側 ・16mmf 【A タ イプ 】 スタ ンダ ー ド ツイ ン 街 側 ・26rmm 【B タ イプ 】 デラ ックス ツイ ン 湖 側 ・33m 
※ 名 古屋 発着 、 現 地 合 流 に つい て は P51 を ご 参照 下さ い 。 ※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 


ス コー 本 の 抽 み ト け 


82 11 名 『 宿 泊地 : 島根 県 


バス 上 バス 町 放 画 ひ 
了 軸 団 忠 


四川 遊覧 船 と 松江 城 


足立 美術 館 
生 の 額 絵 


行程 @ 入 場 〇 下車 バス 航空 機 … 徒 歩 三 列 車 一 般 ++ そ の 他 
東京 (8:00 て 10:30 発 ) 品川 新横浜 新 大 阪 (10:30 て 13:00 発 ) 三 新神戸 ニ 
= 名 古屋 = 岡山 松江 岡山 = 松江 で 

1 夕刻: 松江 し ん じ 湖 温泉 ・ ホ テル 一 畑 泊 (昨年 リニュ ー ア ルオ ー プ ン し た ホテ ルー 畑 湖 側 客室 一 例 ホテ ルー 畑 温泉 展望 大 浴場 
光り 輝く " 容 道 湖 」 の 目前 に た た ず む ホテ ル 、 最 上 階 の 展望 温泉 大 浴場 で 鼻 ぐ 、 225 志 引 8 則 座 王 0 RT 了 に 
夕食 は 特選 会 庫 を ) べべ AP の 中泊 に FN Sa 
午前 : 宿 つ O 出 圭 大 社 (日 本 を 代表 する 縁結び の 神様 ・ 大 黒 主 大 神 を まつ る 大 社 初 0 Rh の 25 四 間 司 思 し 28 NN 5 敵 0 和 4 

2 | 吾 ) 一 人 @ こ た つ 船 で 堀川 めぐ り … 欠 松江 城 (国宝 、 全 国 で 現存 する 12 天 守 の ひと に 連 泊 。 元 旦 は 出雲 大 社 へ 初 語 。 国 宝 に 指定 され た 
コー クタ 知 同 テル 泊 ( 洋 コ ー ス タ 信 松江 城 と 、 日 本 庭園 と 近代 日 本 画 の 調和 が 見 事 、 晶 
午前 : 宿 一 倫 足 立 美術 館 (世界 に 誇る 優美 な 日 本 庭園 と 横山 大 観 を は じ め と する 近 ・ 


本 有数 の 横山 大 観 ユ レク ショ ン で 有名 人 気 の 足立 美 


現代 日 本 画 、 北 大 路 角山 人 の 陶芸 、 童 画 、 漆 芸 な ど を お 楽し みい た だ ける 美術 館 ) > 


洋 ※ 子 ニ 岡 山王 名 古屋 王 新 機 浜 ニ 米子 ニ 岡 山王 新神戸 ニ 術 館 へ も 邊 を の ば し ます 。 バ ス 座 席 2 シ ー ト 利用 で 
品川 三 東 京 (19:00~-21:00 着 ) 新 大 阪 (16:30 一 18:30 着 ) の ん びり 出雲 路 の 旅 で 年 末年 始 を あむ すご し 下さ きい 。 


バス 座席 2 シー ト 利 用 、 温 泉 連 泊 で 観光 名 所 めぐ り aa 上 計 東京 ・ 大 阪 発 
に | 食事 | 


湯田 温泉 連 泊 リー 3 
海田 当 % に つづ の 1 9、 タ 2 
る に ーー 
々 = 回 12 名 > 宿泊 地 : 山口 県 


ーーー ーーーーー 一 - 
出発 12 月 31 日 (日 ) 


写真 提供 : 広島 県 
旅行 代金 (大 人 お ひと り 様 ) 


東京 発 148,000 円 149,000 円 150,000 円 


大 阪 発 128,000 円 129,000 円 130,000 円 
※ 東 京 ・ 大 阪 と の 共同 募集 コー ス で す 。 添 乗員 は 
初日 東京 駅 か ら 最終 日 東京 駅 まで 同行 し ます 。 

※ 利 用 バス 会 社 : 防 長 交通 また は 広 交 観光 
※ 部 屋 タ イプ : 洋室 
※ 名 古屋 発着 、 現 地 合 流 に つい て は P51 を ご 参照 下 
さい 。 
※ 岩 島 神 社 の 回 廊 や 多宝塔 は 屋根 昔 替 ほか 修理 工 
事 が 行わ れ て お り 、 シ ー ト で 覆 わ れ て いる 場合 、 
が あり ます 。 
※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 ホテ ル ニ ュ ー タ ナカ 屋上 露天 風呂 
行程 ⑯ 入 場 〇 下車 つ バ ス 当 航 空 機 … 徒 歩 三 列車 一 船 ++ そ の 他 


東京 (7:30 て 9:00 発 ) = 品川 = 新 大 阪 (10:00 て 11:30 発 ) = 新神戸 = 
新横浜 名 古屋 三 広 島 広島 
つ 宮島 口 一 欠 宮 島 (世界 遺産 の 賑 島 神社 な ど 散策 ) > 宮島 ロー 夕刻: 湯田 温泉 
| ・ ホ テル ニュ ー タ ナカ 泊 (露天 風呂 で 寛ぐ 、 和 洋 会 席 夕食 ) 央 島 神社 
AU す や 時 けら 松下 村塾 菊谷 横町 や 木 
戸 孝志 旧 宅 (城下 町 散策 ) 一 学舎 (案内 ガイ ド と 見 学 、 世 界 遺 産 ビ ジ ゞ 一 > 長 > 旧 ロッ 
介 ター セン ター) つ の 津和野 (山際 の 小 京都 、 街 並み 散 策 ) っ タ 刻 : 同 本 テル 泊 ( 和 へ 座席 2 シ 1 山口 の 省 湯 湯田 所 
洋 会 席 夕食 ) 泉 に 連 泊 し ます 。 世 界 遺 産 ・ 安 芸 の 宮島 、 世 界 遺 産 
午前 : 宿 一 念 錦 帯 橋 ( 長 さ 193.3m の 木造 橋 ) … 山麓 駅 ++ 信 岩国 城 ロ ー プ ウエ ー こ 萩 反射 ほ ) 下 上 
= ++ 山 頂 駅 … 倫 岩 国 城 (見 学 ) … 山頂 駅 + 山 麓 駅 一 0 WU の FM 細 
広島 王 名 古屋 = 新横浜 = 品川 = 広島 王 新神戸 = タル ジッ ク な 津和野 、 岩国 錦 帯 橋 と 観光 名 所 も めく 


東京 (19:00 て 21:00 着 ) 新 大 阪 (16:30 て 18:30 着 ) り ま す 。 


錦 帯 橋 


瀬戸 内 海 を し まな み 海 道 で 縦断 。 


年 末年 始 きら めく 瀬戸 内 海 
ぐる り 周 遊 4 日 間 


催行 
出発 日 12 月 30 日 ( 土 ) * 
旅行 代金 (大 人 お ひと り 様 ) 
1 人 1 宇 
東京 発 202,000 円 210,000 円 225,000 円 
大 阪 発 182,000 円 190,000 円 205,000 円 
※ 東 京 ・ 大 阪 と の 共同 募集 コー ス で す 。 添乗 具 は 初日 東京 駅 か ら 最 終日 東京 駅 まで 同行 し ます 。 ※ 利 


バス 会 社 : せとうち バス 、 広 交 観 光 バ ス 、 両 備 バ ス ※ 部 屋 タ イプ : 洋室 ※ 名 古屋 発着 、 現 地 合 流 

※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 ※ 央 島 神社 の 回 廊 や 多宝塔 は 屋根 茸 共 
シー ト で 覆 わ れ て いる 場合 が あり ます 。 
徒歩 三 列 車 一 船 + そ の 他 


= 新神戸 = 


こつ いて は P51 を ご 参照 下さ い 。 
ほか 修理 工事 が 行わ れ て お り 、 
行程 @ 入 場 〇 下車 つ バ ス 愛 航 空 機 … 
東京 (7:20-9:00 発 ) 三品 川 三 新横浜 新 大 阪 9:50 て 11:30 発 ) 
三 名 古屋 三 福 山 福山 
つ 念 千 光 寺 ロ ー プ ウェ ー (日 本 遺産 に 認定 され た 箱庭 の よう な 尾道 の 街並み ) … 
1 〇 千 光 寺 公園 ++ 山 麓 駅 つづ しまなみ 海道 絶景 ドラ イブ … つ 念 大 三島 ・ 大 山 物 神 社 
本 総 鎮守 ) … 〇 亀 老 山 展望 全 (し まな み 海 道 随 一 の 眺望 ) 来島 海峡 大 橋 ー タ 
|: 今 治 国際 ホテ ル 泊 (今治 の ラン ド マ ー ク 、 温 泉 赴 天 風呂 や 大 浴場 で 寛ぐ 、 
和 会 席 夕食 ) 
午前 : 宿 一 倫 松 山城 (現存 12 天 守 ) 一 欠 萬 樽 荘 (重要 文 化 財 、 ル ネッ サン ス 様 式 の 洋 
2 館 ) … 借 坂 の 上 の 雲 ミ ュー ジア ム (見 学 ) 一 松山 観光 港 - て 清盛 ゆか り の 音頭 の 瀬 
戸 、 瀬 戸 の 多 島 美 - て 広島 宇品 港 っ 夕刻: ホテ ルグラン ヴィ ア 広 島 泊 ( 和 会 席 夕食 ) 
が テル よ り 204 和 の 午前 : 宿 一 宮島 ロー 宮島 機 橋 … 念 基 島 神社 参拝 
3 自由 昼食 … 宮島 機 橋 - 宮 島 ロ ーー ホテル … 食 大 原 美術 館 (日 本 最初 の 西洋 
灯 中 心 の 和 有 人 上 モネ ・ グ レコ ・ ル ノワ ー ル な どの 西洋 画 な ど 、 閉 館 
後に 解説 貞 の 案内 で 特別 鑑賞 ) … 夜 : 倉 敷 国際 ホテ ル 泊 (フレ ンチ コー スタ 食 ) 
朝 : 宿 … 〇 倉敷 美観 地区 を 自由 散策 …11 時 チェ ッ ク ア ウト つ 坦 後楽 園 ( 国 の 
特別 名 勝 、 日 本 三 名 園 の ひと つ ) - 
岡山 = 名 古屋 = 新横浜 = 
東京 (18:30 て 20:00 着 ) 


訴 


岡山 三 新 神戸 = 
新 大 阪 (16:00 て 17:30 着 ) 


品川 


今治 か ら 船 で 広島 へ 、 瀬 戸 の 多 島 美 満喫 


敵 。leAExke4o 東京 ・ 大 阪 発 
隊 AEXKG40| 


8 12 名 PT 愛媛 県 、 広 島 県 、 岡 山県 
園 か ら の 眺め 
写真 提供 : 広島 県 


大 原 美術 館 今治 国際 ホテ ル 釧 天 風呂 


MMRNgSRMI3 閣 や 船 で 周遊 

、 瀬 戸 の 多 島 美 を 満喫 。 日 本 総 鎮守 ・ 大 山科 神 社 
人 厳島 神社 を 参 語 し 、 松 山 藩 の 玄関 港 と 
し て 栄え た 倉敷 へ 。2020 年 に 開館 90 周 年 を 迎え た 大 
原 美 術 館 で 閉館 後に モネ ・ グ レコ ・ ル ノワ ー ル な ど 
の 西洋 画 な どの 作品 を 解説 上 員 の 案内 で 鑑賞 する 「 イ 
プ ニ ン グ ソ ツアー」 で 特別 見 学 し ます 。 瀬 戸 内 を 満喫 
する 4 日 間 周 遊 の 旅 で お 楽し み 下 さい 。 


香川 ・ 徳 島 ・ 高 知 へ と 四国 東海 岸 を バス 座席 2 シー ト で 周遊 し ます 
陽光 の 四国 東海 岸 周遊 
阿波 ・ 室 戸 ・ 土 佐 で 過ごす お 正月 


催行 
12 月 30 日 ゅ 穫 


出発 日 
旅行 代金 (大 人 お ひと り 欄 ) 
1 人 1 
東京 発 。 208,.000 円 215,000 円 235,000 円 
大 孤 発 188,000 円 195,000 円 215,000 円 
※ 東 京 ・ 大 阪 と の 共同 募集 コー ス で す 。 添乗 員 は 初 東京 駅 まで 同行 し ます 。 ※ 利 


東京 駅 か ら 最終 
バス 会 社 : 琴 参 バス また は と さ で ん 交通 ※ 部 屋 タ イプ : 1 泊 目 : 
※ 名 古屋 発着 、 現 地 合 流 に つい て は P51 を ご 参照 下さ い 。 ※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 
け 」 行 事 は 急 避 中 止 と な る 場合 が あり ます 。 

人 @ 入 場 〇 下車 バス 愛 航 空 機 … 徒 歩 三 列 車 一 船 + そ の 他 


東京 (8:00 て 9:30 発 ) 三品 川 三 新横浜 新 大 阪 (10:30 て 12:00 発 ) 三 新神戸 ニ 
三 名 古屋 三 岡山 = 岡山 = マリ ン ラ イナ ー [自由 席 ] = 
1 マリ ン ラ イナ ー [自由 席 ] 三 高 高松 
まで ( 国 の 特別 名 勝 ) つ 〇 屋島 寺 (四国 吉 場 第 84 番 札所 鑑真 和 上 ゆか り 
の 寺 、 瀬 戸 の パノラマ ) っ 夕刻 : JR ホ テル クレ メン ト 高 松 泊 (和食 夕食 ) 
6 宿 一 念 大 塚 国際 美術 館 (陶板 で 原寸 大 に 再現 され た 西洋 名 画 を 自由 鑑賞 約 180 
分 ※ 自 由 昼食 時 間 含む ) ~ 〇 薬王寺 (四国 霊場 第 23 番 札所 ・ 厄 除け の 寺 ) つ 南 阿 波 サ 
ン ラ イン (太平 洋 を 望む 絶景 ドラ イブ ) ~ 夕刻 : 実 喰 温泉 ・ ホ テル リビエラ し し く 
い 泊 (絶景 の 太平 洋 が 目 の 前 、 展望 温泉 ・ 全 室 オ ー シ ャ ン ビ ュー の 宿 。 和食 夕食 ) 
太平 洋 に 昇る 初日 の 出 な ど 自 由 に … 午前: 宿 一 但 む ろ と 廃校 水族 館 (小学 校 
を 改修 し て 作ら れ た 水族 館 ) -~- 〇 室戸 岬 (ガイ ド と 学ぶ 地球 の 神秘 と 絶景 ) 一 奈 半 
3 利 王 念 土佐 くろ し お 鉄道 (ロー カル 線 乗車 ) = 夜須 一 〇 桂浜 (龍馬 像 ) っ 夕刻 : 
高知 ・ 三 翠 園 泊 (土佐 藩主 ゆか り の 老舗 宿 、 温 泉 大 浴 場 ・ 露 天風 呂 で 寛ぐ 、 
和食 夕食 ) 
午前 : 宿 一 〇 五台山 山頂 展望 台 つ 〇 ① 竹 林寺 (水引 を つけ た 5 円 玉 を 威勢 よく 振る 
う 「 お 福 分 け 」 行 事 に 参加 ) 一 高知 城 (南海 の 名 城 ) 一 
高知 三 岡山 名 古屋 三 新 横浜 高知 三 岡山 三 新神戸 = 
三品 川 三 東京 (20:00 て 21:40 着 ) 新 大 阪 (17:30 て 19:10 着 ) 


洋室 、2・3 泊 目 : 和室 また は 洋室 
※「 お 福 分 


だ | | (東京 ) 朝 3、 昼 3、 タ 4 
(大 阪 ) 朝 3、 昼 3、 夕 3 


地 オ プシ ョ ン 」 画 面 か ら 予約 く 


掲載 No| | ぉ = 5 
Am 6AEXKG50| 計 弱 誠 紀 


ス コー ト 素材 の 積み 上 げ 必 須 


行人 員 : 11 名 『 宿 泊地: 香川 県 、 徳 島 県 、 


高知 県 


大 塚 国際 美術 
館 シス ティ 
ー ナ ・ ホ ー ル 
本 最大 級 の 常 
設 展示 スペ ー ス 
( 延 床 面積 29412 


m) を 有する 陶板 
名 画 美術 館 。 


写真 は 大 坂 国際 美術 館 の 展示 作品 を 撮影 し た も の で す 。 


温泉 大 浴場 


ホテ ルリ ビエ ラ し し くい 


三 府 園 


客室 か ら の 太平 洋 の 朝日 


瀬戸 大 橋 を 渡り 、 讃 岐 の 国 ・ 香 川 か ら 室戸 阿南 海岸 
国定 公園 を 通っ て 室戸 岬 、 高 知 へ 。 四 国東 岸 を で る 
り 周 遊 し ます 。 林 公園 、 室 戸 岬 な ど 各 県 の 見 所 を 


訪ね な が ら 、 海 の 絶景 が 自慢 の ロー カル 線 (ご めん 
・ な は り 線 ) に も 乗車 し ます 。 
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| 著 ご で び 呆 計 | で 周 前 ・ 居 表 | 著 の 員 燃 放 器 憶 | ー+V み テコ 


到 瑞 ・ 北 中 


其 交 S 対 還 


lnE 


| 著 C 麻 対 | で 中 斗 前 ・ 居 前 | 落 い Q 燃 誰 器 憶 | ー+ 四 みみ テコ 


器 瑞 ・ 北 中 


測 S 着 | 


ザン 。 


ちょ っ ぴり グル メ $ 楽 9 し まな み 海 道 ド ライ ブ も 


の ん びり 今治 温泉 連 泊 
し まな み 海 道 ・ 瀬 戸 内 の 島々 


作 行 還 還 還 較 還 較 
間近 
出発 日 


12 月 31 日 (日 ) 2 


旅行 代金 (大 人 お ひと り 様 ) 


1 和室 
東京 発 155,000 円 158,000 円 168,000 円 
大 阪 発 "135,000 円 138,000 円 148, 000 幅 

※ 東 京 ・ 大 阪 と の 共同 募集 コー ス で す 。 添乗 員 は 初日 東京 駅 か 


ら 最 終日 東京 駅 まで 同行 し ます 。 ※ 利 用 バス 会 社 : せ と うち 
バス ※ 部 屋 タ イプ : 洋室 ※ 名 古屋 発着 、 現 地 合 流 に つい て 
は P51 を ご 参照 下さ い 。 ※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 ※1 : 
初日 の 出 は 気象 条件 その 他 事 由 に より ご 覧 いた だ け な い 場合 が 
あり ます 。 


松山 城 

行程 @ 入 場 〇 下車 つ バ ス 愛 航 空 機 … 

東京 (8:30~ て 10:00 発 ) = 品川 = 

新横浜 = 名 古屋 = 岡山 = 今治 岡山 = 今治 

つづ 送 迎 車 一 午後 : 今 治 温泉 ・ 今 治 国際 ホテ ル 泊 (大 浴場 と 天然 温泉 を 使用 し た 

露天 風呂 で ぐ 、 和 食 会 席 夕食 ) 

ホテ ル よ り 2024 年 初日 の 出 な ど 自 由 に (※1) … 午前 : 宿 一 〇 大 三島 ・ 大 山 入 
2| 神社 ( 初 参 本 総 鎮守 国宝 の 宝庫 ・ 宝 物 館 見 学 も ) 一 倫 松 山城 (ロー プ ウ ェ ー 

利用 で 天守 間 ヘ へ)ー タ 刻 : 同 テル 泊 ( 洋 コ ー ス タ 食 ) 

午前 : 宿 一 信 今 治 タ オル 博物 館 つ 来島 海峡 一 〇 亀 考 山 展 望 合 (し まな み 海 道 

随 一 の 眺望 ) 一 来島 海峡 を 中 心 に 地元 瀬戸 内 海 で 獲れ た 鮮度 抜群 の 魚介 類 を い 

た だ く お ま か せ 会 席 一 し まな み 海 道 ド ライ ブー 〇 多々 羅 し まな み 公 園 (多々 
3 羅 大 橋 展望 ) つ 〇 千 光 寺 公園 (ロー プ ウ ェ イ 利用 、 箱 庭 の 様 な 尾道 水道 の 眺め ) つ 

福山 名 古屋 新横浜 品川 福山 三 新神戸 = 

東京 (20:00 て 21:30 着 ) 新 大 阪 (17:30 て 19:00 着 ) 


徒歩 
新 大 阪 (11:00 て 12:40 発 ) 


= 列車 て 船 + その 他 
三 新神戸 = 


ぁ 最 少 催行 人 貞 : 11 名 宿泊 地 : 愛媛 県 


ム を 半日 目 際 独 1 日 目 【 の 
上 最 団 点 遼 


ホテ ル か ら の 眺め 


会 人 ム 
フロ 


園 


際 ホ テル 


写真 提供 : 広島 県 


亀 考 山 展望 公園 か ら の 眺め 
馬 


較 


今治 国際 ホテ ル 温泉 露天 風呂 


会 パム 
~ フ ノロ 


際 ホ テル 客室 一 例 


窓 の 外 に 美しい 瀬戸 の 海 が 広がる 今治 の ラン ド マ ー 
クタ ワー 型 ホ テル 、 今 冶 国際 ホテ ル に 連 泊 し 、 瀬 戸 
の 多 島 美 を 満喫 。 し まな み 海 道 を ドラ イブ し 、 瀬 戸 
内 の 食 や ラン チ な ど ち ょ っ ぴり グル メ も 楽し み ま す 。 


豊 予 海峡 を 渡る 海路 は る か な 退 
四国 ・ 伊 予 か ら 海 を 渡っ て 
新春 の 豊 後 国東 半島 へ 


本 人 23 


旅行 代金 (大 人 お ひと り 様 ) 


DE 
束 計 人 。 203,000 円 。 205,000 円 。 216.,000 円 
大 孤 発 182,000 円 。184.000 円 、195.000 円 


※ 東 京 ・ 大 阪 と の 共同 募集 コー ス で す 。 添乗 具 は 初 
松山 空港 か 9 大 分 空港 まで 同行 し ます 。 ※ 利 
バス 会 社 : 宇和 島 自動 車 、 大 分 交通 ※ 部 屋 タ イ 
プ : 洋室 PoW っ いて は P51 を ご 参照 下さ 

い 。 ※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 国 ヨ 


行程 @ 入 場 〇 下車 バス ユ 航 空 機 ・ 


前 ++ その 他 


・ 徒 歩 = ー 列 車 


羽田 空港 9:00 て 11:00 発 ) 有 松 山 空港 伊丹 空港 (8:30~-9:30 発 ) 松山 空港 一 
人 萬 避 革 (重要 文 化 時 、 フ ラン ス ・ ル ネ 
ッ サ ンス 様式 の 洋館 ) 一 松山 空港 (自由 

1 昼食 ) 


つ 介 松山 城 (ロー プ ウ ェ ー 利 用 で 天守 閣 へ ) ~ 〇 大 州 (伊予 の 小 京都 、 名 建築 到 
龍山 荘 や お は な は ん 通り な ど 散 策 ) -~ 夕刻 : ゴ JR ホテ ルク レ メ ン ト 宇 和 島 泊 ( 和 
食 夕食 ) 
午前 : 宿 つ 〇 和 霊 神社 ( 初 諸 ) 一 日 本 一 長い 岬 ・ 佐 田 岬 を 一 三崎 港 国 道 四 九 
フェ リー で 豊 予 海峡 を 渡る て 九州 ・ 佐 賀 関 一 信 臼 杵 石仏 (国宝 、 山 肌 の 凝灰岩 
IN テル 日 航 大 分 オア シス タワ ー 泊 (和食 夕 

) 
午前 : 宿 つ 〇 宇佐 神宮 (全国 に 4 万 社 あ まり ある 八幡 様 の 総 本 宮 ) 国東 半島 ・ 
富貴 寺 (国宝 大 堂 ) つ 倫 真木 大 堂 ( 六 卿 満山 文化 の 栄華 を 色濃く 残す 本 尊 同 弥 陀 如 
来 第 像 、 不 動 明王 立像 、 大 威 徳明 王 像 、 子 立像 、 四 天王 立像 の 9 体 の 平安 仏 ) 一 
3』 ぞ 舗 料理 屋 に て 鯛 茶 ・ 鯛 し ゃ ぶ を 含ん だ 新春 会 席料 理 を 一 〇 杵築 (武家 屋敷 

な ど 散 策 ) -> 

大 分 空港 用 羽田 空港 (20:00 て 21:10 着 ) 大 分 空港 伊丹 空港 (19:30 て 20:30 着 ) 


春 六 衝 満 山 の 歴 史 を 秘め た 国東 半島 も 


東京 ・ 大 阪 発 


少 催行 人 員 : 12 名 と 奏 泊 地 : 愛媛 県 、 大 分 県 


ヽ ムシ 4 


ホテ ル 日 航 大 分 
オア シス タワ ー か ら の 眺め 


ホテ ル 日 航 大 分 
オア シス タワ ー 


外観 


船 茶 や 鯛 し ゃ ぶ を 含む 新春 会 


半 


四国 ・ 愛 媛 か ら 豊 予 海峡 を 船 で 渡り 大 分 ・ 佐 貨 関 
へ 。 国宝 の 杵 石仏 や 、 六郷 満山 で 栄え た 仏教 史跡 が 
数 多く 残る 祈り の 国東 半島 を 訪ね 老舗 料理 屋 で 新春 
会 席 も 堪能 し ます 。 往復 飛行 機 利 用 で ラク ラク で す 。 


船 行き 交 う 海峡 の 街 ・ 下 関 に 連 泊 、 グ ル メ も 楽し む お 正月 の 旅 掲載 No me 
当 | スズ 孤 発 | 食事 | 
グリ ー ン 車 利 用 レト ロ な 港町 ・ 時 


関 門 海峡 と グル メ な お 正月 89 民 : 10 名 泊地 : 県 


催行 
問 近 


出発 日 12 月 31 日 (日 ) 
旅行 代金 (大 人 お ひと り 欄 ) 


| 東京 発 195,000 円 205,000 円 200,000 円 210,000 円 


- 夫 了 発 175,000 円 185,000 円 180,000 円 190,000 円 


※ 東 京 ・ 大 阪 と の 共同 募集 コー ス で す 。 添乗 貞 は 初日 東京 駅 か ら 最 終 
東京 駅 まで 同行 し ます 。 ※ 利 用 バス 会 社 : サン デン 観光 バス また は 
プル ー ラ イン 交通 また は 長門 山 電 タク シー また は タイ ガー バス ※ 部 屋 
タイ プ : 洋室 ※ 利 用 部 屋 タ イプ に より 料金 が 異な り ま す 、3 名 1 室 利 
の 設定 は あり ませ ん 。 【 基 本 】 街 側 シ ング ル ま た は ダブ ル (1 名 )、 
街 側 ツ イン (2 名 )、【A タイ プ 】 海 側 シ ング ル ま た は ダブ プル (⑪⑬ 名 )、 海 
側 ツ イン (2 名 ) ※ 名 古屋 発着 、 現 地 合 流 に つい て は P51 を ご 参照 下さ 


火 の 山 公園 か ら の 関門 海峡 の 眺め 


い 。 ※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 ホテ ル 海 側 客室 一 例 
て 船 + その他 


行程 @ 入 場 〇 下車 バス 衣 空 機 … 徒 歩 


つ 関 門 海峡 午後: 下関 グラ ンド ホテ ル 泊 ( 和 会 席 夕食 ) 
ES コイ 3 
間 神 宮 (平家 物語 ゆか り の 地 初 参り ) つ 〇 火 の 山 公園 下関 ・ ふ 様々 た 航 が 行き 交 い 、 眼 前 に 一 大 パ ノ ラ か 
く 特別 会 席 ) つみ も する そ 川 公園 …O 関 門 海峡 ウォ ー ク (海底 を 歩い て 780m 海 峡 大 小 様 AIL UN 2 の 
ウォ ー ク ) 一 但 門 司 港 レト ロ 展 望 室 (31 階 に ある 、 高 さ 103m か ら 関門 海峡 や 門司 っ て 広がる 美しい 関門 海峡 を 臨む ホテ ル に 連 泊 。 
港 レ トロ の 街並み を 見 渡せ る 絶景 ポイ ント ) … 〇 門司 港 レ トロ 地区 (I 旧 大 阪 商船 や う ム お 0 に コナ 5 ミ 人 ムズ 
旧 門 司 三井 倶楽部 、 旧 税関 な ど 街並み 散策 ) 関門 海峡 一 午後 : 同 ホテ ル 泊 ( 洋 治 カ 5 大 正 に か け て 作ら れ た 建物 カ う で も 残る レト 
コー スタ 食 ) ロ な 門司 と 唐戸 を 散策 し 、 海 峡 ロ マン を 満喫 し ま 
午前 : 宿 つ 〇 宗像 大 社 (世界 文化 遺産 を 参拝 、 約 80.000 点 に お よぶ 国宝 の 神宝 類 を 購 族 登 録 の 宇 - 
居 し た 神 家 見 学 も ) つ 日 本 料理 ・ 老 舗 な だ 万 の お 正月 條 料理 昼食 ep 全 IO 
ニー = 必 三 ョ 限 NE 春 帆 楼 本 店 で いた だ く ふ く 〈 特 別 会 席 や お 正月 懐石 料 


理 昼食 な ど グ ル メ も 楽し み ま す 。 


お 正月 に 下関 の ふく 、 老 舗 の 懐石 料理 や フレ ンチ を 楽し む 問 
グ リ pn ン 車 で 行 TJ く お 正月 クリ レ メ Ts WEEE 
関門 海峡 か ら 唐 津 ・ 呼 子 


0、、、 ク 0 ク 0 ク 0 ク 0t0t〔W パ 00〈 ぴ ペ 】#4 評 朗 品 。 
12at ロ (BI 


春 帆 楼 本 店 ふく 特別 会 席 な だ 万 懐石 料理 


[スコート 素材 の 積み 上 げ 必 須 


9 福岡 県 、 佐 県 


ヽ ムシ 4 


旅行 代金 (大 人 お ひと り 様 ) 春 帆 楼 
ふく 特別 会 席 
初代 内 閣 総 理大 臣 、 
且 球 贅 234.000 円 。 240,000 円 258.000 円 旬間 か が 受 し た 
本 の ふぐ 料理 公 許 第 


| 夫 発 214.000 円 。220,000 円 。 238,.000 円 


一 号 の 老舗 ふぐ 料理 


※ 現 地 発 着 の 旅行 代金 は 、 東京 発 の 旅行 代金 より 48.000 円 引き と な り ま す 。 ※ 東 京 ・ 大 阪 と の 共同 募集 店 。 本 店 で いた だ く 
コー ス で す 。 添乗 員 は 初日 東京 駅 か ら 最終 日 東京 駅 まで 同行 し ます 。 ※ 利 用 バス 会 社 : タイ ガー バス 、 特別 ふく 会 席料 理 を 
多久 観光 バス ※ 部 屋 タ イプ : 洋室 ※ 名 古屋 発着 、 現地 合流 に つい て は P51 を ご 参照 下さ い 。 ※ 写 真 お 楽し み 下 さい 。 


は 全て イメ ー ジ で す 。※ 当 日 の 仕入れ 状況 に より メニ ュー が 変更 に な る 場合 が ご ざい ます 。 


行程 @ 入 場 〇 下車 つ バ ス 航空 機 … 徒歩 


列車 一 船 + そ の 他 


関門 海峡 一 下関 ・ 春 帆 楼 本 店 (特別 ふく 会 席料 理 の 昼食 ) 一 〇 関門 海峡 ウ 
ォ ー ク (海底 を 780m ウ ォ ー ク ) つ 倫 門 司 港 レヒ トロ 展望 室 (31 階 に ある 高 さ 103m か 
ら 関 門 海峡 や 門司 港 レ トロ の 街並み を 見 渡せ る 絶景 ポイ ント ) 夕刻 : リ ー ガ ロイ 
ヤル ホテ ル 小 倉 泊 (和食 会 席 夕 食 ) 

午前 : 宿 つ 〇 宗像 大 社 ( 初 語 、 約 80.000 点 に お よぶ 国宝 の 神宝 類 を 収め た 神宝 館 も ) 
日 本 料理 ・ 老 舗 な だ 万 の お 正月 懐石 料理 昼食 一 〇 鏡山 展望 台 (唐津 湾 や 穫 。 本 
の 松原 な どの 絶景 が 一 亜 ) つ 午後: ホホ テル & リ ゾー ツ 佐 賀 唐津 泊 (展望 大 浴場 で 0 后 0 
寛ぐ 、 和 食 会 席 夕食 ) に ーー 

午前 : 宿 つ 〇 呼子 朝市 (日 本 三 大 朝市 ) 〇 名 護 屋 城跡 (吉朝 鐘 出 其 の 本 損 地 ) 往復 ダリ ー ン 車 利用 ・ バ ス 座 席 2 シ ー ト 利用 で ゆっ 
ー レ スト ラン ひら まつ ( 旬 の 食材 で 彩る お すす め の ラ ンチ コー ス 、 上 質 て で 優 た り ラ クラ ク 、 食 事 に こだわ っ た 年 末年 始 ・ グ ル メ 
雅 な 空間 で 確か な 技術 と 感性 か ら 生み 出さ れる 芸術 的 な フラ ンス 料理 の 世界 ッ ア ー は いか が で すか ? よ ふく の 有 名 な 下関 で 特別 


を お 愉し み 下 さい ) 
| く 会 席 、 老 舗 の お 正月 怪 石 料理 や 、 旬 の 食材 で 彩る 
フレ ンチ な ど ご 堪能 下さ い 。 


2 


| 著 ご で び 呆 計 | で 店 前 ・ 居 前 | 著 い 員 燃 放 器 憶 | ーー テ コ 


器 瑞 ・ 北 中 


区 9 装 | 


lnE 


| 落 ご TOG 故 対 | で 中 斗 前 ・ 居 前 | 落 い 員 燃 誰 器 憶 | ー+ 四 テコ 


束 瑞 ・ 浪 中 


其 交 S 対 還 


24 


お 正月 グル メ 紀 行 地 オ プシ ョ ン 」 画 面 か ら 予 約 くだ | 
時 是 |Lor 2 


7 催行 人 貞 : 11 名 『 宿 泊地 : 福岡 県 、 佐 賀 県 
関門 海峡 か ら 唐 津 ・ 呼 子 
出発 1 月 1 日 (月 ) 


春 帆 楼 
ふく 特 列 会 席 
東京 。 223.000 円 。 228,000 円 。 254.,000 円 


初代 内 閣 総 理大 臣 、 
大 孤 発 "194,000 円 199,000 円 225,000 円 


伊藤 博文 が 愛し た 
本 の ふぐ 料理 公 許 第 
一 号 の 考 舗 ふ ぐ 料 理 

※ 現 地 発 着 の 旅行 代金 は 、 東京 発 の 旅行 代金 より 58.000 円 引き と な り ま す 。 ※ 東 京 ・ 大 阪 と の 共同 募集 

コー ス で す 。 添乗 具 は 初日 羽田 空港 また は 小倉 駅 か ら 最 終日 博多 駅 また は 羽田 空港 まで 同行 し ます 。 

※ 利 用 バス 会 社 : タイ ガー バス 、 伊 万 里 交 通 ※ 部 屋 タ イプ : 洋室 ※ 名 古屋 発着 、 現 地 合 流 に つい て 


店 。 本 店 で いた だ く 
特別 ふく 会 席料 理 を 
は P51 を ご 参照 下さ い 。 ※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 ※ 当 日 の 仕入れ 状況 に より メニ ュー が 変更 に な る 
場合 が ご ざい ます 。 


^ ヽ に 玉 に ヽ 半 |eAEykeso| 東京 発 ・ 大 阪 発 ・ 
下 隊 の ふく 、 フ レン チ や 謀 の 磯 料理 を 楽し も ee 


旅行 代金 (大 人 お ひと り 様 ) 


ロ 


楽し み 下さ い 。 


行程 @ 入 場 〇 下車 バス 航空 機 … 徒 歩 列車 一般 ++ そ の 他 
(8:30 て 9:30 発 ) = 新神戸 = 


羽田 空港 (8:00~-9:00 発 ) マ Mi 
北九州 空港 小倉 グ ー 小倉 

っ 関門 海峡 っ 下関 春 帆 楼 本 店 (特別 ふく 会 料理 の 恒 人 つ 関門 海峡 ウ 
ォ ー ク (海底 を 780m ウ ォ ー ク ) 一 旬 門 司 港 レヒ トロ 展望 室 (31 階 に ある 高 さ 103m か 
ら 関 門 海 財 や 門司 港 レト ロ の 街並み を 見 渡せ る 絶 時 ポイ ント リー タ 刻 : 玄 海 きつ き 
温泉 ・ ロ イヤ ル ホ テル 宗像 泊 (温泉 大 浴場 ・ 露 天 岩 風呂 で 寛ぐ 、 和 食 会 席 夕食 ) 
午前 : 宿 つ 〇 宗像 大 社 ( 初 語 、 約 80.000 点 に お よぶ 国宝 の 神宝 類 を 収め た 神宝 館 も ) 


つっ レス トラ ン ひ ら ま つ ( 旬 の 食材 で 彩る お すす め の フ レン チコ ー ス 、 上 質 で ES 
優雅 な 空間 で 確か な 技術 と 感性 か ら 生み 出さ れる 芸術 的 な フラ ンス 料理 の 世 に 

界 を お 愉し み 下 さい ) つ 〇 鏡山 展望 台 (唐津 湾 や 虹 の 松原 な どの 絶景 が 一 望 ) > 食事 に こだわ っ た 年 末年 始 ・ 昔 沢 グ ル メ ツア ー へ 。 
午後 : ホ テル & リゾ ー ツ 佐賀 唐津 泊 (展望 大 浴場 、 和 食 会 席 夕食 ) ふく の 有名 な 下関 で 特別 ふく 会 席 や 、 上 質 で 優雅 な 


午前 : 宿 つ 〇 呼子 朝市 (日 本 三 大 朝市 ) つ 〇 名 護 屋 城跡 (秀吉 朝鮮 出兵 の 本 拠 地 ) 


凍り 空間 で 確か な 技術 と 感性 か ら 生み 出さ れる 芸術 的 な 


博多 つ 福 岡 空港 ラ 博多 新神戸 ニ = グリ ー ン 車 ニ フラ ンス 料理 、 誠 津 の 名 笠 享 旅館 で 玄界灘 の 海 の 幸 
羽田 空港 (19:00~20:00 着 ) 新 大 阪 18:0019:30 着 ) な ど ご 堪能 下さ い 。 


バス 座席 2 シー ト 利 用 、 温 泉 付 ホテ ル 連 泊 で の ん びり ゆとり の 年 末年 始 を 耳 IEHIESS 2 


玉 当 る , 
ゆっ に こり 連 泊 ・ = 
回 12 名 と 奏 沼地: 熊本 県 
ぐる り 阿 蘇 周遊 と 高千穂 くじ ゅ う * 由 布 院 3 


| 


画 | 


人 行人 還 還 還 還 還 還 
間近 


出発 日 12 月 31 日 (日 ) 
旅行 代金 (大 人 お びと り 様 ) 


1 人 1 室 
| 東京 発 。 190,000 円 192,000 円 。 208,000 円 
- 秦 孤 発 "167,000 円 169,000 円 185,000 円 


※ 現 地 発 着 の 旅行 代金 は 、 東京 発 の 旅行 代金 より 46.000 円 / ii 間 
引き と な り ま す 。 月 

※ 東 京 ・ 大 阪 と の 共同 募集 コー ス で す 。 添 乗員 は 初 
本 空港 か ら 最 終日 大 分 空港 まで 同行 し ます 。 

※ 利 用 パス 会 社 : 九州 産 誠 バス また は 大 分 交通 

※ 部 屋 タイ プ : 洋室 

※ 現 地 合 流 に つい て は P51 を ご 参照 下さ い 。 

※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 


阿蘇 リゾ ー ト グラ ン ヴ ィ リ オ ホ テ ル 露天 風呂 と 客室 一 例 
雄大 な 阿蘇 の 外輪 山 を 見 渡す 大 自然 の 中 で 、 源 泉 掛 流し の 天然 温泉 が 人 気 の 
リゾ ー ト ホテ ル に 連 泊 。 


>mk 
2 


熊本 県 観光 連盟 


九重 夢 大 吊橋 
行程 @ 入 場 〇 下車 バス 航 空 機 … 徒 歩 三 列 車 て 船 その 他 


羽田 空港 (9:30 て 10:30 発 ) 記 熊 本 空港 伊丹 空港 (10:30 て 12:00 発 ) 記 熊 本 空港 
っ 信 熊 本 城 (天守 閣 全 体 の 復旧 が 完了 し 、 令 和 3 年 か ら リ ニュ ー ア ル さ れ た 展示 や 
天守 閣 最上 階 か ら の 眺め を お 楽し み 下さ い ) _ 夕刻: 阿蘇 米 塚 温泉 ・ 阿 蘇 リ ゾー 
ト グ ラ ン ヴィ リオ ホテ ル 泊 (温泉 大 浴場 で 寛ぐ 、 飲み 放題 付 バ イキ ング 夕食 ) 
午前 : 宿 つ 〇 高千穂 神社 ( 初 語 ) … 〇 高千穂 峡 (真名 井 の 滝 な ど 渓 谷 散策 ) つ 〇 天 


大 観 峰 


温泉 付 ホ テル に 連 泊 で ゆっ た り 過 ご す お 正月 。 九州 


岩戸 神社 ( 天 岩戸 、 天 ノ 安 河原 ) 根子 岳 展 望 (車窓 > 夕刻 : 同 ホテ ル 泊 (飲み 一 の パワ ー ス ポッ ト と も いわ れる 高 干 穂 峡 や 高千穂 
0 ング の 神社 で の 初 語 、 情 緒 あ る 由布 院 の 町 並み 散策 な ど 、 

前 : 宿 つ 〇 阿蘇 神社 (肥後 国 一 の 宮 ) 一 〇 大 観 峰 (阿蘇 五岳 展望 ) > 食 九 重 夢 上 he 2 生 
大 遇 橋 (歩行 専用 橋 と し て は 日 本 一 の 高 さ の 人 道 大 吊橋 ) つや まな み ハ イ ウ ェ ヾ る り 同 菊 財 必 と 高生 穂 ・ く じゅ う ・ 由 布 院 と 人 気 
ーー 〇 由布 院 ( 金 鱗 湖 や 湯 の 坪 街 道 な ど 自由 散策 ) スポ ッ ト を の ん びり めぐ り ま す 。 見 どこ ろ 満 載 の な 
大 分 空港 羽田 空港 (19:30~21:20 着 ) 大 分 空港 錠 伊 丹 空 港 (19:30 て 20:30 着 ) 正月 の 旅 を ぉ 楽し み 下 き い 。 


バス 座席 2 シー ト 利 用 で 九州 横断 の 旅 を 満喫 ! 


お 正月 九州 横断 紀行 国東 半島 か ら |42 
崎 


由布 院 ・ く じゅ う * 阿 蘇 ・ 雲 仙 ・ 


12 月 31 日 (日 ) ”* 


旅行 代金 (大 人 お ひと り 様 ) 
1 人 ] 室 

上 束 第 | 257,000 円 。 260.000 円 

天 発 242,000 円 。 245,000 円 


※ 現 地 発着 の 旅行 代金 は 、 東 京 発 の 旅行 代金 より 56.000 円 引き と 
な り ま す 。 ※ 東 京 ・ 大 阪 と の 共同 募集 コー ス で す 。 添 乗員 は 初 
大 分 空港 か ら 最終 日 長崎 空港 まで 同行 し ます 。 ※ 利 用 バス 会 
社 : 大 分 交通 また は 九州 産 交 、 長 崎 ラ ッ キ ー バ ス ※ 部 屋 タイ 
プ : 洋室 ※ 現 地 合 流 に つい て は P51 を ご 参照 下さ い 。 ※ 天 候 等 
こよ り 軍 艦 島 に 上 陸 出 来 な い 場合 、 軍 艦 島 周遊 観光 、 も し く は 市 
バス 観光 と な る 場合 が あり ます 。 ※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 
行程 @ 入 場 〇 下車 バス ラ 航 空 機 


出発 日 


285,000 円 
270,000 円 


阿蘇 リゾ ー ト グラ ン ヴ ィ リ 
オ ホ テ ル 温泉 露天 風呂 
徒歩 列車 て 船 + そ の 他 


っ 国東 半島 ・ 富 貴 寺 (国宝 大 堂 ) 一 氏 真 木 大 堂 (六郷 満山 文化 の 栄華 を 色濃く 
残す 9 体 の 平安 仏 ) 一 但 胎 蔵 寺 (熊野 磨崖仏 ) っ 夕刻 :JR 九 州 ホ テル ブラ ッ サ ム 
大 分 泊 (地上 80m の 屋上 露天 風呂 と 天然 温泉 の 大 浴場 で 寛ぐ 、 和 食 夕食 ) 


午前 : 宿 つ 〇 由布 院 (自由 散策 ) つや まな み ハ イ ウ ェ ー つ 大 観 峰 ( 阿 菊 五 岳 
展望 ) つ 〇 阿 菊 神 社 (肥後 国 一 の 宮 


人 初 主 ) 一 夕刻: 阿蘇 米 塚 温泉 ・ 阿 菊 リ ゾー 
ト グ ラ ン ヴィ リオ ホテ ル 泊 (温泉 大 浴場 で 寛ぐ 、 飲み 放題 付 バ イキ ング 夕食 ) 
上 (天守 韻 全 体 の 復旧 が 完了 し 、 令 和 3 年 か ら 全面 ソリ ニュー アル 


され た 展示 や 天守 閣 最 上 階 か ら の 眺め を 楽し む ) っ 熊本 港 て 島原 港 一 信 雲 仙 ロ ー 
プ ウ ェ イ ( 尿 の 仁田 峠 へ 空中 散歩 ) つ 夕刻 : ホ テル ニュ ー 長 崎 泊 ( 洋 コー スタ 食 ) 
午前 : 宿 一 長崎 港 < 信 軍艦 島 (世界 遺産 の 軍艦 島 に 


上 陸 し 専門 ガイ ド が 島内 を 案 


内 ) て 長崎 港 一 お 手軽 卓 袖 料 理 一 久 大 浦 天主 堂 (国宝 指定 、 日 本 最 古 の 木造 ゴ 
シッ ク 建 築 ) 
バー 住宅 」) 一 


@ キ リ シ タ ン 博 物 館 … 欠 グラ バー 園 (世界 文化 遺産 登録 「 旧 グラ 


了 陳 東京 発 ・ 大 阪 発 ・ 
= | 6AEYKGT0 半 和 |eAEyketo| 現地 発着 


| 食事 | 
見 オプ ショ MA 人 だ | 朝 3、 昼 3、 夕 3 


最少 催行 人 具 : 12 名 宿泊 地 : 大 分 県 、 熊 本 県 、 長 崎 県 
バ バス 
人 
6 熊本 県 観光 連盟 


JR 九州 ホテ ル ブ ラ ッ サム 大 分 
屋上 中 天 風呂 


で 長崎 県 観光 連盟 で 長崎 県 観光 連盟 


雲仙 (霧氷 ) 


国東 半島 か 6 由布 院 ・ く じゅ う ・ 阿 蘇 ・ 雲 仙 ・ 長 崎 
と 大 分 県 か ら 熊 本 県 、 長 崎 県 へ と 九州 を 横断 の 旅 。 


お 部 屋 か ら 眺 め る 太平 洋 の 初日 の 出 、 
温暖 な 南 九州 を バス 座席 2 シー ト 利 用 で 周遊 


新春 ・ 南国 の 南 九 州 4 日 間 


日 南海 岸 ・ 都 井 岬 か ら 霧 島 ・ 桜 島 へ 


人 


12 月 31 日 (日 ) 


旅行 代金 (大 人 お ひと り 様 ) 


出発 日 


1 人 1 室 
有吉 区 290,000 円 。 298.000 円 。 349.000 円 
天 発 270,000 円 。 278,000 円 。 329.000 円 
※ 現 地 発着 の 旅行 代金 は 、 東京 発 の 旅行 代金 より 59,000 円 引 き と な り ま す 。 ※ 東 京 ・ 大 阪 と の 共同 募集 
コー ス で す 。 添乗 員 は 初日 宮崎 空港 か ら 最 終日 鹿児島 空港 まで 同行 し ます 。 ※ 利 用 バス 会 社 : 永 峰 観 


: 洋室 また は 和室 ※ 現 地 合 流 に つい て 
り ご 覧 いた だ け な い 場 


光 バ ス 、 南 国交 通 観光 ※ 部 屋 タ イプ 1・2 泊 目 : 洋室 、3 泊 
は P51 を ご 参照 下さ い 。 ※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。※ 初 日 の 出 は 気象 条件 に よ 
合 が あり ます 。 
行程 


っ バス 愛 航 空 機 徒歩 


列車 一 船 + そ の 他 


人 @ 入 場 6 下 旨 


5 ケ 背 ( 高 さ 日 本 の 柱状 節理 、 断 崖 絶壁 の 景観 ) 〇 大 御 神社 (日 向 の お 伊 


葵 さ ん ) っ 夕刻: 宮崎 ・ シ ェ ラ トン ・ グ ラン デ ・ オ ー シ ャ ン リ ゾー ト 泊 ( 全 室 オ 
ー シ ャ ン ピ ビュ ー、 太平洋 か ら ゆ っ くり 昇る 初日 の 出 を お 部 屋 か ら 、 温泉 施設 「 松 
泉 宮 」 月 読 ・ 新 月 が 滞在 中 ご 利用 頂け ます 、 浴 衣 付 、 特 設 会 場 に てこ ブッフェ タ 食 ) 
ホテ ル か ら 初 日 の 出 な ど 自 由 に … 午 前 : 宿 二 〇 青島 神社 ( 初 語 ) 一 ⑥ 堀 切 峠 ( 鬼 
の 洗濯 板 や 太平 洋 の 眺望 ) … 〇 都井 岬 (野生 馬 と 白亜 の 灯台 案内 ガイ ド と 散策 ) 
夕刻 : 日 南海 岸 ・ 南 卿 プリ ンス ホテ ル 泊 (日 南海 岸 国定 公 園 の 南端 の お だ や か 
な 潜 に た た ず む ホテ ル 、 露 天風 呂 で 寛ぐ ) 
卓 陸 MC ( 初 語 ) O 鉄 肥 ( 鉄 肥 城 歴史 資料 館 ほか 牧 章 館 な ど 城下 町 


散策 ) っ 夕刻 : 有 霧 島 神 宮 温 泉 ・ ア クティ ブリ ゾー ツ 突 島 泊 (露天 温泉 岩 風呂 ・ 
温泉 大 浴場 で 寛ぐ 、 和 食 会 席 夕食 ) 

午前 : 宿 つ 〇 肥 島 神宮 (参拝 ) つ 〇 湯 之 平 展望 所 (標高 373m か ら の ダイ ナミ ッ ク 
な 記 観 ) > 桜島 港 て 桜島 下り TA > 桜 婦 芋 学 (眼前 に 雄大 な 桜島 が 広 
が る 、 … 欠 名 勝 ・ 仙 歳 園 (桜島 展望 
案内 ガイ ド と 庭 


児島 で も 有数 の 眺望 を 眺め な が ら の 昼食 
散策 ) 


みどころ 満載 の 年 末年 始 を お 楽し み 下 きい 。 
各 


東京 発 ・ 大 阪 発 ・ 
開 AEykeso| 現地 発着 
二 
2 ョ ン 」 画 面 か ら 予約 くだ 
| スコート 素材 の 筑 み 上 げ 必 須 朝 3、 慎 3、 夕 3 


3 上 : 12 名 『 宿 泊地 : 宮崎 県 、 鹿 児島 県 


バ と 4 


シェ ラ ト ン ・ グ ラン 
デ ・ オ ー シ ャ ン リ ゾ 
ー ト 人 外観 と 日 の 出 
宮崎 県 屈指 の リゾ ー ト ホ 
テル 。 雄大 な 太平 洋 を 一 望 
する 全 室 オー シャ ン ビ ュ 
、 一 の 客室 、 男 女 それ ぞ れ 2 
ヶ所 の 温泉 施設 「 松 泉 宮 」 
を 備え 、 ゆっ くり と 滞在 す 
る の に ぴっ た り 。 


で 鹿児島 市 


仙 上 厳 園 か ら の 桜島 


都井 岬 野生 馬 


広大 な 太平 洋 を 望む 、 宮 崎 県 屈指 の 名 リゾ ー ト に 日 
南海 岸 、 霧 島 神宮 温泉 に 宿泊 し 、 風 光明 婚 な 日 南海 
岸 、 陽 光 の 宮崎 ・ 都 井 岬 、 霧 島 か ら 噴 煙 上 が る 桜島 
へ 。 温暖 な 南 九州 を バス 座席 2 シー ト 利 用 で 周遊 し 
ます 。 
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| 著 ご で び 呆 計 | で 同列 ・ 居 部 | 著 い 員 燃 放 器 憶 | ーー テコ 


器 瑞 ・ 北 中 


測 9 装 | 


lnE 


| 落 ご OG 故 対 | で 届 斗 前 ・ 悼 前 | 著 い Q 純 誰 器 憶 | ー+ 四 みみ テコ 


束 瑞 ・ 浪 中 


沿革 | 
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ほぼ 全域 が 国立 公園 に 指定 され た 石島 列島 を 周遊 | 関 


祈り 息 ・ つづ く 半 
長崎 ・ 五 島 列 鳥 で 過ごす お 正月 4 ーー 


問 近 
癌 12 月 31 日 (日 ) 


浦 天主 堂 < 長崎 県 観光 連盟 
旅行 代金 (大 人 お ひと り 様 ) 
東京 発 。 270,000 円 。 275,000 円 。 310,000 円 
_ 太 孤 発 255,000 円 260,000 円 295,000 円 
※ 現 地 発 着 の 旅行 代金 は 、 東京 発 の 旅行 代金 より 55.000 円 引 き と な り ま す 。 ※ 東 京 ・ 大 阪 と の 共同 募集 


コー ス で す 。 添 乗員 は 初日 長崎 空港 か ら 最 終日 長崎 空港 まで 同行 し ます 。 ※ 利 用 バス 会 社 : ラッ キ 
バス 、 五 島 自 動車 また は 五島 列島 バス 観光 また は 長崎 バス 観光 、 上 五島 観光 交通 ※ 部 屋 タ イプ 1 泊 


6 長崎 県 観光 連盟 e 長 崎 県 観光 連盟 


当 、 239 上 生ま た は 洋室 また は 和洋 寺 ※ ミ サ 等 の 守 行 事 そ の 他 に より 教会 内 に お 入り 
いた だ け な い 場合 が あり ます 。 ※ 写 真 掲載 に 当たっ て は 大 司教 区 の 許可 を いた だ いて いま す 。 ※ 現 ド ルビ ーー エー 
昌 合 流 に つい て は P51 を ご 参照 下さ い 。 ※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 大 瀬崎 断崖 頭 ヶ 島 天主 堂 
行程 @ 入 場 〇 下車 バス 航空 機 … 徒 歩 三 列 車 一 般 ++ そ の 他 


羽田 空港 (10:00-13:00 発 ) 長崎 空港 伊丹 空港 (12:00-13:30 発 ) 長崎 空港 
づつ ホテル ニュ ー 長 崎 (チェ ッ ク イ ン 、 和 食 会 席 夕食 ) 一 稲佐 山中 腹 駐車 場 ++ 
@ ス ロー プ カ ー++ 〇 山頂 展望 台 (世界 新 三 大 夜景 に 認定 され た 長崎 の 夜景 を 

望む 絶景 スポ ッ ト ) ++ 駐 車場 一 夜 : 同 ホテ ル 泊 
ME っ 長崎 港 一 ジェ 4 ト フ ォ イ ルー 福江 港 つ 五島 豚 し 
ゃ ぶ ・ 上 鬼 鯖 寿司 昼食 一 高浜 ビー チー 〇 井 持 浦 教会 (日 本 初 の ルル ド ) ~⑥ 大 


瀬 過度 所 タ 計 : カ ン ペ ー ナ ホテ ル 洛 正月 特別 料理 夕食 、 展 望 浴場 
で 寛ぐ ) 
午前 : 宿 … 福 江 港 海上 タク シー の 五輪 港 ・| 旧 五輪 教会 (世界 文人 遺産 構成 長崎 ・ 稲 佐山 か ら の 夜景 カン パー ナ ホ テル 展望 浴場 
資産 ) ー キ リ シ タ ン 洞 窟 (船上 見 学 ) - 郷 ノ 首 港 つ 〇 頭 ヶ 島 教 会 (世界 文化 貴 
産 構成 資産 ) 五島 地獄 炊き う どん 、 海 鮮 井 付 昼食 一 〇 元 海 寺 ー 〇 跡 次 教会 「 長 崎 の 教会 和 リス 時 連 遺 夏 」 に 今 

> 中 ノ 浦 教会 奈良 尾 港 ー ジ ェ ッ ト フ ォ イ ルー 福江 港 … 夕刻 : 同 ホテ ル 泊 SG MM し 生き 0 
( 隣 接 の GOTO TSUBAKI HOTEL に て 正月 特別 イタ リア 料理 夕食 ) 界 遺産 、 五 鳥 列島 の 津々 浦 々 に ひっ そり と 歴史 を 秘 
午前 : 宿 一 〇 城山 神社 一 石田 城 填 ・ 武 家屋 敷 通り 一 〇 鎧 瀬 溶 岩 海岸 一 鬼 岳 め て きた カト リッ ク 教 会 や 名 所 と 、 列 島 の ほぼ 全域 
展望 っ 朝 〆 旬 の 地 魚 し ゃ ぶ 膳 昼食 つ 福 江 港 ー 上 ジェ ッ ト フ ォ イ ルー 長崎 港 つ = ee 2 8 
@ 大 浦 天主堂 (国宝 、 日 本 最 古 の 木造 ゴシック 建築 ) … 代 キリ シタ ン 博 物 館 が 国立 公園 に 指定 され た 美しい 海 と 生か な 自然 を め 
長 附 空 洪 つ 羽田 空 港 (21:00 て 22:10 着 ) 長崎 空港 伊丹 空港 (19:30 て 20:30 着 ) ぐり ます 。 


往復 直行 便利 用 。 奄 美 を こよ な く 愛し た 画家 、 田 中 一 村 ゆ か り の 地 を 訪ね て 45 3 


へ 、 EE 
田 中 一 村 と 聖 熱 震 の 自然 に 遊ぶ る 


[スコート 素材 の 積み 上 げ 必 須 


世界 自然 遺産 PANrSR CN 
な 1 且 バス 肌 諾 計 バス いひ 


奄美 山羊 島 ホ テル 客室 一 例 


出発 日 12 月 31 日 (日 ) 
旅行 代金 (大 人 お ひとり 様 ) 


且 束 第 222.000 円 。 225,000 円 。 225,000 円 
| 大 発 195,000 円 198,000 円 198,000 円 


※ 現 地 発着 の 旅行 代金 は 、 東 京 発 の 旅行 代金 より 55.000 円 引き と な り ま す 。 
※ 東 京 ・ 大 阪 と の 共同 募集 コー ス で す 。 添 乗員 は 初日 奄美 空港 か ら 最終 日 奄 
美空 港 まで 同行 し ます 。 ※ 利 用 バス 会 社 : し ま バ ス ※ 部 屋 タ イプ : 洋室 


※ 現 地 合 流 に つい て は P51 を ご 参照 下さ い 。 ※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 


展望 浴場 
行程 @ 入 場 〇 下車 バス 航 空 機 … 徒 歩 三 列 車 一 船 + そ の 他 
羽田 空港 (11:00~12:30 発 ) 伊丹 空港 (9:00 て 11:00 発 ) 奄美 空港 
奄美 空港 つ ⑨ あ や まる 岬 (奄美 十 景 、 絶 景 の 海 
| = = 田中 一 村 記念 美術 館 金 作 原 原 生 林 ekpve 
ー 人 @ 奄 美 バ パーク (奄美 の 自然 ・ 歴 史 ・ 文 化 を 紹介 する 「 意 美 の 郷 」 と 奄美 を 描い 5 の 
た 孤高 の 画家 「 田 中 一 村 記 念 美術 館 」 の 名 画 鑑 賞 ) 夕刻: 奄美 山羊 島 ホ テル ( 全 の 自 要 3 所: 衝 能 を 紹 か まる 。 人 生き お れる 曰 天 な あがい 
室 オ ー シ ャ ン ビ ュー の リゾ ー ト ホテ ル 、 最 上 階 は 大 浴場 と 奄美 初 と な る 露天 1 夫 半 の 婦 , 奄美 を 拉 い た 撤 高 の 画 天然 記 念 物 の ルリ カケ ス な ど 、 笑 少 
風呂 で 寛ぐ 、 正月 料理 夕食 ) 家 「 岬 中 村 記 念 術 館 」 の 名 画 鑑 な 生物 も 生息 する 森 を ネイ チャ ー ガ 
午前 : 宿 一 〇 金 作 原 原生 林 (ネイ チャ ー ガ イド の 案内 で 巨大 な シダ が 生 い 茂 り 、 賞 し ます 。 イド と 探訪 。 比 較 的 平坦 道 で 軽 ハイ 
太古 の 森 を 思わ せる 原生 林 散 策 ) … 〇 田中 一 村 終 馳 の 地 一 〇 奄美 の 焼酎 や お 土 キン グ 気 分 で 楽し め ま す 。 


産 な どの お 買い 物 午後 : 同 ホテ ル 泊 (正月 料理 夕食 ) 
午前 : 宿 信 奄 美 大 島 納 村 (大 島 組 の 世界 を の ぞ く 、 大 島 細 の 製造 過程 な ど を 現 世界 自然 遺産 に 登録 る され 、 逃 き 通っ た コバ ルト ブル 
地 ス タッ フ が 案内 。T シ ャ ツ 混 染め 和 染 色 体験 も ) つ ー の 海 と 亜熱帯 の 原生 林 が 織り な す 奄 美 大 島 。 評 判 
奄美 パー ク (希望 者 は 再度 見 学 ・ 散 策 ) 奄美 空港 還 

つ 〇 あや まる 岬 (奄美 十 早 、 絶 景 の 海 伊丹 空港 (13:00~15:00 着 ) LN 二 
岸 美 ) つ 奄美 空港 散策 や 泥 染 め 体験 な ど 、 特 有 の 文化 と 歴史 、 大 自然 
羽田 空港 (16:00-17:30 着 ) MM を 体感 し ます 。 


ゆっ た り 流 れる 時 間 、 静 か な 南 の 島 で 過ごす お 正月 同局 lesyweel| 大阪 


し 人 | 
責 の 島 5 だ 
の ん ぴ り 与論 信 島 で 過 ご す お 正 月 5 民 : 10 名 宿泊 地 : 鹿児島 県 

ひ 

鍵 設 』 


出発 日 12 月 31 日 (日 ) 
旅行 代金 (大 人 お ひと り 欄 ) 


東京 発 。 265,000 円 275,000 円 309,000 円 
大 孤 発 235,000 円 235iMOD 還 _ 279,000 円 
※ 現 地 発着 の 旅行 代金 は 、 東 京 発 の 旅行 代金 より 99,000 
円 引き と な り ま す 。 ※ 東 京 ・ 大 阪 と の 共同 募集 コー ス 
で す 。 添乗 貞 は 初日 鹿児島 空港 か ら 最 終日 鹿児島 空港 ま 
で ご 案内 し ます 。 ※ 利 用 バス 会 社 : 南 陸運 ※ 部 屋 タ 
イプ : 洋室 ※ ホ テル で の 食事 内 容 は 変更 と な る 場合 が 
あり ます 。 ※ 現 地 合 流 に つい て は P51 を ご 参照 下さ い 。 
※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 


プリ シア リゾ ー ト ヨロ ン ビー チ 
行程 @ 入 場 〇 下車 バス 航 空 機 … 徒 歩 三 列 車 一 般 ++ そ の 他 


論 島 空 撮 前 景 


周囲 約 23km の 隆起 サン ゴ 礁 の 島 。 サ ン ゴ 礁 の リ に 囲ま れ た 小さ な 島 に は 、 
ハイ ビス カス や ブー ゲン ビリ ア な どの 鮮やか な 熱帯 の 花 が 咲き ます 。 


論 民 俗 村 (草木 琴 め な ど カ ルチャ ー 体 験 ) 一 午後: プリ シン アリ ゾー トヨ ロ 

ン 泊 (東シナ海 の 落日 、2021 年 7 月 より 順次 リニュ ー ア ル の 与論 島 最大 の リゾ ー ト ホ 

テル 、 和 食 夕食 ) 鹿児島 県 最 南端 、 サ ン ゴ 礁 に 囲ま れ た 楽園 の 島 。 沖 

朝 : 宿 一 初日 の 出 ツ アーー 〇 大 人 金 久 海岸 (初日 の 出 ) 〇 琴平 神社 ( 初 諸 ) 一 丘 な 東シナ海 ZS )ー > 

ホテ ル (ゆっ くり 出発 ) つ 〇 百合 ヶ 浜 (サン ゴ 確 の 海 を グラ ス ボ ー ト で 探勝) つ 42 20 PE 

〇 与論 城跡 … 但 サザ ンク ロス セン ター (資料 館 ) 一 午後 : 同 ホテ ル 泊 ( 洋 コ ー た エメ ラル ド グ リ ー ン の 海 に 浮か ぶ 周 囲 約 23km の 

スタ 食 小さ な 島 。 その 美しき は 「 東 洋 に 浮か ぶ 一 個 の 真珠 」 

号 ア の ーー ー テ う 朱 < 

と 称 き れる ほど 。 都 会 で は 見 れ な い 夜 空 一 面 に 広 が 
る 星空 も 絶景 。 時 が 流れ る 南 の 島 で の ん びり 正月 を 

すご し て み ま せ ん か 。 


) つ 介 示 崎 押 


世界 自然 遺産 登録 沖縄 北部 の ダイ ナミ ッ ク な 自然 と 沖縄 リゾ ー ト を 楽し む 

や ん ば る リリ ソー ト の ん ぴり 3 連 泊 4 
NM 2 

次 沢 な 沖縄 の お 正月 


ぁ ゅ 最少 催 行人 上 員 : 10 名 ゅ 宿泊 地 : 沖縄 県 
出発 日 12 月 31 日 (日 ) 
旅行 代金 (大 人 お ひび とり 様 ) 


N ム と 4 
陣 氷 園 京 画 
出発 地 
東京 発 還 320.000 円 340,000 円 450,000 円 349,000 円 368,000 円 485,000 円 
大阪 発 300.000 円 320,000 円 430,000 円 329,000 円 348,000 円 465.000 円 
※ 現 地 発 着 の 旅行 代金 は 、 東京 発 の 旅行 代金 より 80.000 円 引き と な り ま す 。 ※ 東 京 ・ 大 阪 と の 共同 募集 


や ん ば る の 森 


コー ス で す 。 添 乗員 は 初日 那覇 空港 か ら 最終 日 那覇 空港 まで 同行 し ます 。 ※ 利 用 バス 会 社 : 琉球 バス 

交通 ※ 部 屋 タ イプ : 洋室 【 基 本 】 メ イン コテ ー ジ 【A タ イプ 】 グ ラン ドコ テー ジ  ※ 現 地 合 流 に つ 較 

いて は P51 を ご 参照 下さ い 。 ※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 ※9 才 以下 の お 子 様 は 申込 で きま せん ( 最 オク マブ プライ ペー ドビー チ & 
終日 入館 不可 施設 あり ) ※ 夕 食 は 1 日 目 ・ 和 食 、2 ・ ブ ッ フ ェ 、3 ・ バ ー ベ キュ ー を 予定 リゾ ー ト 外観 


出 @ 入 場 〇 下車 バス 航 空 機 … 徒 歩 三 列 車 一 般 ++ そ の 他 


約 1km 続 く 白砂 ビー チ と エメ ラル ド グ リ ー ン の 海 を 有する リゾ ー ト ホテ ル 。 


島 了 あ ぐ 一 8 ぶし ゃ ぶ 御 膳 昼 食 一 古 宇 利 大 橋 (一 直線 に 延び る 美しい 橋 の 


景観 ) -~ 倫 古宇 利 オ ー シ ャ ンタ ワー (カー ト 利 用 で タワ ー に 、 シ ェ ル ミュ ー ジ ア 

ム 見 学 と 展望 馬 か ら の 眺望 ) つ オク マ プラ イベ ー ト ビー チ & リ ゾー ト 泊 (沖縄 

の 風 と 波 と 森 に 抱か れ た 本 格 ネ イチ ャ ー リ ゾー ト 、 辰 望 浴場 で 寛ぐ ) 

午前 中 フリ ー タ イム つっ 〇 や ん ば る の 森 (希望 者 は 案内 ガイ ド と 世界 自然 遺産 登 

録 の や ん ば る の 森 を 散策 し な が ら ト レッ キン グ を 楽し み ま す ) 午後: 同 ホ テル 泊 | パ 

午前 : 宿 一 〇 辺 戸 岬 (本 島 最 北端 の 絶景 ) 一 駐 大 石林 山 (熱帯 植物 の カル スト 人 台 TO ニー ーー 

地 淫 策 ) つ ザ ・ プ セナ テラ ス (リゾ ー ト ホテ ル で 人 気 の ビ ュ ッ フェ 昼食 ) つ 人 沖 Re 

縄 美 ら 海水 族 館 (いく つも の 世界 一 ・ 世 界 初 を 体感 ) 夕刻 : 同 ホテ ル 泊 、 

午前 : 宿 つ ニ ライ カナ イ 橋 つ 斎 場 御 除 (セー ファ ウタ キ ) (琉球 最高 の 各 地 ・ あま り 訪 れる こと の な い ダ イナ ミッ ク な 自然 を 身近 

世界 遺産 ) 一 隠れ家 リ ゾー ト で いた だ く 和 琉 コ ー ス 昼食 一 欠 首 里 城跡 (琉球 に 感じ る ネイ チャ ー ゾ ー ン 、 世 界 自然 遺産 に 登録 き 

王国 の 象徴 ・ 世 界 遺 産 、 新 し い 見 学 デ ッ キ や 復興 へ 向かう 首 里 城 の 「 今 」 を 

見 る … 園 比 屋 武 御 岩石 門 (ソノ ヒ ャ ン ウタ キイ シモ ン ) と 御 か ら な る 聖域 れ た 沖縄 本 島 北部 ・ や ん ば る 地域 の リゾ ー ト ホテ ル 
に 滞在 。 お 部 屋 は 人 気 の ュ テージ タイ プ を ご 用 意 。 


・ 世界 遺産 
人 普段 と は 佑 う 沖 縄 で 年 末年 始 を お 楽し み 下 きい 。 


2 


| 著 ご で び 呆 計 | で コ 斗 前 ・ 居 部 | 著 い 員 燃 放 器 憶 | ー+V み テコ 


器 瑞 ・ 北 中 


測 9 装 | 
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器 瑞 ・ 北 中 


測 8 装 | 


28 


ゆ 水 に 閉 さ され た 海 の 上 を 歩く 流水 ウォ ー ク で 冬 な ら で は の 景色 を 堪能 間 No emo 和議 


白銀 の 北 の 大 地 
冬 の ひがし 北海 道満 喫 


2 月 10 日 ( 土 ) 


旅行 代金 (大 人 お ひと り 様 ) 


出発 日 


PE 
| 東 束 発 。 185,000 円 186,000 円 199,000 円 
大 孤 発 207,000 円 208,000 円 221,000 円 


※ 現 地 発 着 の 旅行 代金 は 、 東 京 発 の 旅行 代金 より 57,000 円 引き と な り ま す 。 ※ 東 京 ・ 大 阪 と の 共同 募集 
コー ス で す 。 添乗 貞 は 初日 羽田 空港 か ら 最 終日 羽田 空港 まで 同行 し ます 。 ※ 利 用 バス 会 社 : 網走 バス 、 
北都 交通 、 網 走 観光 交通 、 斜 里 バ ス の いずれ か ※ 部 屋 タ イプ : 1 泊 目 洋室 また は 和室 ツイ ン ま た は 和 
洋室 、2 泊 目 和室 また は 洋室 ※ 現 地 合 流 に つい て は P51 を ご 参照 下さ い 。 ※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 


ー バ ス 航 空 機 … 徒 歩 三 列 車 一 船 + そ の 他 


人 @ 入 場 〇 下車 


羽田 空港 (11:00 て 12:30 発 ) 芝 伊丹 空港 (9:00 て 10:30 発 ) ララ 

女満別 空港 羽田 空港 錠 女満別 空港 

っ 〇 網走 流氷 観光 砕氷 船 お 一 ろ ら (北緯 44 度 の 網走 は 海 が 凍る 南限 、 流 氷 観光 
砕氷 船 に 乗っ て 流氷 の 美 し さ を 見 学 ) ユ 夕刻 : ホ テル 網走 湖 荘 泊 (網走 湖畔 に 位置 


する 温泉 ホテ ル に 宿泊 ) 


時 (流水 と オホーツク 海 の 生き 物 に つい て 学ぶ ) 


〇 ⑥① オ シン コシ ン の 滝 (知床 百 景 の ひと つ ) ~ 〇 流水 ウォ ー ク @ (専用 スー ツ を 
着 て 、 海 面 に 浮か ぶ 流 水上 を 歩く 非 日 常 の 体験 ※75 歳 以上 、 身 長 190cm 以 上 、 体 
重 110kg9 以 上 の 方 は ご 参加 いた だ け ま せん ) っ > 夕刻: ニュ ー 阿 寒 ホ テル 泊 ( 寒 湖畔 
雄 阿寒 ・ 雌 阿寒 岳 を 一 望 する 最上 階 の 展望 大 浴場 


に 佑 む リゾ ー ト ホテ ル 、 阿 寒 湖 、 
で 寛ぐ ) 

午前 : 宿 … 〇 全面 結 水 し た 阿寒 湖 の 上 で ワカ サギ 釣り を 体験 … 宿 (荷物 を ピッ 
クア ッ プ ) ~ 〇 鶴居 ・ 伊 藤 タ ンチ ョ ウサ ンク チュ アリ (最大 で 300 羽 近く の タン チ 


ボブ PS ら 予 約 くだ | 


| 食事 | 


4 上 10 名 > 宿泊 地 : 北海 首 


) ooo く ス バス 
8 計り 


ホテ ル 綱 走 湖 荘 外観 ニュ ー 阿 寒 ホテ ル 大 浴場 


例年 1 月 下旬 か ら 3 月 頃 に か け て オホーツク 海 を 覆い 
接岸 する 流水 。 水 に 閉ざさ れ た 海 の 上 を 歩く 流水 ウ 
ォ ー ク や 、 水 を 割っ て 流水 の 中 を 突き 進む 網走 流 
水 観光 砕 水 船 お ー ろ ら 6、 阿 寒 湖 の ワカ サギ 釣り な 


ョ ウ が 飛来 する 給餌 場 ) - 〇 和 商 市 場 (釧路 の 台所 で 名 物 ・ 勝 手 丼 な ど 自由 昼食 ) -> ] ] ーー 0 

釧路 空港 羽田 空港 (6:00~17:30 着 ) 釧路 空港 羽田 補 港 ラ ど 、 北 の 大 地 な ら で は の 冬 を 満喫 。 宿泊 は 2 泊 共 温泉 
伊丹 空港 (18:30 て 20:00 着 ) ホテ ル で お 寛ぎ 下さ い 。 

Es 2 掲載 No 開 東京 発 ・ 大 阪 発 ・ 

冬 の アク ティ ビ テ ィ を 満喫 する ソフ ト ア ド ベ ンチ ャ 掲載 No| 山 還 6AEAKFE0 現地 発着 
々 ゝ 首 1 

の 〉 2 「 現 地 オ プシ |] ン 」 画 面 か ら 予 約 くだ | 
白銀 北海 道 ・ 勝 二 生 2 2 販 きい e 本 の 刺 員 生地 ェ | 1 朝 2、 昼 2、 タ 2 
ヒー ゴ | 三 』 「 業 用 凛 華 9 10 名 『 宿 泊地 : 北海 首 
十勝 川 温泉 を 彩る 光 と 音 の 響 宴 ' 彩 凛 華 "」 


出発 日 


1 月 30 日 ( 火 ) 


旅行 代金 (大 人 お ひと り 様 ) 


PSE 

東京 人 149,000 円 163,000 円 

- 大阪 発 。 169.000 円 183,000 円 

※ 現 地 発着 の 旅行 代金 は 、 東京 発 の 旅行 代金 より 35,000 円 引き と な り ま す 。 ※ 東 京 ・ 大 阪 と の 共同 募集 


バス 会 社 : 十勝 バス 、 
※ 現 地 合 流 に つい 
ガイ ド の 判断 に より 荒 


コー ス で す 。 添乗 員 は 初日 羽田 空港 か ら 最終 日 羽田 空港 まで 同行 し ます 。 ※ 利 
お び う ん 観光 、 北海 道 拓 猪 パス の いずれ か ※ 部 屋 タ イプ ① 洋 室 また は 和室 ② 洋 
て は P51 を ご 参照 下さ い 。※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 ※ ア クティ ビ テ ィ 各 種 は 
天 時 中 止 と な る 場合 が ご ざい ます 。 


行程 @ 入 場 〇 下車 バス テ 衣 空 機 … 徒 歩 三 列 車 一 船 ++ そ の 他 
羽田 空港 (10:15 て 12:00 発 ) 伊丹 空港 (8:00 て 10:00 発 ) 
帯広 空港 羽田 空港 帯広 空港 


っ 〇 スノー ラフ ティ ング 体験 (スノー モー ビル に つなが っ た ラフ ティ ング ボー 

ト に 乗っ て 、 雪 上 を 引っ 張ら れ て 進む アク ティ ビ テ ィ を 体験 ) … 午後 : 十 勝川 温泉 

第 一 ホテ ル 泊 (十勝 川 一 帯 を 臨む お 部 屋 に 宿泊 、 植 物性 モー ル 温泉 で 寛ぐ 、 夕 食後 

は 氷点 下 に 凍てつく 十勝 川 温泉 を 彩る 冬 の 夜 の 一 大 ペー ジェ ント ' 彩 凛 華 『」 へ 。 

に ファ ンタ ジッ クシ ョ ー を お 楽し み 
示 


朝 : 宿 二 〇 十勝 牧場 に て 冬 の 十勝 の 風物 誇 馬 追 い を 見 学 (無邪気 に 疾走 する ば 
ん 馬 の 姿 に 北海 道 開拓 の 歴史 を 感じ る ) つ 備 い け だ ワイ ン 城 (専門 スタ ッ フ が 十 
勝 ワ イン の 歴史 や ワイ ン の 製造 方 法 を 説明 する ワイ ナリ ー ツ アー に 参加 、 テ イ 
ステ ィング も 楽し み ま す ) っ 夕刻: 帯広 ・ 森 の スパ リゾ ー ト 北海 道 ホ テル 泊 (15 
万 mm の 自然 林 に 囲ま れ た リゾ ー ト ホテ ル 、 植 物性 モー ル 温 泉 で 寛ぐ 、 洋 コー スタ 食 ) 

午前 : 宿 つ 〇 十勝 ウィ ンタ ー リ バー クル ー ジ ング (穏やか な 流れ の 帯広 川 を 、 

観 の 中 に 集う オオ ハク チョ ウ を は じ め と し た 渡り 鳥 た ち を 観察 し な が ら ゆ 


雄大 な 景 
っ た り と 進ん で いく アク ティ ビ テ ィ を 体験 ) 


広 空港 錠 羽 田 空港 (14:00 て 16:00 着 ) 帯広 空港 錠 羽 田 空 港 ラ 
伊丹 空港 (17:00 て 19:00 着 ) 


EE 介 
0 


十勝 川 温泉 の 彩 凛 華 9 冬 の 十勝 の 風物 詩 


請 * 
向 


十勝 ウィ ンタ ー リ バー 


十勝 川 温泉 第 一 ホテ ル 
クル ー ジ ング 冬 の 庭園 露天 風呂 
白銀 の 世界 広がる 冬 の 十勝 ・ 淀 広 へ 。 放 牧 が で き な 


い 冬場 に 、 飼 育 する 馬 の 運 動 不 足 解 消 を 防ぐ た め に 
雪 の 上 を 走ら せる 「 馬 追い 」 を 見 学 。 サ ラブ レッ ド 
の 約 2 倍 近く も ある 、 ば ん 馬 が 雪原 を 疾走 する その 
上 景 は 大 迫力 で す 。 冬 に な る と オオ ハク チョ ウ な ど 
の 渡り 鳥 が 飛来 する 穂 や か な 党 広 川 を ゆっ た り 有 川下 
り 。 樹 枝 に 付着 し た 川 の 水蒸気 が 凍る 「 霧 水 」 が キ 
ラキ ラ と 光る 幻想 的 な 光景 を 眺め ます 。 ご 和 宿泊 は 2 泊 
と る 温泉 付き ホテ ル で ゆっ た り と お 上 覧 ぎ 下 さい 。 


3 ゆ 冬 の 北海 道 で 幻想 的 な 景色 を 満喫 


銀 世 界 を スノー 


出発 日 2 月 14 日 ( 水 ) 
旅行 代金 (大 人 お ひと り 様 ) 
1 人 1 室 
東京 発 。 148,000 円 168,000 円 
- 大阪 発 168,000 円 188,000 円 


※ 現 地 発着 の 旅行 代金 は 、 東京 発 の 旅行 代金 より 30.000 円 引 きま と な り ま す 。 ※ 東 京 ・ 大 阪 と の 共同 募集 
コー ス で す 。 添乗 員 は 初日 羽田 空港 か ら 最終 日 羽田 空港 まで 同行 し ます 。 ※ 利 用 バス 会 社 : 阿寒 バス 、 


網走 観光 交通 、 拓 殖 バ ス 、 十 勝 バ ス の いずれ か ※ 部 屋 タ イプ 1 泊 目 : 和室 2 泊 目 : 和室 また は 洋室 
また は 和洋 室 ※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 
行程 @ 入 場 〇 下車 バス テ 航 空 機 … 徒 歩 三 列 車 一 般 ++ そ の 他 


空港 伊丹 空港 (8:00~ て 9:30 発 ) 有 羽 田 空 港 ラ 
帯広 空港 

っ 然別 湖 (スノー ラフ ティ ング 体験 ) … 夕刻 : 然 別 湖 畔 温泉 ホテ ル 風 水 泊 ( タ 
食後 、 然 別 湖 に 雪 と 水 だ け で 作ら れ た 「 し か り ベ べつ 湖 コ タン 」 で 、 ア イス バー ( 飲 
み 物 は 有料 )、 ナ イト ウオ ッ チ ング な ど を 体験 ) 

朝 : 宿 … ネ イチ ャ ー ガ イド の 案内 で 、 然 別 湖 畔 を スノー シュ ー を 履い て 約 1 時 
間 の トレ ッ キ ング (動物 た ちの 足跡 や 、 食 べ 跡 を ハッ キリ 観察 で きる 、 こ の 時 期 だ 
け の 体験 ) 一 帯広 市 (名 物 豚 丼 の 昼食 ) 一 六花 亭 (北海 道 名 菓 の お 買物 ) 夕刻 : 
十勝 川 温泉 観月 苑 泊 (美人 の 湯 と いわ れる 植物 性 モー ル 温 泉 や 本 場 フ ィ ン ラ ンド 
式 サ ウナ で リフ レッ シュ 。 夕 食後 は 、 音 と 光 を 連動 させ た 幻想 的 な 空間 を 演出 する 
ファ ンタ ジッ クシ ョ ー 「 彩 凛 華 "" を 観覧 し ます ) 

朝 : 宿 つ 〇 帯広 川 (E ボ ー ト と いう 安全 性 の 高い ボー 
ち を 観察 し な が ら 、 の ん びり クル ー ジ ング ) ~ 
帯広 空港 用 羽田 空港 (14:30 て 15:30 着 ) 帯広 空港 羽田 空港 
飼 伊 丹 空 港 (17:00- て 18:00 着 


羽田 空港 (10:00~11:30 発 ) 錠 帯 広 


ト で 、 雄 大 な 景観 に 


滞 


う 鳥 た 


シュ ー& リ バー クル ー ジ ング ! 
幻 の 村 「 しかり べつ 湖 コ タン 」 を 訪ね る 3 日 間 


閉 東京 人 東京 発 ・ 大 阪 発 ・ 
= 半 AEAKfHo| 現地 発着 


| 食事 | 
me 上 ェ 朝 2、 昼 2、 タ 2 


回 人 上 員 : 10 名 宿泊 地 : 北海 首 


十勝 ウイ ンタ ー リ バー 
クル ー ジ ング 


上 に ik、 と 
彩 凛 華 コタ ン の アイ スバ ー 


然別 湖 の 専用 ユー ス で 雄大 な 景色 を お 楽し みい た だ 
くん 「 ス メー ラフ ティ ング 」。 ガイ ド と 一 緒 に ブッ カク 
ッ カ の 森 の 中 を 歩く 「 ス ノー シュ ー ト レッ キン グ 」。 
帯広 川 を クル ー ジ ング し 、 優 雅 に 集う 様々 な 渡り 鳥 
ゃ 、 樹 枝 に 付着 し た 川 の 水蒸気 が 凍る 「 霧 水 」 を 楽 
し む 「 十 勝 ウ イン ター リバ ー ク ルー ジン グ 」 を お 楽 
し みい た だ きま す 。 


5” ONSEN・ ガ スト ロ ノ ミー ツー リズ ム 


男鹿 名 物 ・ 海 鮮 石 焼 鍋 と 源泉 か が け 流し を 堪能 ! 


横手 の 雪 ま つり ミニ か まく ら 作 り 体 験 


2 月 15 日 ( 木 ) 


出発 日 
旅行 代金 (大 人 お ひと り 様 ) 


1 人 1 室 
東京 148.000 円 168.000 円 
現地 発着 118.000 円 138,000 円 


※ 利 用 バス 会 社 : 秋田 中 央 トラ ンス ポー ト 、 羽 後 交 < 通 の いずれ か 


※ 部 屋 タイ プ 1 泊 目 : 栓 内 風呂 付 和室 (ベッ ド 付 ) また は 栓 風呂 付 和洋 室 2 泊 目 : 和室 また は 和洋 室 
※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 
行程 @ 入 場 〇 下車 つ バ ス ラ 航空 機 … 徒 歩 三 列 車 一 船 ++ そ の 他 


羽田 空港 (9:30 て 11:00 発 ) 錠 秋 田 空 港 秋田 空港 (12:00 て 13:00 発 ) 

つっ ヤマ モ 味 噌 醤油 醸造 元 カ フェ (酵母 の 発酵 技術 を 活か し た ラン チ ) っ 〇 横手 
市 (450 年 の 歴史 を 誇る 横手 婁 まつ り 「 か まく ら 」 を 見 物 。 ミ ニ か まく ら 作 り も 体験 
し ます ) っ 夕刻 : 秋 の 宮 温 泉 湯けむり の 宿 稲 住 温泉 泊 

朝 : 宿 一 旬 菜 み そ 茶 屋 く ら を (内 蔵 見 学 と 昼食 ) … 但 な ま は げ 館 ・ 伝 承 館 (実際 
に 使わ れ て いた 150 枚 を 超え る 多種 多様 な ナマ ハゲ 面 は 圧巻 の 迫力 で す ) 夕刻 : 男 
鹿 温泉 セイ コー グラ ンド ホテ ル ( 夕 食 は 豪快 な 海 の 幸 石 焼 鍋 ) つ 〇 平 僅 山 付近 ( コ 
ント ラバ ス の 生 演 奏 を 聴き な が ら 冬 の 星空 観賞 ) -~ 夜 : 同 宿泊 

朝 : 宿 一 倫 男 鹿 水 族 館 GAO (映画 の ロケ 地 に も な っ た 秋田 県 唯一 の 水族 館 ) 食堂 
カフ ェ ノ ルン (秋田 で 育っ た 野菜 や 、 旬 の 食材 を 取り 入れ た か ら だ に 優し い を コン 
セプト に し た お 食事 ) 

秋田 空港 羽田 空港 (16:30 て 17:30 着 ) 秋田 空港 (14:00 て 15:00 着 ) 


掲載 No| | 東京 発 . 東京 発 ・ 
東京 発 GAEBKFHO | 本 2 生 和 コ 
現地 発着 
SE っ 語 、 ク 2 


『 最 少 催 行人 貞 : 10 名 『 宿 泊地 : 秋田 県 


計 期 0B 前 、 半 吉 汗 除 


湯けむり の 宿 稲 住 温泉 
大 浴場 露天 風呂 


セイ コー グラ ンド ホテ ル 
串 天 風呂 


秋田 の 象徴 的 存在 し な っ て いる 男鹿 の ナマ ハゲ の 里 
を 訪ね ます 。 男鹿 名 物 「 石 焼 鍋 」、 秋 田 伝統 の 「 発 酵 
技術 を 活か し た 昼食 」 な ど 、 地 産地 消 に こだわ っ た 
お 食事 と 、2 泊 と も 源泉 か け 流 し の 温泉 に 寛ぐ で プレ 
シャ ス な 秋田 3 日 間 の 旅 。 


お 
正 
月 


| 苦い で 作 対 | で 届 斗 前 ・ 判 表 | 著 い 員 燃 放 器 憶 


器 瑞 北川 


測 9 装 | 


29 


lnE 


人 
節 
を 
愛 
で 
る 
旅 
名 
名 
ホ 
プ 
ル 
女 
性 
ひび 
と 
り 
旅 


到 瑞 ・ 北 中 


測 S 装 | 


30 


(NEW 白銀 に 輝く 世界 を 地元 イド と スノー ハイ キン グ ! 半 護 |eewes egowes "3 


山形 藤 王 スノー モン スタ ー( 樹 水 ) と 52 


さ 
MI B2 9 名 > 宿泊 地 山形 県 
仙人 沢 水 涯 を 満喫 


出発 日 1 月 25 日 ( 木 )、2 月 12 日 (月 ) 
旅行 代金 (大 人 お ひと り 様 ) 

東京 発 。 115,000 円 118,000 円 147,000 円 

大 孤 発 146,000 円 149,000 円 178,000 円 


※ 現 地 発 着 の 旅行 代金 は 、 東京 発 の 旅行 代金 より 15.000 円 引き と な り ま す 。 ※ 東 京 ・ 大 阪 と の 共同 募集 
コー ス で す 。 添乗 具 は 初日 新 大 阪 駅 か ら 最終 日 新 大 阪 駅 まで 同行 し ます 。 ※ 利 用 バス 会 社 : 八千代 観 
光 バ ス 、 山 交 バ ス の いずれ か ※ 部 屋 タ イプ : 和室 ※ 写 真 は すべ て イメ ー ジ で す ※ ス ノー ハイ キン 
グ 中 は 気温 が マイ ナス 10C 前 後に な る こと が ご ざい ます の で 暖か い 服装 (ニッ ト 帽 ・ ネ ッ ク ウ ォ ー マ ー 


・ 手 袋 ・ 厚 手 の 靴 下 ・ サ ング ラス ・ ス パッ ツ や フリ ー ス 、 ダ ウン ジャ ケッ ト な どの 防寒 着 な ど )、 登 山 | / ー AT 
ス の (リン グ 付 )、 保 温 性 の 高い 水筒 を 必ず ご 持参 下さ い ※ 仙 人 沢 ハ イキ ング に て 軽 ア イ ゼ ン が 必 ト ミロ レミ だ 
な 場合 事前 に ご 連絡 致し ます 。 名 古屋 発着 、 現 地 合 流 に つい て は PS1 を ご 参照 下さ い 。 帳 公 沢 水 ルプ GII220SI 人 ES 還 
行程 @ 入 場 〇 下車 バス 航空 機 … 徒 歩 三 列 車 一 般 ++ そ の 他 
東京 (10:3011:30 発 ) = 上野 = 新 大 阪 7:30-8:30 発 ) = 京都 = ここ が オス ス メ ! 
大 電 三 山形 名 古屋 三山 形 祭 世界 的 に 注目 され て いる 山形 県 蔵王 の 樹 水原 を ロー 
つく 送迎 バス 〉 つ 蔵 王 温 泉 … 〇 山形 酒 の ミュ ー ジ アム ・ 湯 けむ り 屋 台 つ まみ プ ウ ェ イ か ら 全 虹 す る だ け で は な く 、 ス キー ヤー で 


設 ※ お ひと り 様 1 杯 無料 試飲 券 付 ) … 夕刻 : 名 湯 リ ゾー ト ルー セン ト タ カ ミヤ 泊 


の 氷 涯 へ の 雪原 を 地元 ガイ ド と 歩き ます 。 


朝 : 宿 … 蔵 王 山麓 駅 ++〈 蔵 王 ロ ー プ ウェ イ 山 麓 線 ・ 山 頂 線 〉++ 地 蔵 山頂 駅 に 若 生か トド \ ma 
(661m) … 地蔵 山 (1736m) … 鳥 免 駅 (1387m) ++〈 蔵 王 中 央 ロー プ ウ ェ イ )〉++ 温 較 店 隊 
泉 駅 … 午後 : 同 ホテ ル 泊 as Sys 
※ 当 日 天候 が 安定 し 安全 の 確認 が で きま し た ら 地 蔵 山 の 更 に 奥 に ある 熊野 岳 | 宿泊 は 名 湯 ・ 蔵 温泉 連 泊 で 湯 っ た り 、 ツ アー 行程 
(1841m) へ 向かい ます 。※ 樹 水原 スノー ハイ キン グ 所 要 時 間 目 安 ノ 約 4 時 間 も る ゆったり の 初心 者 で も る ご 参加 いた だ ける スノー 
朝 : 宿 一 蔵王 ライ ザワ ー ル ド … 仙 人 沢 ア イス ガー デン … 蔵 王 ラ イザ ワー ルド ハイキング ツア ー で す ! 

= テ 〇 道 の 駅 や ま が た 蔵王 【 自 由 昼食 ・ お 買い 物 (2023 年 1 月 オー プン 予定 )】 = 尺 | 1/26、 2/12 は 幻想 的 な 光 の 雪原 スノー モン スタ ー 
※ 氷 肖 ス ノー ハイ キン グ 所 要 時 間 目 安 / 約 4 時 間 (樹氷) の ライ ト ア ッ プ が 開催 され ます 。※ 費 用 は 
山形 三 大 宮 ニ 上野 = 山形 名 古屋 = 京都 = 各自 負担 

東京 (18:30 て 19:30 着 ) 新 大 阪 (21:15 て 22:15 着 ) 


ぐ ③ ゆ 田中 一 村 記 念 美術 館 や 金 作 原 原生 林 、 ュー TTY 
マン グロ ー プ の 森 で カヌ 体験 な ど 叔 力 満載 し し 時 居 


っ 合作 
田中 一 桂 の 世界 亜熱帯 の 大 自然 を 体感 |53 Fe 当 | し TEZ 


満喫 ! 世 界 自然 遺産 の 島 ・ 奄 美島 。。 "eeeeemee 


黒潮 の 森 マ ング ロー ブ パ ー ク カヌー 体験 


出発 日 3 月 20 日 ( 水 ) 
旅行 代金 (大 人 お びと り 様 ) 


東京 発 。 162,000 円 164,000 円 165,000 円 
大 孤 発 147,000 円 149,000 円 150,000 円 


※ 現 地 発着 の 旅行 代金 は 、 東 京 発 の 旅行 代金 より 36.000 円 
引き と な り ま す 。 ※ 東 京 ・ 大 阪 と の 共同 募集 コー ス で す 。 
添乗 員 は 初日 奄美 空港 か ら 最終 日 奄美 空港 まで 同行 し ます 。 


※ 利 用 バス 会 社 : し ま バス ※ 部 屋 タ イプ : 洋室 ※ 現 地 ホテ ル 
合流 に つい て は P51 を ご 参照 下さ い 。 ※ 写 真 は 全て イメ ー 展望 露天 風呂 
ジ で す 。 

行程 @ 入 場 〇 下車 つ バ ス ラ 航 空 機 … 徒 歩 三 列車 一 船 ++ そ の 他 


羽田 空港 (11:00 て 12:30 発 ) 成 奄美 空港 伊丹 空港 (9:00 て 10:30 発 ) 成 奄美 空港 
例 奄美 バー ク (奄美 を 描い た 孤高 の 


金 作 原 原生 林 ekpvB 


画家 「 田 中 一 村 記 念 美術 館 」 の 名 画 鑑賞) に 
> u 造 過程 な ど 田中 一 村 記 念 美術 館 @kpvg の 0 
つっ 久 奄 美 大 島 細 村 (大 島 細 の 世界 を の ぞ く 、 大 島 細 の 製造 過程 な ど を 現地 スタ ッ 天 化石 と いわ れる 巨大 な ヒレ カゲ へ ゴ や 
フ が 案内 。 T シ ャ ツ 泥 染め 染色 体験 も ) っ 夕刻: 奄美 山羊 島 ホ テル 泊 ( 全 室 オ ー シ 奄美 の 自然 ・ 歴 史 ・ 文 化 を 紹介 する 天然 記念 物 の ルリ カケ ス な ど 、 稀 少 
ャ ン ビ ュー の リゾ ー ト ホテ ル 、 大 浴場 ・ 霞 天風 呂 で 寛ぐ 、 奄美 和風 会 席 夕食 ) 「 奄 美 の 郷 」 と 奄美 を 描い た 孤高 の 画 な 生物 も 生息 する 森 を ネイ チャ ー ガ 


家 「 田 村 一 村 記念 美術 館 」 の 名 画 鑑 イド と 探訪 。 比 較 的 平坦 道 で 軽 ハ イ 


午前 : 宿 一 〇 金 作 原 原生 林 (ネイ チャ ー ガ イド の 案内 で 巨大 な シダ が 生 い 茂 り 、 


太古 の 森 を 思わ せる 原生 散策 ) つ 〇 大 浜 海浜 公園 ( 至 い 海 と 白い 砂浜 ) 人 黒 ん キン グ 気 分 で 楽し め ま す 。 

の 森 マ ング ロー ブ バ ー ク (初心 者 で も 安心 、 カ ヌー で マン グロ ー ブ 探 勝 と 園内 散策 ) 」 
っ タ 刻 : 同 ホテ ル 泊 (奄美 洋風 会 席 夕食 ) 透き通っ た コバ ルト ブル ー の 海 と 亜熱帯 の 原生 林 が 
午前 : 宿 一 田中 一 村 終 六 の 地 つ お 買い 物 一 織り な す 奄 美 大 島 。 評 判 の 田中 一 村 ゆ か り の 地 を 訪 
@ 奄 美 パ ー ク (奄美 を 描い た 孤高 の 画家 ⑦② あ や まる 岬 (奄美 十 景 、 絶景 の 海 岩美) ね て 、 終 千 の 地 や 記念 美術 館 へ 。 人 金 作 原 原 生 林 、 マ 
「 田 中 一 村 記 念 美術 館 」 の 名 画 鑑賞 ) つつ 奄美 空港 伊丹 空港 (13:00 こ 14:30 着 ) 、 8 Ni 

〇 あや まる 岬 (奄美 十 景 、 絶 景 の 海 岩美) ング ロー ブ の 森 で カヌ ー 体 験 な ど 、 特 有 の 文化 と 歴 
つ 奄美 空港 羽田 空港 (16:00-18:00 着 ) 史 、 大 自然 を 体感 し ます 。 


430》 本 物 の な ま は げに 触れ る まつ り と 北国 の 冬 を 楽し く 演出 する まつ り を 堪能 


みち の く 五 大 雪 ま つり な ま は げ 柴 灯 |54 


まつ り と 弘前 城 雪 燈 籠 ま つり 


2 月 10 日 ( 土 ) 


出発 日 
旅行 代金 (大 人 お ひと り 様 ) 


1 人 1 室 
| 東京 発 。 137,000 円 139,000 円 142,000 円 
大 孤 発 167,000 円 169,000 円 172,000 円 


※ 東 京 ・ 大 阪 と の 共同 募集 コー ス で す 。 添 乗員 は 初日 新 大 阪 駅 か ら 最終 日 新 大 阪 駅 まで 同行 し ます 。 


※ 利 用 バス 会 社 : 弘 南 バ ス ま た は 秋 北 バス ※ 部 屋 タ イプ : 洋 室 ※ 名 古屋 発着 、 現 地 合 流 に つい て は 
P51 を ご 参照 下さ い 。 ※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 ※ ま つり の 内 容 は 変更 また は 取り 止め の 場合 が あ 
り ま す 。 ※3 日 目 の 行 程 順序 が 変更 と な る 場合 が あり ます 。 

行程 @ 入 場 〇 下車 バス う 衣 空 機 … 徒 歩 三 列 車 一 般 ++ そ の 他 


三 大 宮 三 秋田 新 大 阪 (7:00-7:40 発 ) 京都 = 

名 古屋 東京 = 秋田 
っ ホテル (チェ ッ ク イ ン 、 早 め の 和 洋 折 表 夕 食 ) 一 劉 真 山神 社 ・ な ま は げ 柴 灯 
まつ り (みち の く 五 大 雪 ま つり の ひと つ 、 真 山神 社 境内 に 尊 き 上 げ ら れ た 柴 
灯火 の る と で 繰り 広げ られ る 勇壮 で 迫力 ある ナマ ハゲ の 乱舞 ) 一 夜 : 大 商 温泉 
・ ホ テル サン ルー ラル 大 濁 泊 (茶褐色 の 大 潟 モー ル 温 泉 ) 


東京 (10:00 て 10:30 発 ) 


午前 : 宿 つ 〇 秋田 大 の 里 一 比内 地 鶏 親子 丼 ・ 焼 鳥 昼食 一 信康 楽 館 ( 国 重要 文 
化 財 の 芝居 小屋 内 部 見 学 も ) … 倫 小 坂 鉱山 事務 所 ( 国 重要 文化 財 の 建築 美 ) つ ホ テ 


ル (チェ ッ ク イ ン ) … 弘前 城 雪 燈籠 まつ り (大 雪 像 、 津 軽 錦絵 大 回 廊 、 弘 前 

雪 明 り 、 冬 に 咲く さく ら ラ イト アッ プ な と 冬 ま つり な ら で は の 演出 を 楽し み 

ます ) ーー 夜 : ア ー ト ホテ ル 弘 前 シテ ィ 泊 ( 全 室 シモ ンズ ベッ トド 完備 、 ブ ッ フ ェ 

スタ イル で いた だ く 夕 食 や 地産 食材 を 使っ た こだわ り 朝 食 も 人 気 ) 

午前 : 宿 つ 〇 鶴 の 舞 橋 (岩木 山 を 背景 に 架かる 全長 300m の 優雅 な 橋 ) 一 津軽 中 里 

三 津軽 鉄道 スト ー プ 列車 [客車 に ダルマ スト ー ブ を つけ て 暖房 と し 、 車窓 か 

ら 寺 景色 を 眺め る ノスタルジック な 列車 ] 三 五 所 川原 一 念 立 伝 武 多 の 館 ( 夏 

祭り に 巡行 する 立 公 武 多 を 館内 で 見 学 ) 一 

新 青森 三 大 宮 三 東京 (17:30 て 18:30 着 ) 新 青 森 東 京 = 名 古屋 = 京都 = 
新 大 阪 (20:30 て 21:20 着 ) 


54 東京 ・ 大 阪 発 


| 食事 | 
(東京 ) 朝 2、 昼 3、 夕 2 
ーー ト 表 禄 の 積み み 上 げ (大 阪 ) 朝 2、 昼 3、 タ 3 


行人 上 11 名 > 奏 泊 地 : 秋田 県 、 青 森 県 


) 5 バス 目 バ ス 
0 


半 呈 
半 呈 AEBKfEo| BKFE0 


4 ら 予 約 く だ 


加 


(① な ま は げ 柴 灯 ま つり 


神事 " 柴 灯 祭 "と 民俗 行事 "な ま は げ " を 組み 合わ せ た 幻 想 的 か つ 勇 壮 な を まつ 
り 。 鎮 金 祭 ・ 湯 の 舞 か ら 始ま り 、 な ま は け げ 入 魂 、 行 事 再現 、 太 鼓 や 踊り 、 下 
山 ・ 献 魚 に 至る まで 、 な ま は げ の 魅力 を 存 分 に 感じ て いた だ け ま す 。 


② 玖 前 城 雪 燈 籠 ま つり ③ 弘 前 城 雪 燈 籠 ま つり 津軽 錦絵 大 
廊 ④ 津 軽 鉄道 スト ー ブ 列車 


ロ 


人 
る こと の 出来 る 冬 の 祭り 「 な ま は げ 柴 灯 ま つり 」 と 
200 基 に 及ぶ 大 小 様々 な 燈籠 や 雪 像 が 配置 され 、 灯 


り が と も され た ミニ か まく ら 6 群 や 雪 像 は 明 に 浮か 
弘前 城 と あい まっ て 幽玄 の 世界 へ 誘う 「 弘 前 城 雪 


燈籠 まつ り 」 を 見 学 し ます 。 


旨 バス 座席 2 シー ト 利用 、 名 湯 に 
城下 町 鶴岡 の グル メ 旅 


湯野 浜 : 量 泉 連 泊 で めぐ る 
庄内 冬 グル メ と 酒田 雛 街道 。 


3 月 3 日 (日 )、6 日 ( 水 ) 


旅行 代金 (大 人 お びと り 欄 ) 


貞 東 京 発 証 145,000 円 145,000 円 155,000 円 154,000 円 173,000 円 158,000 円 182,000 円 
、 大阪 発 175.000 円 175,000 円 185,000 円 184,000 円 203,000 円 188,000 円 212.000 円 
※ 東 京 ・ 大 阪 と の 共同 募集 コー ス で す 。 添乗 員 は 初日 新 大 阪 駅 か ら 最終 日 新 大 阪 駅 まで 同行 し ます 。 
※ 利 用 バス 会 社 : 山 交 バス ※ 部 屋 タイ プ : 和室 また は 洋室 【 基 本 】 和 室 婁 敷 ツ イン 【A タ イプ 】 温泉 
付 ツ イン 【B タイ プ 】 デ ザイ ナー ズル ー ム 温泉 付 ツ イン ※3 人 1 室 は 和室 また は 和洋 室 利用 に な り ま す 
※B タ イプ 1 人 利用 に つい て は 最終 段階 の 空き 状況 で の ご 案内 と な り 一 旦 リク エス ト と な り ま す 。 ※ 名 
、 現 地 合 流 に つい て は P51 を ご 参照 下さ い 。 ※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 
@ 入 場 〇 下車 バス 航 空 機 … 徒 歩 三 列 車 一 船 ++ そ の 他 
東京 (10:30 て 11:30 発 ) 大 宮 三 山形 新 大 阪 (7:30~ て 8:30 発 ) 京都 ニ 
名 古屋 三 東 京 = 山 形 
> 倫 致 道 博 物 館 一 鶴岡 カト リッ ク 教 会 天主 堂 一 大 正 初期 創業 の 料亭 で 庄内 
の 冬 の 風物 詩 「 寒 ダラ の と どん が ら 汁 」 ほ か 庄内 の 味 を お 楽し み 下 さい つ 夜 : 
湯野 浜 温泉 ・ 亀 や 泊 (老舗 温泉 宿 。 日 本 海 を 望む 大 浴場 や 野趣 あふ れる 露天 
風呂 も 人 気 ) 
午前 : 宿 一 代 加 茂 水族 館 (世界 一 の 展示 数 を 誇る クラ ゲ ほ か ) 倫 出 羽 ノ 
(酒造 所 の 歴史 に ふれ る ) 一 酒田 フレ ンチ (伝統 の 一 品 を コー ス 仕立 て で シェ フ 
お すす め プ レミ アム フル コー ス を ) 一 久山 王 く らぶ (か つて の 老舗 料亭 で 展 
示さ れる 豪華 絢 燃 な 吊る し 飾り 「 傘 福 」) 一 念 舞 怒 茶 屋 雛 蔵書 廊 相馬 横 ( 引 
の 登録 有形 文化 財 、 酒 田 舞 怒 の 演舞 鑑賞 ) つ 〇 山 居 倉 庫 ( 昔 を 頒 ぶ 倉庫 群 の 景観 ) 
っ ュ タ 刻 : 同 宿泊 (夕食 は 山形 和牛 や ベニ ズワイ ガニ を 使用 し た 和食 懐石 ) 


詳 > 本 問 美術 館 (充実 の コレ クシ ョ ン と 鳥海 山 を 借景 と する 池 泉 回 作 式 庭 


連 泊 し 港町 酒田 と 


出発 日 


雪 酒 造 


「 鶴 舞 園 」、 美 術 館 の 雛 祭 ) 一 欠 本 間 家 | 旧 本 邸 (庄内 藩主 に 献上 し た 豪邸 、 江 戸 
詩 代 か ら 伝わる 古今 雛 や 享 保 雛 ) 山菜 王国 ・ 山 形 に 息づく 食 文化 、 丁 寧 に 仕 
上 げ ら れ た 伝統 の 山菜 料理 、 春 季 限 定 料 理 「 ひ な 膳 料 理 、 コ ー ス 昼食 一 

山形 三 東 京 = 名 古屋 = 
新 大 阪 (20:50 て 21:50 着 ) 


山形 大 宮 三 東京 (18:00 て 19:00 着 ) 京都 = 


温泉 大 浴場 


55 匠 
eeckfo 


地 オ プシ ョ ン 」 画 面 か 


AEcKfo| 東京 ・ 大 阪 発 


交 く だ っ っ 昼 3、 夕 2 
(大 阪 ) 朝 2、 昼 3、 夕 3 


ス コー ト 素 材 の 横 み 上 げ め 須 


BS 12 名 『 宿 泊地 : 山形 県 


バス バス | ひ 
8 議 り 


ひな 膳 料理 


酒田 フレ ンチ 


1813 年 創業 の 老舗 温泉 宿 ・ 湯 野 浜 温泉 「 亀 や 」 に 連 
泊 し 、 風 情 あ る 鈴 岡 ・ 酒 田 で 時 期限 定 ・ 冬 の 庄内 グ 
ル メ を 楽し み ま す 。 あ わせ て 町 全体 が 雛 祭 り と 化す 
宮 商 の 栄華 を 残す 山形 県 酒田 市 で は 優 鈴 に 雛 めぐ り 
を 楽し み 、 歴 史 と 豊か な 文化 が 息づく 庄内 地方 の 魅 
力 に ふれ ます 。 
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liE 


ー+ 由 V み テ コ | 


季 
節 
を 
愛 
| 
る 
旅 


| 落 ご で O 麻 対 | で 由 斗 前 ・ 居 前 


到 瑞 ・ 北 中 


其 交 S 針 還 


| 等 mG 族 竹 | で 出 斗 前 ・ 蛋 交 茎 い 只 輝 羽 叶 憶 ー+ 由 ツル テコ | il 


到 瑞 ・ 北 中 


其 交 S 対 還 
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EE 東京 ・ 大 阪 発 
隊 AENKFAO| 


56 民 本 3 福地 石川 県 、 富 山県 
ご Ma ここ 


⑯3》 冬 に 出会え る 旬 の 味覚 を 楽し む 上 質 の ひと と き 5 
冬 の グル メ 紀 行 古都 金沢 か ら 上 請 芝 
富山 湾 の 旬 の 味覚 を 楽し む 


出発 日 2 月 14 日 ( 水 ) 、20 日 ( 火 ) 
旅行 代金 (大 人 お ひと り 様 ) 

且 天 世 170,000 円 。 172.000 円 。 189.000 円 

共 発 160,000 円 。 162,000 円 179.000 円 


※ 東 京 ・ 大 阪 と の 共同 募集 コー ス で す 。 添乗 員 は 初日 大 阪 駅 また は 金沢 駅 か ら 最終 日 富山 駅 また は 大 阪 伝統 の 加賀 料理 会 席 極上 の 天然 ブリ を 使っ た 夕食 
駅 まで 同行 し ます 。 ※ 利 用 バス 会 社 : 富山 地方 鉄道 また は 加 越 能 バ ス ※ 部 屋 タイ プ 1 泊 目 : 洋室 
2 泊 目 : 和室 また は 和洋 室 ※ 現 地 合 流 に つい て は P51 を ご 参照 下 さい 。 ※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 


東 ー 
導 
睦 4 
譜 』 
回 
時 
千 


行程 @ 入 場 〇 下車 バス 航空 機 … 徒 歩 列車 一般 ++ そ の 他 
東京 (8:00 て 9:00 発 ) = 大 宮 = 金沢 大 阪 (7:40~ て 8:20 発 ) = 新 大 阪 = 
京都 = 金沢 


つっ 「 百 万 石 の 鮨 」 昼 食 一 人 特別 名 勝 ・ 兼 六 園 ("日 本 三 名 園 」 の 一 つ 、 冬 の 雪 


吊り な ど 四 季 折 々 の 美 し さ を 見 せる 林 泉 廻 施 式 庭園 を 案内 ガイ ド と 散策 ) 供 金 沢 マ Ss > 
21 世 紀美 術 館 つ ホ テル (チェ ッ ク イ ン ) つ 料 亭 ・ 金 城 棲 (老舗 料亭 で いた だ く ベニ ズワイ ガニ を 使っ た 昼食 "キュイジーヌ フラ ン セ ー ズ 
伝統 の 加賀 料理 会 席 夕 食 ) っ タク シー 夜 : 金沢 東急 ホテ ル 泊 の 
人. 生 高 還 補 (に し て 内 な Na 
ニ ズ ワ イガ ニ を 使っ た 昼食 ※ 不 漁 の 場合 は 変更 と な る 場合 が あり ます つ 介 勝 2 6 Se 
興 寺 (平成 の 大 修理 を 終え た 「 本 堂 」 と 「 大 広間 及び 式 台 」 の 2 棟 が 国宝 に 昇格 指定 冬 の グル メ 旅 は いか が で すか 。 創 業 百 三 十 余年 、 金 
され た 超 中 の 名 利 ) 〇 二 時 涯 ( 山 肖 し の 立山 連 中) - ダ 刻 : 水 見 温泉 ・ aa 3 た 
魚 近 り の 宿 氷 孝 問 泊 ( 才 料 理 旅館 。 全て の お 部 屋 か ら 眺 め られ る 富山 消 。 ご 昌利 聞 城 」 で いた だ て 倒 統 の 加 和 笠間 
の 絶景 、 海 に 臨む 露天 風呂 、 科 に 脂 が の り 身 が 引き 締まる 極上 の 天然 ブリ を に 、 閣 に な る 上 品 な 甘み が 和 力 の 紅 ズ ワイ ガニ 、 日 
> の (お 買い 物 ) つ 〇 世界 遺産 五箇 山 相 含 合掌 千 集落 和 
前 : 宿 一 駅 氷見 (お 買い > 遺産 ・ 五 箇 合掌 造 ぷ =ー が 束 > 注 く 
(雪化粧 を ま と っ た し き 還 有 を 5 ガイ ド と 散策 ) つ キ ュ イ ジー ヌ フラ い 寒 プリ を 使っ た 料理 な ど 旬 の 味わい を お 楽し み 下 
ン セ ー ズ ラ ・ シ ャ ンス (地元 産 の 食材 を 妥 使 し た 本 格 的 な フレ ンチ コー ス を 、。 条 に 美しい 合 挙 造 和 
ご 堪能 下さ い ) 者 半 種 商 で 希望 者 は 昔ながら の 丸 全 作 り を 体験 つ 19 の 
富山 一 大 宮 三 東京 17:30 ご 18:30 着 ) 富山 = 金沢 = 京都 王 新 大 阪 = 岸 か ら の 立山 連峰 の 景色 な ど 県 内 各地 の 名 所 も 巡る 
大 阪 (18:30 一 19:30 着 ) 至福 の 3 日 間 で す 。 
⑱3》 加賀 の 恵み と 美 し 酒 金沢 芸 寺 の お 座敷 芸 了 東京 ・ 大 阪 発 
ENkfeo| 6AENKF80 


美 の 殿堂 ・ 加 賀 百 万 石 の 伝統 文化 57 に mksa 


= ふ 々 る ク の AN 2 最少 催行 人 員 : 9 名 と 宿 泊地 石川 県 
華やぐ 金沢 か ら 九 谷 焼 の ふる 里 へ 2 細 
本 ゆ 陣 較 耐 ⑧ 


出発 日 2 月 11 日 (日 ) 
旅行 代金 (大 人 お ひとり 様 ) 


且 束 第 128.000 円 。 129,.000 円 。 137,000 円 


| 二村 117,000 円 118,000 円 。 126.000 円 
※ 東 京 ・ 大 阪 と の 共同 募集 コー ス で す 。 添 乗員 は 初日 金沢 駅 か ら 最終 日 米原 駅 まで 同行 し ます 。 
※ 利 用 バス 会 社 : な る わ 交 通 、 北 鉄 グ ルー プ バ ス 、 丸 一 観光 、 京 福 バ ス の いずれ か 

※ 部 屋 タ イプ : 洋室 ※ 名 古屋 発着 、 現 地 合 流 に つい て は P51 を ご 参照 下さ い 。 

※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 


行程 @ 入 場 〇 下車 バス 航空 機 … 徒 歩 三 列 車 一 般 ++ そ の 他 
東京 (8:30 て 9:30 発 ) = 大宮 三 金沢 大 阪 (8:30 て 9:45 発 ) = 新 大 阪 
京都 = 金沢 


っ 久 兼 六 園 (日 本 三 名 園 の 雪 吊 り 風景 … 信成 異 閣 (13 代 藩主 前 田 斉 泰 が 母 ・ 真 龍 
院 の た め に 建て た 隠居 所 で 国 重 要 文 化 財 の 雅 な 書院 造り 、「 前 田家 伝来 雛人形 雛 道 
具 特 別 展 」) … 久石 川 県 立 美術 館 (野々 村 仁 清 ・ 国 宝 「 色 絵 雑 香炉 」 や 古 九谷 、 


前 田家 の 宝物 な ど 名 品 、 企 画展 「 よ み が え っ た 文化 財 』) っ 夕刻: 金沢 ニュ ー グ ラ 金沢 芸 寺 の 舞い 鑑賞 山 人 富 居 跡 いろ は 草庵 

ンド ホテ ル 泊 (デラ ックス ツイ ン ま た は ダブ ルル ー ム (1 人 1 室 ) の 寛ぎ 。 ご 夕食 は 

金沢 の 中 村 酒造 ・ 能 登 杜氏 の 渡辺 愛 彦氏 が 語る 新酒 の 出来 栄え な ど 酒造 り の お 話 や 藩政 時 代 に 加 貨 藩 前 田家 は 京都 や 江戸 か ら 6 名工 や 一 
し な が ら 、 加 人 賀 野菜 と 山海 の 旬 の 幸 を お 楽し み 下 さ 級 の 文化 人 を 招く な ど 美 術 や 文化 、 芸 能 を 奨励 。 金 
午前 : 宿 > 山代 温泉 ・ 信 角山 人 高 居 跡 いろ は 草庵 (美食 家人 山 人 が 九谷 焼 を 学 沢 に は 京 の 苺 さき を 取り 和信 れ な が ら 江 戸 の 武家 と る 趣 
ぶた め 滞 在 し た 富 居 跡 ) 一 但 九 谷 焼 窯 跡 展示 館 (江戸 時 代 に 造ら れ た 九谷 窯 跡 や 、 を 異 に し た 独特 の 華やか な 武家 文化 が 花 開 き まし 
現存 最 古 の 九谷 窯 ) つ か が 幡 亭 (九谷 焼 の 器 で 加賀 の 新鮮 な 食材 を いた だ く ミ 、 ミ 

ニ 会 席 ) 人 石川 県 九谷 焼 美術 館 (日 本 唯一 の 九谷 焼 の 専門 美術 館 ) > た 。 茶 屋 種 芸 既 の 舞い 鑑賞 や 老舗 酒造 の 杜氏 の 語 
金沢 三 大 宮 ニ 上 野 = 金沢 三 京都 新 大 阪 ニ と と も に 加賀 の 味わい を 楽し む 夕 べ と 、 世 界 の 人 々 
東京 (18:20 て 19:30 着 ) 大 阪 (18:20 て 19:40 着 ) を 魅了 する 「 ジ ャ パン クタ ニ 」 の ふる 里 ・ 加 賀 へ 


昨年 オー ブン THE HOTEL HIGASHIYAMA に 宿泊 


京都 紅葉 の 寿 園 めぐ り 


明 殊 院 ・ 詩 仙 堂 か ら 無 部 敬 ・ 大 徳 寺 


催行 


11 月 28 日 ( 火 ) 


出発 日 


旅行 代金 (大 人 お ひと り 様 ) 
1 人 1 室 


上 発 | 97,800 円 99,800 円 106,800 円 
現地 発着 73.800 円 75,800 円 82,800 円 
※ 添 乗員 は 初日 東京 駅 か ら 最終 日 東京 駅 まで 同行 し 
ます 。 ※ 利 用 バス 会 社 : ヤサカ 観光 パス 、 奈 良 交 
通 、 東 豊 観光 の いずれ か ※ 部 屋 タ イプ : 洋室 / バ 


ス ま た は シャ ワー ブー ス ・ ト イレ 付 ※ 名 古屋 発着 


に つい て は P51 を ご 参照 下さ い 。 ※ 写 真 は 全て イメ 
つの で ず 。 

方 丈 北 庭 
行程 @ 入 場 〇 下車 バス 和 航空機 … 徒 歩 三 列 車 一 船 ++ そ の 他 


東京 (9:30 て 10:30 発 ) 三品 川 = 京都 (12:00 て 13:00 発 ) 
新横浜 名 古屋 = 京都 
つっ 宝 ヶ 池 ++ 小 型 車 ++ 念 朋 殊 院 (天台 五 門跡 の 一 つ 、 枯 山水 庭園 と 樹齢 400 年 の 五 
葉 松 ) ++ 小 型 車 ++ 借 詩 仙 堂 丈山 寺 (徳川 家臣 の 石川 丈山 造営 の 山荘 、 紅 葉 に 彩 ら 


れる 庭園 ) … 白川 通 りー タ 刻 :THE HOTEL HIGASHIYAMA by Kyoto Tokyu Hotel 泊 ( 早 
め の 到 着 で 紅葉 の 南 禅 寺 界 隈 を 自由 散策 、 館 内 レス トラ ン 「 ナ ナノ イチ 」 に て 京 フ 
レン チタ 食 ) 


午前 : 宿 一 食 無 部 令 ( 元 総理 大 臣 ・ 山 懸 有 朋 の 別荘 庭園 、 琵 琶 湖 下 水 の 流れ を 引き 
込ん だ 里山 の 風情 ) 一 欠 大 徳 寺 黄 梅 院 ( 千 利 休 作 庭 「 直 中 庭 」、 雲 谷 等 顔 の 障壁 画 
な ど 秋 の 特別 公開 ) … 食 興 臨 院 (前 田家 ゆか り の 寺 、 方 丈 庭園 な ど 秋 の 特別 公開 ) 
つ 信 天龍 寺 ( 館 月 に て 精進 料理 昼食 、 夢 窓 貴 石 ゆ か り の 曹 源 池 庭園 ) … 紅葉 の 嵐 
山 自由 散策 一 

京都 = 名 古屋 三品 川 三 新 横浜 = 
東京 (18:50 て 20:00 着 ) 


京都 (16:00 て 17:00 着 ) 


6AESKF50 


無 郊 甘 '@ 植 靖 加 藤 造 園 


較 


方 丈 庭 


民 臨 院 


(東京 ) 朝 1、 昼 2、 夕 1 
(現地 発着 ) 朝 1、 昼 1、 タ 1 


THE HOTEL HIGASHIYAMA 
by Kyoto Tokyu Hotel 


秋色 に 染まる 古都 の 庭園 を めぐ で ぐり ます 。 浴 北 の 曖 殊 
院 と 詩 仙 堂 丈山 寺 は 大 型 バ ば ス が 入れ ませ ん の で 小 
型 車 に 分 乗 し て 訪ね ます 。 宿泊 は 昨年 東山 エリ ア に 
ォ オー プン し た 「THE HOTEL HIGASHIYAMA by 
Kyoto 1okyu Hotel」。 和 の 美しき と 現代 的 な 機能 性 の 
両立 を 追求 し た ホテ ル で 京 フ レン チ を ご 賞味 下さ い 。 


錦 の 里 ・ 正 暦 寺 や 紅葉 の 名 所 ・ 談 山神 社 で 勅使 の 間 よ り 正 式 参 拝 


僧 信 の 案内 で 参拝 
秋 深まる 奈良 大 和 四 寺 巡 礼 


人 
11 月 29 日 ( 水 ) 


出発 日 
| 出発 地 | 還 還 左 5 油 証 室 | 2 人 1 室 。 | 室 erDGF a 
且 束 第 146,000 円 。 148.000 円 158.000 円 
現 W 発 着 121.000 円 。 123,000 円 。 133.000 円 


バス 会 社 : 奈良 交通 ※ 部 屋 タ イプ : 洋 
※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 


※ 添 乗員 は 初日 東京 か ら 最終 日 東京 まで 同行 し ます 。 ※ 利 
室 また は 和室 ※ 名 古屋 発着 に つい て は P51 を ご 参照 下さ い 。 


ーー バス 航空機 … 徒 歩 三 列 車 


近鉄 奈良 (12:00 て 13:10 発 ) 


入場 〇 下車 て 船 ++ その他 
東京 (8:40~-9:50 発 ) = 品川 ニ 
新横浜 名 古屋 = 京都 = 
近鉄 特急 近鉄 奈良 

っ 騙 錦 の 里 ・ 正 暦 寺 (秘仏 薬師 如来 倍 像 と 紅葉 散策 ) つ 〇 三 輸 明 神 ・ 大 神 神社 
(日 本 最 古 と いわ れる 神社 の ひと つ ) 夕刻: 橿原 ・THE KASHIHARA 泊 (季節 の 会 席 
料理 夕 食 、 温 泉 大 浴 場 の 寛ぎ ) 


に 午前 : 宿 一 食 安 倍 文 殊 院 ( 僧 但 の 案内 で 国宝 文殊 若 薩 拝観 ) > 多 武 峰 ・ 倫 談 山神 


社 (大 和 随 一 の 紅葉 と 重厚 な 木造 十 三重 の 塔 、 神 職 等 の ご 案内 で 特別 に 勅使 の 間 に 
て 正式 参拝 ) 一 倫 岡 寺 (西国 七 番 札 所 を 僧 但 の 案内 で 拝観 、 内 々 陣 か ら 御 本 尊 参 拝 ) 
つ 石 舞台 一 代 飛 鳥 寺 ー 夕刻 : 同 ホテ ル 泊 (洋食 コー ス 料理 夕食 ) 
午前 : 宿 一 駐 長 谷 寺 (西国 八 番 札 所 を 僧 但 の 案内 で 拝観 、 紅 葉 の 五重塔 と 本 尊 十 一 
面 観音 特別 拝観 ) 一代 室 生 寺 ( 鎧 坂 の 紅葉 、 僧 但 の 案内 で 特別 拝観 ) … 橋本 屋 ( 山 
菜 料 理 昼食 ) 一 

名 張 三 近鉄 特急 = 名 古屋 新横浜 
三品 川 三 東京 (18:40 て 19:40 着 ) 


園 


名 張 (14:50 て 15:50 着 ) 


6AESKF60 
現地 発着 | 6CESKF60 


東京 発 ・ 
現地 発着 


(東京 ) 朝 2、 昼 3、 夕 2 
(現地 発着 ) 朝 2、 昼 2、 タ 2 


ぁ 最 少 催 行人 貞 : 12 名 『 宿 泊地 : 奈良 県 


写真 提供 : 一 般 財 団 法人 


奈良 県 ビジ ター ズ ビ ュー ロー 


随 一 の 紅葉 談 山 神社 


岩 風呂 か し は ら の 湯 


ヶ 評 


写真 提供 : 一 般 財 
奈良 県 


ー ス 料理 の 一 例 


3 バス 
人 


シ 
団 法 


ビジ ター ズ ビ ュー ロー 


連 泊 す る 「THE 
KASHIHARA」 で 
よ 、 和 食 と 洋食 
を 日 替わり で ご 
意 。 温泉 大 浴 
場 で 旅 の お 疲れ 
も 癒さ れ ま す 。 


長谷 寺 、 室 生 寺 、 岡 寺 、 安 倍 文 珠 院 の 四 ヵ 寺 は い ず 
れ も 1200 年 以上 の 歴史 を 誇る 大 和 の 名 利 。 そ の 御 本 
尊 や 中 尊 は すべ て 国宝 また は 重要 文化 財 に 指定 され 


て いま す 。 


ーー 
ら ご 条 


奈良 大 和 四 寺 巡 礼 で は 、 各 寺院 で 僧 信 か 
・ 説明 を 受け 、 じ っ くり 参拝 し ます 。 


33 


minE 


ー+ 四 テコ | 


季 
節 
を 
愛 
Mg 
る 
旅 


| 落 ご で O 放 対 | で 山 斗 前 ・ 判 列 


器 瑞 ・ 北 中 


芝 交 S 針 還 


| 著 ご で 呆 計 | で コ 店 前 ・ 居 前 著 い 員 燃 放 器 憶 ー+V み テコ | lnE 


束 瑞 ・ 浪 中 


其 交 S 対 還 


3 掲載 No| 人 凍 叶 |eAEskpzo 
う ま し 奈 ミ 良 めぐ り 限定 下 画 まし ・ BB の 人 で 


ー ト 素材 の 積み 上 げ 必 (現地 発着 ) 朝 1、 昼 1、 タ 1 


| 60 0 名 と 夫 泊 地上 
特別 観覧 席 で 観る 若草 山 焼き 


催行 
決 写真 提供 (3 枚 と も ) : 一 般 財団 法人 奈良 県 ビジ ター ズ ビ ュー ロ 


出発 日 1 月 27 日 ( 土 ) 2 
旅行 代金 (大 人 お ひと り 様 ) 
| 末吉 償 。 97,000 円 98,000 円 101,000 円 


現地 発着 72.000 円 73,000 円 76,000 円 
※ 添 乗員 は 初日 東京 駅 か ら 最終 日 東京 駅 まで 同行 し ます 。 を 
※ 利 用 バス 会 社 : 奈良 交通 また は 奈良 観光 バス 財 招 提 寺 湿 笛 会 


※ 部 屋 タ イプ : 洋室 ※ 名 古屋 発着 に つい て は P51 を ご 参照 下さ い 。 ※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 

※ 満 席 の 場合 は キャ ン セ ル 待 ち で の 受付 に な り ま す 。 

※ 若 草山 焼き は 天候 等 に に より は っ きり ご 覧 いた だ け な い 場合 も あり ます 。 ま た 、 極 端 な 荒天 時 に は 行事 
内 容 が 変更 に な る 場合 も ご ざい ます 。 


行程 @ 入 場 〇 下車 バス 航 空 機 … 徒 歩 三 列 車 一 船 + そ の 他 
東京 (9:40 て 10:40 発 ) 品川 新横浜 大 和 西 大 寺 (13:20 て 13:50 発 ) 


三 名 古屋 三 京都 近鉄 特急 = 若草 山 焼き 
大 和 西 大 寺 3 間 (多重 起 光 撮影 な の で 実際 の 見 え 方 
つ 信 唐 招提 寺 ( 僧 但 の 案内 で 通常 非 公開 の 重要 文化 財 ・ 礼 堂 な ど 特 別 拝観 ) 奈 石上 神 志 国宝 の 拝 典 と は 異な り ま す ) 
良 ・ 梁 山 泊 (季節 の 会 席料 理 の 早 夕食 ) … 奈良 公園 ( 借 イ ス 席 の 特別 観覧 席 よ り 
夜空 を 染め 上 げ る 「 若 草山 焼き 」 を 見 物 ) つ 夜 : ホ テル 日 航 奈良 泊 若草 山 焼き は 古都 奈良 の 早春 を 告げ る 伝統 行事 。 山 
朝 : 午 前 つ 久石 上 神宮 ( 物 部 氏 の 総 氏神 、 通 常 昇殿 で き な い 拝 典 に て 楼門 や 国宝 全体 が 燃やさ きれ 、 夜 空 を 焦がす 壮観 さ は 圧巻 で す 。 
・ 出 雲 建 雄 神社 拝 典 な ど と 神職 の ご 案内 、 大 神様 の 鎮座 地 で 一 般 に は 踏み 入れ の 現 に 8 
る こと の で き な い 禁足 地 を 特別 に 問 近 か ら 拝観 ) 玉堂 麻 寺 ( 億 但 の 案内 で 世 特別 ゲー ト よ り 優先 人 場 を し て いた だ き 、4 年 ぶり 
宝 ・ 曖 茶 弘 堂 に て 曖 陀 羅 拝 観 、 精 進 料 理 昼食 と 中 之 坊 の 絵 天井 の 間 に て 絵解き に 設営 され た 特別 観覧 席 か ら ご 鑑賞 下さ い 。 唐 招提 
説法 ) 一 時 
の の ひと つと いわ れる 5 
大 和 八 木 = 近鉄 特急 = 京都 = 大 和 八 木 (15:00 て 16:00 着 ) 5 0 は 了 0 
名 古屋 品川 = 新横浜 ニ 演 礎 寺 で は 僧 介 や 神職 の 案内 で 特別 拝観 を お 楽し み 
東京 (8:30 一 20:00 着 ) 下さ きい 。 
0 リー * 4 ー に 1 コ 掲載 No| 東京 発 ・ 東京 発 ・ 
松葉 ガニ の 中 で も 希少 な カニ を 堪能 還 | 問 還 還 6AESKF80 
屋 | 食事 | 
日 本 海 ・ * 伊 根 の 舟 や 天橋 立 へ 人身 還 か らき 還 (東京 ) 朝 1、 昼 2、 タ 1 


スコ ー ト 素材 の 積み 上 げ 必 須 (現地 発着 ) 朝 1、 昼 1、 タ 1 


冬 の の 「 ニ 」 の 回 10 名 と 宿泊 地 京都 府 
味覚 幻 の 「 間 人 ガニ 」 の 魅力 四 TTT で 


旅行 代金 (大 人 お ひと り 様 ) 


1 114,000 円 136,000 円 
※ 添 乗員 は 初 東京 駅 か ら 最 終日 東京 駅 まで 同行 し ます 。 ※ 利 用 バス 会 社 : 丹後 海陸 交通 また は 京阪 
京都 交通 また は 東豊 観光 ※ 部 屋 タ イプ : 和 室 (バス な し ・ ト イレ 付 ) ※ 名 古屋 発着 に つい て は P51 を 
ご 参照 下さ い 。 ※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 


行程 @ 入 場 〇 下車 つ バ ス 衣 空 機 … 徒 歩 三 列 車 一 般 ++ そ の 他 
東京 (9:00 て 10:00 発 ) 三 品川 新横浜 京都 (11:30 一 12:30 発 ) 
三 名 古屋 = 京都 


つ 京 丹後 ・ 人 琴 引 浜 鳴き 砂 文化 館 (鳴き 砂 体験 ) 一 〇 琴 引 浜 (天然 記念 物 の 砂 


浜 ) 一 午後 : 間 人 (た いざ ) 温泉 卿 ・ 昭 恋 館 よ 志 の や 泊 (松葉 ガニ の 中 で も 希少 

な 「 間 人 (た いざ) ガニ 」 フ ルコ ー ス タ 食 、 日 本 海 を 眺め る 露天 風呂 ) 間 人 ガニ の フル コー ス (一 例 ) 

午前 : 宿 一 丹後 半島 (車窓 より 日 本 海 の 科 景色) 〇 浦島 神社 (浦島 伝説 ) 一 ※ 籠 盛り 、 皿 盛り の カニ (茹で 蟹 、 炭 火 焼き 、 蟹 すき ) は 4 人 分 で す 

根 (遊覧 船 か ら 舟 屋 の 風景 ) 一 〇 傘 松 公園 (ケー ブル で 展望 台 へ 、 天 橋立 冬 景 

色 を 股 の ぞ き ) つ 便 知 思 院 (日 本 三光 ) 間 人 ガニ と は 、 日 本 海 地方 の 特産 で ある 松葉 ガニ の 
RODOHRHSC Pe 生 ド た P ジ 中 で も 丹後 半島 ・ 問 人 港 に 水揚げ され る も の だ け に 


東京 (19:50 て 20:50 着 ) 、 
与え られ る 名 称 で す 。 日 帰り 漁り の りみ で 獲 ら れる 間 人 


ニ は 、 和 驚く べき 鮮度 と 極上 の 肉質 か ら “ほか の 蟹 
と は 格 が 違う " “一 度 食 べた ら 忘 れ ら れ な い " と 賞賛 
され 多く の ファ ン を 持ち ます 。 彩 後 の 小 さ な 漁 師 町 
・ 間 人 に ある 創業 90 年 の 老舗 料理 旅館 『 昭 恋 館 よ 志 
の や 』 で ご 賞味 下さ い 。 


eo きき 


EAC に ジ CA 
ご と 滞 光 と 中 民 則 ※ 


守屋 群 の 情景 


ー 語 = 、 苦 、 = 事 一 > 主計 東京 発 ・ 
⑬》 この 時 期 だ け の 特別 公開 「 京 の 冬 の 旅 」 ご 辰 年 や 源氏 物語 に ちな ん で 賠 選 Eskeo| 


古都 の 雅 「 天 神 さ ん の 梅 開き 」 と 


PA ら 予 約 く だ 


(東京 ) 朝 1、 昼 2、 タリ 
(現地 発着 ) 朝 1、 昼 1、 タ 1 


ンー ト 表 禄 の 策 


非 2 公開 文化 財 特別 公開 て 秘め られ た こ 上 京 の 美 ここ 人 2 民 10 名 > 奏 池 : 京都 府 


出発 日 2 月 17 日 ( 土 )、23 日 ( 金 ) 
旅行 代金 (大 人 お ひと り 様 ) 
1 人 1 
東京 発 145,000 円 149.000 幅 
現 発着 125,000 円 129,000 円 


※ 東 京 ・ 大 阪 と の 共同 募集 コー ス で す 。 添乗 具 は 初日 東京 駅 か ら 最終 日 東京 駅 まで 同行 し ます 。 ※ 利 
バス 会 社 : 東豊 観光 また は ヤサカ 観光 バス また は 奈良 交通 ※ 部 屋 タイ プ : 洋室 ※ 名 古屋 発着 、 現 
合流 に つい て は P51 を ご 参照 下さ い 。 ※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 


行程 入場 〇 下車 バス ラ 航空 機 … 徒 歩 三 列 車 船 ++ そ の 他 
東京 (9:00 て 10:00 発 ) = 品川 京都 (11:00 て 12:00 発 
新横浜 名 古屋 = 京都 


つ 信 相国 寺 ・ 慈 雲 院 [特別 公 開 】 伊藤 若 沖 が 師 と 仰い だ 大 典 禅師 ゆか り の 寺 、 
本 尊 ・ 釈 迎 加 来 像 を 安置 する 本 堂 内 で 足利 義 俊 筆 「 松 鶴 図 」 な ど 寺 宝 特別 展 
示 … 欠 相国 寺 ・ 光 源 院 【 特 別 公開 】 足 利 義 輝 の 菩提 寺 、 色 彩 豊か な 十二支 の 
複 絵 一 信 應 山寺 (紫式部 の 邸宅 跡 、 源 氏 物語 を 表現 し た 庭園 ) 特別 公開 】 元 三 
大 師 堂 「 鬼 大 師 像 」 つ 夕刻: ホテ ルオ ー ク ラ 京 都 泊 (ホテ ル 内 レス トラ ン 「 ビ ト 
レス ク 」 に て フラ ンス 料理 夕食 ) 

午前 : 宿 一 食 北 野天 満 宮 (白梅 、 紅 梅 、 一 重 、 八 重 な ど 約 50 種 1500 本 の 梅香 る 「 花 
の 庭 」 公 開 ) 一 久仁 和 寺 (金堂 [特別 公開 】2018 年 まで 370 年 以上 非 公 開 と され 
た 極 彩色 の 壁画 「 五 大 明王 」2 度 目 の 公 開 、 僧 但 の 解説 で ) 西陣 ・ 魚 新 (江戸 時 
代 創業 の 考 舗 で 名 物 の 今出川 豆腐 な ど 「 今 出川 御膳 」 昼食 ) 一念 渉 成 園 ( 松 殻 邸 ) 
【 特 別 公開 】 園 林堂 (棟方 志功 の 肉筆 40 面 宰 絵 や 光源 氏 の モデ ル と な っ た 皇子 ゆか 
り の 庭園 ) -~ 

京都 = 名 古屋 新横浜 = 
東京 (19:00 て 20:00 着 ) 


京都 (15:50 て 17:00 着 ) 


品川 


人 少 人 数 バス 目 バ ス 準 
時 議 / (⑧ 


フラ ンス 料理 夕食 レス トラ ン 「 ピ トレ スク 」 


「 東 風吹 か ば 匂 ひ な こせ よ 梅 の 花 ある じ な し と 
て 春 を 忘 る な 」 
学問 の 神様 、 菅原 道真 公 を 祀る 北野 天満 宮 。 2 万 坪 に 


お よぶ 境内 一 円 に は 早咲き か ら 遅 咲き まで 約 1500 
本 の 梅 の 花 が 徐々 に 咲き そろ いま す 。 相 国 寺 ・ 慈 雲 


院 な ど 通 常 非 公 開 の 貴重 な 文化 財 見 学 も 必見 。 雅 な 
京都 に 、 そ っ と 訪れ る 春の 気配 を 感じ る 旅 。 


バス 座席 2 シー ト 利 用 、 時 期限 定 ・ 紅 葉 名 所 を め 9 


四国 香川 ・ 紅 葉 満 叫 た び 


催行 


間近 
11 月 22 日 ( 水 ) 
旅行 代金 (大 人 お びと り 様 ) 


小豆 島 ・ 半 護 滅 か ら 条 林 公園 へ = Fo 


PE に | 


PE 


且 天 天 164,.000 円 。 168,000 円 183.,000 円 
_ 秦 孤 発 141.000 円 145,000 円 160,000 円 
※ 東 京 ・ 大 阪 と の 共同 募集 コー ス で す 。 添乗 員 は 初日 東京 駅 か ら 最終 日 東京 駅 まで 同行 し ます 。 ※ 利 
バス 会 社 : 両備 バス また は 吉備 交通 、 琴 参 バ ス ※ 部 屋 タイ プ 1 泊 目 : 和室 また は 和洋 室 、2 泊 目 : 
洋室 ※ 名 古屋 発着 、 現 地 合 流 に つい て は P51 を ご 参照 下さ い 。 ※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 
行程 @ 入 場 〇 下車 バス 航空 機 … 徒 歩 三 列 車 一 般 ++ そ の 他 
三 新神戸 ニ 


東京 (8:30~9:10 発 ) 三品 川 三 新横浜 新 大 阪 (11:00 一 11:40 発 ) 
三 名 古屋 = 岡山 
つ 人 後 楽園 ( の ひと つ 、 広 大 な 大 名 庭 
ーー 土庄 港 つ クタ 宮島 温泉 ・ 小豆 島国 際 ホ テル 泊 ( 全 室 美 し い 瀬戸 内 海 
を 望む こと の で きる オー シャ ン ビ ュー、 温 泉 赴 天 風呂 で 寛ぐ 、 夕 食 は グレ ー 
ドア ッ プ の 厳選 され た 旬 の 素材 を ふん だ ん に 使用 し た プレ ミア ム 和 食 会 席 を ) 
午前 : 宿 一 土 渕 海峡 [世界 一 狭い 海峡 ] 一 山頂 駅 (瀬戸 内 海 の た 大 パノラマ ) ++ 寒 
霞 渓 ロ ー プ ウェ イ (日 本 三 大 渓谷 美 ・ 瀬 戸 内 海 と 渓谷 の パノラマ 散歩 ) ++ 紅 
亭 一 亀 岬 の 分 教場 一 信二 十 四 の 瞳 映 画 村 (小説 の 時 代 に タイ ム ス リ ッ プ 、 豆 
井 栄 文学 館 ) > 〇 オリ ー ブ 公 園 (オリ ー ブ の 並木 ) つ つづ エン ジェ ル ロ ー ド ( 潮 の 
満ち 引 き に よっ て 現れ る 砂 の 道 ※ 天 候 等 上 陸 で き な い 場合 あり ) 一 土庄 港 一 高 松 港 
…JR ホ テル クレ メン ト 高 松 (シェ フ お すす め の 洋 コー スタ 食 ) 一 栗林 公園 ( 希 
望 者 は ラ イト アッ プ さ れ た 紅葉 の 栗林 公園 を 散策 ) 一 夜 : 同 ホテ ル 泊 
午前 : 宿 一 氏 栗 林 公 園 ( 国 の 特別 名 勝 ・ 回 遊 式 大 名 庭園 を 鮮やか に 染め る 紅 
葉 、 案 内 ガイ ド と 散策 や 約 30 分 か け て 風光 明 婚 な 南湖 を 和 船 で 周遊 も ) … 
内 に て お 抹茶 付き 昼食 … 菓子 木 型 を 使っ て 和 三 盆 作 り 体験 - 〇 屋島 寺 (四国 
霊場 第 84 番 札所 鑑真 和 上 ゆか り の 寺 、 瀬 戸 の パノラマ ) 一 
岡山 名 古屋 三 新 横浜 = 岡山 三 新 神戸 = 
東京 (20:30 て 21:30 着 ) 新 大 阪 (18:00 て 19:00 着 ) 


の 紅葉 ) - つ 新 岡山 港 フ ェ リ 


品川 = 


東和]6AEXKFZ0 東京 大 阪 人 


催行 人 貞 : 13 名 『 宿 泊地 : 香川 県 


バ バス 


小豆 島 オ リー ブ 公 園 の 
ギリ シャ 風 車 


小豆 島 ・ 寒 霞 渓 の 紅葉 と 


寒 霞 渓 ロ ー プ ウェ イ 


紅葉 の 栗林 公園 ライ ト ア ッ プ 紅葉 の 栗林 公園 
風光 明 如 な 瀬戸 の 海 に 浮か ぶ 小 豆 島 へ 。 奄 井 栄 の 名 


作 「 二 十 四 の 暗 」 の 映画 村 や 、 寒 霞 渓 の 大 紅葉 、 瀬 
戸 内 の 美しい 眺め 、 南 国情 緒 漂 う 美 し い 自然 の 風景 
を 満 喚 、 翌 日 は 紅葉 の 後楽 園 や 案内 人 と 栗 林 公 園 # 
散策 し ます 。 現 地 な ら で は の 和 三 和 盆 作 り 体 験 や 和 船 
乗船 な ど 、 ツ アー で 効率 的 に 紅葉 名 所 を 周遊 し ます 。 
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lnE 


ー+ 由 ルー テ コ | 


季 
節 
を 
愛 
ag 
る 
旅 


| 落 ご ご G 放 計 | で 由 斗 前 ・ 居 前 


器 瑞 ・ 北 中 


其 交 S 対 還 


| 革 mG 族 竹 | で 出 斗 前 ・ 蛋 交 茎 い A 輝 羽 里 憶 ー+ ュ 中 ツ メー | m 田 人 


器 瑞 ・ 北 中 


其 交 S 対 還 


3 少 人 数 限定 で 大 型 バ ス で は 行 


と 道後 温泉 か ら 天空 の 歴史 遺産 * 別 子 銅山 


出発 日 3 月 25 日 (月 )、26 日 ( 火 ) 


旅行 代金 (大 人 お ひと り 様 ) 


1 人 1 室 
東京 発 。 175,000 円 178,000 円 188,000 円 
- 秦 孤 発 155,000 円 158,000 円 168,000 円 
※ 東 京 ・ 大 阪 と の 共同 募集 コー ス で す 。 添乗 員 は 初日 東京 駅 に 


か ら 最 終日 東京 駅 まで 同行 し ます 。 ※ 利 用 バス 会 社 : か ず 
ら 橋 タク シー、 高 知 駅 前 観光 、 せ と うち バス ※ 部 屋 タイ プ : こさ を 
洋室 ※ 名 古屋 発着 、 現 地 合 流 に つい て は P51 を ご 参照 下さ 
い 。 ※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 オー ベル ジュ 土佐 山 客室 一 例 


行程 @ 入 場 〇 下車 バス 航 空 機 … 徒 歩 三 列 車 一 般 ++ そ の 他 
東京 (7:20 て 8:00 発 ) 三品 川 新横浜 新 大 阪 (9:50 て 10:30 発 ) 三 新神戸 
三 名 古屋 三 岡山 三 高知 岡山 三 高 


ー 大 歩 危 峡 遊 覧 (吉野 川 の 流れ に よっ て 削り 作ら れ た 岩 の 彫 刻 美 、 紅 葉 に 染まる 
渓谷 を 遊覧 ) 一 午後: オー ベル ジュ 土佐 山 泊 (早め の 到着 、 至 福 の 味 わい と 、 
極上 の プラ イベ ー ト 空間 を お 楽し み 下 さい 、 温 泉 で 寛ぐ 。 夕 食 は あか 牛 薬 焼 
き ス テー キ 会 席 を ) 

午前 : 宿 つ 〇 ひょう た ん 桜 (樹齢 500 年 の 名 桜 ) つ 〇 御 三 戸 有 (清流 に 浮か ぶ 高 さ 
37m の 軍 有 艦 岩 ) 一 〇 松山 城 ( 現 存 12 天 守 の ひと つ 、 ロ ー プ ウェ ー 利 用 で 天守 閣 ヘ 
) っ 夕刻 : 道 後 温泉 ・ オ ー ル ドイ ング ラン ド 道後 山の手 ホテ ル 泊 (道後 唯一 の 
ヨー ロビ アン ・ リ ゾー ト 、 洋 コー スタ 食 ) 

午前 : 宿 一 但 マ イン トピ ア 別 子 (銅山 採鉱 時 代 か ら の 産業 遺産 や 鉱山 鉄道 乗 
車 な ど 案 内 人 と 見 学 、 今年 か ら 見 学 可能 に な っ た 旧 端 出場 水力 発電 所 見 学 も ) 
っ マイク ロバ スー の 〇 東平 地区 (天空 の 歴史 遺産 ・ 別 子 銅山 、 東 洋 の マチ ュ 
ピチ ュ と も いわ れ 当 時 を 伝え る 多数 の 産業 遺産 を 案内 人 と 散策 ) 一 

新居 浜 三 岡 山名 古屋 三 新横浜 三 新居 浜岡 山 三 新神戸 

品川 三 東京 (20:50 て 22:00 着 ) 新 大 阪 (18:30 て 19:40 着 ) 


け な い 桜 名 所 と 優雅 な 温泉 宿 で 赴 ぐ 


びょう た ん 桜 か ら 春 の 伊予 路 オーベル シュ 圭佑 |64 


掲載 No| 


AExkfo| 東京 ・ 大 阪 発 
耳 AEXKfo| 


@4 司 10 名 し 宿泊 地 : 高知 県 、 愛 媛 県 


FT 介 陸 旨 fs 四 少 人 数 2 1-2 日 目 座 多 1.s 日 目 
| 陸 旨 o ヵ 生 民 3 国 を 際 < 員 を 際 < 本 届 


オー ルド イン グラ ンド 道後 山 の 別 子 銅山 ・ 東 平 


写真 提供 : (一 社 ) 新居 浜 市 観光 協会 


手 ホ テル 洋 コ ー ス ディ ナー 


し た た る 緑 と 澄み わた る 流れ に 抱か れ 、 福 の 味わい 
と 極上 の プラ イベ ー ト 空間 が 用 意 き る きれ た 「 オ ー ベ ル 
ジュ 土佐 山 」 と 道後 温泉 に 宿泊 。 ツ アー な ら で は 、 
効率 的 に 大 型 バ ス で は 行け な い 四国 の 桜 名 所 も 周 
遊 。 ひ ょ うた ん 桜 や 、 別 子 ラ イン か ら 天 空 の 歴史 遺 
産 ・ 東 洋 の マチ ュ ビ ピチ ュ と も いわ れる 別 子 銅山 ・ 東 
平 (と うな る ) 地区 へ は 貸切 マイ クロ バス に 乗換 、 
案内 人 付 で ご 案内 し ます 。 


3 市 内 中 心 部 が 約 1 万 5 千 個 に も 及ぶ 極 彩 色 の ラン タン で 染まる 


長崎 の 冬 を 彩る 一 大 風物 誇 に あわ せ 五 島 列 島 $ 周 遊 


長崎 ラン タン フェ ステ ィ バ ル と 
椿 咲く 五島 列島 縦断 


で 長崎 県 観光 連盟 


出発 日 2 月 22 日 ( 木 ) 
旅行 代金 (大 人 お ひと り 様 ) 
1 人 1 室 
且 吉 本 243,.000 円 。 245,000 円 。 265.000 円 
| 天 発 218,000 円 。220,000 円 。 240.000 円 


※ 現 地 発着 の 旅行 代金 は 、 東京 発 の 旅行 代金 より 50.000 円 引き と な り ま す 。 ※ 東 京 ・ 大 阪 と の 共同 募集 
コー ス で す 。 添乗 員 は 初日 長崎 空港 か ら 最終 日 長崎 空港 まで 同行 し ます 。 ※ 利 用 パス 会 社 : 上 五島 観 
光 交通 また は 五島 自動 車 また は 長崎 バス 観光 また は 五島 列島 バス 観光 、 ラッキ ー バ ス ※ 部 屋 タイ プ 1 
泊 目 : 洋室 、2 泊 目 : 和室 また は 洋室 、3 泊 目 : 洋室 (バス タプ な し シャ ワー ブー ス の み ) ※ 現 地 合 流 に 
0 ※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 
@ 入 場 〇 下車 一 バス 航 空 機 … 徒 歩 三 列 車 一 船 + そ の 他 
5 (12:00 て 13:00 発 ) 用 長崎 空港 伊丹 空港 (12:30 て 13:30 発 ) 長崎 空港 
つづ 午後 : ホ テル ニュ ー 長 崎 泊 (中 華 ま た は 洋食 夕食 [※ お 選び いた だ け な い 場合 
が あり ます ] 後 、 に 「 長 崎 ラ ンタ ン フ ェ ス ティ バル ,」 見 物 へ ・ 市 電 1 日 券 利 用 ) 
午前 : 宿 タク シー 長崎 港 て 高速 船 て 有川 港 一 五島 地獄 炊き うど ん 十 海 鮮 
丼 付 昼食 つ 〇 頭 ヶ 島 教会 (世界 文化 遺産 構成 資産 ) つ 〇 旧 鯛 ノ 浦 教会 つ 〇 矢 堅 

目 の 駅 ( 塩 づ くり 体験 ) -~ 新 上 五島 ・ ホ テル マリ ン ピ ア 泊 (漁火 会 席 夕食 ) 


剛 : 宿 つ 〇 桐 教会 … 桐 古里 集落 (カク レキ リ シ タ ン の 未 商 の 方 に よる ご 案 


内 、 竹 椿 石鹸 セッ ト プ レ ゼン ト 付 ) … 山神 神社 一 若松 港 一 海上 タク シー【 若 
松 港 < 福 江 港 ま で 巡礼 ガイ ド が 乗船 ・ ご 案内 し ます 】ー キ リ シ タ ン 洞 窟 [ 船 
上 見 学 ] て 〇 五輪 港 ・ 旧 五輪 教会 (世界 文化 遺産 構成 資産 ) 福江 港 一 〇 堂崎 
E 堂 一 〇 五島 椿 森林 公園 夕刻: カラ リト 五島 列島 泊 (昨年 オー プン の 全 
室 オ ー シ ャ ン ビ ュー の 客室 、 大 浴場 で 寛ぐ 、 和 洋 創 作料 理 夕食 ) 

午前 : 宿 高浜 ビー チ (日 本 の 凌 選 ) つっ 〇 井 持 浦 教会 ・ ル ルド (日 本 発 の ル 
ルド ) っ 〇 大 瀬崎 断崖 展望 所 っ 旬 の 地 魚 し ゃ ぶ 膳 昼食 一 福江 港 て 上 ジェ ッ ト フ 
ィ イ ルー 太一 大 滑 天 (国宝 指定 、 日 本 最 古 の 木造 ゴシック 建築 ) … 信 

キリ シタ ン 博 物 館 … 旬 グラ バー 園 (世界 文化 遺産 登録 「 旧 グラ バー 住宅 」) ~ 


長崎 空港 用 伊丹 空港 (19:30 て 20:30 着 ) 長崎 空港 之 羽 田 空港 (20:30 て 22:10 着 ) 


65 開 


京 発 ・ 東京 発 ・ 大 阪 発 ・ 
Pr AEYKFO| 本 
ポイ ジョ 2 財 同 から 予約 くだ 
主 2 EE 


6 10 名 と 窒 泊地 長崎 県 


7 1 日 目 五島 島内 の 案内 【9 
| 較 品 ガイ ド を 含む 還 ) 


で 長崎 県 観光 連盟 で 長崎 県 観光 連盟 


長崎 ラン タン フェ ステ ィ バ ル 長崎 ラン タン フェ ステ ィ バ ル 


で 長崎 県 観光 連盟 で 長崎 県 観光 連盟 
所 " 


堂崎 教会 と 椿 頭 ヶ 島 天主 党 


「 長 崎 の 教会 群 と キリ スト 教 関連 遺産 」 に 含ま れる 世 
界 遺産 、 五 島 列 島 の 津々 浦 々 に ひっ そり と 歴史 を 秘 
め て きた カト リッ ク 教 会 や 名 所 と 、 異 国 の 幻想 夢 
の ンタ ン フ ェ ス ティ バル 」 を 見 学 。 長崎 の 冬 を 

る 一 大 風物 詩 で 、 中 国 の 「 元 誠人 節 」 に あわ せ て ラ 
0 ン を 和 飾る 風習 に 習い 、 市 内 中 心 部 が 約 1 万 $ 千 個 
に も 及ぶ 極 彩 色 の ラン タン な ど で 彩 られ ます 。 


人 
5 較 cs 
ダ 人 数 て 行く 訂 史 ロマ ン の 国境 の 島 |96|a= に ミコ 


回 12 名 し 宿 滑 地 : 長崎 県 
壱岐 と 対馬 全 周 4 日 間 WW 賠 * 画 
出発 日 3 月 12 日 ( 火 )、27 日 ( 水 ) 


異国 の 見 える 丘 展 望 台 @ 長 崎 県 観光 連盟 
旅行 代金 (大 人 お ひと り 様 ) 


東京 発 。 189,000 円 199,000 円 
- 大阪 発 。 175,000 円 185,000 円 


※ 現 地 発着 (福岡 空港 ・ 博 多 駅 ) の 旅行 代金 は 、 を ※ 東 
京 ・ 大 阪 と の 共同 募集 コー ス で す 。 添乗 員 は 初 港 また は 博多 駅 か ら 最終 日 博多 駅 また は 羽田 空 
港 ま で 同行 し ます 。 ※ 利 用 バス 会 社 : 西光 バ ス ま た は 多 欠 光 バ ス また は 才 光 パス 壱岐 交 
通 、 ホ テル 対馬 バス ※ 部 屋 タイ プ 1・2 泊 目 : 洋室 ツイ ン 3 泊 目 : 和室 (バス な し ・ ト イレ 付 の 場合 
が あり ます ) ※ 現 地 合 流 (福岡 空港 また は 博多 駅 ) に つい て は P51 を ご 参照 下さ い 。 ※ 写 真 は 全て イ 
メー ジ で す 。 

行程 @ 入 場 〇 下車 バス 航 空 機 … 徒 歩 三 列 車 一 船 ++ その 他 で 長崎 県 観光 連盟 で 長崎 県 観光 連盟 


EE (11:00 て 12:30 発 ) ラ 新 大 阪 (12:00 て 13:00 発 ) 三 新神戸 = 


で 長崎 県 観光 連盟 で 長崎 県 観光 連盟 


Tg 


福岡 空港 博多 博多 

つ 博多 港 エ 上 ジェ ッ ト フ ォ イ ルー 厳原 港 っ 夕刻 : ホ テル 対馬 泊 ( 市 内 に て 和食 夕食 ) 
午前 : 宿 つ 〇 上 見 坂 防 塁 ・ 上 見 坂 展望 台 つ 万 関 橋 (車窓 〉 一 西 の 溝 出 つ 〇 和 多 
都 美 神社 つ 〇 鳥 帽 子 岳 展 望 台 … 〇 琴 の 大 銀杏 一 殿 崎 一 三 宇多 浜 つ 〇 豊 砲台 
つっ @ 〇 異国 の 見 える 丘 展望 台 (韓国 展望 ) 夕刻 : 同 ホテ ル 泊 (市 内 に て 和食 夕食 ) 
午前 : 宿 つ ⑥ 小 茂田 浜 ( 元 窓 古戦場 跡 ) 一 椎 根 の 石屋 根 一 〇 万 松 院 〈 旧 藩主 菩 


提 寺 ) 厳原 港 ジ ェ ッ ト フ ォ イ ル へ 芦辺 港 月 読 神社 (日 本 神道 発 祥 の 池 ) 局 峠 子 岳 展 望 全 和 多 者 美神 社 

> 黒崎 半島 ( 振 震 や 東洋 一 の 砲台 跡 ) 夕刻 : ビ ュー ホテ ル 壱 岐 泊 (大 浴場 で 寛 還 
ぐ 、 和 食 会 席 夕 食 ) 「 国 境 の 島 対馬 一 古代 か ら の 架け 橋 一 」 と し 
午前 : 宿 原の辻 遺跡 (日 本 3 大 交 生 遺 蹴 の ひと つ 、 地 域 ガ イド と 散策 ) 一 支 国 て 日 本 遺産 に も 認定 され て いる 壱岐 ・ 対 馬 。 玄 界 灘 
博物 館 一 島 の 豊か な 地下 水 を 利用 し た 世界 初 と ら ふ ぐ の 低 塩 分 陸上 状 殖 施設 


を 見 学 つと ら よ ふぐ 太 食 芦辺 港 ご ジェ ッ ト フ ォ イル へ 博多 港 つ タク シー つ 10 92 の 馬 を 科 、 自然美 新鮮 な 
博多 つ タ クシ ー つ 福岡 空港 博多 新神戸 = 海 の 幸 に 恵まれ た 二 つ の 島 で 過ごす 4 日 間 で 対馬 北 


羽田 空港 (19:30 一 20:50 着 ) 新 大 阪 (19:00ー20:00 着 ) 部 も 訪ね る 国境 ロマ ン の 史跡 めぐ り ダ イジ ェ ス ト 。 
小さ な 湯 宿 に 宿泊 し 、 少 人 数 で の ん びり 季節 の 彩り を 感じ る 3 日 間 
ミク ー " 認 
少 人 数 で 行く 秋 の くじ ゅ う * 阿 藤 ・ 高 千穂 


川 温泉 黒川 太 と 四季 の 里 は な むら で 寛ぐ "POGeumeerern su 
黒川 温 泉 ・ 黒 川 荘 と 四季 ら で 下 TE 


加 
bd 
届 
半 
) 


| 落 ご mG 放 対 | で 由 斗 前 ・ 判 前 


催行 
出発 日 11 月 22 日 ( 水 ) ”* 


旅行 代金 (大 人 お びと り 様 ) 


| 東京 発 178, 000 円 179,000 円 199,.000 円 197,000 円 198,000 円 


_ 大 阪 発 167,000 円 168,000 円 188,000 円 186,000 円 187,000 円 


※ 現 地 発着 の 旅行 代金 は 、 東 京 発 の 旅行 代金 より 40.000 円 引き 
と な り ま す 。 ※ 東 京 ・ 大 阪 と の 共同 募集 コー ス で す 。 添乗 貞 
は 初日 大 分 空港 か ら 最 終日 熊本 空港 まで 同行 し ます 。 ※ 利 
バス 会 社 : 大 分 交通 また は 日 豊 観光 バス また は 九州 産 交 バス 
※ 部 屋 タ イプ : 1 泊 目 の 利用 部 屋 タ イプ に より 料金 が 異な り ま 
す 。 【 基 本 】 母屋 (バス な し ・ ト イレ 付 ) 【A タ イプ 】 離れ 和 
また は 和洋 室 露 天風 呂 付 客室 (※ メ ゾ ネ ッ ト 付 含む ) 2 泊 
: 和室 また は 和洋 室 (露天 風呂 付 ) ※ 現 地 合 流 に つい て は 


紅葉 の 高千穂 峡 


P51 を ご 参照 下さ い 。 ※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 黒川 荘 夕食 1 - 
行程 @ 入 場 〇 下車 一 バス ラ 航空 機 … 徒 歩 三 列 車 一 船 + そ の 他 黒川 荘 霞 天風 中 四季 の 里 は な むら 
羽田 空港 (9:30 一 10:30 発 ) 大 分 空港 伊丹 空港 (10:30-11:30 発 ) 大 分 空港 客室 赴 天 風呂 一 例 
づつ や まな み ハ イ ウ ェ イ _ 旬 九 重 夢 大 吊橋 (歩行 者 専用 橋 と し て は 日 本 一 の 高 さ 
の 人 道 大 吊橋 、 美 し い 紅葉 ) 午後: 黒川 温泉 ・ 黒 川 荘 泊 (風情 漂う 湯 宿 で 寛ぐ ゆけ むり の ば ぼる 風情 漂う 人 気 の 黒川 温泉 に 宿泊 、 大 


※ 到 着 後 自由 に 湯 め ぐり な と お 楽し み 下 さい 、 和 食 会 席 夕食 ) 6 、、 

午前 : 宿 つ 〇 菊池 渓谷 (原生 林 に 覆 わ れ た 森林 と 阿 菊 外輪 山 の 伏流 水 が 流 れる 紅葉 臨 大 風呂 も 人 気 の 黒川 潤 」 で 寛ぎ ます 。 党 日 は 中 
の 渓谷 を 散策 ) 阿蘇 山上 っ シ ャ トル バス ーー 〇 阿蘇 中 岳 火口 見 物 シャ トル 庭 を 取り 囲む よう に 母屋 、 食 事 処 、 談 話 室 、 温 泉 棟 
バス 阿蘇 山上 エー タ 刻 : 小 田 温泉 ・ 四 季 の 里 は な むら 泊 ( 全 16 室 が 離れ の お 冬 ぶ 「 は な お お だ -] 目 
宿 、 露 天風 呂 付 客室 を ご 用 意 、 和 食 会 席 タ 食 ) UM 2 症 中 
午前 : 宿 つ 〇 竹田 (紅葉 の 岡城 寺 ) つ 〇 高千穂 峡 (真名 井 の 滝 な ど 紅 葉 の 渓谷 散策 ) に あり 、 斉 韻 を 配 し た 露天 風呂 と 秘 湯 ス ムー ド が 漂う 
つ 天 岩戸 神社 ( 天 岩戸 、 天 ノ 安 河原 ) 洞 窒 風呂 が あり ます 。 温泉 付 離 れ で の ん びり 過ごす 
熊本 空港 羽田 空港 (20:30~21:30 着 ) 熊本 空港 伊丹 空港 (20:00ー20:40 着 ) 至福 の ひと と き を お 過ごし 下さい 。 
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lnE 


ー+ 四 V み テ コ | 


季 
節 
を 
愛 
る 
旅 


到 瑞 ・ 北 中 


其 交 S 対 還 


ー+ ィ ポル デコ | li 


著 い 員 燃 放 器 憶 


| 等 mO 族 対 | で 出 斗 前 ・ 押 前 


到 瑞 ・ 北 中 


其 交 S 対 還 


38 


に ニニ ーー ニー ニー ニー ーー ニー ニーーー ニ ーー ニー ニー ニー ニー ニー ニーー 一 二 - ニ ーー ーー ニニ ニー ニーー-- モ キー ニー ーーーーー ニ ーー ニーーーー ニ ーーーーーー ニ ーーーーーーーーーーーーー ニ ニニ ニニ ニニ ニニ 一 ーー= ェ | 
る の 
秋 の 九州 最 南端 の 旅 都井 岬 か ら 168 計っ 


ゅ 最少 催行 人 具 : 12 名 ・ 宿 泊地 : 宮崎 県 、 鹿 児島 県 
最果て 佐多 岬 ・ 長 崎 鼻 へ 5 
ーーーーーーーーー 一 慌 記 語 


還 11 月 28 日 ( 火 ) NUM 
旅行 代金 (大 人 お ひと り 様 ) 
| 東京 公 178.000 円 185,000 円 。 219,000 円 
大 孤 発 172,000 円 178,000 円 212.,000 円 


※ 現 地 発着 の 旅行 代金 は 、 東京 発 の 旅行 代金 より 30.000 円 引き と な り ま す 。 ※ 東 京 ・ 大 阪 と の 共同 募集 
コー ス で す 。 添乗 具 は 初日 宮崎 空港 か ら 最終 日 鹿児島 空港 まで 同行 し ます 。 ※ 利 用 バス 会 社 : 永 峰 観 

光 バ パス ま た は みや ざき 高山 観光 バス また は 南国 交通 観光 また は さつま 交通 観光 また は 鹿児島 中 央 観光 バ 都井 岬 野生 馬 佐多 岬 
ス ※ 部 屋 タ イプ : 洋室 ※ 現 地 合 流 に つい て は P51 を ご 参照 下さ い 。 ※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 


写真 協力 : CKPVB. 


行程 @ 入 場 〇 下車 バス 航 空 機 … 徒 歩 三 列 車 一 般 ++ そ の 他 
羽田 空港 (9:30 て 11:00 発 ) 愛 宮崎 伊丹 空港 (9:30 て 11:00 発 ) 愛 宮崎 


つ @ 綾 の 照 葉 大 蜂 橋 (世界 怖 指 の 高 さ の 吊橋 ) つ 〇 日 向 岬 ( 高 さ 日 本 一 の 柱状 節 
唱 、「 馬 ヶ 背 」・ 願 い が 叶 う ク ルス の 海 ) っ 夕刻 : 宮 崎 ・ シ ェ ラ トン ・ グ ラン デ ・ オ 
ー シ ャ ン リ ゾー ト 泊 ( 全 室 オー シャ ン ピ ビュ ー、 お 部 屋 は デラ ックス ツイ ン 16 
本 温泉 施設 「 松 泉 宮 」 月読 ・ 新 月 が 滞在 中 ご 利用 頂け 


午前 : 宿 ⑥ 堀 切 幅 03 洋 の 眺望 ) ~ ⑥ 鵜 戸 神宮 (参拝 ) ~ 〇 錠 
肥 (城下 町 散策 ) > 〇 都井 岬 (野生 馬 と 白亜 の 灯台 案内 ガイ ド と 散策 ) 夕刻: 日 城山 ホテ ル 鹿 児島 露天 風呂 垂水 千 本 いち ょ う 
面 トト リ 1 キ 條 (有澤 定 公 加 の 南端 に た た すむ ホテ ル 、 
M コー 
引 | 時 丘 李 #。 大 -F 
午前: 尼 -。 介 か の や バラ 園 (1500 人 35000 株 の バラ ) -> 佐和 多 岬 ( 最 下 に 大 限 池 。 上 旦 九州 最 果て の 地 へ 。 開 開 岳 を 鹿 む 長 崎 算 、 還 熱帯 


峡 が 広がる 九州 最 南端 の 岬 ) ~ 〇 垂水 の 千本 イチ ョ ウ (辺り 一 面 が 黄金 色 に 染 ま 装 木 に 九州 最 南端 | "と H 
る 1200 本 以上 の イチ ョ ウ ) 入信 ラー リー 記 児 港 ユ っ 夕刻: 城山 0 4 EE 8 0 
所 腐 人 迫 (桜島 側 の お 部 屋 を ご 用 意 、 桜 島 の 絶景 を 望む 展望 志 天 温泉 、 野生 馬 の 生息 地 ・ 都 井 岬 か ら 日 南海 岸 へ 、 潮 の 香り 


と リア ス 式 の 海岸 美 を 肌 で 感じ る 南 九 州 4 日 間 の 


午前 : 宿 一 氏名 勝 ・ 仙 岩 園 (案内 ガイ ド と 庭園 散策 、 桜 島 展望 ) ~ 〇 長崎 鼻 (薩摩 半 


島 最 南端) -> 〇 西 大 山 駅 (」 R 最 南端 駅) つ O 釜 蓋 神社 (話題 の パワ ー ス ポッ ト ) 旅 。 バ ス 座席 2 シー ト 利 用 で バス 車内 $ も の ん びり お 
鹿児島 訪 羽 田 空 港 (19:30 一 21:00 着 ) 鹿児島 伊丹 空港 (19:00 一 20:40 着 ) 寛ぎ 下さ い 。 
バス 座席 2 シー ト 利 用 、 季 節 を 彩る 風景 めぐ り と 掲載 No | | 東京 東京 発現 地 発着 ・ 
京 発 ・ 拓 
昨年 開業 の 西 九 州 新幹線 に 乗車 | 半 |6AEYKFBo| 


九 年 庵 : 紅 葉 名 所 ぶら り 周 遊 169 cpmeey に 回 


で ぁ 最 少 催行 人 員 : 12 名 ゅ 宿泊 地 : 佐賀 県 上 
佐賀 城下 と 鐵 野 温泉 ・ 大 正 屋 で 寛ぐ "や TI 


武雄 温泉 楼門 写真 提供 : 佐賀 県 観光 連盟 


催行 
出発 日 pk 
旅行 代金 (大 人 お びと り 様 ) 
末吉 。 180,000 円 185,000 円 。 209,000 円 
- 大 孤 発 163,000 円 168,000 円 192,000 円 


※ 現 地 発着 の 旅行 代金 は 、 東 京 発 の 旅行 代金 より 40.000 円 引き 
と な り ま す 。 ※ 東 京 ・ 大 阪 と の 共同 募集 コー ス で す 。 泊 乗 貞 
は 初日 福岡 空港 また は 博多 駅 か ら 最終 日 長崎 空港 まで 同行 し 
ます 。 ※ 利 用 バス 会 社 : 多久 観光 バス また は 祐徳 自動 車 


※ 部 屋 タ イプ 1 泊 目 : 洋室 2 泊 目 : 離れ 和室 ※ 現 地 合 流 いい 環境 芸術 の 森 
に つい て は P51 を ご 参照 下さ い 。 ※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 写真 提供 : 佐賀 県 観光 連盟 
行程 入場 〇 下車 バス 航空 機 … 徒 歩 三 列 車 一 船 + そ の 他 

羽田 空港 (8:00 て 9:30 発 ) 福岡 空港 新 大 阪 (8:30 て 10:00 発 ) 三 新神戸 

つづ 博多 博多 


っ 佐賀 城下 「 歴 史 民 俗 館 め ぐ り 」( 旧 古 名 銀 行 、 八 坂 神社 、 旧 古賀 家 、 旧 和 牛島 家 、 
旧 三 省 銀 行 、 旧 久富 家 、 旧 福田 家 、 肥 前 通 仙 亭 な ど 案内 ガイ ド と 散策 ) つ ホ テル ニ 
ュー オー タニ 佐賀 泊 ( 洋 コ ー ス タ 食 ) 

午前 : 宿 一 食 九 年 庵 (9 日 間 の み の 一 般 公 開 ・ 紅 葉 に 染まる 国 の 名 勝 ) 一 〇 環 
境 芸 術 の 森 ( 約 1 万 本 の モミ ジ や カエ デ が 豊か に 色づく 紅葉 の 森 ) 一 食 御 船山 楽園 


(紅葉 の 15 万 坪 の 池 泉 回 遊 式 庭 園 ) 夕刻: 嬉野 温泉 ・ 大 正 屋 泊 (創業 100 年 の 老 

舗 旅館 、 日 本 三 大 美肌 の 湯 で 寛ぐ 、 お 部 屋 は グレ ー ド アッ プ ・ お 庭 に 面 し た 大 正 屋 離れ 和室 一 例 大 正 屋 温泉 大 浴場 

離れ の お 部 屋 を ご 用 意 、 和 食 会 席 夕食 ) 

午前 : 宿 一 嬉野 茶 お 買物 一 〇 有田 (日 本 磁器 発祥 の 地 ・ 泉 山 磁石 場 な ど 紅 葉 名 所 数 寄 屋 造 り の 建物 と 緑 の 苔 が 紅葉 に 映え る 九 年 庵 
ガイ ド と ーー 深川 製 破 や 街中 散策 ・ お っ び 武 雄 温泉 「 相 ッ ミ さ 

人 (0 人 「 有 人 投 有 の 国人 上 を 案内 ガイ ド と 共に 見 は 、 紅葉 が 一 番 美 し い 9 日 間 だ け の 一 般 公開 。 赤 ・ 黄 

雄 温泉 王 昨年 9 月 開業 の 西 九州 新幹線 ・ か も め 号 に 乗車 ・ 約 30 分 長崎 一 ・ 棒 に 錦織 り 成す 御船 山 楽園 や 有田 散策 な ど 、 季 節 

長崎 空港 羽田 空港 (20:30-21:50 着 ) 長崎 空港 錠 伊 丹 空 港 (19:30-20:30 着 ) の 移ろい を 感じ な が ら 秋 の 周遊 旅 を お 楽し み 下 さい 。 


⑯3》 潮 の 香り と リア ス 式 の 海岸 美 を 肌 で 感じ る 南 九 州 4 日 間 の 旅 
日 南海 岸 か ら 大 隅 半 島 ・ 薩 摩 半 島 周 遊 


現地 発着 
春の 九州 最 南端 の 旅 都井 岬 較 還 に 
ぁ 最少 催行 人 貞 : 12 名 宿泊 地 : 宮崎 県 、 鹿 児島 県 
肖 還 一 | 四 
か ら 最 果て 佐多 岬 ・ 長 崎 和 具 へ ) 避 中 ) 開 隊 画 


@ で KPVB @⑥KPVB 


東京 発 ・ 大 阪 発 ・ 
半生 AEykfHo| AEykfHo| 本 


西 都 原 古墳 の 桜 と 菜の花 日 南海 岩 佐多 岬 長崎 鼻 か ら 望 む 開聞 岳 


南 九州 最果て の 地 へ 。 開聞 拓 を 望む 長崎 鼻 、 亜 熱帯 の 樹木 に 導 
われ た 九州 最 南端 の 佐多 岬 、 め ずら し い 野 生 馬 の 生息 地 ・ 都 井 
岬 か ら 日 南海 岸 へ 、 潮 の 香り と リア ス 式 の 海岸 美 を 肌 で 感じ る 
春の 南 九 州 4 日 間 の 旅 。 バス 座席 2 シー ト 利 用 で バス 車内 ゃ の ん 
びり お 寛ぎ 下さ い 。 


@GKPVB 


旅行 代金 (大 人 お ひと り 様 ) 


| BB 3 月 28 日 ( 木 ) 


東京 発 。 197,000 円 205,000 円 245,000 円 旅情 を 誘う JR 最 南端 ・ 西 大 山 駅 仙 厳 園 か ら 桜島 を 望む 
_ 秦 匠 発 187,000 円 195,000 円 235,000 円 


※ 現 地 発着 の 旅行 代金 は 、 東 京 発 の 旅行 代金 より 30,000 円 引き と な り ま す 。 ※ 東 京 ・ 大 阪 
と の 共同 募集 コー ス で す 。 添乗 員 は 初日 宮崎 空港 か ら 最終 日 鹿児島 空港 まで 同行 し ます 。 
※ 利 用 バス 会 社 : 宮崎 交通 また は 永 蜂 観光 バス また は みや ざき 高山 観光 バス また は 南国 3 
通 観光 また は さつま 交通 ※ 部 屋 タ イプ : 洋室 (※3 泊 目 は TSUMUGI 桜 島 ビ ュー ツイ ン 利 
バス な し シャ ワー ブー ス の み 、3 人 1 室 は 除く ) ※ 現 地 合 流 に つい て は P51 を ご 参照 下さ い 。 
※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 ※JAXA 施 設 は 急きょ 見 学 中 止 と な る 場合 が あり ます 。 


ジェ ラ ト ウィ ダ ラ シン デ * オ キー シ 
ャ ン リ ゾー ト ⑬ 泊 目 ) 

宮崎 県 屈指 の リゾ ー ト ホテ ル 。 雄 大 な 
太平 洋 を 一 望 する 全 室 オー シャ ン ピ ュ 
ー の 客室 、 男 女 そ れ ぞ れ 2 ヶ所 の 温泉 
施設 「 松 泉 宮 」 を 備え 、 ゆ っ くり と 滞 
在 す る の に ぴっ た り 。 


守 交 


行程 @⑯ 入 場 〇 下車 つ バ ス ラ 航 空 機 … 徒 歩 三 列車 一 船 + そ の 1 
羽田 空港 (9:30 て 11:00 発 ) 飼 宮崎 伊丹 空港 (9:00 て 11:00 発 ) 成宮 崎 
っ O 綾 の 照 葉 大 吊橋 (世界 屈指 の 高 さ を 誇る 歩行 者 専用 吊橋 ) つ 〇 西 
都 原 古 墳 群 (2000 本 の 桜 と 30 万 本 の 菜の花 )ー タ 夕刻 : 宮 崎 ・ シ ェ ラ 
トン ・ グ ラン デ ・ オ ー シ ャ ン リ ゾー ト 泊 ( 全 室 オ ー シ ャ ン ビ ュー、 
お 部 屋 は デラ ックス ツイ ン 16 階 以上 の 客室 を ご 用 意 、 温泉 施設 「 松 
泉 宮 」 月読 ・ 新 月 が 滞在 中 ご 利用 頂け ます 、 浴 衣 付 ) 
午前 : 宿 堀切 峠 ( 鬼 の 洗濯 板 や 太平 洋 の 眺望 ) … ⑥ 鵜 戸 神宮 (参拝) 
ー で 鉄 肥 ( 伯 肥 城 歴 史 資 料 館 ほ か 牧 章 館 な ど 城下 町 散策 ) つ 〇 都井 岬 ( 野 

生 馬 と 白亜 の 灯台 案内 ガイ ド と 散策 ) つ 夕刻: 日 南海 岸 ・ 南 卿 プリ ンス 

ホテ ル 泊 (日 南海 岸 国定 公園 の 南端 の お だ や か な 沙 に た た ず む ホテ 

ル 、 露 天風 呂 で 寛 ぐ 、 和 洋 折 豆 コー ス 料 理 タ 食 ) 。 

午前 : 宿 つ 〇 JA X A 内 之 浦 宇宙 空間 観測 所 (宇宙 航空 開発 の 現場 に 宿 つ 〇 JAXA 内 之 浦 宇宙 空間 観測 所 (宇宙 航空 開発 の 現場 に 

直接 触れ る こと の で きる JA X A の 各 事 業 所 の 展示 施設 や ロケ ッ ト 発 身 
台 な ど 見 学 ) つ 〇 佐多 岬 (眼下 に 大 隈 海峡 が 広がる 九州 最 南 端 の 岬 ) 

桜島 港 > 桜 島 フ ェ リ ーー 鹿児島 港 一 夕刻 : 城 山 ホ テル 鹿児島 泊 ( 桜 

島 側 の お 部 屋 を ご 用 意 、 桜 島 の 絶景 を 望む 展望 露天 温泉 、 和 食 会 席 

夕食 ) 

午前 : 宿 一 氏名 勝 ・ 仙 上 厳 園 (案内 ガイ ド と 庭園 散策 見 学 、 桜 島 展望 ) … 

桜 華 亭 (眼前 に 雄大 な 桜島 が 広がる 、 鹿 児島 で も 有数 の 眺望 を 眺め な が 

ら の 昼食 ) … 〇 長崎 鼻 (薩摩 半島 最 南端 ) … 〇 西 大 山 駅 (旅情 を 誘う J 

R 最 南端 駅 ) つ 〇 釜 蓋 神社 (話題 の パワ ー ス ポッ ト ) つ 

鹿児島 鹿児島 ラ 

羽田 空港 (19:30 て 21:00 着 ) 伊丹 空港 (19:00 て 20:40 着 ) 


1 に : 


日 南海 岸 南 卿 プリ ンス ホテ ル 
(2 泊 目 ) 
客室 、 レ スト ラン 、 ラ ウン ジ か ら 雄 大 
な 海 や 緑 ゆ た か な 大 島 が 一 望 で き 、 明 
る く 開 放 的 な 雰囲気 に 包ま れ た リゾ ー 
ト ホ テ ル 。 


城山 ホテ ル 鹿 児 
(3 泊 目 ) 
鹿児島 市 街 地 を 眼下 に 見 渡す 標高 
108m の 高台 ・ 城 山 に 建ち 、 鹿児島 の シ 
ン ボ ル 桜 島 と 錦江 湾 を 一 望 する 絶景 の 
ロケ ーション を お 愉し みい た だ け ま す 。 


忠 天 風呂 


馬 


Eu 


ー+ 四 V み テ コ | 


季 
節 
を 
愛 
で 
る 
旅 


| 落 ご mO 放 対 | で 由 斗 前 ・ 判 列 


到 瑞 北川 


測 S 装 | 


ー+ 四 みみ ー | 円 飲 


著 い 員 燃 放 器 憶 


半 
名 
ホホ 
ウ 属 
ル 


| 工 ご て G 訂 計 


器 瑞 ・ 北 中 


菅 交 S 対 還 


40 


日 本 で 一 番 開花 が 早い ' 春 継 桜 」 見 物 と 
世界 遺産 "琉球 王国 の グ ス ク 及び 関連 遺産 群 」 全 9 ヶ所 を 巡る 


世界 自然 遺産 や ん ば る リゾ ソー ト : 


催行 
1 月 30 日 ( 火 ) 


旅行 代金 (大 人 お ひと り 様 ) 


出発 日 


1 人 1 室 
上 京 各 。 203,000 円 。 208.000 円 。 249,000 円 
| 夫人 194,.000 円 199.000 円 240,000 円 


※ 現 地 発着 の 旅行 代金 は 、 東京 発 の 旅行 代金 より 36.000 円 引き と な り ま す 。 ※ 東 京 ・ 大 阪 と の 共同 募集 
コー ス で す 。 添乗 員 は 初日 那 芋 空 港 か ら 最終 日 那覇 空港 まで 同行 し ます 。 ※ 利 用 バス 会 社 : 北部 観光 
バス また は 琉球 バス 交通 ※ 部 屋 タ イプ : 洋 ※ 現 地 合 流 に つい て は P51 を ご 参照 下さ い 。 ※ 写 真 は 
全て イメ ー ジ で す 。 ※ 行 程 中 の 多 印 は 世界 遺産 で す 。 ※9 才 以下 の お 子 様 は 申込 で きま せん 。 
行程 入場 〇 下車 バス 航 空 機 … 徒 歩 三 列 車 一 船 + そ の 他 
羽田 空港 (6:00 て 10:30 発 ) 那 覇 空港 伊丹 空港 (8:00 二 10:30 発 ) 那 覇 空港 


っ 久 多 玉 陵 (王家 一 族 が 眠る 沖縄 最大 の 墓 ) 一 信金 首 里 城跡 (新しい 見 学 デッキ 
や 復興 へ 向かう 首 里 城 の 「 今 」 を 見 る … 金 園 比 屋 武 御 鎌 石門 と 御 交 か ら な る 聖域 ) 
つ 人 識名 園 (琉球 王家 の 別邸 ) 夕刻 : ホ テル モン トレ 沖縄 スパ タリ ゾー ト 
泊 (ビー チ に 面 し て 建つ 全 客 室 オ ー シ ャ ン ビ ュー の ホテ ル 、36m 以 上 の 広い 
を ご 還 
午前 : 宿 つ 〇 多 座 喜 味 城跡 (最高 傑作 の グ ス ク と も いわ れる 古城 ) つ 〇 多 勝 連城 
跡 (青い 海 が 一 望 で きる 沖縄 有数 の 景勝 地 ) 一 〇 辺 戸 岬 (本 島 最 北端 の 絶景 ) ~ 人 
大 石林 山 (熱帯 植物 の カル スト 人 台地 散策 ) っ 夕刻 : オ クマ プラ イベ ー ト ビー チ & 
リゾ ー ト 泊 (沖縄 の 風 と 波 と 森 に 抱か れ た 本 格 ネ イチ ャ ー リ ゾー ト 。 大 浴場 
で 寛ぐ 、 お 部 屋 は リニュ ー ア ル さ れ た グラ ンド コテ ー ジ を ご 用 意 、 和食 夕食 ) 
午前 : 宿 且つ や ん ば る の 森 (案内 ガイ ド と 世界 自然 遺産 ・ や ん ば る の 森 を 散 
策 ) ホテル … 古宇 利 大 橋 (一 直線 に 延び る 美しい 橋 の 景観 ) -~ 食 古 宇 利 オー 
シャ ンタ ワー (シェ ルミ ュー ジア ム 展望 全 か ら の 眺望 ) つ 〇 八重 岳 ( 全 山 
を 染め る 4000 本 の 寒 継 桜 、 駐車 場 か と ら タ クシ ー 利 用 で 歩か ず 見 どこ ろ 見 学 ) 
つ 人 今帰仁 城跡 ( 寒 継 桜 咲く 古城 ) つ 夕刻 : 同 ホテ ル 泊 (ビュ ッ フ ェ タ 食 ) 
午前 : 宿 一 信金 中 城 城跡 (ベリー 絶賛 の 築城 技術 、 太 平 洋 ・ 東 シナ 海 眺望 ) 一 隠れ 
家 リ ゾー ト で 和 流 コー スー ニラ イカ ナイ 橋 つ 〇 斎場 御 穴 (琉球 最高 の 聖地 ) っ 
那覇 空港 う 羽 田 空 港 (19:30 て 21:20 着 ) 那覇 空港 錠 伊 丹 空港 (19:30ー20:30 着 ) 


"re 


連 泊 で めぐ る 
奏 細 桜 舞う 沖縄 と 世界 遺産 全 周遊 の 旅 


罰 東京 発 - 大 阪 発 
= 半 二 | eAEzkfAo| 半 二 | eAEzkfAo| SS 
71 PP 


\ 最 少 催行 人 貞 : 12 名 宿泊 地 当所 


3 バス 


や ん ば る の 森 
OoVB 


オク マ プ ラ イベ ー ト ビー チ 
八重 岳 寒 弥 桜 & リ ゾー ト 人 外観 


⑥OCVB 


辺 戸 岬 か ら の 大 石林 山 


斎場 御用 <( セ ー フ ァ ウ タキ )〉 


2000 年 、 沖縄 本 島 に 点 在 す る 9 つの 城跡 や 名 勝 が 「 琉 
球 王 国 の グ ス ク 及び 関連 遺産 群 」 と 名 付け られ 、 世 
界 遺 産 と し て 登録 きれ まし た 。 沖 縄 創 生 に 深く 関わ 
り の ある 「 斎 場 御 交 」 を は じ め 、 い ずれ も 琉球 史上 
の 重要 な 舞台 と な っ て いま す 。 日 本 で 一 番 開花 が 早 
い 「 寒 災 桜 」 咲 く 頃 に 、 世 界 自然 遺産 登録 きれ た や 
ん ば る 地域 に の ん びり リゾ ー ト ホテ ル に 連 泊 で 世界 
遺産 全 9 ヶ 所 を 巡り ます 。 


3》 少 人 数 限定 ! バス 座席 2 シー ト 利用 。 リゾ ー 内 Da 罰 


般 科 


冬 の た び *・ 蔵 王 の 樹氷 原 の 絶景 


高原 ホテ ル と 遠刈田 : 人 上 幸 で で 


出発 日 


2 月 25 日 (日 ) 
- 旅行 代金 (大 人 お ひと り 様 ) 


東京 発 還 178.000 円 185.000 円 218.000 円 189.000 円 225.000 円 198.000 円 209.000 円 268.000 円 


、 大阪 発 208.000 円 215.000 円 248.000 円 219.000 円 255.000 円 228.000 円 239.000 円 298.000 円 


※ 東 京 ・ 大 阪 と の 共同 募集 コー ス で す 。 添乗 員 は 初日 新 大 阪 駅 か ら 最 終日 新 大 阪 駅 まで 同行 し ます 。 

※ 利 用 バス 会 社 : 福島 交通 ※ 部 屋 タ イプ : 1 泊 目 : 洋室 、2 泊 目 【 基 本 】 デラ ックス ツイ ン ま た は スー 
ペリ アダ ブル (1 人 ) ※3 人 は 和室 【A タ イプ 】 デ ラッ クス スー ペリ アツ イン また は デラ ックス キン グ 
(人) 【B タ イプ 】 ジュ ニア プレ ミア ム ス イ ー ト ※1 人 利用 の B タ イプ 客室 に つい て は 最終 段階 の 空き 状況 
で の ご 案内 と な り 一 旦 リ クエ スト と な り ま す 。 ※ 名 古屋 発着 、 現 地 合 流 に つい て は P51 を ご 参照 下さ 
い 。 ※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 

行程 @ 入 場 O 下 


っ バス 航空 機 … 徒 歩 三 列 車 一 船 ++ そ の 他 
東京 (10:00 て 10:30 発 ) = 大宮 = 新 大 阪 (7:00 て 7:30 発 ) = 京都 = 
新白河 名 古屋 三 東 京 三 新白河 

っ 大 内 宿 (雪化粧 され た 江戸 時 代 の 宿場 町 に タイ ム ス リ ッ プ ) ~ 〇 湯野 上 温泉 
駅 ( 郷 敬 を 誘う 茅 昔 の 駅 舎 ) = 会 津 鉄道 [ロー カル 線 の た び 、 自 由 席 ] = 西 若 
松 駅 一 裏 磐 桶 弥 六 沼 温泉 ・ 裏 磐 欄 高原 ホテ ル 泊 (ラグ ジュ アリ ー リ ゾー ト で 
の ん ぴり 、 お 部 屋 は 裏 磐 桶 山 側 を ご 用 意 。 フ レン チ フ ルコ ー ス デ ィ ナー タ 食 ) 
午前 : 宿 つ 〇 上 杉 神社 (上 杉 謙信 公 を 祀っ 上杉 伯爵 邸 ( 国 指定 の 登録 有形 
文化 財 で いた だ く 米 沢 牛 付 郷 土 料理 ) 一 〇 「 み ちの く の 造 り 酒屋 」 見 学 一 午後 : 
遠刈田 温泉 ・ 竹 泉 荘 ML. Zao Onsen Resort & Spa 泊 (早め の 宿 入り 、 蔵 
王 山麓 に 佑 む リゾ ー ト ホテ ル 、 ア ー ト の 風 が 香る 館内 、 豊 富 な 湯量 を 誇る 自 
家 源泉 か け 流 し の 温泉 で 寛ぐ 。 夕食 は 仙台 牛 を メイ ン と し た 旬 の 会 席料 理 を ) 
午前 : 宿 一 但 み や ぎ 蔵 王 こ けし 館 (絵付 け 体験 も ) つ 〇 みや き ぎ 蔵 王 樹氷 めぐ り 
(ワン ラン ク 上 の デラ ックス クラ ス の 雪上 車 「 ワ イル ドモ ンス ター」 で 快適 な 
ツア ー を 満喫 、 大 自然 が 織り な す 寺 と 氷 の 世界 ・ 蔵 王 の 樹氷 高原 を 探勝 ) 
福島 大宮 三 東京 (18:00 て 19:30 着 ) 福島 三 東京 = 名 古屋 = 京都 = 

新 大 阪 (21:00 て 22:30 着 ) 


陸 東京 ・ 大 阪 発 
敵 |wEckpko| AEckPko| 


回 っ 
スコ ー ト 素材 の 積み 上 げ 必 須 (大 阪 ) 朝 2、 昼 3、 タ 3 


2 ぁ 宿 泊地 : 福島 県 、 宮 城 県 


ECOET 則 下 名 可 ア 少 人 数 導 バス バス 滞 
前 電 あゆ 了 隊 ⑧ 


地 オ プシ ョ ン 」 画 面 か ら 予約 く 


(ぴい 蔵 王 の 樹氷 原 ② 樹 氷 鑑賞 風景 


③ 裏 巡 和 高 原 ホテ ル 展望 露天 風呂 
④ 竹 泉 荘 MLZao 0nsen Resor&Spa 露天 風呂 


毅 桶 山 を 望む 人 気 の ラ グ ジ ュ アリ ー リ ゾー ト 「 裏 毅 
本 高 原 ホ テル 」 と 、 2 万 坪 の 敷地 に 広がる 森 と 清流 の 
せせらぎ きか 心 と 体 を 癒す 蔵王 山麓 に 佐 む 消 酒 な リゾ 
ー ト ホテ ル 「 竹 泉 荘 」 に 宿泊 し 、 こ の 季節 な ら で は 
の 景観 と 名 湯 を めぐ る 3 日 間 の 旅 。 


で 人 数 限定 ! バ ス 座 席 2 シ ー ト 利用 。 リ ゾー トラ クジ ュ アリ ー ス ティ 


ほぼ ほん だ い くせ ん そう 


ー 人 旅 裏 磐 様 高原 ホテ ル と 人 竹 泉 荘 
リゾ ー ト て 過ごす 早春 の 休日 


出発 3 月 25 日 (月 ) 
旅行 代金 (大 人 お ひと り 欄 ) 


出先 
計 革 発 202,000 円 205,000 円 214.000 円 255,000 円 
_ 大 孤 発 232,.000 円 235,000 円 244,000 円 285,000 円 
※ 東 京 ・ 大 阪 と の 共同 募集 コー ス で す 。 添乗 員 は 初日 新 大 阪 駅 か ら 最 終日 新 大 阪 駅 まで 同行 し ます 。 
※ 利 用 バス 会 社 : 福島 交通 また は 会 津 乗 合 自動 ※ 部 屋 タ イプ : 洋室 、1 泊 目 [基本 ] 眺望 指定 な し 、 
[A・B・C タ イプ ] 裏 組 山側 客 室 、2 泊 目 [基本 ・A タ イプ ] デラ ックス ツイ ン ま た は スー ペリ アダ ブル 


し 最少 催 行人 具 : 8 名 > 奏 泊 地 : 福島 県 宮城 県 
早期 90 昌 前 名 亭 少 人 数 バス バス 
培 一 県 聞 中 


裏 丸 桶 高 原 ホ テル 外観 


[B タ イプ ] デラ ックス スー ペリ アツ イン また は デラ ックス キン グ [C タ イプ ] ジュ ニア プレ ミア ム ス イ 裏 磐 桶 高 原 ホ テル 裏 盤 桶 高原 ホテ ル 
ー ト ※ 名 古屋 発着 、 現 地 合 流 に つい て は P51 を ご 参照 下さ い 。 ※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 ※ ご 夫 MM 骨 、 SR テ 
婦 で の ご 参加 は ご 遠慮 願い ます 、 お 友達 同士 の ご 参加 の 場合 は 別々 に お 申込 を 承り ます 。 フレ ンチ フル コー ス デ ィ ナ ー 展望 露天 風呂 
行程 @ 入 場 〇 下車 バス う 衣 空 機 … 徒 歩 三 列 車 一般 ++ そ の 他 

東京 (11:30 て 12:00 発 ) 三 大 宮 = 新 大 阪 (8:30 て 9:00 発 ) = 


郡山 京都 名 古屋 三 東 京 郡 山 
三 自由 席 三 猪苗代 送迎 バス … 午後 : 裏 磐 桶 弥 六 沼 温泉 ・ 裏 骨 桶 高原 ホテ ル 
泊 ( 早 目 の 到着 、 お 部 屋 は 裏 磐 桶 山 側 を ご 用 意 、 フ レン チ フ ルコ ー ス ディ ナー) 
午前 : 宿 一 食 稚 ヶ 城 (名 城 ) 一 郷土 風 料理 昼食 王 天 鏡 閣 ( 国 指定 重要 文化 財 ) 
つ 人 野 口 英世 記念 館 一 夕刻 : 遠 刈田 温泉 ・ 竹 泉 六 Mt. Zao Onsen Resort 
& Spa 泊 (蔵王 山麓 に 件 む リゾ ー ト ホテ ル 、 ア ー ト の 風 が 香る 館内 、 

湯量 を 誇る 自家 源泉 か け 流 し の 温泉 で お 寛ぎ 下さ い 。 夕 食 は 仙台 牛 を メイ ン 
と し た 旬 の 会 席料 理 を ) 


竹 泉 粒 夕食 竹 泉 荘 露天 風呂 


自然 と 環境 に 恵まれ 毅 稀 山 と 五色 党 の ひと つ 弥 六 沼 


午前 : 宿 つ 〇 上 杉 神社 (米沢 藩 禄 で ある 上 杉 謙信 公 を 祀る 神社 ) 米沢 牛 牛 鍋 騰 を 正面 に 望む 高級 リゾ ー ト 「 裏 盤 欄 高 原 ホ テル 」 と 、 

昼食 〇 東北 最大 級 の 酒造 資料 館 、 長 い 歴史 を 持つ 「 み ちの く の 造 り 酒屋 」 平 の 還 5 の 

回 学 ウヨ ラ か せ ふ の しま 何人 県 村 物 放 人 所 軸 いい 析 ば ) に 3 2 の 表 電 に - 広 が る 芝 と 本 庫 の ぜ び る ぎ が 心 と 体 

福島 一 大 宮 一 東京 (17:0017:50 着 ) 福島 王 東 京 = 名 古屋 一 京都 = を 癒す 蔵王 山 航 に 佐 む 消 洒 な リゾート ホテ ル 竹 太 
新 大 阪 19:50-20:50 着 ) 闇 」 に 宿泊 。 贅 沢 に 一 人 旅 で お 楽し み 下さ い 。 


大 阪 発 


テッ い の 奏 奥 びわ 湖 紅 1 結 


出発 日 2 月 7 日 ( 水 ) 、27 日 ( 火 ) 


5 に よれ る 0 カー と 人 15 の けむ 人 に 必 eeem 


[スコート 素材 の 積み 上 げ 必 須 


ぁ 最 少 催 行人 貞 : 11 名 宿泊 地 : 福井 県 、 滋 賀 県 


ECOET 則 議 名 可 アデ 少 人 数 導 バス バス 滞 
衣 電 ゆ 了 隊 画 ⑧ 


長浜 盆 梅 展 写真 提供 : びわ こ ビ ジ タ ー ズ ビュ ー ロ ー 


旅行 代金 (大 人 お ひと り 様 ) 


A タ イプ A タ イプ B タ イプ B タ イプ 
出発 地 | 3 人 1 | 2 人 1 | 1 人 1 
還 東 京 発言 192,000 円 195,000 円 220,.000 円 202,000 円 205,000 円 211,000 円 215,000 円 
| 大 阪 発 |171.000 円 174.000 円 199,000 円 181.000 円 184,000 円 190.000 円 194.000 円 


※ 東 京 ・ 大 阪 と の 共同 募集 コー ス で す 。 活 乗員 は 初日 東京 駅 か ら 最終 日 東京 駅 まで 同行 し ます 。 ※ 利 
バス 会 社 : 京 福 バス 、 近 江 鉄 道 また は 湖 国 バス ※ 部 屋 タ イプ に より 料金 が 異な か り ます 。 但 基 本 /1 
和束 (バス な し ・ ト イレ 人 2 昌和 (昌和 天上 ・ ト イレ 人 ) 0 タイ プ /1 上 生ま ( 和 
天風 呂 ・ ト イレ 付 )、2 泊 目 和 室 (温泉 半 吉 天風 呂 ・ ト イレ 付 ) 倫 B タイ プ /1 泊 目 和洋 室 (露天 風呂 ・ 付 越前 ガニ 引前) 本 ー 析 
トイ レ 付 )、2 泊 目 和 洋室 (温泉 半 直 天風 呂 ・ ト イレ 付 ) ※ 名 古屋 発着 、 現 地 合 流 に つい て は P51 を ご 参 タグ 付 前 越前 病 月 客 直 天風 絡 一例 
照 下さ い 。 ※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 


行程 @ 入 場 〇 下車 バス 航空 機 … 徒 歩 三 列 車 一 般 ++ そ の 他 
東京 (9:30 て 10:00 発 ) 品川 大 阪 (11:30 て 12:00 発 ) = 新 大 阪 = 
新横浜 = 名 古屋 = 米原 福井 京都 = 福井 


つ 〇 東尋坊 ( 国 の 名 勝 ・ 天 然 記念 物 ) 夕刻 : 越 前 海岸 鷹巣 温泉 ・ 割 烹 旅館 
越前 満月 泊 (3 千 坪 の 広大 な 敷地 に 、 わ ず か 9 室 の み の 美 食 の お 宿 で 日 本 海 の 
冬 の 味覚 「 タ グ 付 き 越前 ガニ 」 コ ー ス を 堪能 ) 【 お 品書き 】 タ グ 付 越前 ガニ 1 杯 
を 使っ て 、 カ ニ 刺 し 、 焼 き ガ ニ 、 ゆ で ガニ [切り ガニ で ご 用 意 ]、 カ ニ 鍋 ( そ 
れ ぞ れ 1/4 ず つ ) と 、 カ ニ 雑 炊 

午前 : 宿 > 一生 人 朝倉 氏 遺 中 博物 館 (案内 ガイ ド と 見 学 ) つ 〇 復元 町 普 ( 電 


紅 鮎 温泉 大 浴場 赴 天 風呂 紅 鮎 京 風 会 


評 


| 剛 


時 代 、 栄 華 を 極め た 城下 町 散策 ) つ ⑥ 気 比 神宮 人 に 3 千 坪 の 広大 な 敷地 に 、 わ ず か 9 室 の み の お 部 屋 を し 
文化 財 ・ 日 本 三 大 木造 大 鳥居 の ひと つ ) 午後: 尾上 温泉 ・ 旅 館 紅 鮎 泊 ( 全 15 か アモ へ 一 国 ・ 
の 奥 びわ 湖畔 に 休む 温泉 旅館 。 京 風 会 席 夕 食 ※ 近 江 生 づく 会席 望 場合 つら た た 本 搭 林 造 平屋 造り の 美食 の お 宿 で 、 三 国 
は 事前 申込 要 ) 越前 の 名 漁港 か ら 活き た まま 直送 きれ る ブラ ンド か 
午前 : 宿 北国 街道 ・ 木 之 本 宿 (江戸 時 代 の 情緒 が 残る 宿場 町 。1300 年 前 開山 - の 昌吉 2 よさ っ 
の 古 章 木之本 地 城 院 など 案内 ガイ ド と 散策 ) ->O 向 源 寺 ( 渡 岸 寺 くど う が ん じ ) 観 に の 最高 峰 越前 ガニ 」 を いた だ きま す 。 翌 日 は 自 
衣 泊 会 民 上 学 、 国 の 名 勝 に 指定 され る 広大 な 池 加 導 志 も 見 どこ ろ ) "ーー 
学 、 | ム マ 、 対人 
米原 = 名 古屋 三 新横浜 = 品川 = 米原 (16:0016:30 着 ) ※ 米 原 か ら 新選 島 の 島 影 を 眺め つつ 、 心 や すら で ひと と き を お 過 ご こ 
東京 (19:00 一 19:30 着 ) 電車 利用 で 京都 まで 約 60 分 、 大 阪 まで 約 90 分 し 下さ い 。 
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3 能登 半島 の 美肌 の 湯 宿 と 洗練 され た お も る て な し の ホテ ル で 寛ぐ 


少 人 数 限定 ・ 佳 き 宿 で の 芽 ぎ 


海流 能登 の 庄 と リバ ー リ トリ ー ト 雅楽 條 


出発 日 3 月 7 日 ( 木 ) 
- - 旅行 代金 (大 人 お ひと り 様 ) 
| 人 地 | 2 等 | 1 人 侍 | 狗 笛 | 測位 | 衣 竹 | 議 


旧東 京 発 還 191.000 円 235,000 円 195,.000 円 245,000 円 209.000 円 229.000 円 
| 大 阪 発 181.000 円 225, 00 拓 185,000 円 235,000 円 199,.000 円 219,000 円 
※ 東 京 ・ 大 阪 と の 共同 募集 コー ス で す 。 添乗 員 は 初日 金沢 駅 か ら 最終 日 新高 岡 駅 まで 同行 し ます 。 ※ 利 
バス 会 社 : 富山 地方 鉄道 また は 加 越 肖 パス ※ 部 屋 タ イプ に より 旅行 代金 が 異な り ま す 、3 人 1 室 は お 
問い 合わ せ 下さ い 。 【 基 本 】1 泊 目 : 和室 、2 泊 目 : デラ ックス 洋室 【A タ イプ 】1 泊 目 : 和室 、2 泊 目 : 本 
館 モ ダン スイ ー ト 【B タ イプ 】1 泊 目 : 和洋 室 また は 和室 (満天 星 )、2 泊 目 : 新館 プレ ミア スイ ー ト 【C 
タイ プ 】1 泊 目 : 和洋 室 ま た は 和室 (満天 星 ) また は 露天 風呂 付 和洋 室 、2 泊 目 : 新館 プレ ミア スイ ー ト 
温泉 付 ※ 現 地 合 流 に つい て は P51 を ご 参照 下さ い 。 ※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 
行程 @ 入 場 〇 下車 一 バス テ 航 空 機 … 徒 歩 列車 て 船 + そ の 他 
東京 (8:00 て 9:00 発 ) = 大 宮 = 金沢 大 阪 7:40 て 8:20 発 ) = 新 大 阪 = 

京都 = 金沢 
つっ 「 百 万 石 の 鮨 」 昼 食 つ 千里 浜 な ぎ さ ドラ イブ ウェ イ つ 象 輸 島 キ リコ 会 館 
っ タ 刻 : ね ぶた 温泉 海渡 能登 の 庄 泊 ( 全 客室 か ら 広 大 な 日 本 海 を 一 望 、 日 本 
有数 の 高 質 天 然 ア ルカ リ 性 泉 質 の 自家 源泉 を 持つ 湯 宿 、 夕 食 は 創作 懐 石 料理 
を ※ 露 天風 呂 等 は 工事 の た め ご 利用 いた だ け ま せん ) ※ 希 望 者 は 白米 千 枚 田 あぜ 
の きら めき (棚田 の 夜 を 彩る 25,000 個 の 壮大 な イル ミネ ーション ) 見 物 へ 
午前 : 宿 二 〇 白米 千 枚 田 (棚田 が 広がる 景色 ) つ 〇 輸 島 朝市 (日 本 三 大 朝市 の ひ 
と つ ) っ 輪島 ふぐ を 使っ た 昼食 一 午後: リバ ー リ トリ ー ト 人 雅 挟 倶 泊 (洗練 され 
た 上 質 ホ テル で 寛ぐ 。 現代 アー ト 作 品 、 美 し い 景 観 、 滋 味 あ ふれ る お 料理 な 
:、 唯 一 無 二 の 区 沢 な 空間 を お 楽し み 下 さい 、 フ レン チコ ー ス 料理 夕食 ) 
午前 : 宿 二 〇 世界 遺産 ・ 相 倉 合掌 造り 集落 (日 本 の 原 風景 ) 一 砺波 ・ 農 家 レ ス 
トラ ン 大 門 (伝承 料理 昼食 ) つ 〇 瑞 龍 寺 (国宝 、 高 岡 の 開祖 前 田 利 長 の 菩提 寺 ) 
新高 岡 = 大 宮 三 東京 (17:30 て 18:30 着 ) 新高 岡 = 金沢 京都 = 

新 大 阪 三 大 阪 (18:30 て 19:30 着 ) 


| 尊 leAEkpoo| 東京 ・ 大 阪 発 
75| 隊 AENKpoo| 


し 最少 代行 人 上 10 名 し 宿泊 地 : 石川 県 、 富 山県 


選 BEOET 幅 名 亭 人 数 導 バス バス 滞 
0 ( め 


白米 千 枚 田 あ ぜ の きら めき 輪島 市 産業 部 観光 課 


海渡 能登 の 庄 


リバ パーリ トリ ー ト 雅楽 人 
料理 


リバ ー リ トリ ー ト 雅 業 倶 
モダ ンス イー ト 客 室 一 例 


能登 情緒 あふ れる 和 の リゾ ー ト 「 海 蓄 能 合 の 庄 」 へ 。 
化粧 水 に 浸かる よう な 、 奇 跡 の アル カリ 泉 や 里海 里 
山 が 育ん だ 能登 の 食 も 楽し み ま す 。 翌 日 は 神通 川 の 
虹 に ある スモ ー ル ラグ ジュ アリ ー ホ テル 「 リ バー リ 
トリ ー ト 雅人 業 倶 」 に 滞在 、 温 泉 に 、 ア ー ト 、 滋 味 あ 
ふれ る 富山 の 恵み に ひたる 食事 を ご 堪能 下さ い 。 


⑯30》 一 足早 い 春 を 感じ る 房総 の お 花畑 へ 


新春 の 成田 山 新 勝 寺 


門前 宿 ' 和 空 成田 山門 前 」 の 魅力 


出発 日 1 月 9 日 ( 火 ) 、17 日 ( 水 ) 
旅行 代金 (大 人 お ひと り 様 ) 
1 人 1 室 
東京 発 100,000 円 120,000 円 
- 大阪 発 。 125,000 円 145,000 円 


※ 東 京 ・ 大 阪 と の 共同 募集 コー ス で す 。 泊 乗 員 は 初日 新 大 孤 駅 
か ら 最 終日 新 大 阪 駅 まで 同行 し ます 。 ※ 利 用 バス 会 社 : 東栄 
観光 バス 、km モ ビリ ティ サー ビス ※ 部 屋 タ イプ : 和室 ベッ ド 
タイ プ ※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 


成田 山 新 勝 寺 大 本 堂 
@⑥ (公社 ) 千葉 県 観光 物産 協会 


行程 入場 〇 下車 バス 愛 航 空 機 … 徒 歩 三 列 車 一 船 + そ の 他 
東京 (12:15 て 13:15 発 ) 新 大 阪 (9:30 て 10:30 発 ) = 京都 = 
名 古屋 東京 


つっ 成田 山 東京 別院 深川 不動 堂 一 夕刻 : 和 空 成田 山門 前 泊 (江戸 時 代 創業 
の 老舗 旅館 の 趣 を 残し つつ 2022 年 に オー プン し た 歌舞 伎 と 成田 山 の 歴史 が 
交差 する 唯一 無 二 の 門前 宿 に 宿泊 。 市 川 宗家 か ら 託 され た 歌舞 伝 に 関す る 収 
蔵 品 な ど を 解説 する トー クシ ョ ー に 参加 、 夕 食 は 歌舞 伝 発祥 の 地 、 京 都 で 生 
まれ た “ 京 料 理 "” に オリ ジ ナ ル ア レ ンジ を 加え た 唯一 無 二 の 和 空 会 席 を お 楽 
し み 下 さい ) 


早朝 6 時 か ら の 朝 護摩 な ど 成 田山 門前 の 宿泊 な ら で は の 体験 を ご 自由 に 。 


語り 部 に よる 案内 で 新 勝 寺 参 拝 午前 : 宿 且 づ を く づ れ 水 仙 郷 ( 野 水 仙 が 風 
に ゆれ る 風景 ) ~ 〇 白 間 津 花畑 (国道 沿い に 広がる 花 の じゅ うた ん 、 希 望 者 は 花 摘 
み ) … 東 京 湾 ア クア ライ ン … 
東京 (16:30 て 18:30 着 ) 


東京 = 名 古屋 = 京都 = 
新 大 阪 (19:00 て 21:00 着 ) 


本 東京 ・ 大 阪 発 
財 聞 | AEekoo| Akpoo| 
Fi 予約 くだ | 

主 EE 


ぁ 最 少 催行 人 貞 : 10 名 『 宿 】 池 : 千葉 県 


名 亭 肢 少 人 数 スバ ス 準 
関 明 人 @ ゆ 了 図 耐 ⑧ 


山門 前 外観 和 空 成 


山門 前 客室 


白 間 津 の 花畑 
@⑥ (公社 ) 千葉 県 観光 物産 協会 


HU 江戸 元禄 か ら 
霊場 と し て 名 高い 成田 山 新 勝 寺 。 部 の 案内 で 新 
春の 成田 山 新 勝 寺 を 参 語 し ます 。 ご 宿泊 は 成田 山 


勝 寺 まで 徒歩 2 分 の 表参道 に 位置 する 門前 宿 「 和 空 
成田 山門 前 」。 館内 に は 市 川 宗 家 か ら 託さ きれ た 歌舞 伝 
に 関す る 収蔵 品 が 展示 され て お り 、 成 田山 新 勝 寺 と 
市 川 園 十郎 家 の 繋 が り を 見 学 す る こと が で きま す 。 


少 人 数 限定 ・ バ ス 座 席 2 シ ー ト 利用 で 行く 秋 ・ 周 遊 の 旅 


少 人 数 限定 萩 の 宿 常 茂 恵 で 寛ぐ 


秋 の 萩 ・ 津 和 野 と 宮島 ・ 錦 帯 橋 へ 
11 月 23 日 ( 木 ) 


旅行 代金 (大 人 お ひと り 様 ) 
軸 東 京 発 還 180,000 円 182,.000 円 208,000 円 194,.000 円 196,000 円 223,000 円 
| 大 阪 発 | 162,000 円 164,000 円 190,000 円 176,000 円 178,000 円 205,000 円 
※ 東 京 ・ 大 阪 と の 共同 募集 コー ス で す 。 添乗 貞 は 初日 東京 駅 か ら 最終 日 東京 
駅 まで 同行 し ます 。 ※ 利 用 バス 会 社 : 防 長 交通 また は 萩 近鉄 タク シー 
※ 宿 泊 さ れる 部 屋 タ イプ ([ 基 本 ] 和室 、[A タイ プ ] 和洋 室 ) に より 料金 が 異 
な り ま す 。 ※1 名 利用 の A タ イプ 客室 に つい て は 最終 段階 の 空き 状況 で の ご 
案内 ・ 一 旦 リ クエ スト と な りお 取り で き な い 場合 が あり ます 。 ※ 名 古屋 発 
着 、 現 地 合 流 に つい て は P51 を ご 参照 下さ い 。 ※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 
行程 @ 入 場 〇 下車 バス 航空 機 … 徒 歩 三 列 車 て 船 + そ の 他 


東京 (8:00 て 9:00 発 ) 三品 川 三 新横浜 新 大 阪 (10:30 て 11:30 発 ) 三 新神戸 

三 名 古屋 新 山口 三 新山 口 

> 〇 瑠璃 光 寺 (国宝 五重塔 ) ※ 屋 根 昔 き 替え 工事 の た め 全体 が 見 られ な い 場 
合 が あり ます 人 … 但 明倫 学舎 (世界 遺産 ビジ ター セン ター ほか 案内 ガイ ド と 散策 ) 
っ タ 刻 : は ぎ 温 泉 ・ 萩 の 宿 常 茂 恵 泊 (「 萩 の 迎 宮 館 」 と し て 親しま れ て きた 
歴史 ある 旅館 、 夕 食 は と ら ふ く 和 刺身 付 会 席 を 。 と らぶ ふく 会 席 ・ 鍋 コー ス 希 望 の 
場合 は 事前 申込 要 ※1 名 は 不可 ) 
午前 : 宿 二 〇 萩 市 内 (案内 ガイ ド と めぐ る 歴史 散歩 、 菊 谷 横 町 、 木 戸 孝介 旧宅 、 萩 
反射 炉 [世界 遺産 ]、 松 陰 神 社 ・ 松 下村 塾 な ど ※ バ ス 移 動 含 む ) 一 食 森 鳴 外 記念 館 
っ 津和野 (山陰 の 小 京都 、 街並み 散策 ) … 鎧 松韻 亭 ( 国 の 登録 記念 物 に 指定 され 、 
通常 入る こと の で き な い お 庭 見 学 ) っ 夕刻 : 同 宿泊 ( 和 会 席 夕食 ) 
午前 : 宿 つ O 錦 帯 橋 ( 長 さ 193.3m の 木造 橋 ) 宮島 ロー 〇 宮島 (世界 遺産 の 央 島 
神社 や 紅葉 の 紅葉 谷 公園 な ど 案 内 ガイ ド と 散策 ) 一 宮島 ロー 
広島 = 名 古屋 = 広島 新神戸 = 
新横浜 品川 東京 (20:30 て 21:40 着 ) 新 大 阪 (18:00 て 19:10 着 ) 


出発 日 


5 往復 ダグ リー ン 車 ・ バ ス 座 席 2 シ ー ト 利用 、 少 人 数 で 行く 寛ぎ と 上 質 旅 


往復 ダグ リー ン 車 で 行く 
萩 の 宿 ・ 常 茂 恵 と 別邸 音信 の 寛ぎ 


2 月 18 日 (日 )、28 日 ( 水 ) 
旅行 代金 (大 人 お ひと り 様 ) 
東京 発 還 248.000 円 230,000 円 235,000 円 237,000 円 242,000 円 
_ 大阪 発 228,000 円 210,000 円 215,000 円 217,000 円 222,000 円 
※ 東 京 ・ 大 阪 と の 共同 募集 コース で す 。 添 乗員 は 初日 東京 駅 か ら 最終 日 東京 駅 まで 同行 し ます 。 ※ 利 
バス 会 社 : サン デン 観光 バス また は 防 長 交通 ※ 部 屋 タ イプ に より 旅行 代金 が 異な り ま す 。 [基本 ] 
1 泊 目 : 和室 、2 泊 目 : メゾ ネッ ト 洋 室 露 天風 呂 付 、[A タ イプ] 1 泊 目 : 和室 、2 泊 目 : 和洋 室 露天 風呂 付 、 
B タ イプ ] 1 泊 目 : 和洋 室 、2 泊 目 : 和洋 室 露 天風 呂 付 ※ 名 古屋 発着 、 現 地 合 流 に つい て は P51 を ご 参照 
下さ い 。 ※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 
行程 @ 入 場 〇 下車 バス ラ 航 空 機 … 徒 歩 三 列 車 船 その 他 
東京 (8:00~ て 9:00 発 ) 品川 新横浜 新 大 阪 (10:30 て 11:30 発 ) 三 新神戸 ニ 
三 名 古屋 = グリ ー ン 車 = 新山 口 グリ ー ン 車 [ 車 中 弁当 昼食 ] = 新山 口 
っ 津和野 (山陰 の 小 京都 、 街 並み 散策 ) … 夕刻: はぎ 温泉 ・ 萩 の 宿 常 茂 恵 泊 
(' 萩 の 迎 宮 館 」 と し て 親しま れ て きた 歴史 ある 旅館 、 夕 食 は と ら ふ く 刺 身 付 
会 席 を 。 鍋 コー ス 希 望 の 場合 は 事前 申込 要 ※1 名 は 不可 ) 
午前 : 宿 一 〇 萩 市 内 (案内 ガイ ド と めぐ る 歴史 散歩 、 萩 ・ 明 倫 学 舎 [世界 遺産 ビジ 
ター セン ター] や 菊谷 横町 、 木 戸 孝介 旧宅 、 萩 反射 炉 [世界 遺産 ]、 松 陰 神社 ・ 松 下 
村塾 な ど ※ バ ス 移 動 含む ) 一 欠 金 子 み すゞ 記念 館 一 夕刻: 長門 湯本 温泉 ・ 別 邸 
音信 泊 (ひろ ぴろ と し た 館内 に わずか 18 室 。 全 室 に 源泉 掛け 流し の 専用 露天 
風呂 。 ど こ に で も ある 区 沢 で は な い 、 と いう 昔 沢 が コン セプト の 温泉 リゾ ー 
ト に 滞在 ) 
午前 : 宿 二 〇 元 乃 隅 (も と の すみ ) 神社 (断崖 に 治っ て 100m 以 上 続く 赤い 鳥居 ) 
っ GO 海士 ヶ 瀬 公園 展望 台 (角島 大 橋 を 一 望 出 来る 絶好 の ポイ ント ) つ 角 島 大 橋 ( エ 
メラ ルド グリ ー ン の 海 の 上 を 走る 全長 1780m の 橋 ) つ 〇 角島 一 
新山 口 ニ = グリ ー ン 車 = 名 古屋 = 新山 口 = グ リー ン 車 = 新神戸 = 
新横浜 = 品川 = 東京 (20:00 て 20:50 着 ) 新 大 阪 (17:30 て 18:20 着 ) 


に Eu に | 


6AEWKP40 


写真 提供 : 一 般 社団 法人 広島 県 観光 連盟 


と らぶ ふく 会 席 ( 鍋 コ ー ス ) 


少 人 数 限定 ・ バ ス 座 席 2 シ ー ト 利用 で 秋 周 遊 た び 。 

多く の 偉人 が 訪れ 「 萩 の 迎 控 館 」 と し て 親しま れ て 
きた 歴史 ある 旅館 「 萩 の 宿 常 茂 恵 」 に 連 泊 し 、 世 界 
遺産 ・ 安 芸 の 宮島 、 世 界 遺産 に 指定 され た 萩 反 射 炉 
を 含む 萩 の 城下 町 散策 や ノスタルジック な 津和野 な 


ど 観 光 名 所 を めぐ り ま す 。 


和 泉 * 
大 阪 発 


ぁ 最 少 催行 人 貞 : 9 名 


早期 90B 前 名 亭 少 人 数 バス 上 バス 
9998 


別邸 音信 


エン トラ ンス 


多く の 偉人 が 訪れ 、「 萩 の 迎 換 館 」 と し て 親しま れ て 
きた 歴史 ある 旅館 「 萩 の 和 宿 常 茂 恵 」 と 日 本 な ら で 
は の 沢 な 温泉 リゾ ー ト 「 別 邸 音信 」 を 訪ね ます 。 

往復 グリ ー ン 車 利用 、 バス 座席 2 シー ト 利 用 、 少 人 数 


ぁ 最 少 催行 人 貞 : 12 名 宿泊 地 : 山口 県 


名 事 人 数 入 バス バス 


東京 ・ 大 阪 発 


(東京 ) 朝 2、 昼 3、 タ 3 
(大 阪 ) 朝 2、 昼 3、 夕 2 


萩 の 宿 常 茂 】 


萩 の 宿 常 茂 恵 


「 現 地 オ プシ ョ ン 」 画 面 か ら 予約 くだ 
罰 守 さい 。 宿 泊 日 の 宿泊 素材 、 出 発 地 、 エ 


[スコート 素材 の 積み 上 げ 必須 


ぁ 宿 泊地 : 山口 県 


萩 の 宿 常 茂 恵 


会 席 ( 鍋 コ 


別邸 音信 


ー ス ) 


客室 一 例 


客室 一 例 


で 行く 寛ぎ と 上 質 の 旅 を お 楽し み 下 さい 。 


恵 温泉 大 浴場 


の 1 ま 京 大 阪 発 


lnE 


著 い 只 光 人 誰 器 憶 | ー+ ポ テコ | 


名 
ホホ 
プ 
ル 


| 苦い G 訂 計 


器 瑞 ・ 北 中 


測 9 装 | 


ly 


ー+V ル テ | 


少 人 数 で 行く グル メ と 上 質 の 旅 、 全 6 室 の 料亭 旅館 と 大 人 の 隠れ 家 で 楽し 


6 組 限定 ・ 秋 の 区 沢 旅 IE 上 
秋月 清流 庵 と 壱岐 リト リー ト 海 里村 上 Pom yea 


少 人 数 
ーー 一 ーーーーーーーーー 一 一 訪 皿 有 @ 了 較 本 の 
航 秋月 の 紅葉 福岡 県 光 軍 時 
デー ド ら 
出発 11 月 22 日 ( 水 ) ^ iP 
旅行 代金 (大 人 お ひと り 欄 ) 
室 | A タ イプ | A タ イプ | A タ イプ | B タ イプ | B タ イプ | B タ イプ 

由 電 

上 東京 発 308,000 円 268,000 円 278,.000 円 314.000 円 272.000 円 282.000 円 319.000 円 


大阪 発 288.000 円 248.000 円 258.000 円 294.000 円 252.000 円 262.000 円 299,000 円 


※ 現 地 発着 の 旅行 代金 は 、 東京 発 の 旅行 代金 より 40.000 円 引 きま となり ます 。 ※ 東 京 ・ 大 阪 と の 共同 募集 
コー ス で す 。 添乗 員 は 初日 博多 駅 また は 福岡 空港 か ら 最 終日 博多 駅 また は 福岡 空港 まで 同行 し ます 。 

※ 利 用 バス 会 社 : 多久 観光 バス また は 西鉄 観光 バス また は 福岡 昭和 タク シー、 壱 岐 交通 ※ 部 屋 タ イプ 
1 泊 目 : 和室 、 2 泊 目 : プレ ミア ム 和 洋室 ※1 名 利用 の 上 級 客室 に つい て は お 取り で き な い 場合 が あり ま 


索 岐 り トリ ー ト 海里 村上 


著 い 員 燃 放 器 憶 


半 
名 
ホホ 
5 ブ ョ 
ル 


| 革 い G 訂 計 


到 瑞 ・ 北 中 


落 剖 9 装 | 
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す (最終 段階 の 空き 状況 で の ご 案内 と な り 一 旦 リ クエ スト と な り ま す )。 【 基 本 】 ① 和 室 7 時 士 【A 
タイ プ 】 〇 ① 和 室 8 畳 十 8 畳 【B タ イプ 】① グ レー ドア ッ プ 客室 ・ 和 室 8 財 二 812 連 ※ 現 地 合 流 に つい て 
は P51 を ご 参照 下さ い 。 ※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 

行程 入場 〇 下車 バス 航 空 機 … 徒 歩 三 列 車 一 船 + そ の 他 
羽田 空港 (8:00 て 9:30 発 ) 新 大 阪 (8:30 て 10:00 発 ) ニ - トー 

福岡 空港 っ 博多 新神戸 博多 壱岐 リト リー ト 海里 村上 壱岐 リト リー ト 海 里村 上 
っ ⑥ 秋 月 (紅葉 に 彩 られ た 城下 町 散策 ) 夕刻: 秋月 温泉 ・ 料 亭 旅館 清流 庵 泊 露天 風呂 プレ ミア ム 和 洋室 客室 一 例 
( 心 安らぐ 美しい 日 本 庭園 と わずか 6 室 の 昔 沢 空間 。 全 室温 泉 完備 の 客室 に 、 

料亭 旅館 こだわ り の 会 席料 理 を 堪能 ) 
午前 : 宿 一 博多港 ジェ ッ ト フ ォ イ ル へ 芦辺 港 一 〇 左京 鼻 (壱岐 を 代表 する 景 


約 2400 坪 の 緑 あ ふれ る 敷地 内 に ある 、 料 享 旅館 で 過 


勝地 の ひと つ ) > O 住 吉 神社 (壱岐 で 唯一 の 官 社 ) の 〇 月 読 神社 (日 本 神道 発祥 の ご す 優 苺 な ひと 時 。 す べ て 温泉 付 の お 部 屋 で プラ イ 
地 ) AP Pd ee 本 壱岐 リト ベー ト な ひと 時 を お 過ごし いた だ きま す 。 翌日 は 海 
リー ト 海 里村 上 泊 (料理 自慢 の 温泉 宿 で 至福 の ひと と き を 、 全 室 オ ー シ ャ ン 遇 骨 
ビュ ー・ 源 泉 掛 け 流し 赴 天 風呂 付 、 お 部 屋 は グレ ー ド アッ プ の プレ ミア ム 和 を 渡っ て 大 然 食材 の 宝庫 、 志 岐 へ 。2020 年 春 リ ニュ 
洋室 を ご 用 意 、 最 高峰 の 壱岐 食材 や 玄界灘 の 旬 の 魚 を 中 心 と し た 会 席料 理 を ) ー ア ルオ ー プ ン 、 全 12 室 ・ 源 泉 露天 風呂 付 ・ オ ー シ 
午前 : 宿 但 一 支 国 博物 館 (地域 ガイ ド と 見 学 ) -> 〇 世界 初 と ら ふぐ の 低 塩分 陸 


上 義 殖 施設 を 見 学 一 と ら ふぐ 昼食 芦辺 港 ご ジェ ッ ト フ ォ イ ルー 博多港 6 
博多 > 福岡 空港 博多 三 新神戸 ニ た 四季 の 料理 、 日 本 の 夕日 百 選 に 選ば れ た 湯 ノ 本 湾 
羽田 空港 (19:30-20:45 着 ) 新 大 阪 (19:00 て 20:00 着 ) の 絶景 と 共に お 楽し み 下 さい 。 


⑱3》 ベル リン ・ フ ィ ル 首席 の スタ ー・ ク ラリ ネッ ト 奏 者 オッ テン ザマ ー の 吹き 振り 司 認 還 隔 
ー オ ー ル ・ プ ラー ム ス ・ ブ ログ ラム mee 2 
紳 5 キ ーー ーー ド と = 
N 響 オー チャ ー ド 定期 鑑賞 と 1 
スコ ー ト 素材 の 積み 上 げ 必 須 


ヨコ ハマ グラ ンド イン ター コン チ ネ ンタ ル ホテ ル 0 10 名 『 宿 泊地 : 神奈 川 県 


出発 日 3 月 2 日 ( 土 ) 
旅行 代金 (大 人 お ひと り 様 ) 
東京 発 。 106,000 円 127,000 円 
- 大阪 発 。 131.000 円 | 152,000 円 


※ 東 京 ・ 大 阪 と の 共同 募集 コー ス で す 。 添乗 具 は 初日 新 大 阪 駅 か ら 最 終日 新 大 阪 駅 まで 同行 し ます 。 


※ 利 用 バス 会 社 : 東栄 観光 バス 、km モ ビリ ティ サー ビス ヨコ ハマ グラ ンド イン ター 浜離宮 恩賜 庭 
※ 部 屋 タイ プ : 洋室 コン チ ネ ンタ ル ホテ ル 外観 @ (公有 周 ) 東京 観光 財 還 
※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 
※ 公 演 の 出演 者 ・ 内 容 は 予告 な く 変更 に な る 場合 が ご ざい ます 。 予 め ご 了承 の 上 、 お 申込 み 下さ い 。 隊 GSSso) N 響 オー チャ ー ド 定期 第 127 回 cc と 2》 - 
会 場 : 横浜 みな と みらい ホー ル 
行程 @ 入 場 〇 下車 バス 航 空 機 … 徒 歩 三 列 車 一 船 + そ の 他 ーー オール ・ プ ラー ム ス ・ プ ログ ラム 一 
新 大 阪 (9:30 て 10:30 発 ) 京都 = 東京 (12:45 て 13:45 発 ) 大 学 祝典 序曲 作品 80 
名 古屋 三 東京 クラ リネ ッ ト ・ ソ ナタ 第 1 番 へ 短調 作品 120-1 
ー 〇 湯島 天神 (江戸 時 代 よ り 「 梅 の 名 所 」 と し て 親しま れ て きた ) つ ヨコ ハマ グ (ブート ラック & を オッ テン ザマ ー 編 ) ※ 
ラン ド イン ター コン チ ネ ンタ ル ホテ ル (「 風 を は らん だ ヨッ ト の 帆 」 の 外観 ハイ ドン の 主題 に よる 変奏 曲 作品 56a 
が みな と みらい の シン ボル と し て な じみ 深い ホテ ル に ご 宿泊 、 荷 物 を 預け て ) ハン ガリ ー 舞 曲 集 より 第 1 番 、 第 3 番 、 第 4 番 、 第 6 番 
… 人 横浜 みな と みらい ホー ル (N 響 オー チャ ー ド 定期 第 127 回 公演 を 鑑賞 ノ 0 
15:30 開 演 ) … 夜 : 同 宿泊 (横浜 港 を 一 望 で きる ブッ フェ ・ ダ イニ ング に て 洋食 プッ 90 
人 a1 ワル ツ 集 「 愛 の 歌 」 作品 52 より 第 6 間 
午前 : 宿 信 大 田 区 立 龍 子 記念 館 ・ 龍 子 公園 (近代 日 本 画 の 巨匠 と 称 され る 川端 PA 
龍 子 の 作品 を 展示 する 記念 館 と 、 旧 宅 と アト リエ が 保存 され て いる 公園 内 を 見 学 ) ハン ガリ ー 抑 曲 集 よ り 第 7 番 (コン ツ 編 ) ※ 
つ コン ラッ ド 東 京 ( 和 会 席 昼食 ) 一 久 浜 離宮 恩賜 庭園 (菜の花 咲く 日 本 庭園 ハン ガリ ー 舞 曲 集 より 第 2 番 、 第 5 番 
を 散策 ) 一 ※ 印 の 曲 は 指揮 者 が ソリ スト を 兼任 し ます 
東京 (15:00 て 16:00 着 ) 東京 名 古屋 = 京都 = 揮 ・ ク ラリ ネッ ト : アン ドレ アス ・ オ ッ テ ン ザマ ー 


新 大 阪 (18:00 て 19:00 着 ) 


女性 ひと り 旅 ザ : リ ッ ツ ・ カ ー ル トン 日 光 の ラン チ と 
紅葉 の 絶景 「 わ た ら せ 渓 谷 鐵道 」 ト ロッ コ 列 車 


催行 


11 月 21 日 ( 火 ) 


旅行 代金 (大 人 お ひと り 様 ) 


東京 発 129,000 円 
大 孤 発 158,000 円 
※ 東 京 ・ 大 阪 と の 共同 募集 コー ス で す 。 添乗 員 は 初日 新 大 阪 駅 また は 東京 駅 か ら 最 


終日 新 大 阪 駅 また は 東京 駅 まで 同行 し ます 。 


※ 利 用 バス 会 社 : 上 信 観 光 バ ス 、 群 


馬 バ ス 、 群 馬 中 央 バス 、 栃木 交通 バス 、 朝 


観光 バス 、 北 関東 観光 の いずれ か ※ 部 


屋 タ イプ : 和室 また は 洋室 (バス な し ・ 
いて は P51 を ご 参照 下さ い 。 
付き 車両 と な り ま す 。 


代入 場 〇 下車 
東京 (11:00 て 12:00 発 ) 


※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 


トイ レ 付 ) ※ 名 古屋 発着 、 現 地 合 流 に つ 
※ ト ロッ コ 列 車 は 窓 


華厳 の 滝 


っ バス 用 航空 機 … 徒 歩 三 列 車 


名 古屋 三 東 京 三 高崎 


て 船 


三 大 宮 三 高崎 新 大 阪 (8:10 て 9:00 発 ) = 京都 = 


その 他 


つ 大 間々 駅 ニ = わたらせ 渓谷 鐵道 ・ ト ロッ コ 列 車 (渓谷 沿い を の ん ぴり 走る 


1 人気 の ロー カル 線 、 紅葉 の 絶景 ) 


三 神 戸 駅 一 人 富 弘 美術 館 (水彩 画 と 詩 の 世界 、 


星野 富 弘 氏 の 作品 展示 ) つ 夕刻 : 奥 日 光 湯元 温泉 ・ 休 暇 村 日 光 湯 元 泊 ( 湯 ノ 湖 畔 
の 森 に 件 む 宿 で 体 の 芯 か ら 温まる 源泉 か け 流 し の に ご り 湯 の 温もり と 旬 の 会 席料 


理 の 夕食 ) 


午前 : 宿 つ 〇 華厳 の 滝 ( 岩 壁 を 流れ 落ち る 壮大 な 滝 と 9 


禅 寺 ・ 立 木 観音 ( 国 重 
トン 日 光 (日 本 料理 By ザ ・ 

2 っ た 「 日 光 御膳 」 ラ ンチ ) 
参拝 ) 


文化 財 「 十 一 


面 千 手 観世 音 菩薩 」)ー ザ ・ 
リッ ツ カ ー ル トン 日 光 」 地 元 の 天 伏 


体 山 の 眺 め ) > 坦 日 光山 中 
リッ ツ ・ カ ー ル 
食材 を 豊富 


に 使 


人 日 光 東 照 宮 (世界 遺産 ・ 


極 彩 色 の 豪華 絢 炉 の 社寺 


宇都 宮 = 大宮 = 東京 (17:00 て 18:00 着 ) 宇都 宮 = 東京 = 名 古屋 = 京都 = 


新 大 阪 (20:00 て 20:45 着 ) 


2 月 29 日 ( 木 ) 


な が は ま 


ぼん ば いて ん 


女性 ひと り 旅 早春 の 香り 「 長 浜益 梅 左 」|82| 
と 北陸 冬 の 味覚 越前 活 が に 」 を 味わう 


旅行 代金 (大 人 お ひと り 様 ) 


東京 発 159,000 円 
大 孤 発 145,000 円 
※ 東 京 ・ 大 阪 と の 共同 募集 コー ス で す 。 添 乗員 は 初日 東京 駅 か ら 最 終日 東京 駅 まで 同行 し ます 。 


バス 会 社 : 


近江 鉄道 、 京 福 バス 、 近江 タク シー、 越前 観光 、 滋賀 中 央 観光 バス の いずれ か ※ 部 屋 タ イプ : 


※ 利 


最少 催行 人 員 :8 名 \ 宿 泊地 : 栃木 県 


6AEEKX10 


濁り 湯 の 温泉 宿 に 宿泊 


日 光 御膳 の ラン チ 
渡良 瀬川 に 治っ て 走る 「 わ た ら せ 渓 谷 鐵道 」。 紅葉 の 


渓谷 と 清流 の 絶景 を トロ ッ コ 車窓 か ら 楽 し み ま す 。 
名 湯 、 日 光 湯 元 温泉 か ら 源 泉 を 引い た 和 宿 で 白 滴 し た 
か け 流 し の 湯 に 癒さ きれ 、 サ ミッ ト で の 会 合 も 開か れ 
た ホテ ル で 粋 を 散り ば め た 優雅 な ラン チ も 満喫 。 


IE 
ー ep 6AENKX00 


0 フジ ョ が ら 予 Ma 


最少 催行 人 員 : 8 名 宿泊 地 : 福井 県 


少 人 数 バス 
18 名 


洋室 また は 和洋 室 ※ 名 古屋 発着 、 現 地 合 流 に つい て は P51 を ご 参照 下さ い 。 


人 @ 入 場 〇 


車 一 バス 愛 航 空 機 … 


徒歩 三 列車 


※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 
て 船 + その 他 


東京 (7:30 て 8:00 発 ) = 品川 
新横浜 = 名 古屋 = 福井 


っ 越前 大 野 (北陸 の 小 京都 、 〇 石 由 の 城下 


大 阪 (10:00 て 11:00 発 ) 
京都 = 福井 
散策 と 圧巻 の 20 段 ひな 飾り 人 


お お の ひな 祭り 」) っ 夕 齋 
に 2 杯 使 ) 


し て 、 か に 刺 や 焼き が に 、 


茹で が 


一 ス 「 極 魅 」 夕 食 と 庭園 風呂 で 三国 温泉 の 温もり を お 楽し み 下 さい 。) 


三 新 大 阪 


' 越 前 


: 休 暇 村越 前 三国 泊 (厳選 し た 「 活 が に 」 だ け を 昔 沢 
こ な ど 贅 を 尽く し た 越前 が に の フル コ 


午前 : 宿 〇 三国 湊 ( 北 前 船 で 栄え た 風情 ある 街並み 散策 、 格 子 戸 が 連なる 
旧 森 田 銀行 ) 一 長浜 (' 住 茂 登 」 に て 湖北 の 郷土 料理 と 冬 の 名 物 、 期 間 限定 の 


天然 真 鴨 の 本 昼食 )、 
る 「 長 浜 盆 梅 展 」、 
電 宿場 町 の 面 
米原 三 名 古屋 三 新 横浜 = 
東京 (18:00 て 20:20 着 ) 


| ーー 


品 ) 


@ 慶 雲 館 (早春 の 風物 詩 、 日 本 一 の 規模 と 歴史 
治 時 代 に 建て られ た お 座敷 に 3 
電 寺 る 大 旦 ス クエ ア など 提 人 


ぶ 約 90 鉢 の 見 


米原 京都 = 
新 大 阪 (15:50 て 17:30 着 ) 


T 屋 や 


を 誇 


な 盆 梅 )、 城 下 


越前 ガニ " 極 魅 」 


長浜 の 迎 容 館 ・ 慶 雲 館 の 新春 の 風物 詩 
展 」。 歴史 、 規模 と も に 日 本 一 を 誇 


越前 大 野 ひ な 祭り 


「 長 浜 筆 梅 
り 、 樹 齢 四 折 年 の 


古木 や 巨樹 な ど 約 300 鉢 の 中 か ら その 時 期 見 頃 の 盆 
梅 を 約 90 鉢 展示 、 か ぐ わ し い 梅 の 香り が 漂い ます 。 


活 が に 


だ け を 贅沢 に 2 杯 使用 し た 数 量 限定 の 棒 魅 」 
コー ス で 、 冬 の 美味 、 越 前 が に も お 


楽し み 下 きい 。 


45 


liE 


で 同列 ・ 居 | 著 い 只 燃 記 器 憶 | ー+ ポ ルー デコ | 


芝 剖 9 装 | 


lnE 


茎 ニ C 訂 対 | で 中 半 前 ・ 居 前 | 著 い 員 灯 記 回 飛 | ー+ 四 ルー テコ | 


器 瑞 ・ 北 中 


甚 剖 ③ 装 m | ざ 同 選 筆 


46 


EE 
包 5 昼 1 


シェ ラ ト ン 都 ホ テル 東京 最少 催行 人 員 : 13 名 
「 カ フェ カリ フォ ルニア 」 の 洋 ラ ンチ 


新年 の N 響 オー チャ ー ド 定期 鑑賞 


ー SS N 響 オー チャ ー ド 定期 第 126 回 cc<2》 一 
会 場 :Bunkamura オ ー チ ャ ー ド ホー ル 
【 プ ログ ラム 】 
デュ カス : 交響 詩 「 魔 法 使い の 弟子 」 
トマ : 歌劇 「 ミ ニョ ン | より ポロ ネー ズ 「 私 は テイ タニ ア 」| ※ 
]. シ ュ ト ラウ ス TII : 常 動 曲 作品 257 
]. シ ュ ト ラウ ス II : ワル ツ 「 春 の 声 」 作品 410 ※ 
ブラ ー ム ス : 交響 曲 第 1 番 短調 作品 68 


指揮 : 準 ・ メ ルク ル 
ソプラ ノ : 森野 美咲 


出発 日 1 月 8 日 (月 ) 
旅行 代金 (大 人 お び ひとり 様 ) 
29,800 円 
※ 利 用 バス 会 社 : 東栄 観光 バス 、km モ ビリ ティ サー ビス 
※ 出 演者 ・ 内 容 は 予告 な く 変 更に な る 場合 が あり ます 。 予 め ご 了承 下さ い 。 
行程 ⑯ 入 場 〇 下車 つ バ ス 航 空 機 … 徒 歩 三 列 車 一 船 
東京 (11:00 て 12:30 発 ) 
っ シェ ラ ト ン 都 ホ テル 東京 (「 カ フェ カリ フォ ルニア 」 に て 和 と 洋 の 
融合 を 楽し む 、 新 感覚 の 洋 ラ ンチ を お 楽し み 下 さい ) … 劉 渋 谷 ・ 
Bunkamura オ ー チ ャ ー ド ホー ル (S 席 より N 響 オー チャ ー ド 定期 
第 126 回 公演 を 鑑賞 ノ 15:30 開 演 ) 
東京 (18:00 て 19:00 着 ) 


++ その 他 


84 el 
84 東京 発 | 6AEGKWFO0 東京 発 


ニュ ー ヨ ー ク 発 世界 が 驚 只 6 し た 夢 の 舞 台 ! 最少 催行 人 貞 : 12 名 


神 韻 2024 日 本 公演 鑑賞 と 
鎌倉 中 華 の ラン チ 


研ぎ 澄 ま る され た 技 、 
まばゆい ば か り の 美 
し る 「! 中 国 古 典 舞踊 
の 最高 峰 ・ 神 韻 ( シ ェ 
ン ユ ン ) が 、 米 NY よ 


宮 癌 吊 轟 2024 


SHENYUN . 


> 、 Jr 。 - 


コ / り 再 び 来 日 し ます 。 
AN 和 負 内 NW 輝かしい 2024 年 の 幕 
開け を 飾る 芸術 の 粋 


を 、 ご 堪能 下さ きい 。 


2 月 2 日 ( 金 ) 


旅行 代金 (大 人 お び ひとり 様 ) 


出発 日 


38,000 円 
バス 会 社 : 東栄 観光 バス 、km モ ビリ ティ サー ビス の いずれ か 
※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 
行程 @ 入 場 O 下 車 


※ 利 


ー バス 航空機 … 徒 歩 三 列車 
東京 (9:00 て 10:00 発 ) 横浜 (10:00 て 11:00 発 ) 
つ 華 正本 鎌倉 店 (風情 ある 日 本 邸宅 で いた だ く 本 格 中 華 料 理 ラ ンチ ) 


つ 久 鎌倉 芸術 館 ( 神 韻 2024 日 本 公演 を SS 席 より 鑑賞 /14:00 開 
演 ) 


横浜 (17:00 て 18:00 着 ) 一 東 京 (18:00 て 19:00 着 ) 


て 船 + その他 


横浜 ロイ ヤル バー ク ホ テル に 宿泊 し 、 華 や ぐ 横 浜 の 町 を 散策 


| o 、 ーー | 食事 | 
日 本 フィ ル 第 九 特別 演奏 会 ご ベイ プ ォ オルガ ン と と も に ~ 85 CE 


鑑 買 と 港町 横浜 の クリ スマ ス 


12 月 21 日 ( 木 ) 


PE に | 


旅行 代金 (大 人 お ひと り 様 ) 


| 出発 地 | ”~ 2 人 1 室 。 | 1 人 ] 室 
東欧 88,.000 円 102,000 円 
| 大 先 。 113.000 円 。 127.000 円 。 


[スコート 素材 の 積み 上 げ 必 須 


ぁ 最 少 催 行人 貞 : 10 名 ゅ 宿泊 地 : 神奈 川 県 


名 事 計 少 人 数 放 バス バス 


※ 東 京 ・ 大 阪 と の 共同 募集 コー ス で す 。 添 乗員 は 初日 新 大 阪 駅 か ら 最終 日 新 大 阪 駅 まで 同行 し ます 。 東 


京 発 の お 客 様 は 最終 日 横浜 駅 に て 解散 と な り ま す 。 
※ 利 用 バス 会 社 : 東栄 観光 バス 、km モ ビリ ティ サー ビス 、 天 台 観光 
※ 部 屋 タ イプ : 洋室 
※ 名 古屋 発着 に つい て は P51 を ご 参照 下さ い 。 
※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 
※ 出 演者 ・ 内 容 は 予告 な く 変更 に な る 場合 が あり ます 。 予 め ご 了承 下さ い 。 


入場 〇 下車 バス 航 空 機 
東京 (12:30 て 14:00 発 ) 


名 古屋 三 東 京 


っ 信 東 京 タ ワー (東京 の 街並み を 立体 的 に 感じ 取る 、150m の メイ ン デ ッ キ か ら の 


… 徒 歩 三 列 車 一 船 + そ の 他 
新 大 阪 (9:30 て 11:00 発 ) = 京都 = 


展望) 一 午後 : 横 浜 ロ イヤ ル バ パー ク ホ テル (横浜 みな と みらい 21 地 区 の 高 


会 2023」 を 鑑賞 ノ 19:00 開 演 ) … 夜 : 横 浜 ロ イヤ ル パ ー ク ホテ ル 泊 


層 ビル 「 ラ 
ンド マー クタ ワー」 内 に 位置 する 空 と 隣り 合う ホテ ル 、 チ ェ ッ クイ ン ・ 休 憩 ) … み 
な と みらい ホー ル (S 席 より 日 本 フィ ル ハ ー モ ニー 交響 楽団 「 第 九 特別 演奏 


横浜 ロイ ヤル パー ク ホ テル 


横浜 ロイ ヤル パー ク ホ テル 


外観 客室 
日 本 フィ ル ハ ー モ ニー 交 細 楽 団 
ーー 利器 な 2023 < ー 
会 場 : 横浜 みな と みらい ホー ル 
【 プ ログ ラム 】 
J.S. バ ッ ハ : 高き 天 よ り わ れ は 来 た れ り BWV738 


主 よ 、 人 の 望み の 喜び よ 
トッ カー タ と フー が ガ ニニ 短調 BWV565 
(以上 3 曲 オ ル ガ ン 独奏 ) 

ベー トー ヴェ ン : 交響 曲 第 9 番 《 合 唱 ) 短調 op.125 


指揮 : 小林 研一 郎 [ 桂 乱 名 誉 指揮 者 ] 


午前 : 宿 づつ 〇 ク リス マス の 飾り つけ で 華やぐ 山手 エリ ア の 洋館 を ガイ ド と と 
も に 散策 つ 〇 赤レンガ 倉庫 (横浜 の きら めく 海 を 眺め な が ら 、 船 上 の フレ ン 


チ を 楽し む ラ ンチ クル ー ズ ) 一 
横浜 (13:30 て 15:00 着 ) 
新 大 阪 (16:30 て 18:30 着 ) 


横浜 つ 新横浜 三 名 古屋 三 京都 = 


オル ガン : 石丸 由佳 
ソプラ ノ : 小川 菜奈 アル ト : 山下 牧子 
テノール : 錦織 儲 バリ トン : 大 沼 徹 


合唱 東京 音楽 大 学 


⑪3》 同行 講師 : 矢 原 奈 欧 氏 (建築 家 ) 


ザ ・ フ リン ス 箱 根 芦 ノ 湖 宿 泊 で 


邊 根 ・ 沼 津 レ トロ & モ ダン 建築 探訪 


に E に | 


2 月 26 日 (月 ) 


104,000 円 


旅行 代金 (大 人 お ひと り 様 ) 
1 人 1] 室 


118,000 円 
※ 利 用 バス 会 社 : 東栄 観光 バス 、km モ ビリ ティ サー ビス 、 箱 根 登山 バス の いずれ か ※ 部 屋 タ イプ : 洋 
室 ※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 


ザ ・ プ リン ス 箱 根 芦ノ湖 
本 館 客室 

行程 @ 入 場 〇 下車 
新宿 (8:30 て 9:30 発 ) 

ー 念 沼津 市 駐 沢 光治 良 記念 館 (沼津 生ま れ の 昭和 の 文 衰 ・ 芳 沢 光 治良 氏 の 記念 館 ) 
っ 沼津 倶楽部 (1900 年 代 初 頭 よ り 大 切 に 受け 継が れ て きた 希少 な 建物 で いた 
だ く 、 中 華 料 理 を ベー ス と し た オリ ジ ナ ル ラ ンチ ) … 〇 重要 文化 財 江川 邸 一 
夕刻 : ザ ・ プ リン ス 箱 根 芦ノ湖 泊 (村野 藤 吾 氏 設計 の 本 館 レ イク ビュ ー の お 部 
屋 に 宿泊 、 メ イン ダイ ニン グル ー ム ル ・ ト リア ノン に て フラ ンス 料理 夕食 ) 
朝 : 宿 館内 を 見 学 午前 : 宿 一 備 ポ ー ラ 美術 館 ("箱根 の 自然 と 美術 の 共生 」 が 
コン セプト の ミュ ー ジ アム ) > 強 花 壇 (宮家 ゆか り の 洋館 「 懐 石 料 理 花壇 」 
に て 味わう 和 懐 石 昼食 ) 一 食 東 山 旧 岸 邸 ( 岸 信介 氏 の 自邸 と し て 建て られ た 建築 
家 ・ ] 五 十 八 氏 の 晩年 の 作品 ) つづ 〇 と ら や 工房 (お 買い 物 ) ~ 

新宿 (18:00 て 19:00 着 ) 


ザ ・ プ リン ス 箱 根 芦ノ湖 
ロビ ー 


沼津 市 ・ 風 に 鳴る 碑 


っ バス ラ 航 空 機 … 徒 歩 三 列 車 


て 船 ユ その 他 


emlwehkeso| 
販 の 机 N コ あっ 1 Po タ 1 
ー ト 素材 の 策 


Be] 10 名 > 奏 池 : 神奈 川 県 


DEOET 則 四 名 亭 ア 少 人 数 導 バ スーO ひ 。 衣 M 
証人 ゆ 了 ⑧ 


ザ ・ プ リン ス 箱 根 芦 ノ 湖 
メイ ンダ イニ ング ルー ム ・ 
トリ アノ ン 


[同行 講師 ] 矢原 奈 欧 氏 ( 建 築 家 ) 
東京 藝術 大 学 大 学院 修了 。 現 在 、 設 計 事務 所 に 勤務 し 住宅 建 
築 な どの デザ イン を 担当 し て いる 。 そ の 一 方 、 各 地 の 近 代 建 
築 を 訪ね 歩く 他 、 保 存 活用 提案 や 紹介 活動 を 行っ て いる 。 日 
本 大 学 非常 勤 講師 。 


ザ ・ プ リン ス 箱 根 芦ノ湖 
外観 


箱根 ・ 沼 津 界隈 の レト ロ 尺 モダ ン な 建築 を 巡り ま 
す 。 風 雅 な 和風 建築 、 レ トロ な 洋風 建築 、 モ ダン な 
現代 建築 、 さ ら に は 幕末 の 万 能 人 と も 呼ば れる 江川 
太郎 左衛門 ・ 英 龍 を 医 出 し た 江川 家 住 宅 を も 訪れ ま 
す 。 和 宿泊 は 戦後 日 本 建築 界 を 代表 する 建築 家 ・ 村 野 
藤 召 氏 に よる ザ ・ プ リン ス 箱 根 芦ノ湖 。 優 雅 な 時 間 
を お 過ごし 頂き ます 。 


同行 解説 : 個 梓 央 氏 ( 文 人 和 煎茶 一 茶 庵 宗 家 継承 者 ) 


12 名 限定 「 若 沖 と 応挙 』 人 彼ら を 取り 巻く 京 の 人 々 閉 | 


つく だ 


登録 有形 文化 財 ・ 個 家 前 茶室 と 前 茶 料 理 


12 月 2 日 ( 土 ) 


出発 日 
旅行 代金 (大 人 お ひと り 様 ) 


1 人 1 室 
東京 178.000 円 184.000 円 
現地 発着 154.000 円 160,000 円 


※ 添 乗員 は 初日 東京 駅 か ら 最 終日 東京 駅 まで 同行 し 
ます 。 ※ 利 用 バス 会 社 : ヤサカ 観光 バス 、 国際 興業 
観光 バス 、 東 豊 観 光 の いずれ か ※ 部 屋 タ イプ : 洋室 
※ 名 古屋 発着 に つい て は P51 を ご 参照 下さ い 。 ※ 写 
真 は 全て イメ ー ジ で す 。 ※ ホ テル と 夕食 会 場 へ の 移 
動 は タク シー な ど 小 型 車 に な る 場合 も あり ます 。 


重要 文化 財 伊藤 若 沖 筆 松 鈴 図 宰 絵 鹿苑 


寺 大 書院 障壁 画 五 十 面 の うち 四面 鹿苑 寺 蔵 
(II 期 展示 ) 
行程 @ 入 場 〇 下車 つ バ ス 航 空 機 … 徒 歩 三 列 車 船 + そ の 他 
東京 (9:20 て 10:20 発 ) 三品 川 = 京都 (12:00 て 13:00 発 
新横浜 = 名 古屋 三 京都 


つ 信 相国 寺 承 天 閣 美術 館 ( 水 墨 の 大 作 重要 文化 財 ・ 鹿 苑 寺 大 書院 障壁 画 な ど 『 若 
沖 と 応挙 』 展 期 ) つ ⑤ 錦 市 場 ( 若 沖 生 家 跡 、 応 挙 旧宅 士 ) つ 大 阪 ・ ホ テル モ 
ント レラ ・ ス ー ル 大 阪 (チェ ッ ク イ ン ) っ 〇 登録 有形 文化 財 個 家 煎 茶室 (中 国 
や 大 阪 画壇 の 書画 を 配 し 貴重 な 中 国 陶 磁器 を 実際 に 使っ た ビギナー で も 楽し め る 「 煎 
茶会 と 煎茶 料理 夕食 会 」) 一 夜 : 同 ホテ ル 泊 

午前 : 宿 一 人 京都 文化 博物 館 (京都 の 文化 や 芸術 家 を 紹介 ) 一 食 黄 此 山 萬福 寺 ( 黄 
生 宗 大 本 山 、 伝 統 の 普 茶 料理 昼食 ) つ 〇 石 峰寺 ( 若 沖 が 晩年 を 過ごし た 黄 此 宗 の 寺 
院 ) 

京都 = 名 古屋 王 品 川 = 新横浜 = 
東京 (19:10 て 20:10 着 ) 


京都 (16:20 て 17:20 着 ) 


re 凍 叶 | eAETko| 語 


地 オ プシ ョ ン 」 画 面 か ら 予約 く 


回 | ーー タ 1 
スコ ー ト 素材 の 積み 上 げ 必 須 (現地 発着 ) 朝 1、 昼 1、 タ 1 


『 宿 泊地 : 大 阪 府 


少 人 数 パス 


\ 最 少 催 行人 貞 : 6 名 


個 梓 央 氏 


煎茶 料理 


当日 の 料理 の と り わ け は 厨房 で 専 
任 ス タッ フ が 行う 予定 で す 。 


ーー 
茶会 
昧 余 守 


京都 ・ 相 国 寺 承 天 閣 美 術 館 に て 『 若 沖 と 応挙 』 展 が 
開催 きれ て いま す 。18 世 紀 を 代表 する 2 人 の 絵師 は 
京 の 町 で 様々 な 人 に 関わ りな が ら そ の 才能 を 開花 き 
せま し た 。 煎茶 家 の 仙 梓 央 (つく だ し お う ) 氏 の 案 
内 で 彼ら を 取り 巻く 人 や 寺社 を 訪ね ます 。 そ し て 、 

登録 有形 文化 財 の 促 家 煎 茶室 に て ビギナー で も 楽し 
め る 煎茶 会 と 高 肌 橋 吉兆 が 提供 する 煎茶 料理 を お 愉 
し み 下 きい 。 


lnE 


| 著 ご で び 呆 計 | で 店 前 ・ 居 前 | 著 い 員 燃 放 器 憶 | ー+V み テコ | 


到 瑞 ・ 北 中 


日 
本 
の 
名 
城 


47 


liE 


| 著 C 麻 詩 | で 中 装 前 ・ 居 前 | 落 い 員 純 誰 器 憶 | ー+ 四 みみ テコ | 


到 瑞 ・ 北 中 


日 
本 
の 
名 
城 


48 


3 同行 講師 : 荒 尾 努 氏 ( 平 曲 (正調 平家 琵琶 ) 弾き 語り 奏者 ) 東京 発 ・ 
食事 


平家 琵琶 の 調べ と 平家 物語 の 世界 om 


神戸 ・ 一 の 谷 の 戦い 編 最少 催行 人 : 10 名 と 宿泊 地 県 


5 
避 12 月 8 日 ( 金 ) 02 で 一般 時 団 法人 神戸 観光 選 
旅行 代金 (大 人 お ひと り 様 ) 
174.000 円 184,000 円 
現時 着 。 145,000 幅 155,000 円 


※ 東 京 ・ 大 阪 と の 共同 募集 コー ス で す 。 添乗 具 は 初日 東京 駅 か ら 最 終日 東京 駅 まで 同行 し ます 。 
※ 利 用 バス 会 社 : 神 姫 バ ス 、 東 豊 観光 の いずれ か 

※ 部 屋 タ イプ : 洋室 

※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 本 - 

※ 行 程 の 順番 ・ 拝 観 寺 院 は 変更 と な る 場合 が ご ざい ます 。 須磨 ミ ・ 熊谷 直実 の 一 騎 討 ちの 


行程 @ 入 場 〇 下車 つ バ ス ラ 航 空 機 … 徒 歩 三 列 車 一 船 ++ そ の 他 
東京 (8:30 て 9:30 発 ) = 品川 新神戸 (11:30 て 12:30 発 ) 
新横浜 三 名 古屋 三 新 神戸 「 平 家 を 語り 、 琶 を 弾 じ る 」、 盲 目 の 琵 替 法師 た ち 
っ 多聞 寺 つ 雪見 御所 跡 [車窓 ] (清盛 公邸 宅 跡 ) つ ⑥ 荒 田 八幡 宮 (安徳 天皇 行 に ョ 皇 
所 、 福 百年 の 符 ) つ 〇 妥 成 寺 (清盛 の 間 ・ 通 盛 と その 夫人 ・ 小 宰相 "Hi 9 第 が て きた 人 AoM 
局 供養 塔 ) つ 〇 能 福 寺 ( 平 相国 有 、 清 盛 の 出家 の 寺 ) つ 夕刻 :ANA ク ラウ ンプ ラ 化 ・ 平 曲 (平家 琵琶 )。 「 平 成 ・ 令 和 の 琵 生 法 師 」 荒 
ザ ホ テル 神戸 泊 (17:05 着 予定 ホテ ル に て イタ リア ンコ ー ス タ 食 尾 努 氏 の 平家 の 語り と 琵琶 の 調べ と と も に 、 各 地 の 
午前 : 宿 つ 〇 鎮守 稲荷 神社 ( 平 経 俊 墓 ) - 〇 厳島 神社 (清盛 建立 ) … 〇 平 盛 俊 塚 0 2 
つ 〇 明 泉 寺 ( 平 知 音 の 草 ) 監物 太郎 質 の 鐘 つ 源平 士 の 折っ O 平 。 「 物 語 め か り の 地 を めぐ り ま す 。 今回 は 、 3 日 間 と 
盛 俊 の 墓 つ 〇 蓮 の 池 蹴 碑 ( 平 重衡 ゆか り ) 一 〇 平 忠 度 腕 塚 - 〇 平 忠 度 胴 塚 も 荒尾 努 氏 の 同行 解説 で 神戸 へ 。 平 清盛 が 宋 と 質 易 
本 を 行っ た 大 輸 田 泊 、 そ し て 福原 居 都 の 地 と な っ た 神 

前 : 宿 つ 平 教 盛 ・ 熊 谷 直 実 の 一 の 像 ) 〇 三 平家 本 ES ピ 5 6 

陣 跡 モニ ュ メン ト ) -> 〇 弁 円 の 草 ユ 〇 平知盛 塚 記 選 柱 。 Ya T102 0 の 短 ま く 王 6 ま 
姫路 = 名 古屋 新横浜 = 品川 = 姫路 (6:0017:30 着 ) す 。 一 の 谷 の 戦い の 舞台 と な っ た 須磨 な どこ の 機会 
東京 9:30…21:00 導 ) に 是非 、 平 家 物語 の 世界 へ お 出かけ 下さ い 。 

⑯3? ゆ 同行 講師 : 平 野 芳 英 氏 ( 荒 神谷 博物 館 元 副 館長 ) 問 IE 東京 ・ 大 阪 発 


1 2 名 限定 ・ 出雲 『 石 神 さ ん 」 を 訪 ね て 了 ESgERs 選 こ 王 


| スコ ー お の 拓 み けが 


ムン $ こ Ag 9 9 名 宿泊 地島 根上 
古代 の 人 々 が みた 自然 の 神々 esp @ 


出発 日 3 月 27 日 ( 水 ) 
旅行 代金 (大 人 お ひと り 様 ) 
東京 発 158,000 円 164,000 円 
- 大阪 発 。 141,000 円 147,000 円 


※ 東 京 ・ 大 阪 と の 共同 募集 コー ス で す 。 添乗 員 は 初日 出雲 空港 か ら 最 終日 出雲 空港 まで 同行 し ます 。 
※ 利 用 バス 会 社 : サン フラ ワー 観光 、 出 雲 観光 タク シー、 実 道 ク リー ン 観 光 、 東 出雲 観光 バス の いずれ 
か ※ 部 屋 タ イプ : 洋 室 ※ 現 地 合 流 に つい て は P51 を ご 参照 下さ い 。 ※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 
※ 石 神 さ ん は 山中 な ど に 位置 する 場合 が 多い た め 、 歩 きやすい 服装 ・ お 足元 で ご 参加 下さ い 。 2 日 目 の 韓 
定 神 社 は 駐車 場 か ら 約 800m お 歩き いた だ き 、 約 300 段 の 石段 を 上 リ り ま す 。 


行程 @ 入 場 〇 下車 つ バ ス 航空 機 … 徒 歩 三 列 車 一般 ++ そ の 他 
羽田 空港 (9:00 て 10:30 発 ) 之 出雲 空港 伊丹 空港 (10:00 て 11:30 発 ) 有 出雲 空港 
ー 〇 出雲 市 ・ 立 石神 社 (「 た て いわ さん 」 の 3 つの 荘厳 な 巨岩 ) 一 〇 千 把 が 滝 
(島根 半島 部 最大 と され る 崖 )~⑥ 松 江 市 ・ 恵 曇 神社 (地域 を 見 守る 「 座 王 さ ん 」) 
っ O 佐 太 神 社 (出雲 国 三 大 社 の 内 の 一 つ ) ~ ⑨ 生 馬 神 社 ( 道 返 神 を 祭神 と する 御 
神体 ) 一 夕刻 : 松 江 エ クセ ル ホ テル 東急 泊 (「 出 雲 の 石神 さん 」 講 座 、 洋 コー スタ 食 ) 


| 較 ・ 韓 窟 神 社 (人 里 離れ た 山中 で 巨石 に 抱か れ た 本 社 ) 


佐 太 神社 
〇 木佐 家 の 要 石 ( 国 引 き し た 国 を 留め る と いう 石神 ) 一 坦 大 寺 薬 師 収蔵 庫 (薬師 
如来 堂 像 な ど 著 名 な 平安 仏像 群 ) つ 〇 多 倍 神社 (「 首 岩 」 と 呼ば れる 2 つの 巨石 ) 一 『mh' 吉 還 ョ ミコ リーF ミ 同 
〇 鬼 の 腰掛 岩 (現代 に 出現 し た 巨岩 ) っ 〇 須佐 神社 (須佐 之 男 命 御 魂 鎮め の 御社 ) 出 肝 国 風 填 記 員 軸 0 9 に Me る 半 の 
ー @ 〇 雲南 市 ・ 飯 石神 社 (地名 由来 の 女神 を 祭る ) 一 夜 : 同 宿泊 然 神 信仰 。 古 代 か ら 続く 神社 の 御 神体 と きれ 、 山 深 
朝 : 宿 つ 〇 寺 南 市 ・ 須 我 神社 (日 本 初 之 宮 ) つ 〇 須 我 神社 ・ 奥 の 院 (親子 3 神 い 森 に 潤 厳 な 姿 を 見 せる 石神 。 今 な お 地域 の 方 々 に 


を 祭る 3 つの 巨石 ) 〇 塩釜 神社 ( 巨 娠 の 狭い 間 を ぬっ て 参拝 ) 一 G 鮭 神社 一 の ント いい /ー 窟 「 由記 R es 
の 松江 市 ・ 女 夫 涯 中 中 (人 祭 湯 の 夫 が 出土 ) 欠 来 待 ス トー ン ( 模 材 と ずら れ 、 人 の に 答 る 「 出 肝 の 石 袖 』。 山 深く な ど に 


な っ た 来 待 石 を 紹介 ) っ 〇 石 宮 神 社 (地名 由来 の 神話 に 関わ る 犬 石 と 猪 石 の 巨石 ) 位置 し 、 訪 ね る こと が 難し い 場 所 が 多い で す が 、 今 
出雲 空港 錠 羽 田 空港 (17:00 て 18:00 着 ) 出雲 空港 錠 伊 丹 空港 (17:00 一 18:00 着 ) 回 は 少 人 数 限定 、 小 型 バ ス を 利用 し て 巡り ます 。 


いい 【 ポイ ント 
由 の め 【 各 城 は 地元 ガイ ド の 解説 付き (一 部 除く ) ! = 


屈 日 本 100 名 城 ・ 続 日 本 100 名 城 の スタ ンプ 集め も 楽し 
日 本 100 名 城 ・ 続 日 本 100 名 城 み で す 。 


(添乗 貞 が 代行 し て スタ ンプ を 押印 し ます の で お 城 め ぐ 
へ 、 よ ミ 四 詳 民 り に 専念 出来 ます )。 
日 本 城郭 協会 が 選定 し た 「 日 本 100 名 城 」' 続 日 本 100 名 城 」 を ※JR 利 用 コー ス の 名 古屋 発着 現地 合 流 に つい て は P51 を ご 参照 下さ い 。 


中 心 に 、 現 地 ガ イド の 解説 付き (一 部 を 除く ) で 、 効 率 よ く ※ ス ケ ジ ュ ー ル は 予定 で す 。 天 候 や 進行 状況 等 に より 、 変 更 する 場合 も 
ま あり ます 。 
名 城 を めぐ り ま す 。 ※ 原 則 と し て パス ガイ ド は 乗務 し ませ ん 。 


日 本 の 名 城 め ぐり 
特別 企画 小和田 泰 経 氏 ( 日 本 城 部 協会 理 事 ) と 行く |_| 剛司 


『 家 康 の 視点 で た と る 関ヶ原 の 戦い 』 テー 間 


lnE 


出発 日 12 月 1 日 ( 金 ) 

旅行 代金 (大 人 お ひと り 様 ) 
東京 発 111,000 円 114,000 円 
大 阪 発 99,000 円 102,000 円 


※ 東 京 ・ 大 阪 と の 共同 募集 コー ス で す 。 添乗 具 は 初日 名 古屋 駅 か ら 最終 日 名 古屋 駅 まで 同行 し ます 。 
※ 利 用 バス 会 社 : 名 鉄 観光 バス 、 名 鉄 バ ス 、 岐 阜 乗合 自動 車 の いずれ か ※ 部 屋 タ イプ : 洋 室 ※ 現 地 
合流 に つい て は P51 を ご 参照 下さ い 。 ※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 

※ 歩 きやすい 服装 ・ 履 物 で ご 参加 下さ い 。 


行程 ⑯ 入 場 〇 下車 つ バ ス 航 空 機 … 徒 歩 三 列車 ご 船 + そ の 他 こ 
東京 7:20 一 8:20 発 ) 品川 = 新 大 阪 8:10 一 9:10 発 ) 三 京都 関ケ原 大 垣 城 
新横浜 三 名 古屋 名 古屋 

唱 清洲 城 2 間 の 0 ST ie 関ヶ原 の 戦い は 、 現 在 の 岐阜 県 関ヶ原 町 で お こり ま 
押さ えと な っ た 城 ) 道 ・ 徳川 家康 の 本 陣 ) っ 借 【144 番 大垣 城 ( 石 > が 1 

三成 も 入城 し て いた 西 軍 の 本 陣 ) 夕刻 : ク イン テッ サポ テル 大 垣 泊 (季節 の 会 し た が 、 そ の 戦い は すでに 清洲 中 ・ 犬 山城 ・ 大 垣 城 

席料 理 夕食 ) の 戦い か ら 始 まき っ て いま し た 。 本 ツア ー で は 、 関 ヶ 
午前 : 宿 つ 〇 関ケ原 ・ 桃 配 山 (徳川 家康 最初 の 陣 ) っ 〇 岡山 の ろ し 場 一 〇 石田 原 の 戦 い に 至 る まで の 前 哨 埋 を 含め 、 主 要 な 古戦場 
三成 陣 跡 〇 大 谷 吉 継 陣 跡 っ 〇 徳川 家康 最後 陣 一 念 岐 阜 関原 古戦場 記念 か 1 

館 (関ヶ原 の 戦い の 全容 が わか る 最新 技術 を 結集 し た 体験 型 の 施設 ) つ IO RE Us RI ポ 時 1WB 財 2 計 
名 古屋 三品 川 = 新横浜 ニ 名 古屋 京都 ニ 終 決戦 で 勝つ こと が で きた の か を 探り ます 。 
東京 (18:40 て 19:40 着 ) 新 大 阪 (17:50 一 18:50 着 ) 小和田 泰 経 

日 本 の 名 城 めぐ り 


| 著 ご で び 呆 対 | で 店 前 ・ 居 表 | 著 の 員 燃 放 器 憶 | ー+V み テコ | 


第 8 回 
cg 国道 思 四 フェ リ 一 で 豊後 か ら 伊予 へ ym 6AEYKT80 


オイ ジョ か 物 く だ 


佐伯 城 ・ 臼 杵 城 ・ 大 洲 城 ・ 松 山城 上 mr 
6 最少 催 行人 : 8 名 と 答 泊 地 : 大 県 


トーゴ 
っ 
楽 
前 
出発 日 1 月 27 日 ( 土 ) 
旅行 代金 (大 人 お ひと り 様 ) 
記 
東京 発 105,000 円 107,000 円 
大 阪 発 89,000 円 91,000 円 
※ 東 京 ・ 大 阪 と の 共同 募集 コー ス で す 。 添乗 貞 は 初日 大 分 空港 か ら 最 終日 松山 空港 まで 同行 し ます 。 師 
※ 利 用 バス 会 社 : 大 分 交通 、 宇 和 島 自動 車 、 せ と うち バス の いずれ か ※ 部 屋 タ イプ : 洋室 ※ 現 地 合 同 
流 に つい て は P51 を ご 参照 下さ い 。 ※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 行 
ーー 日 杵 城 佐伯 城 
行程 @ 入 場 〇 下車 バス 航 空 機 … 徒 歩 王 列 車 一般 + そ の 他 
羽田 空港 900 一 10:00 発 大 分 空港 伊丹 空港 (0:30 一 11:30 発 ) 大 分 空港 九州 ・ 豊 後 で 工夫 を 疾 ら し た 縄 張 と 総 石垣 が 圧巻 の 
つっ 便 【194 番 】 佐 伯 城 (毛利 氏 が 関ヶ原 の 戦い の 後に 築い た 山城 ) 〇 【193 番 】 臼 l 8 3 ee、F 8 
昌 杵 城 (強敵 島津 氏 も 退け た 大 友 氏 の 甲 城 ) 夜 : ホ テル 法華 クラ ブ 大 分 泊 (市 内 に 企 伯 城 .、 02NNUHI 生 休 開 0RE IS 日 杵 茂 
て 夕食 、 大 浴場 に て で くつろぐ) を 訪ね 、 豊 後 水 道 を 国道 九 皿 フ ェ リ ー で 渡り 四国 ・ 
※ 大 浴場 は 天然 温泉 で は な く 、 人 工 温 泉 「 準 天然 」 光 明石 温泉 ? と な り ま す 。 伊 子 へ 。 平 成 に 四 重 皿 階 の 天守 が 木造 再建 きれ た 
朝 : 宿 一 大 分 ・ 佐 賀 関 港 国 道 刀 四 フェ リー で 豊 予 海峡 を 渡る 一 愛媛 ・ 三 崎 に SE 6 
港 一 借 【82 番 】 大 洲 城 (多聞 栓 を 巡ら し た 堅 城 ) … 倫 【81 番 】 松 山城 (ロー プ ウ エ 大 潮 城 。、 大 守 、 小 大 守 、 南 唱 構 、 北 賜 午 の 4 つの 旭 
| 一 利用 で 戦国 武将 加藤 豆 明 が 築い た 名 城 へ ) つ 物 が 天守 曲輪 の 四隅 に 配 さ れ 、 多 聞 樽 と 廊下 な ど で 
松山 空港 錠 羽 田 空港 (20:00 一 21:15 着 ) 松山 空港 伊丹 空港 (19:30 一 20:30 着 ) 結ば れ た 連立 式 天守 の 「 松 山城 」 を 巡り ます 。 
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liE 


著 い 只 燃 記 回 憶 | ー+ ポ ルー デコ | 


に Pi 
ロ に | 


山陰 海岸 ジオ ペー クト レイ ル を 歩く |92 


ん 


兵庫 編 II 香住 か ら 浜坂 、: 5 下 語 海岸 最少 催行 人 員 : 12 名 宿泊 地 : 兵庫 県 遇 に 


11 月 23 日 ( 木 ) 
旅行 代金 (大 人 お ひと り 様 ) 
東京 117,000 円 119.000 円 
京都 97,000 円 99,000 円 


※ 添 乗員 は 初日 京都 駅 か ら 最終 日 京都 駅 まで 同行 し ます 。 ※ 利 用 バス 会 社 : 日 本 交通 ※ 部 屋 タイ 


| 茎 C 隆 竹 | で 中 斗 責 ・ 居 前 


器 瑞 ・ 北 中 


其 交 S 盾 還 


プ : 洋室 ※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 ※ 歩 程 ① 約 5 ② 約 11 呈 ③ 約 8 知 
入場 〇 下車 バス 航空 機 … 徒 歩 列車 一般 + そ の 他 
東京 (7:30 て 8:30 発 ) 品川 新横浜 京都 9:30 て 10:30) = 福知山 = 
三 名 古屋 京都 = 福知山 三 豊岡 豊岡 
リー 〇 香住 ・ 平 島 の 足跡 化石 … 下 浜 の 流 痕 … 三田 浜 … 但 馬 漁 火 ラ イン つ @ 道 
の 駅 あま る べ … 放 部 鉄橋 ・ 空 の 駅 一 夕刻 : 豊 岡 グ リー ン ホ テル モー リス 泊 ( 近 
| 隣 で 夕食 ) 


西脇 海岸 


朝 : 宿 つ O 道 の 駅 山陰 海岸 ジオ パー ク 浜 坂 の 郷 つ 〇 あじ わら の 小径 … 食 浜 坂 

2 | 先 人 記念 館 以 命 亭 … 念 山陰 海 峰 ジ オ パ ー ク 館 … 諸 寄港 … 池 の 島 ポ ッ ト ホ ー 兵庫 県 か 6 鳥取 県 へ 、 国 境 ・ 七 坂 仏峠 を 越え を て トレ 
| ル … 居 組 ユ 夕刻 : 鳥 取 ワ シン トン ホテ ルプ ラ ザ 泊 イル を 辿り ます 。 リ アス 式 の 美しい 海岸 美 を 堪能 し 
朝 : 宿 つ 〇 居 組 … 七 坂 八 峠 展望 台 … 但 馬 と 稲葉 の 国境 を 越え て … 東浜 … 大 


な が ら 歩 きま きす 。 コ ンク リー ト 橋 と な り 「 空 の 駅 


羽 尾 一 久山 陰 海 崖 ど ジオ パー ク 海 と 大 地 の 自 然 館 一 


3 鳥取 三 姫路 王 名 古屋 王 新 横浜 = 鳥取 = 姫路 三 新 神戸 新 大 阪 を 併設 する 旧 父 部 鉄橋 や 加藤 文太 郎 の 故郷 ・ 浜 坂 な 
品川 三 東 京 (18:30 一 20:30 着 ) 京都 (16:45 一 18:45 着 ) ど 歴 史 と 自然 が 交錯 する 見 どこ ろ も 多い ユー ス で す 。 


さ っ た と うば げ は こ ね と う げ 
苑 埋 峠 の 富士 と 箱根 幅 越 え 


最少 催行 人 員 : 12 名 ゅ 宿泊 地 : 静岡 県 


11 月 25 日 ( 土 ) 
旅行 代金 (大 人 お ひと り 様 ) 
東京 59,800 円 62.000 円 
大 阪 69,800 円 72.000 円 


※ 東 京 ・ 大 阪 と の 共同 募集 コー ス で す 。 添 乗員 は 初日 静岡 駅 か ら 最 終日 小田 原 駅 まで 同行 し ます 。 ※ 利 
バス 会 社 : 山梨 交通 ※ 部 屋 タ イプ : 洋室 ※ 静 岡 駅 集合 ・ 小 田原 駅 解散 は 、 東 京 発 の 旅行 代金 より 
7.000 円 引き と な り ま す 。 ※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 ※ 歩 程 ① 約 8 和 后 ② 約 11 后 
4 代入 場 〇 下車 一 バス 航 空 機 … 徒 歩 三 列 車 一 船 + そ の 他 
東京 (8:309:30 発 ) 品川 三 新横浜 新 大 阪 (7:30-8:30 発 ) 京都 = ガー と 
ー 静岡 名 古屋 三 静岡 薩 才 忠 から 望む 富士 山 東海 道 石 販 を 箱根 宿 へ 
1 >G 興 津川 ・ 川 越 跡 碑 … 薩 二 峠 下 … 薩 二 峠 (眼下 に 現代 の 交通 の 要衝 、 田 子 の 
浦 越 の 富士 山 ) 倉沢 ( 望 導 亭 ) … [由比 宿 】 信 東海 道 広重 美術 館 、 本 陣 ・ 脇 本 陣 


跡 、 信 由比 正雪 生 家 つ 夕刻: 沼津 リ バー サイ ド ホ テル 泊 ーー 京都 三条 大 橋 と 江戸 日 本 橋 を 結ん だ 東海 道 五 十 三 
朝 : 宿 一 〇 山中 城跡 (545m、 日 本 百名 城 ) … 接待 茶屋 貴 … 箱 根 峠 (830m) …【 箱 次 。 中 で も 江戸 時 代 の 面影 を 残し 、 名 所 図 会 に も 描 


根 宿 】 本 陣 は ふ や 跡 、 信 箱根 関所 跡 (「 入 り 鉄砲 に 出 女 」 を 取り 締まっ た ) … 箱根 ュ コ ナチ 往 四 エ a 計 
還 普 林 … 石 時 … 甘酒 茶屋 … 西 海 子 坂 ・ 猿 滑り 坂 … 畑 宿 (里塚 ) > か れ た 街道 屈指 の 名 峠 を 歩き ます 。 有 駿河 湾 と 冠 雪 の 


小田 原 三 新 横浜 三品 川 = 小田 原 王 名 古屋 = 京都 = 富士 山 を 望む 薩 替 峠 、 そ し て 天下 の 険 ・ 箱 根 峠 。 東 
東京 (18:00-19:30 着 新 大 阪 (19:00-20:30 着 ) 海道 中 で も 人 気 の 高 い 二 つの 峠 越 を を 楽し み ま す 。 


必ず お 読み くだ さい お 申込 いた だ く 前 に 、 下 


下記 事項 、 及 び 各 コー ス ご と の 掲載 内 容 を 必ず ご 確認 の 上 お 申込 くだ さい 。 


お 申込 み の ご 案内 


還 こ の パン フレ ッ ト に 


島 最 少 催 行人 員 : 各 コ ー ス を ご 覧 くだ さい 。 (最少 催行 人 員 と は 、 コ ー 
ス を 催行 する た め に 必要 な 人 数 の こと で す 。 こ の 人 数 に 満た な いた 
め に お 申込 み の コ ー ス の ご 旅行 が 催行 され な い 場 合 が あり ます 。 こ 
の 場合 は 旅行 開始 日 の 前 日 か ら 起算 し て さか の ぼっ て 13 日 目 に あ た 
る 日 より 前 (日 帰り 旅行 は 3 日 前 た あたる 日 より 前 ) に 旅行 中 止 の 通 
知 を し ます ) ※ 同 行者 の 取消 に よっ て お 準 を 満た さ な く な っ 
た 場合 は 、 申 込 者 全員 が 自動 的 に 取消 扱い と な り 、 所 定 の 取消 料 が 
か か り ま す の で 、 予 め ご 了承 くだ さい 。 

人 旅行 代金 : 出発 日 、 ご 利用 人 数 、 日程 、 食 事 条 件 に より 異な り ま す 。 

人 ご 旅行 中 に 、 お 客 様 の 都合 で 使用 され な か っ た 切符 や クー ポン 券 類 
の 払戻 し は 一 切 で きま せん の で 、 予 め ご 了承 くだ さい 。 

代行 程 の 凡例 一 バス 、 う 航空機 、… 徒歩 、 = 列車 、~ 船 、++ その 他 ( タ 
クシ ー ま た は 送迎 車 )。 行 程 内 の 観光 箇所 は 、 欠 は 入場 観光 、 〇 は 下車 観光 、 
[車窓 ] は 車窓 観光 と な り ま す 。 

介 行 程 に 記載 の 出発 ・ 到 着 時 間 お よび 所 要 時 間 は あく まで 目安 で す 。 
交通 事情 な ど に より 異な る 場合 も あり ます 。 バス 移動 時 間 90<120 
分 を 目安 に 1 回 休憩 を お 取り し ます 。 

パンフレット に 掲載 の ある ガイ ド ・ 写 真 家 ・ 演 者 な どの 案内 人 が 変 
更 と な る 場合 が あり ます 。 

人 食事 条件 は 旅行 代金 の 中 に 含ま れ て いる 食事 を 表示 し て いま す 。 

人 行程 に 記載 の 1 日 目 出発 地 の 集 合 場 所 まで 及び 、 最 終日 帰着 地 の 解 散 
場所 以降 の 交通 費 は お 客 様 負担 と な か り ま す 。 

但 行 程 表 内 の 時 間 表 示 の 目安 は 下記 の 通り で す 。 


午前 年 後 夕刻 己 夜 半 深夜 


06:00 08:00 12:00 16:00 18:00 23:00 | 00 


04:00 


記載 の プラ ン は 全て 派生 員 


「 特 大 荷物 」) を 車内 に 持ち 込む 場 に 特大 荷物 スペ ー ス つ 
き 座 席 の 予約 が 必要 (無料 ) で す 。 3 、 席 数 に は 限り が あり ます 。 
また 、3 辺 の 合計 が 250cm を 超え る 荷物 は お 持込み で きま せん 。 事 
前 予約 せ ず に 特大 荷物 を お 持込み され た 場合 、 車 内 で 手数 料 (1.000 
税込 ) を お 支払 いい た だ く 必 要 が あり ます の で 、 な る べく 荷物 は 
小分け に し て いた だ く よ う お 願い し ます 。 特 大 荷物 の 持ち 込み を 
望 さ れる お 客 様 は 、 旅 行 の お 申込 み 時 に お 申し 出 く だ さい 。 ご 不 
な 点 は 、 販 売店 係員 に お 問い 合わ せく だ さい 。 荷物 の 持込み に 関 
る 詳細 は 、 JR 東 海 (https://wwwJjjr-central.co.jp/) JR 
(https://wwwjjr-odekake.net/) JR 九州 (https://wwwjjrkyushu. 
cojp/) の HP を ご 覧 くだ さい 。 
介 ダ イヤ 改正 に より 、 便 名 ・ 列 車 名 ・ 列 車 番号 ・ 発 着 時 間 ・ 本 数 な ど 
が 変更 と な る 場合 が あり ます 。 


宿泊 に つい て 

人 宿泊 施設 の 客室 に お いて 、 基 本 的 に バス ・ ト イレ 設備 の ご 用 意 が あ 
る 場合 は 、 特 に 記載 し て お り ま せん 。 例 外 と し て ご 用 意 が で き な い 
場合 の み 詳細 を 各 コ ー ス ペー ジ に 明記 し て いま す 。 

介 山 旅 ウ オー ク で の 山小屋 宿泊 で は 、 共 同 ト イレ 、 相 部 屋 、 風 呂 な し 
と な り ま す 。 (一 部 山小屋 を 除く ) 

介 お 部 屋 は 、 禁 煙 ・ 喫 煙 、 和 室 ・ 洋 室 な ど 部 屋 タ イプ 、 階 層 、 有 眺望 の 
指定 な どの ご 希望 は お 受け で きま せん 。 

介 同 等 クラ ス の 宿泊 先 は お 選び いた だ け ま せん 。 な お 、 同 等 クラ ス の 
選定 判断 基準 は 当社 に 拠り ます 。 


合 時 間 に つ いて 


希 

明 
す 
本 


※ 上 記 の 時 間 表 示 は 、 航 空 機 ・ バ ス 等 の 移動 の 発 
安 で す 。 実際 の 発着 時 刻 、 ぎ 刻 と は 異な る 場 


和 刻 を 基 に し た 
合 が あり ます 。 


介 こ ども 旅行 代金 適用 年 齢 に つい て こども 旅行 代金 は 小学 生 ( 旅 
行 開始 日 当日 基準 ) の 方 に 適用 と な り ま す 。 航空機 利用 を 含む 商品 
(片道 JR / 片 道 航空 機 含む ) の み 6 歳 て 11 歳 (旅行 開始 日 基準 ) は 、 
こども 代金 を 適用 し ます 。 ※ 未 就学 の 幼児 が 列車 の 指定 座 更 用 
する 場合 、 別 途 こ ども 運賃 ・ 料 金 が 必要 と な り ま す 。 ま 
幼児 で 宿泊 施設 で の 食事 が 必要 な 場合 な ど は 、 こ 
利用 いた だ く こ と も で きま す 。 詳しく は お 問合せ 下さ い 。 


温泉 (鉱泉 含む お) に つい て 

介 お 客 様 が 快適 に ご 入浴 いた だ ける よう に 適切 な 温度 ・ 成 分 と な る よ 
う 加 水 ・ 加 温 な ど を し て いる 場合 が あり ます 。 

條 浴槽 が 多数 ある 宿泊 施設 の 場合 、 ご 入浴 を より 楽し ん で いた だ ける 
EL ( 例 : ワイ ン 風 呂 、 酒 風呂 、 
薬湯 な ど 

IE ご 入浴 いた だ ける よう に 、 条 菌 消毒 を し て いる 宿泊 施設 も 

り ま す 。 


交通 手段 に つい て 

人 バス 車内 は 禁煙 で す 。 乗車 中 は 必ず シー ト ベ ルト を 着用 し て くだ さい 。 
利用 バス 会 社 に つい て は 各 コ ー ス ペー ジ を 確認 し て くだ さい 。 ※ 

帰り コー ス の 利用 バス 会 社 は 【 都 園 東 

ス 、 ケ イコ F ム 観光 の いずれ か 【 発 】 国際 興業 

本 交通 、 ヤ サカ 観光 バス 、 

阪急 観光 バス 、 大 阪 第 一 交通 、 人 動車 、 関 西 
か の 公益 社団 法人 ・ 日 本 バス 協会 加盟 各社 と な り ま す 。 

候 航 空 機 利 用 の 場合 、 適 用 運賃 は 個人 包括 旅行 割引 運賃 、 又 は 包括 旅 
行 割引 運賃 と な り 、 ご 利用 上 の 制限 が あり ます 。 利 用 航空 会 社 は 、 
J AL 又は ANA 又 は SF J 又 は SNA の いずれ か と な り ま す 。 

人 JR 利 用 の 場合 、 募 集 型 企画 旅行 用 の 特別 運賃 ・ 料 金 を 適用 し て い 
る た め 、 凍り 部 制限 が あり ます 。 

※ 東 海道 ・ 山 陽 ・ 九 州 新幹線 に 3 辺 の 合計 が 160cm を 超え る 荷物 (以下 、 


人 @ 集 合 時 間 は 、 原 則 JR ・ 有 船舶 利用 コー ス は 出発 時 間 の 20 一 30 分 前 、 
航空 機 利 用 コー ス は 40 て 60 分 前 、 バ ス 利用 コー ス は 集合 出発 時 間 を 
掲載 し て いま す 。 (一 部 コー ス を 除く ) 


その 他 ご 注意 事項 

列車 ・ 船 舶 の 座席 に つい て 特に 記載 の な い 限 り 航 空 機 
普通 席 、 列 車 は 普通 車 指定 席 、 船 舶 は 2 等 又は 自由 席 と な り ま す 。 

昌 ・ 禁 煙 席 、 窓 ・ 通 路側 の ご 希望 は 事前 に お 伺い で きま せん 。 ま た 、 

グル ー プ 、 カ ッ プ ル の 方 で も 座席 が 離れ る 場合 が あり ます 。 

介 コ ー ス 内 容 の 変更 に つい て 航空 機運 航 ス ケ ジ ュ ー ル (鉄道 の ダ 
イヤ 改正 ) な どの 変更 で 各 コ ー ス 中 の 出発 ・ 到 着 時 間 幅 を は ずれ る 
場合 が あり ます 。 ま た 、 混 雑 ・ 天 候 状 況 ・ そ の 他 の 事情 に より 現地 

発 ・ 到 着 時 間 、 観 光 箇 所 、 行 程 の 順序 、 食 事 時 間 な ど が 変更 と な 

る 場合 が あり ます 。※ 利 用 航空 便 は 往路 ・ 復 路 と も 経由 便 と な る 場 


合 も あり ます 
季節 ・ 仕 入 な どの 都合 に より 料理 内 容 ・ 器 が 


人 料理 写真 に つい て 
変更 と な る 場合 が あり ます 。 

候 航 空 機 ・ 列 車 の 決定 便 は 搭乗 日 、 又 は 乗車 日 の 10 日 前 頃 ま で に お 知 
ら せ し ます 。 (最終 旅程 表 で 確認 し て くだ さい ) 

借 車 椅子 の ご 利用 、 身 体 障 害 者 補助 大 の 同行 に つい て は 、 お 申込 時 に 
販売 店 係員 に お 申出 くだ さい 。 

介 各 ペー ジ に 掲載 され て いる 宿泊 施設 や 入場 施設 の 情報 は 、 営 業 時 間 、 
食事 場所 ・ 内 容 ・ 時 間 、 入 浴場 所 ・ 時 間 な ど が 予告 な く 変 変更 と な っ 
た り 、 サ ービス の 提供 が 中 止 と な る 場合 が あり ます 。 ま た 、 指 定 さ 
れ た 列車 ・ 便 の 運休 な ど に より 、 列 車 ・ 便 の 変更 や 行程 の 変 ド 更 が 行 


われ る 場合 が あり ます 。 
記載 の 観光 内 容 が ご 覧 いた だ け な い 場合 


介 天 候 な どの 諸 条 件 に より 、 
が あり ます 。 

今 掲載 の イベ ント は 特に 記載 の な い 限 り 2023 年 9 月 現在 の 予定 で す 。 
祭 ・ 花 火 な どの イベ ント が 中 止 ・ 延 期 と な る 場合 、 ま た 、 開 催さ れ た 
場合 な ど 現地 に て 公共 交通 機関 の 運行 が 規制 され る 場合 が あり ます 。 

0 を お すす めし ます 。 販 売店 係員 に お 問 合 わせ 

こさ い 。 

介 写真 は イメ ー ジ で す 。 花 ・ 飲 料 な どの 装飾 は 付き ませ ん 。 予 め ご 了 
承 く だ さい 。 


中 京 園 に お 住ま い の 方 へ 名 古屋 か ら も ご 出発 いた だ け ま す ! 


( 例 ) 名 古屋 か ら 首都 圏 発着 ツア ー に ご 参加 、 新 幹線 利用 の 場合 
ぁ 名 古屋 より 西 (九州 方 面 ) に 行く 場合 
・ 東 京 班 が 乗車 し て いる 列車 に 名 古屋 か ら 途 中 合流 
・ 首 都 圏 発 の 旅行 代金 か ら 5.000 円 引き 


( 例 ) 名 古屋 か ら 大 阪 発着 ツア ー に ご 参加 、 新 幹線 利用 の 場合 
> 名 古屋 より 東 (東京 方 面 ) に 行く 場合 
・ 大 阪 班 が 乗車 し て いる 列車 に 名 古屋 か ら 途 中 合流 
・ 大 阪 発 の 旅行 代金 か ら 3.000 円 引き 


ツア ー の 現地 合流 離 団 も 可能 で す ! 


※JR ま た は 航空 機 利用 の コー ス は 旅行 開始 日 の 前 日 か ら 起算 し て 20 日 前 まで に お 申し 出 下さ い 。 


※ 詳 細 は お 問い 合わ せ 下 さい 。 


※ 現 地 ま で の 交通 費 は お 客 様 ご 負担 と な り ま す 。 
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テー マ あ る ゆとり 旅 の お 問合せ ・ お 申込 み は こ ちら ! 


商品 に 関す る お 問い 合わ せ ・ ご 相談 


0570-04-0303 03-681 0-1 91 0 X(IBTwitter) に て 国内 旅行 の 


(ナビ ダイ ヤル ) 上 者 を ご 利 用 F き V。。 最新 情報 を つい や き 中 ! 


公式 LINE 
下記 押 EH 欄 記載 の 販売 


店 へ お 越し くだ さい 。 旅 お 電話 で 


の 相談 や 詳し い 情 報 を 10:00-17:00 


(は 日 補 
係員 が ご 案内 し ます 。 12/30ー1/3 ほ は 体 ) 


例 と の パン フレ ッ ト を デ に ジタル パン フレ ツ ド コ ] チエ ッ ! 1 [ 捉 / じ ルッ トス タッ ド @JTB sun theme 


lp。 事 4 あの ルク に 誤 アタ に 4 凡 d 中 章 JTB ブ ループ が お すす めす る 保険 の ご 案内 


旅行 予約 後 の も し も に 備え て キャ ン セ ル 料 が / 
最大 100% 戻っ て くる JTB ガ イア レッ ク 


JTB GAIAREC, INC. 


' 
@ 本 人 ・ 同 行者 の 急 な 通院 @ 子ども が 熱 を 出し た ロ MYSURANCE 


@ 転ん で ケガ を し た @ ライ ブ が 中 止 に な っ た 上 1 お 申込み 条件 
予約 人 数 が 8 名 以下 で 保険 お 申込 み 日 を 含め 旅行 開始 日 まで 9 日 以上 ある ご 旅行 が 対象 と な り ま す 。 
@ ご 旅行 の ご 予約 日 か ら 起算 し て 1 4 日 以内 まで お 申込 みい た だ け ま す 。 ※ 申 込 可能 期間 は 変更 と な る 場合 が あり ます 。 
@ ご 契約 者 は 18 歳 以上 と な り ま す 。 


上 お 申込 み に つ いて 


JTB ガ イア レッ ク 旅 行 キ ャ ン セ ル 保 険 が あれ ば 、 ご 内 き は Mysurance の マイ ペー ジ か ら ご 確認 いた だ け ます 。 


還 戻っ て き は PSRC の マイ ペ ー ツ が 5 いつ で も 交 い た け ま す 
い ヽ こ 英 約 り SU「aTCG( に は Sa 出 に こ / ご e 
最大 で キャ ン セ ル 料 の 全額 が 戻っ て きま す 。 を 人 きっ て 16 昌 まで に の 凡例 さ れ ます 
回 と 5 ※ 保 険 金 の お 受取 り が 無い 場合 に 限り ます 。 
保険 料 の 旅行 代金 1 5 ,000 円 の 場合 : 保険 料 380 円 ETTEPPEETERTTTRZORECHPTE2TIT5 
旅行 代金 50.000 円 の 場合 : 保険 料 1.270 円 


サン & サ ン 予 約 セン ター03-6810-1933 ま で お 問い 合わ せく だ さい 。 s 
お 申込 み は 、 
ー 例 【 取 扱 代 理 店 】 株 式 会 社 JTB ガ イア レッ ク [引受 少額 短期 保険 業者 】Mysurance 株 式 会 社 (損保 ジャ パン 100% 子 会 社 ) WEB 限 定 で 承り 8 


旅行 代金 1 00 ,000 円 の 場合 : 保険 料 2.530 円 この 保険 は 、 株 式 会 社 JTB ガ イア レッ ク を 契約 者 と し 、 株 式 会 社 TB ガ イア レッ ク が 企画 ・ 主 催す る 旅行 に 参加 する 方 を 被 保険 者 (保険 の 対象 と な る 方 ) と する 詳し く は こち ら か ら 人 A 


Travel キ ャ ン セ ル 保 険 の 団体 契約 で す 。 株 式 会 社 JTB ガ イア レッ ク は 、 販 売店 に 団体 契約 の 加入 勤 奨 を 委託 し て いま す 。 MYS23-001810 


お 申し 込み の 方 へ の ご 案内 (お 申し 込み いた だ く 前 に 、 こ の 頁 と 各 コ ー ス 毎 の ご 案内 と こ 注意 を 必ず お 読み くだ さい 。) 


お 申し 込み の 際 に は 、 必 ず 旅 行 条 件 書 (全文 ) を お 受け 取り いた だ き 、 事 前 に 内 容 を ご 確認 の 上 お 申し 込み くだ さい 。 
信 募集 型 企画 旅行 契約 人 @ 特別 補償 人 個人 情報 の 取扱 に つい て 
品 0 【 行 有 


この 旅行 は (株 )JTB が イア レッ ク (東京 者 品川 区 712 サ 。 以 当社 は 、 当 社 また は 当社 が 手 は 、 旅 行 込 の 

下 「 当 社 ] と いう ) が 企画 ・ 実 施す る 旅行 で あり 型 企画 旅 旅行 約 誠 別紙 特別 補 信 規 

行 契約 (以下 [旅行 契約 ] と いう ) を 締結 す 記 に よる ほか 、 別途 事故 に より 、 そ の 身体 、 生 命 ま 
に 書面 及び 当社 旅行 業 て で 、 補償 金 また は 見 舞 金 を 支払 いま 


き 隊 さ れ た 個人 情報 に つい て 、* 
ま か 、 お 客人 が お 申し 込み いた だ いた 旅行 に お いて 

配 及 びそ れ ら の サー ビス の 受領 の た め の 手 
ます 。 こ の ほか 、 当 社 及び で は 、① 当 社 及び 当社 と 提携 する 企業 の 商品 や サー ビ 


企 9 の 部 に より ます 。 な お 、 当 パン フレ ッ ト に 記載 きれ 行 条 件 と 別途 ある 場合 は 、 当 社 は 、 当 社 が 支払 う ま ス 、 キ ャ ン ペ ー ン の ご 案内 ② 旅 行 参加 後 の ご 意見 や の ご 提供 の お 願 し ン ケ ー ト の お 願い ③④ 
人 書 (全文 ) に 記載 され た 条件 と の 相違 が ある 場合 は 、 当 パン フレ ッ ト 記 載 の 旅行 条件 が 00 万 円 ・ 入 院 見 舞 人 帳 特典 サー ビス の 提供 ⑤ 統 計 資 料 の 作成 に お 客 様 の 個人 情報 を 利用 させ て い と が あり ます 。 
適用 きれ ます 。 ・ 償 金 お 客 様 1 名 に つき 15 万 円 (た だ し 補償 対象 品 1 個 あたり 10 万 円 を 限度 と し ます 。) 

@ そ の 他 
@ 旅行 の お 申 し 込み 及び 契約 成立 時 期 人 @ お 客 様 の 責任 (抜粋) = 客 2 に 新 コ ロナ イス 者 し 、 ま た は 半角 導 と な っ た 井 な ど 、 
(1) 所 十 の 中 和 s ュ お 客 様 は 、 旅 行 開始 後に お いて 、 契 約 書 | され た 旅行 サー ビス を 円 滑 に 受領 する た め 、 万 が 基づき 隔離 その 他 の 措置 か な っ た 場合 に は 、 そ の 指示 に 従っ て 頂き ます 。 ま 


"契約 書面 と 異な る 旅行 サー 


が き は 、 旅 行 地 に お いて 速やか に その 宮 を 


JH た と H る 費用 は お 客 様 の ご 負担 と たり ます 。 
恋 旅 行 サー ビス 提供 機関 又は お 四 込 店 に 申し 出 な けれ ば な り ま せん 。 


泊 乗 、 香 旋 貞 、 現 地 ガイ ド 、 当 
= 2 人 @ 旅行 条件 ・ 旅 行 代 金 の 基準 
@「 通 信 契 約 ] を 希望 され る お 客 様 と の 旅行 条件 
この 旅行 4 人 基準 と R た 、 る 効 な 

注 ク レジ ルード 会 社 の カー ド 人 (4 ド [ 人 と いう ) よ [全員 の 党 名 な くし て 旅行 代 で 取 FTTEOKS MM 
消 上 に お 貼 込 み を 受け た 場合 
条件 と は 以下 の 』 に より 当時 が できない 和合 が あり ます 。 ま た 収 扱 
きる カー ド の 種類 8 : 

約 


する の 骨 知 が お 和 拉 に 到達 内 1 の 上 か ら 直し て 2 に 
え 、 申 込 金 の 支払 い を し て いた だ きま す 。 こ の 場合 、 前 項 の 定め 
旅行 は 、 電話 に よる お 貼 し 込み の 場合 、 本 項 (2) に より 中 


当社 ら が 受領 し た と き に 、 ま 
金 の お 支 上 い 後 、 当 社 ら の 
人 ファ 
させ る と き は 、 
立 し ます 。 


契約 を 締結 す 
リ そ の 他 の 通 


よる 旅行 契約 は 、 当 社 ら の 旅行 契約 の 締結 を 承諾 する 旨 の 通知 が お 客 様 に 到達 し 
立 す る も の と し ます 。 

利用 日 ] と は 旅行 等 の 支払 いま た は 払戻 し 債務 を 履行 すべ き 日 を いい ます 。 旅 行 代金 の 
カー ド 利 用 日 は 「 契 約 成立 消 料 の カー ド の 利用 日 は 「 契 約 解 除 依頼 昌 と し ます 。 


客 科 
で お 申し 込み の 場合 で も 、 通 信昌 # 
叶 さ れる お 客 様 と の 旅行 条件 (1) の 定め に より 契約 


成 


お 申込 金 旅行 代金 お 申込 金 (6 夫人 代 の か DB 以 度 で あっ た 場合 は 、 当 は 人 和 代 信 か ら 取 清 17000756 
行 代 寺 引い た 額 を 解除 依頼 日 の 翌日 か ら 起 し いい 戻し ま 
Cuptec320 が 0 | 夫 UNZuiEa) 690 3) 与信 等 の 理由 に より 会 員 の お 貼 し 出 の クレ ジッ トカ ー ド で の お 支払 い が で き な い 場 合 、 当 社 は 通信 
6.000 15 万 円 未 満 30.000 中 四 約 を 解除 し 、 規 定 の 取消 料 と 同 鶴 の 作料 を 申し 受け ます 。 た だ し 、 当 社 が 別途 指定 する 期日 画 ・ 実 施 
ーー = よる 旅行 代金 の お 支払 い を いた だ いた 場合 は この 限り で は あり ませ ん 。 旅行 企画 ・ 実 施 
12.000 円 15 万 円 以上 | 旅行 代金 の 20% 


@ 時 9 国内 各論 へ の 加入 に つい て 株 式 会 社 JT 日 ガイ アレ ッ ク 


合 、 多 額 の 治療 費 る こと が あり ます 。 ま た 、 事 故 の 場合 、 加 
旅行 代金 は 旅行 出発 昌 の 前 日 か らき さか の ぼっ て 13H 卓 に あ た PO (お 申し 迄 み が 間際 の 3 1 1 ル 合 
社 が 会 社 


や 務 信金 の 回 収 が ある 場合 が あり ます 。 こ れ ら を 揚 保 する た め 、 観光 庁 長官 登録 旅行 業 第 712 号 日 本 旅行 業 協会 正会員 


な 叙 の 国内 旅行 保険 に 加入 され る こと を お 勧め し ます 。 国 内 旅行 保険 に つい て 


に お 問い 合わ せく だ さい 。 東京 都 品川 区 東 品川 2-3-11 〒140-8602 
NN 2 ポコ っ コ ド 翌 証 会 員 旅行 業 公正 取引 
k 立 後 、 お 客 欄 で 了 次 を 取消 料 と し て 申し 受 合 は 、 直 ち 0 * 了 ーー 三 < 会 。、 へ 喝 
成立 後 、 お 客 様 の 都合 で 契約 を 解除 きれ る と き は 、 次 の 金額 を 取消 料 と し て 申し 受け ます 。 に さい 」 ヽ 事 情 が 』 合 バ ー 般 社団 法人 日 本 旅行 業 協会 正 会 計 我 
全額 は 、 外 約 書面 に 明示 し ます 。 に 2 6 通知 くだ さい 。 (も し 、 通 知 で き な い 事情 が ある 場合 は 、 そ の 事情 記 協 ロ 評 坪 見 
2) 本 表 の 適用 に 当たっ て 「 旅 行 開始 後 」 と は 、 別 紙 特別 補償 規程 第 2 条 第 3 項 に 規定 する [サービ 
。 ス の 吉 人 を 受け る こと を 開始 し た 時 」 以 降 を いい ます 。 
5 oe 【 受 託 販 売 】 お 申し 込み ・ お 問い 合わ せ は 下記 の 販売 店 を ご 利用 下さ い 。 
EE el 
帰 ! に 央 | 
旅行 開始 g 
日 の 前 日 


る 日 以降 の 解除 
っ て は 10 日 目 ) 旅行 代金 の 20% 


か ら 起 算 |2) 20 日 目 に 
し て さか | (日 帰り 旅行 
の ぼっ て (3 一 6 を 除く ) 


3) 7 日 目 に あたる 日 以降 の 解除 (4 一 6 を 除く ) 旅行 代金 の 30% 


4) 旅行 開始 日 の 前 日 の 解除 旅行 代金 の 40% 
5) 当日 の 解除 (6 を 除く ) 旅行 代金 の 50% 


6) 旅行 開始 後 の 解除 また は 無 連 絡 不参加 旅行 代金 の 100% 
ご 更 変更 に つい て も 、 全 体 に 対 


| 
と 利用 する 旅行 つい て 」 
ま に よび コー ス の 変 
体 に 対す る お 取消 と みな し 、 取 消 料 の 対象 と な り ます 。 


人 旅行 代金 に 含ま れる も の 

旅行 日 程 に 明示 し 機関 ( 注 秋 の な いか ぎり エコ ノミ ー ク ラス ) 、 和 宿泊 費 、 食 事 代 、 入 
場 料 拝観 料 客 様 の 都合 に より 一 部 利用 きれ な く て も 原則 
の て 払い 戻し いた し ませ ん 。 (コー ス に 含ま れ な い 交通 費 等 の 話 電 用 及び 側 人 的 邊 用 は 各 み ま せ 
ん 。) 


@ [当社 の 許 」 


0 確定 情報 を 記載 する 最終 旅行 日 程 家 に つき まし て は 、 当 社 よ り 特 に ご 連絡 の 無い 場合 は 本 パン フレ ッ ト 記 載 内 容 を も っ て 替え させ て 頂き ます 。 
上 か ら 起算 し て 2 年 以内 通知 が あっ た き 合 (国内 ) 旅行 業務 取扱 管理 者 と は 、 お 客 様 の 旅行 を 取り 扱う 営業 所 で の 取引 に 関す る 南 任 者 で す 。 


荷物 に つい て 生じ た 本 項 (1) の | きま し て は 、 林 上 (1) の お 容 秋 か ら の 抽 害 和 基 この 旅行 契約 に 関し ご 不 K E 、 
間 規 定 に か か わら ず 損害 発生 の 翌日 か ら 起 算 し て 14 昌 以内 に 当社 に 対し て 申し 出 が あっ た 場合 人間 


に 限り 、 貼 償い た し ます 。 
高 15 万 円 まで (当社 に 落 意 叉 


、 損 


の 名 何 に か か わら ず 当 社 が 行う 償 額 は お 1 人 あたり 最 
過失 が ある 場合 を 除き ます 。) と いた し ます 。 ア 種 


当 パ ン フ レッ ト の イメ ー ジ PHOTO は 実際 の 旅行 地 と 異な る 場合 が ご ざい ます . ロ さ 
パン フレ ッ ト の 一 部 成 び 人 部 の 複製 便 用 を 禁 す 。 商品 コー ド | 4412510 


